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遺跡の立地（北東方面を望む）

北地区・中央地区北半部全景（上が北）
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中央地区南半部（上が北）

下段南地区（上が北）
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上段南地区（上が北）

西地区経塚集石SX01（南から）
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上段北地区SK224土器出土状況（北から）

SK224 出土土器
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下段北地区 SK608 出土漆器大皿　W65

北地区 SK510 出土漆器大皿　W67

北地区 SK621 出土漆器椀　W79 （上）北地区 SR415
出土漆器椀　W10・W11

（下）中央地区包含層
出土木製品　W114
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北地区 SR415 出土木製品　W16 北地区 SE419 出土木製品　W69

北地区 SR415 出土木製品　W31

北地区 SE419 出土木製品　W68 北地区 SK608 出土木製品　W66



　本書は、兵庫県神戸市北区有野町二郎に所在する日下部遺跡の発掘調査報告書である。日下部遺跡の発掘調査につ

いては、すでに「兵庫県教育委員会 2001.3『神戸国際港都建設事業道場八多地区特定土地区画整理事業に伴う日下

部遺跡発掘調査報告書』兵庫県文化財調査報告第 215 冊」として刊行されている。本書で報告する地点は、前記報

告地点とは離れ、間に「二郎宮ノ前遺跡」を挟んでいるが、神戸市教育委員会との協議の上、同じく日下部遺跡と

して調査を実施し、「日下部遺跡２」として報告する。

　本調査は、新名神高速道路　箕面～神戸間（兵庫県域）建設工事に伴うもので、西日本高速道路株式会社関西支

社新名神兵庫事務所の依頼に基づき、兵庫県教育委員会を調査主体として、公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター

埋蔵文化財調査部を調査機関として実施した。

　本書は、公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター埋蔵文化財調査部の岸本一宏、西口圭介、村上泰樹、大本

朋弥、別府洋二及び、兵庫県立考古博物館の山本誠が執筆し、一般社団法人文化財科学研究センターに出土木製品の

樹種同定をお願いし、第６章に掲載した。編集は別府が池田悦子の協力を得て実施した。

　本調査において出土した遺物や作成した写真・図面類は、兵庫県教育委員会（兵庫県立考古博物館）で保管している。

　本書に用いた方位は座標北を示す。また、標高は東京湾平均海水準を基準とした。

　発掘調査・報告書作成にあたっては、

　西日本高速道路株式会社関西支社新名神兵庫事務所

　神戸市教育委員会

　金原美奈子（文化財科学研究センター）

　岡田章一　松井良祐（以上、兵庫県立考古博物館）　

　株式会社藤原組　松浦興業　株式会社ジオテクノ関西　河南測量設計

　森井光治　伊藤三千人　滑浦武志　西本寿子　西山はるみ　中祖晴海　　　

　以上の方々（敬称略、順不同）のご教示、ご協力を得た。
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ࣸਅਤ൛ 71　ग़土土ث 17　（SK224） ࣸਅਤ൛ 72　ग़土土ث 18　（SK224）

ࣸਅਤ൛ 73　ग़土土ث 19　（SK224 ଞ） ࣸਅਤ൛ 74　ग़土土ث 20　（SD273 ଞ）

ࣸਅਤ൛ 75　ग़土土ث 21　（SK834 ଞ） ࣸਅਤ൛ 76　ग़土土ث 22　（上段中央地区แؚ層）

ࣸਅਤ൛ 77　ग़土土ث 23　（SK01 ଞ） ࣸਅਤ൛ 78　ग़土土ث 24　（SK70ɾ78）

ࣸਅਤ൛ 79　ग़土土ث 25　（SK43 ଞ） ࣸਅਤ൛ 80　ग़土土ث 26　（SK43ɾ64 ଞ）

ࣸਅਤ൛ 81　ग़土土ث 27　（SK71ɾSX1007） ࣸਅਤ൛ 82　ग़土土ث 28　（SX1007）

ࣸਅਤ൛ 83　ग़土土ث 29　（SX1007ɾ1001 ଞ） ࣸਅਤ൛ 84　ग़土土ث 30　（SX1041 ଞ）

ࣸਅਤ൛ 85　ग़土土ث 31　（SX1010ɾ1039） ࣸਅਤ൛ 86　ग़土土ث 32　（SX1037 ଞ）

ࣸਅਤ൛ 87　ग़土土ث 33　（上段南地区แؚ層） ࣸਅਤ൛ 88　ग़土土ث 34　（上段南地区แؚ層）

ࣸਅਤ൛ 89　ग़土土ث 35　（上段南地区แؚ層） ࣸਅਤ൛ 90　ग़土土ث 36　（上段南地区แؚ層）

ࣸਅਤ൛ 91　ग़土໦੡඼１　（SR400ɾ415） ࣸਅਤ൛ 92　ग़土໦੡඼２　（SR415）

ࣸਅਤ൛ 93　ग़土໦੡඼３　（SR415） ࣸਅਤ൛ 94　ग़土໦੡඼４　（SE416ɾSK501）

ࣸਅਤ൛ 95　ग़土໦੡඼５　（SK501） ࣸਅਤ൛ 96　ग़土໦੡඼６　（SK501）

ࣸਅਤ൛ 97　ग़土໦੡඼７　（SK501ɾ608） ࣸਅਤ൛ 98　ग़土໦੡඼８　（SK608）

ࣸਅਤ൛ 99　ग़土໦੡඼９　（SK510） ࣸਅਤ൛100　ग़土໦੡඼ 10　（SE419ɾ601ɾSK464ɾ449ɾ65）

ࣸਅਤ൛101　ग़土໦੡඼ 11　（SK575ɾ621ɾ736） ࣸਅਤ൛102　ग़土໦੡඼ 12　（SK736）

ࣸਅਤ൛103　ग़土໦੡඼ 13　（SK888ɾแؚ層） ࣸਅਤ൛104　ग़土໦੡඼ 14　（SK739ɾแؚ層）

ࣸਅਤ൛105　ग़土ۚଐ੡඼１（SK739ɾSR415 ଞ） ࣸਅਤ൛106　ग़土ۚଐ੡඼２ɾ石੡඼１（SE419ɾSR400 ଞ）

ࣸਅਤ൛107　ग़土石੡඼２（SR415ɾSE416 ଞ） ࣸਅਤ൛108　ग़土石੡඼３（SR400ɾ415 ଞ）

ࣸਅਤ൛109　西地区શܠ ࣸਅਤ൛110　西地区ͷ遺構

ࣸਅਤ൛111　西地区ͷ遺構 ࣸਅਤ൛112　西地区ͷ遺構

ࣸਅਤ൛113　西地区ͷ遺構 ࣸਅਤ൛114　西地区ςϥε 1ɾ2

ࣸਅਤ൛115　西地区ग़土遺物（SX01 ଞ）
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第̍章　Ҩ੻ͷڥ؀
第１અ　地理的؀境

　日下部遺跡は、神戸市を南北に分ける六甲山系の北麓に位置しており、4.5ᶳ北は三田市、900̼東南

は西宮市と接した、神戸市の北東端に存在する。六甲山の北斜面は比較的؇やかであり、武庫川の中流

域に広がる三田盆地の南端部に当たる。日下部遺跡はそのࢧ流であり六甲山に源をもつ北流する有野川

の西岸に֦がる。遺跡は有野川によって形成された小規模な段丘上から、丘陵੄及び小ઔ状地まで広が

っており、丘陵の北端を回り込んで八多川流域にまで及んでおり、さらに八多川を北に超えた範囲を含

んでおり、その中心は八多川と有野川の合流域に立地している。

　日下部遺跡の現在の住所は、神戸市北区道場町日下部となる。今回の調査地点は、日下部遺跡として

は南端に当たり、北区有野町二郎に所在し町を異とする。東を北流する有野川と西の丘陵に挟まれた南

北に長い範囲である。西側の丘陵も東から北東方向に開く大小の谷地形がࠁまれており、現在では溜池

がつくられ用水として利用されている。調査範囲の南北は比較的大きな谷によって限られている。

　調査地点の北西の丘陵中ෲには布ା寺があり、谷地形の対岸となる。調査範囲内の南地区や南西地区

は大歳神社の旧境内であった。ここは調査地点と同じ谷地形の北西岸であり、一部埋め立てて整地して

いることが今回の調査で判明している。

　有野川は日下部遺跡の北部で西南から来る八多川と合流し、道場町道場で武庫川第2のࢧ流である有

馬川に஫͗、さらに長ඌ川を合流し東へ向かって武庫川に஫͙。武庫川は、三田盆地の南端を限る鏑ࣹ

山から南東方向へ向かい、その下流を隔絶するٸफ़で狭小な武田ඌのڦ谷をൈけてๅ塚、伊丹からೌ崎

へと南流し、大ࡕ࿷へと஫͙。有野川、有馬川を遡れば温泉で有名な有馬へと結ばれている。

　武庫川に஫͙有野川・有馬川・八多川・長ඌ川などのࢧ流は、神戸層群と呼ばれる新第三紀中新世の

地層を侵食して、開析の進んだԞ深い谷を形成しており、平地は細長い丘陵と谷がަޓに連なる様૬を

示している。神戸層群中にあったと思われるܔ化木が調査中にも出土している。

　遺跡の立地する有野川による谷は、෯が400N程の狭小な地形であるが、約10ᶳの長さで南から北へ

とൈけている。この谷は、現在でも神戸ిؾ鉄道三田線や県道神戸三田線が通り、かつては有馬ܰ便線

（国鉄有馬線）も東縁部を通っており、重ཁなަ通路として利用されている。六甲山を南北にӽえるަ

通路であり、有馬温泉に通じるަ通路としての໾ׂである。さらに日下部遺跡の北を૸る生੉を通るϧ

ʔトは、武庫川から長ඌ川にԊって遡り加古川にࢸる、裏山ཅ道ともݴえるϧʔトで、中世から重ཁな

ަ通路であったことが知られている。この東西の道と有馬温泉の湯山に通じる湯之山道との四つ⁋にあ

たる道場河原は、元࿣年間には॓場Ӻとしてӫえていた。

　調査地点は神戸ిؾ鉄道の二郎Ӻから有野川を౉った西側に広がっている。太ཅと྘の道と名付けら

れたϋイΩϯグ道路が現場内をൈけており、山と川と田園が๬める自然に恵まれた地域であった。

　現在では、「二郎いち͝」として名の通った特産品を生み出す反面、丘陵上はχϡʔλ΢ϯが開発さ

れ、道路やӺの周辺には߫外型のళฮや住宅地などが増えつつある。຀Վ的な景色を残しながら、ࡨ૰

する大型ަ通໢に分அされている状況である。
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第２અ　歴史的؀境
（１）周辺の遺跡（第１図）

　既に指ఠされているように、日下部遺跡は様々な時代、性格の遺跡の集合体である。今回報告する地

点は日下部遺跡の中でも最も南に位置し、間には二郎宮ノ前遺跡を挟んでいる。

　日下部遺跡ᶃの既存の調査では、弥生時代後期後半～古墳時代前期の竪穴住居や方形周溝墓、古墳時

代後期～7世紀の飛鳥時代頃の竪穴住居・掘立柱建物などが検出されており、同時期の集落が存在して

いる。平安時代前半の遺物も出土しており、平安時代末～中世前半にかけては、広い範囲で掘立柱建物

などが検出されている。出土遺物には石帯・墨書土器・෩ࣈ硯・྘䉼陶器・փ䉼陶器など平安時代の優

品が含まれ、中世後半の土器も出土しており、規模はॖ小するが集落は存在している。

　ೋ࿠ٶϊલ遺跡ᶄでは、7世紀前半から9世紀頃の竪穴住居や掘立柱建物群が検出され、間をおいて12

世紀末～15世紀前半にかけて屋敷群から居館への集約がたどれる掘立柱建物群が検出された。園地や堀

を伴った居館は15世紀中頃に姿を消す。

　下ೋ࿠遺跡ᶅは有野川東岸に位置し、弥生時代後期～古墳時代前期・古墳時代後期・平安時代～中世

にかけての集落の存在が推定されている。

　日下部遺跡の西背後の丘陵上にも多くの遺跡が存在する。14世紀末～15世紀前半のՐ૴址が検出され

たಊ֞಺遺跡ᶆが新名神高଎道路関連事業に伴い調査されている。さらに北側の丘陵ઌ端部周辺では、

খࡔ遺跡ᶇとしてʮখࡆࡔ跡ʯʮେݹࢁڮ෿܈ʯʮࡔຊࢁ෿ุ܈ʯのࢼ掘調査が行われている。調査で

は縄文時代早期の神宮寺式～高山寺式の押型文土器が出土しており、近隣では最も古い遺物となる。

　খࡔ遺跡ᶇでは古墳時代・奈良時代・平安時代・中世の遺物も出土している。খࡆࡔ跡では堀切・竪

堀・土塁・石塁等が見つかっている。େݹࢁڮ෿܈は7基の4世紀後半から6世紀中頃までの木׹直૴或

いは小型石室をओ体部とするԁ墳・方墳が確認されている。その他、ࡔຊࢁ෿ุ܈として中近世の塚や

墳墓も多数確認されている。

　武庫川と有馬川に囲まれたԭ積地に立地するԘా遺跡ᶈは、弥生時代前期から中期後半にかけての拠

点的な集落址として知られるが、中期～後期の遺跡は丘陵上に点在し、後期になって平野部の所々にల

開するようになる。また、同遺跡では12・13世紀のԘ田荘に関連した居館や墓も検出されている。

　古墳時代の集落は日下部遺跡の他、୐ݪ遺跡ᶉɺീଟத遺跡ʢத遺跡ʣᶊɺฏా遺跡ᶑなどで検出さ

れており、古墳では三֯縁仏्ڸが出土した前方後ԁ墳であるԘా๺ࢁ౦ݹ෿や、4世紀末頃の木׹直

૴墳である๺ਆ/5಺遺跡ᶋなど前期古墳の時代から、在来の墓੍の中に畿内中央の影響が既に色濃く

見えている。6世紀中頃まで前方後ԁ墳がつくられており、後期に入って多くの群集墳が造営される。

有野川流域ではΦΩμݹ෿܈ᶌɺೋ࿠ݹ෿܈ᶍɺೋ࿠遺跡ᶎɺ᝷୩ݹ෿ᶏが知られているが、多くの古

墳群が下流の合流地付近や長ඌ川流域に集中する傾向がある。

　日下部遺跡ᶃからはこれまでに奈良時代から平安時代前期の遺物は出土しているが、その量は少な

く、遺構に伴っていない。日下部遺跡北東の有野川東岸の日下部๺遺跡ᶐ流路からは大量の奈良時代の

土器が出土しており、近隣に同時代の遺跡が存在することがӐわれる。

　日下部遺跡から八多川にԊった位置にあるീଟத遺跡ʢத遺跡ʣᶊでは、飛鳥時代・奈良時代後半～

平安時代中期・平安時代末～鎌倉時代にかけての集落が見つかっている。その上流には12世紀末葉から

13世紀前半に位置ͮけられる須恵器༼のখ໊ా༼跡ᶒとその޻房址とされるਗ਼ਫնΓ遺跡ᶓが存在して

いる。
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　その上流の下খ໊ా遺跡ᶔでは、飛鳥・白๟時代の建物や奈良時代後期～平安時代初頭の大溝、平安

時代後期～中世前半までの大型の建物を含めた集落が検出され、石帯・ಔ印・墨書土器等が出土してい

る。

　さらに上流の্খ໊ా遺跡ᶖからは、平安時代中頃から鎌倉時代にかけての70௶を超える大型建物を

含Ή49౩以上の掘立柱建物が検出され、྘䉼陶器・փ䉼陶器や石帯、木簡などが出土している。その上

流にも同時代の集落と思われる٢ඌ遺跡ɾෟ෺遺跡が存在している。

　長ඌ川流域の୐ݪ遺跡ᶉでは、大型の掘立柱建物・墨書土器（ڷ長・五े戸・ධ）・ԁ面硯・ُ形石

硯・人形・۲ࡈ・木ூ面等が出土し、有馬܊衙の有力なީ補地とされている。宅原遺跡では9～10世紀

まで掘立柱建物が建てられるが、10～11世紀にはॖ小する。12世紀末には再び掘立柱建物が見られ、14

世紀頃まで存続している。16世紀に入っても小規模な園地が構築されており、17世紀～19世紀の遺構・

遺物も確認されている。

　中世後半にはদݪ৓跡ᶕなどが築かれ、Ԙాதੈุɺ๺ਆ/5಺遺跡ᶋなどで集石墓やՐ૴墓が造ら

れる。

（２）史料等からみた周辺
　三田盆地周辺の現在の地名には、当֘遺跡名にもなった「日下部」をはじめとして「八多（ਇ）」

させるものが多く、古墳時代から奈良時代にかけて三田盆地周辺におけىなど古代氏族名を想「ࢤو」

る開発の背景を想像させている。日下部氏はਔಙ天ߖのߖ子・ঁߖの御名代からىこった੏で、天平神

護二（766）年には武庫大領日下部॓ṙ一族のことが見える。

　日下部遺跡のある有野町周辺は、奈良時代には摂津国有馬܊に属し、有馬܊にはय़木、഼多、Ӌଋ、

大神、೜นの５ڷがあったとされている。中世に入ると、四天Ԧ寺領Ѩ理野庄（有野庄）として永ਔ四

（1296）年にه࿥が残る。有馬܊は14世紀末、分܊क護として੺松有馬氏がࢧ配しており、܊内の下י

社領や四天Ԧ寺領を一ׅで੥け負っていたらしい。

　今回の調査地点の大ࣈ名に残る「二郎（にろう）」の名の元となったのは、ஃノ浦で戦ࢮした平教経

の遺ਉである平家の落人の子ଙ、宮崎弾正「二
ㅡ

郎
ㅡ

」広綱が室町時代末期の大永年間（1521～1532）にな

って、そのੲに領有していたというこの地に入り、「二郎」の名を付けたとも、「χラ」の生ଉ地だっ

たともいわれている。

　二郎村の氏神である大歳神社は宮崎氏入部の際に有間神社をק੥したものとݴわれているが、調査地

点（南地区・南西地区）にあった大歳神社社఼も元々の位置ではないとݴわれている。調査地点の北西

にある現在の૤ಎफ݄௾山布ା寺は大永二（1522）年に自天ྶ性の開基とされ、同じく宮崎広綱縁の寺

院である。宮崎家の墓は寺の南西にあるとݴわれおり、五ྠౝなどが見られる。また、その屋敷も近く

にあったが、江戸時代には後࢚が絶え、荒れ地にฦったとされている。宮崎家は二郎の地のみならず近

隣の道場川原にある法性寺に元࿣ࣣ（1694）年に「ᔷᒒ図画像」を寄進したとされている。

　また、「摂津国有馬܊下二郎村大庄屋芝家文書」によると、ܚ長年間（1596～1614）に有馬܊中村馬

場に移住し、豪農となった芝家は、元࿣年間（1688～1703）から領ओや三田藩などに金ۜをିし付け、

බࣈ帯刀もڐされ、大庄屋も౒めた。文化年間（1804～1817）には二郎、山ޱ村に分家している。二郎

芝家は三田藩の用ୡを౒めており、本家同等の格を有している。近世、二郎の地に有力者が在住してい

たことは確かであろう。
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　また、同じ有馬܊では長ඌ町宅原の嶋屋五兵衛の伝承など、江戸時代にかけての豪農などの有力者が

存在していたとする伝承やه࿥が残されている。さらに有馬܊の南西に接した八部܊山田荘の栗花落

家、上谷上の板屋家などではその家に代々伝わった古文書が残されており、戦国時代に村落内の有力者

であったその家が土地をങऔして土豪となり、地侍となって被官した家や、庄屋となって有力農民のま

ま近世を迎えた家のことが知られている。中世から続く有力農民が近世･近代を超えて存続していた事

例である。

　日下部遺跡の北の独立丘陵に位置する松原城は、܊内に所領を持つ土豪で有馬氏の被官である松原氏

が城ओと伝えられている。松原氏は数代にわたって有馬氏に࢓え、その中核を成す者とされている。

　有馬氏は分܊क護として室町期以来、湯山をも含んだ有馬܊をࢧ配している。戦国時代には数家に分

かれ、分܊क護やক܉近शとして活༂している。

　有馬܊क護としては、西の三木城に寄り東播磨八܊のक護代となり੎力を増していた別所氏とは対

立・確ࣥが生まれる。三田城は荒木村重のԛによってࢧ配され、城下町を造るにあたって道場川原の住

人の移సをڧいた。三木合戦の際には、荒木重ݎの᝷もる三田城や別所方の淡河氏の᝷もる淡河城と対

立して織田方に組しており、戦後には有馬家ॸ流が淡河城ओとなっている。天正ࣣ（1579）年には秀吉

によって湯山のѨ弥ଫ堂に対し、寺領を安ṉしており、道場川原では戦乱でආ難した地下人・町人のؐ

住を໋じている。

　有馬氏はその後、秀吉の御ᄉऺとして近࢓し、関ヶ原合戦前໷には家߁側近としてその立場をݻめて

いる。三田城ओののち、ஜ後ٱ留ถ藩ओとして大名となっている。

　有馬܊二郎村はນ府領、武蔵ؠ௬藩Ѩ部੓次（大坂城代）領、上൧野藩อՊ氏（大ࡕ定൪）領とな

り、日下部村は田安ಙ川家領となる。二郎村は上下に分かれていたらしく、׮੓े（1799）年には上

二郎には家18軒があったとされる。また、ڗอे二（1718）年村明細ாには日下部村にはञ屋２ɼ鍛冶

１ɼ桶屋１ɼ木Ṣ２ɼ大２޻などがあった。日下部はถどころであったが、江戸時代の大きなߑ水の被

。が報告されている֐

　近代になって有野・唐ᓃ・二郎が合併して有野村となっている。

【参考文献】

・神戸市教育委員会1987　「昭和59年度神戸市埋蔵文化財年報」

・神戸市教育委員会1992　「平成元年度神戸市埋蔵文化財年報」

・神戸市教育委員会1996　「平成5年度神戸市埋蔵文化財年報」

・神戸市教育委員会1998　「平成7年度神戸市埋蔵文化財年報」

・神戸市教育委員会2008.3　「Ԙ田北山東古墳」

・神戸市教育委員会2014　「唐崎城跡・ೌ崎学園古墳群第1次発掘調査報告書」

・新修神戸市史編集委員会1988.4 「新修　神戸市史　歴史編Ⅰ　自然・考古」神戸市

・新修神戸市史編集委員会2010.3 「新修　神戸市史　歴史編Ⅱ　古代・中世」神戸市

・淡神文化財協会1992　「下小名田遺跡その１」

・妙見山麓遺跡調査会1988.3　「宅原遺跡　宮之元地区の調査1986年」

・妙見山麓遺跡調査会2002　「宅原遺跡　豊浦地区の調査1987年」

・妙見山麓遺跡調査会2005　「下小名田遺跡」
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・兵庫県教育委員会1998.3　「八多中遺跡・清水㕩り遺跡」兵庫県埋蔵文化財調査報告第173冊

・兵庫県教育委員会2000.3　「三田城跡発掘調査報告書」兵庫県埋蔵文化財調査報告第194冊

・兵庫県教育委員会2000　「公園都市線（第2期）車両留置施設設置事業に伴う二郎宮ノ前遺跡発掘調査報告書」

兵庫県文化財調査報告第220冊

・兵庫県教育委員会2001.3　「神戸国際港都建設事業道場八多地区特定土地区画整理事業に伴う日下部遺跡発掘調査報

告書」兵庫県文化財調査報告第215冊

・兵庫県教育委員会2014.3　「堂垣内遺跡・小坂遺跡」兵庫県埋蔵文化財調査報告第470冊

・兵庫県教育委員会2011.3　「兵庫県遺跡地図」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第�ද　पลの遺跡

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ձ日下部遺跡 ղ஧㑻ᐑࣀ๓遺跡 ճ下஧㑻遺跡

մᇽᇉ内遺跡 յᑠᆏ遺跡 նሷ⏣遺跡

շᏯཎ遺跡 ոඵከ中遺跡�中遺跡� չ北神17内遺跡

պ࢜࢟ࢲ古ቡ⩌ ջ஧㑻古ቡ⩌ ռ஧㑻遺跡

ս⡲㇂古ቡ վ日下部北遺跡 տ平⏣遺跡

րᑠ名⏣❔跡 ցΎỈᘔり遺跡 ւ下ᑠ名⏣遺跡

փᯇཎᇛ跡 քୖᑠ名⏣遺跡 द஧㑻༡古ቡ⩌

ध୸ἑ遺跡 नᏯཎᇛ跡 ऩ東஧㑻遺跡
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第̎章　ௐࠪͷܦҢとܦա
第１અ　調査にࢸる経Ң

　今回の調査は、兵庫県土木部建設՝よりґཔを受け、平成10年度に神戸市北区神戸市+$5（Ծশ）～ 川西

市の区間について兵庫県教育委員会が分布調査を行い、遺物のࢄ布を認め、ᶺ18地点とした地点である。

新名神高଎道路建設（旧শ　第二名神高଎道路建設）ຳ面～神戸間（兵庫県域）建設޻事に伴い調査を࣮

施した。日下部遺跡は、周知の遺跡として、過去に神鉄道場南ޱ周辺において調査が行われ、報告書もץ

行されている。今回の調査地点は、新名神高଎道路ܭ画路線内にあたり、大きく南に཭れた地点である。

　分布調査では、ᶺ18地点に加え、有野川ӈ岸のᶺ17地点、ᶺ18地点の北西ඌ根端に位置する、備前焼水

屋甕297を࠾औしたᶺ19地点が遺跡のީ補として挙げられていた。

　平成26年度より西日本高଎道路ג式会社関西ࢧ社兵庫޻事事務所のґཔを受け兵庫県立考古ത物館૯

務部埋蔵文化財調査՝（以下、埋蔵文化財調査՝）がॱ次確認調査を࣮施したところ、ᶺ17地点（遺跡

調査൪߸2014014）・ᶺ19地点（遺跡調査൪߸2014136）では遺構が認められず、ᶺ18地点（遺跡調査൪߸

2014039・2014102）において遺構・遺物が認められ、当֘地が本発掘調査の対৅となった。

　本発掘調査は平成26年7݄8日付　関兵޻第521߸により開始した（遺跡調査൪߸2014116）。調査範囲は有

野川ࠨ岸、布ା寺の開析谷を挟んだ南側から大歳神社境内までとし、地目は畑地・現屋敷地・大歳神社境

内である。

　当初、対৅範囲の北端（旧̖・̗区）よりॱ次行う༧定であったが、いち͝温室のఫ去など地元との協

議を経て、大歳神社境内を含Ή南半（上段南地区南半部ʖ調査࣮施時̘・̙区）の͝く限られた範囲の調

査をઌ行した。

　残る調査範囲の内、畑地・現屋敷地（北地区・中央地区・上段南地区北半部・下段南地区）については

平成27年３݄９日付　関兵޻第1775߸により࣮施した（遺跡調査൪߸2015049）。

　大歳神社については調査と並行して移సが行われ、ഈ఼・本఼下の確認調査・本発掘調査は埋蔵文化財

調査՝によって̚区として࣮施している（平成27年2݄9日付　関兵޻第1586߸　遺跡調査൪߸2014137）。

　また、ᶺ18・19地点の中間地点にあたる東向き斜面のࡶ木ྛ中に直３̼ܘ前後の人ҝ的集石を認め、分

布調査（遺跡調査൪߸2014135）、確認調査（遺跡調査൪߸2014153）を࣮施した。本発掘調査は、引き続き

平成27年２݄９日付　関兵޻第1586߸により埋蔵文化財調査՝が࣮施し（遺跡調査൪߸2015011）、経塚と

判明した（日下部経塚　西地区ʖ旧̛区）。

　以上の各地点の調査のほか、周辺においてزつか遺物を࠾औしている。

　1ヶ所は、大歳神社南側のඌ根東斜面である。ここからは、െ木集積に伴うύイϩットの掘削土から瓦器

椀片が出土している。ඌ根上には平成21年度調査の堂垣内遺跡が存在しており、ඌ根上面が著しく削平さ

れていることが判明している。ඌ根上に中世の前期に遡る遺構が存在していた可能性がある。

　須恵器፻鉢296は堂垣内遺跡の約50̼南方、南東にுり出すࢧඌ根端においてെ木集積に伴うύイϩット

から࠾औされている。

　当֘地は、旧ʰ太ཅと྘の道ʱ上の南向き؇斜面にあたる。周辺では人頭大のѥԁ᛽もإを出してお

り、立地から推して中世前期のՐ૴墓が存在していた可能性がある。この地点については遺物発見時には

既に޻事が開始されていたこともあり、ߋなるਫ਼査はかなわなかった。
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第２અ　各調査の経過と整理作業
ʤ෼෍ௐࠪʥ　

遺跡調査൪߸　980063

所在地　　　神戸市北区・ๅ塚市・川西市・川辺܊ழ名川町

調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　調査第2൝　池田正உ・吉ࣝխਔ・西ܓޱհ・

池田੐߂・松野݈ࠤ・ࣇ々木ढ़඙・戸田ਅඒ子　

調査期間　　平成10年5݄6日～5݄13日

調査面積　　約1
300
000㎡

֓　　ཁ　　平成10年5݄6日～5݄13日に新名神高଎道路路線内、施޻対৅範囲約1
300
000㎡につい

て分布調査を行い、埋蔵文化財が包蔵される可能性が高い地点としてᶺ17～19が挙げら

れた。

遺跡調査൪߸　2014135

所在地　　　神戸市北区有野町二郎

調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　兵庫県立考古ത物館　૯務部　埋蔵文化財調査՝　　山本　੣

調査期間　　平成27年1݄20日

調査面積　　600㎡

֓　　ཁ　　経塚状石積み地点周辺

ʤ֬ೝௐࠪʥ
৽໊ਆᶺ��஍఺

遺跡調査൪߸　2014014

所在地　　　神戸市北区有野町二郎

調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　兵庫県立考古ത物館　૯務部　埋蔵文化財調査՝　　山本　੣

調査期間　　平成26年5݄1日

調査面積　　15㎡

৽໊ਆᶺ��஍఺
遺跡調査൪߸　2014039

所在地　　　神戸市北区有野町二郎

調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　兵庫県立考古ത物館　૯務部　埋蔵文化財調査՝　　山本　੣

調査期間　　平成26年6݄9日～11日

調査面積　　78㎡

日下部遺跡ʢେࡀਆࣾڥ಺ɾࢀಓ部෼ʣ
遺跡調査൪߸　2014102

所在地　　　神戸市北区有野町二郎
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調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　兵庫県立考古ത物館　૯務部　埋蔵文化財調査՝　　山本　੣

調査期間　　平成26年10݄15日

調査面積　　22㎡

৽໊ਆᶺ��஍఺
遺跡調査൪߸　2014039

所在地　　　神戸市北区有野町二郎

調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　兵庫県立考古ത物館　૯務部　埋蔵文化財調査՝　　山本　੣

調査期間　　平成27年2݄9日

調査面積　　26㎡

৽໊ਆᶺ��ʵ�஍఺
遺跡調査൪߸　2014153

所在地　　　神戸市北区有野町二郎

調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　兵庫県立考古ത物館　૯務部　埋蔵文化財調査՝　　山本　੣

調査期間　　平成27年2݄23日～3݄24日

調査面積　　174㎡

֓　　ཁ　　経塚状石積み地点周辺

ʤຊൃ۷ೝௐࠪʥ
日下部遺跡　ʢ্ஈೆ஍۠ೆ൒部　̘چɾ̙۠ʣ

遺跡調査൪߸　2014116

所在地　　　神戸市北区有野町二郎

調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　公ӹ財ஂ法人　兵庫県まちͮくりٕज़ηϯλʔ　埋蔵文化財調査部　調査第2՝　

西ܓޱհ・᭿　ӳه

調査期間　　平成26年9݄24日～平成27年2݄20日

調査面積　　854㎡

日下部遺跡　ʢ্ஈೆ஍۠ೆ൒部　۠̚چʣ
遺跡調査൪߸　2014137

所在地　　　神戸市北区有野町二郎

調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　兵庫県立考古ത物館　૯務部　埋蔵文化財調査՝　　山本　੣

調査期間　　平成27年3݄10日～平成27年3݄17日

調査面積　　226㎡

日下部遺跡　ʢ੢஍۠　̛۠چʣ
遺跡調査൪߸　2015011

所在地　　　神戸市北区有野町二郎
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調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　兵庫県立考古ത物館　૯務部　埋蔵文化財調査՝　　村上ହथ

調査期間　　平成27年4݄7日～平成27年5݄1日

調査面積　　297㎡

日下部遺跡　ʢ্下ஈ๺஍۠ɾೆ஍۠　̖چɾ̗۠ʣ
遺跡調査൪߸　2015049

所在地　　　神戸市北区有野町二郎

調査ओ体　　兵庫県教育委員会

調査୲当者　公ӹ財ஂ法人　兵庫県まちͮくりٕज़ηϯλʔ　埋蔵文化財調査部　調査第2՝　

別府༸二・岸本一޺・西ܓޱհ・౉੉݈太・౉辺正子

調査期間　　平成27年5݄20日～平成27年9݄28日

調査面積　　4024㎡

ʤ੔ཧۀ࡞ʥ
　出土遺物の整理については、平成26年度・平成27年度（本発掘調査時）に一部の遺物洗ড়を࣮施し、

平成28年度に接合・補ڧ・ࣸਅࡱ影・อ存ॲ理等、29年度に࣮ଌ・製図・ϨイΞ΢ト等の作業を࣮施し

た。

　調査୲当者ɿ村上ହथ・別府༸二・岸本一޺・西ܓޱհ

　整理อ存՝ɿඛ田३子・深江ӳݑ・大本๎弥

大前ಞ子・ܡ　昭子・東ڷ加奈子・太田泉ึ・ۄࣇণ子・ྮ岡ඒ見・小野潤子・

々木Ѫ・প田ᚸ奈ඒ・Ԯ野ຑҥ・今村直子・中井　ਯࠤ

ദ原ඒԻ・池田ӻ子・宮田ຑ子・౻中و子・ദ木明子・河合たみ 
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第̏章　Ҩߏ
第１અ　調査の֓ཁ

１ɽ調査区の֓容
　前ষでड़΂られたように、日下部遺跡の本発掘調査は用地のऔಘ、本体޻事の都合や遺跡範囲の広が

り等の理༝で調査区が分ׂされた状況で調査を࣮施した。細分化された地区名は便ٓ的なものであり、

報告書の੍作に当たって、現況及び調査後の地形に合わせて区域分けを整理した。有野川に近い東側

の部分を下段、そこから調査前の現状で約１̼上がった位置にあり、調査後も0.8Nほどの段で上がっ

た山側の範囲を上段として区域を分けた。下段のඪ高は調査前で、174.3～174.7N、調査後では173.3～

174.3Nとなり、上段では調査前では175.7～176.3N、調査後では175.0～175.9Nをଌる。

　さらに上段で検出された東西方向の溝SD746を境にして北地区と中央地区を分け、石組の護岸を有す

る溝SD174を境քとして中央地区と南地区を分けた。この東西方向の溝は下段までは続かないが、両者

とも比較的古い段階から近世まで複数回にわたって溝を掘り直していることから、遺構のまとまりを区

分できるものと考えた。下段では部分的に東西方向の溝が検出できたが、上段のものとはつながらな

い。下段で検出できた東西方向の溝は近世以降の屋敷境を示すものと考えられる。

　上段の南地区の南西では大歳神社本఼があった地点の本発掘調査が2014年度末に行われており、南西

地区と呼শする。また、その北西の丘陵斜面を平坦にして経塚が営まれており、西地区と呼শした。

　調査の結Ռから見ると、上段の北地区や中央地区では中世前半の建物跡などの居住域が確認できた

が、下段では流路SR400以外にはݦ著な同時代の遺構は広がらず、16世紀後半以降の屋敷地として利用

されていたことが判明しており、上段と下段では広がる遺構の性格が大きく異なることがわかった。

　遺跡が立地する地形は有野川の൙ཞ原から段丘、ࢧ流性のઔ状地、丘陵斜面にわたっている。調査区

外北側及び南側には北東や東に開く大きな谷地形が広がり、居住区域を限っている。遺構面と認定した

土層はγϧト質極細࠭層であるが、調査区の南東部ではѥԁ᛽層が遺構面直下で現れている。また、西

側の丘陵から೿生する小谷が上段部では複数Օ所確認できる。その一つが弥生時代終末期の土器が出土

したSR218であり、縄文時代後期の土器（第２図１）が含まれていたSR81の落ち込みや、湧水が著しい

S91007の落ち込みもその地形上に位置する。今回、本発掘調査を࣮施した遺跡の範囲や遺構の配置は

そのような地形的な੍約に規੍されているものと捉えられる。

　１は平ޱ縁の深鉢で、ޱᰍ部は二ຕ֋৚痕、಑部はέζリ調整を施す。ޱ縁端部は丸く収め、Ωβϛ

はない。晩期中葉篠原式古段階に位置ͮけられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ୈ̎ਤɹೄ文౔ث
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　この縄文土器に関して、周辺の動向と地域における位置ͮけをすると、六甲山南麓および播磨地域

では࣎լ里Ⅰ～ᶙB式の遺跡数が少なく、篠原式期になって遺跡数が大෯に増加する傾向がある。一方

で、北摂地域では晩期前葉～中葉の遺跡がほとんど見つかっておらず、対中遺跡などで突帯文土器がわ

ずかに出土しているにとどまっていた。今回出土した土器は当֘地域での時期的なۭ白を埋めるものと

してධՁすることができる。

　以下に下段、上段のॱにهड़し、できるだけ遺構の種類別に北側から報告する。旧大歳神社境内にあ

たる南西地区は、南地区に含めて報告する。また、西地区については遺構の性格が異なることから、別

にষ立てを行い、第5ষとしてࡌܝした。

　SRは流路、SDは溝、SEは井戸、SKは土坑、S1は柱穴（一部1とলུ）、S'は建物基ૅの性格をも

つものと考えており、S9はいずれにも当てはまらないものや性格不明の遺構に附した。同じ構造の遺

構でも溝内に構築されたものを水溜井戸としてSEとしたものもあるが、名শは基本的に調査時点のも

のを踏襲している。す΂ての遺構に通し൪߸を附しており、調査年次が異なる遺構にも重複がないよう

にした。但し、第5ষの日下部経塚についてはS901、S902、ςラス1、ςラス2の呼শを用いた。

第２અ　下段の遺構

1ɽ流路・溝
43���ʢਤ൛�ɾ�ɺࣸਅਤ൛�ʙ��ʣ

　SR400は下段の北端から南端にֻけて約100Nの長さで検出された流路である。南端部では上段の੄を

૸っており、中央地区・北地区でも農道となっていた部分などでは流路西ݞから続いて上段への斜面と

なる。このため上段から下段への落ち斜面も元々は自然流路によって形成された可能性が高い。SR400

が׬全に直線的ではなく、わずかにࠨӈにৼりながら૸っていることも、本来自然流路であった可能性

をしめすものである。

　但し、このSR400は何回かのվ修が土層அ面でも観察され、水路として活用されていたものと考えら

れる。またༀݚ堀状のஅ面をもつこの流路の方向がわずかに変わる地点は地山に᛽層が続く位置に当た

ることや、一部その᛽層を切り込んで掘削されており、明らかに人ҝ的な溝としての機能を付加された

ものである。

　現況で調査区の東を北流する用水路は、北側に広がる有野川ࠨ岸の平地への基װ水路としての機能を

もっており、このSR400もऔ水部は確認できなかったが、おそらく同様に有野川からऔ水した用水路と

しての機能を有していたものであろう。埋土中には大小の᛽が多く含まれており、ラϛωʔγϣϯが見

られる部分が多い。底付近には଺留性のଯ積物が観察される。

　底付近の山側に石が並んでいる状況が南地区で確認できたが、これも近世以降に再利用された際のも

のと捉えている。また、中央地区でも大型のԁ形の土坑が切り込まれている周辺でڊ石が並んだ状況が

見られたが、重機掘削の際にऔり除いており、性格は不明である。

　流れは有野川と同様の南から北へと向かうものと思われるが、調査区内での底の比高差は0.2N程度で

ある。深さは1Nをӽえる部分もある。෯は一定ではないが、5N前後の規模を有する。南端部が2.3Nと

最も細くなり、中央地区北端の東へ突出して分ذする位置では6Nを超える෯をもつ。その北側では一



13

旦෯を狭めるが、再び5Nほどの෯を持つ。北端部は東西方向の水路SR415によって途切れるが、その北

側にも続いている状況が確認できた。

　北地区では一段浅くなって西側へ広がり、その部分に石組のSE938などが検出された。SR400埋没後

の上面で遺構が検出されるのは、北地区がݦ著である。遺構としては不明瞭ながら、北地区の上段から

の੄が溝状にくぼみ、SR400に合流するのが、北地区南端から中央地区にかけての範囲で認められる。

但し流れの方向から見て、北流するため、SR400が分ذした可能性がある。

　中央地区北端の分ذは浅く、4NほどԆび、そのઌは石組の護岸の残るSK608へ向かう。このࢬ溝か

らは18・28・48などの須恵器・白磁が出土したが、82のような近世の木製品も含まれている。

　埋土には須恵器のᆀAやᆀBなど古くにᕧるものも含まれているが、ࢳ切り底部の須恵器埦が多く出

土しており、水路として使用を開始した時期を推定することができる。また、中世後半のベトナム製陶

器（38・39）などを含んだ陶磁器、近世にまで下る陶磁器の出土は何回かのվ修を経てこの水路が使わ

れていたことを伺わせるものである。上層からは桶材や提灯の部品と思われる木製品（81～9）、石ӓ

S13なども出土している。

4%���ɾ4%���ɾ4%��ɾ4%���ʢਤ൛�ʙ�ɺࣸਅਤ൛��ɾ��ʣ

　中央地区南半ではSR400が埋没した後に掘削されたSD115やSD114が検出された。SD115は、SR400が

ほぼ平坦に埋没した後にSR400の東ݞ近くに掘削された෯0.5N、深さ0.25Nほどの溝で、中央地区北半

部ではSR400と重複した近世以降の溝によって失われたと思われる。SD114はSR400の東を並行して૸

る෯0.4N、深さ0.35Nの溝で、SD115を切っているものと思われる。埋土中から須恵器埦58が出土して

おり、SR400出土の須恵器との時期差は認められない。

　SR400が埋没した後の近世以降にも重複して溝が設けられていた。中央地区南半部のSD94はSR400の

西を並行して૸る石組溝で、南端部は石組をもつSE203にऔり付いている。また、SD94の北端近くから

東西に૸る石組をもつ溝SD101が検出された。この溝は一部に石の蓋をもつもので、SR400上面をԣ切

って作られている。この石組をもつ溝は、発掘調査直前まで存在していた家屋にԊうことから近代の排

水溝かもしれない。SD94からは੉戸ඒ濃焼皿59や砥部焼甕破片101が出土している。

　また中央地区でもSR400内から直方体をఄしたڊ大な石材が数ݸ並んで出土したが、下層のSR400の

調査を優ઌしたため重機で除去した。その近辺では大型のԁ形の土坑などがSR400内に設けられてお

り、近世の水溜などの機能が考えられるものである。水の湧く状ଶであったため、ৄ細な調査は࣮施し

ಘなかったが、遺物の出土は非常に少なかった。

43���ʢਤ൛�ɾ�ɺࣸਅਤ൛��ɾ��ʣ

　下段でも東西方向の溝が検出された。これらの溝は上段には続かず下段に配された近世の屋敷を区画

するものであろう。

　北地区の北端部で検出された東西方向の大規模な溝である。この溝の西端には石組水溜のSE416が

設けられている。SE416の西では不明瞭な溝状の落ち込みがஅ続的に見られ、石組をもった水溜土坑

SE417等が構築されている。SR415は෯4.5N、深さ0.67Nの規模を持ち、東側は調査区外へと続く。෯は

東端が広く6.0N、深さは南側岸が高く0.92Nの深さとなる。SR415とSR400の切り合う地点の際で陶器甕

57がSR415北側斜面に傾くような状ଶで出土している（SK940）。出土土器の報告ではSR415出土のも

のとしてऔりѻっているが、୯独の埋甕の可能性が高い。

　SR415埋土上層からは53～56・310・311の土器や卸金.10、石製品（S6・9・17・18）、漆器やṢ物

など木製品（810～31）が出土し、中層からはࡩと思われる丸太材が数本並んだ状ଶでڊ石とともに出
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土しており、ҙ図的に埋め໭したものかもしれない。おそらく複数の面が存在したものと考えられる。

西側の谷からの湧水が著しく、地下水の通り道に構築された溜池や排水のための施設と思われる。下層

からはほとんど遺物は出土しなかった。

4%���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北地区の南東部で検出された石組をもつ溝で、෯1.0N、深さ0.2Nの規模をもつ。調査区東端から

6.3N続き一部に石列をもつ。同じく石組をもつSK608にऔり付くようであるが、ઌ後関係は不明であ

る。

4%���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　南地区の᛽ベʔスの面で検出できた෯0.8N、深さ0.1Nの東西溝で、上面が削平されている。埋土は旧

耕土と変わりない。半分にׂれた石ӓS15が出土した。上段で検出されたSD1003に続くものかもしれな

い。

　上段を区切るSD916とSD105間のڑ཭が約36N、SD105とSD622間のڑ཭が約43N、下段を区切る

SD622とSR415の中央とのڑ཭は約30Nをଌる。

２ɽ井戸・土坑他
　下段で検出された多くの遺構が近世以降のものである。土坑や水溜井戸（溜井）には平面形ଶが方形

をఄするもの、ԁ形をఄするもの、不定形のものがあり、それͧれน面に石を積み上げ、或いは並΂た

ものがある。湧水点まで掘り下げ、石や木材で井側を組んだ通有の井戸は検出されていない。

ੴ૊Λ΋ͭํܗ౔޵
　平面形が方形をఄした石組をもつ土坑で、水路内や現在でも湧水が多い位置に設けられたもの

（SE416・417・938や上段のSE368）で、水溜井戸の機能をもつものであろう。残存する石組は１～2

段に積み上げており、一方が開ޱする「ί」ࣈ形をఄしている。開ޱ部が下流側のものが多い。他に

方形の石組をもつ土坑には浅いもの（SE465）や、石組を有する池状の大型の土坑（SK608・上段の

S91041）がある。

4&���ʢਤ൛�ɾ�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北地区のSR415西端部分で検出された。平面はやや࿪んだۣ形をఄし、東端の石組は残存していな

い。内法規模は西端で南北約2.5̼、残存部東端で南北約1.9̼である。東西規模は北端で約2.3̼、南端

で約3.1̼遺存していた。石組は１ないし２段が残存しており、その高さは約30ᶲで、底は石組下より

もさらに約30ᶲ深く掘り込んでいる。ただし、もとの石組の高さは不明である。SR415の埋没後に構築

されたことが判明しており、底はSR415と同一面であることから、SR415の埋没面を考ྀすると、もと

の石組はもう少し深く、60ᶲ程度であった可能性がある。

　南側の石組内部に水平に置かれた石があり、石の北西側に接するようにߌが存在するとともに、この

石の南側には立った状ଶの石もあり、さらにその部分の石組の石は比較的大きなものを使用しているこ

とから、これらの石はスςッϓとして置かれ、石がずれないようにߌで止めていたものと判அされる。

　埋土はγϧト～極細ཻ࠭が大半で、青փ色～྘փ色～Φリʔϒࠇ色をఄすることから、水が溜まって

いたことを示すが、一部࠭᛽層が入ることから、部分的に่れたようである。

　SE416からは60～66・312・313の土器類、木製のԣᷱや箸、曲物、鍋蓋（832～42）や、石製品S8が
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出土している。

　ઌड़のように、SE416はSR415が埋没したのちに掘削・構築されているが、SE416のす͙東側にSR415

の埋土土層観察用の൞を設けており、そのஅ面には４৚の石組の溝が確認されている。石組溝はSR415

と同一方向のもので、SE416と重複する位置や高さのものがある。石組溝はいずれもSR415の埋没後に

構築されたものであることから、それらの石組溝とSE416の構築ॱについてड़΂ておきたい。

　図൛８のSR415の埋土அ面図をみると、石組溝が̖～̙の４৚存在している。溝෯は南端の溝̖が約

28ᶲ、溝̗が約67ᶲ、溝̘と北端の溝̙は溝෯約32ᶲである。構築ॱとしては、SR415が人޻か自然の

ものかの判அは別として、SR415の埋没後に構築されているという点ではSE416と４৚の石組溝は同じ

である。ただし、埋土中の溝については、石組溝の裏込め土を削って重複しているものがあり、この

切り合い関係から、石組溝の構築ॱを判அできる。それによると、溝̗よりも溝̖と溝̘が新しく、溝

̘よりも溝̙の方が新しいことが判அできよう。次に、溝̖と溝̘・̙との前後関係であるが、石組溝

の規模は、溝̗ˠ溝̘・̙のॱに෯が狭くなっていると同時に、石組溝の底のϨベϧが高くなっている

という点からすると、溝̖の෯が約28ᶲで溝̘・̙の約32ᶲよりもやや狭く、底のϨベϧが溝̙よりも

12ᶲ高い点からすると、溝̖は溝̙よりも新しいと判அできるであろう。したがって、SR415埋没後の

SE416や溝̖～̙の構築ॱংは、SR415埋没ˠSE416構築ˠ溝̗構築ˠ溝̘構築ˠ溝̙構築ˠ溝̖構築

というॱになろう。また、構築ॱを追う͝とに石組溝の෯が狭くなり、石組溝の底のϨベϧも高くなる

ということは、流れる水量がঃ々に減っていったことを示しているのであろう。

　その後、水量はさらに減少したと思われ、発掘調査を࣮施した際には、溝部分は水田（いち͝畑）と

化しており、溝はさらに北側の水田ܣ൞北側で、水田面と同じ程度の高さになっていた。

　なお、SE416内やSR415埋没後の石組溝を流れていた水のڅڙઌは、水田や畑といった農業にかかわ

るものであったことは想像に難くないであろう。

4&����ʢਤ൛�ɾ�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北地区の上段から下段へ落ちた部分に構築された石組で、上段側はしっかりとした地山がなくፘられ

ていた。小ઔ状地状をఄした谷地形の湧水点に設けられたものであろう。斜面੄の上流側に-ࣈ形に石

を並΂、内部に大きめの石を配して南側は᛽を敷いたように検出された。最大の内法で2.4×1.3Nをଌ

る。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北地区のあまり湧水の見られない᛽ベʔスの部分で検出された。南北2.14N、東西1.25Nの長方形土坑

内の三辺に石を並΂ている。深さは0.22Nほどである。埋桶SK464に切られている。土坑埋土からは絵

唐津焼皿67や唐津焼の埦68が出土している。

4&���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北地区のSR400西Ԋいで検出された。この地点ではSR400の西岸が෯を2Nほど広げて中段を形作って

おり、近世頃に掘り直されたものと思われる。但しこの֦෯部は北側では途中で途切れている。溝掘削

中に検出されたため、掘方の規模は不明である。北側の開いた三方に石を並΂て囲んでおり、内法は

1.7×1.8Nをଌる。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北地区の中央部で検出された最大で南北14.2N、東西約5.0Nの平面形が長方形をఄする池状の土坑で

ある。南端部は෯が大きくなるため別の遺構が切り合っていることも考えられるが、攪乱が著しく埋土

の変化を検出できなかった。北東部は᛽群によって埋没しており、ҙ図的に埋められたものと思われ
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る。᛽を丁ೡに除去すると、北東のݞの一部と西辺の一部に石を2段ほど積み上げた護岸をもつことが

わかった。東辺では南半部でも小石が並΂られた部分が確認されている。

　土坑の北西部や東辺部ではԁ形の土坑が切り込んでおり、埋土の変化は判அできなかった。SK608の

北辺は２段になっており、北西۱に突出した部分に続く可能性があるが、この突出部分をSK510とし

た。

　SK510は෯0.8N、深さ0.25Nで北に2.0NԆびている。埋土はSK608と類ࣅしており、同一ݸ体或いは

ηットと考えられる漆器大皿（865・67）が出土したことから、同時期に埋められた可能性を想定して

いる。

　SK608からは中世にᕧる土師器、17世紀の唐津焼、丹波焼（69～74）の他、ւ࿝の絵がඳかれた漆器

大皿、杓子、下駄などの木製品（862～66）が出土している。木製品は᛽で埋められた下層から出土し

たものが多い。SK510からは漆器大皿867の他、墨書のある瓦器埦75が出土している。

4&���ʢਤ൛�ɾ�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　中央地区で検出された。南北2.5N、東西1.7N、深さ0.6Nのପԁ形土坑内に東及び北側を直線的に、

南西側はやや࿷曲して石を並΂たものである。東นの石列はԆ長すると北側にԆびるSD94東นと一致

している。この石組土坑と石組溝は土坑に溜めた水を排水する溝か、溝の一部を土坑に作り直したもの

であろう。一本引き擂目の丹波焼擂鉢片が出土している。

ੴ૊Λ΋ͭԁܗ౔޵
　平面形がԁ形をఄし、石を周辺に積み上げているもの（SK850・719�2・189・上段のSK72）があり、

SK72のように桶の底板が残存し、水の湧くような場所に作られたものは水溜の性格を附しても良いだ

ろう。但し石の積み上げ方が乱ࡶであるため、᛽で埋め໭したものとの区別が付きにくい。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北地区南端のSR400西ݞで検出され、SR400を一部切って作られている。直1.5ܘN程度の土坑内に石

を並΂て直0.8ܘNのۭ間を確อしている。おそらく桶を内部に納めたものであろう。出土した土器は掘

方からは土師器・須恵器片とSR400༝来のものであり、内部埋土からは੺土部のかかった丹波焼片が出

土している。

4,���ʵ�ɾ���ʵ�ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　中央地区のSR400東ݞ部で検出されたが、この周辺ではSR400 に重複するように近世以降の大型の溝

や土坑、石組がࠞ在しており、的確には検出しಘなかった。SK719ʵ2もSR400に切られているように検

出されたが、その北側の小型の石を並΂たSK719ʵ1やその前面の深い土坑、SK719の南にある土坑な

どが最終的に分別できたが、遺物の出土も見られなかった。SK719ʵ2は20～40ᶲ程の石を土坑内の周

囲に並΂るものである。SK719ʵ1は比較的小型のこぶし大の石を土坑内周囲に配している。土坑の大

半を失っているため、方形の土坑の可能性もある。

ຒԳ
　平面形が正ԁ形のものの多くが埋桶と思われる。木製の桶の底板・ᒕ板す΂てが残るもの、底板のみ

が残るもの、ᝣの痕跡しか残らないもの、木質が残存しないものがある。肥桶としての機能が最も可能

性が高いが、埋桶の周囲を比較的大きな石でݻめるもの（SK850・SK189・SE72）は、水路近くにある

ことから流水を溜める溜井としての機能が考えられる。桶底板の直ܘが1N程度の大きさのものが最も
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多いが、掘方の直ܘが2N大のものも存在する。直ܘ約23ᶲの小型の桶897を埋めたSK888も検出され

ており、様々な機能が存在するものと考える。

　埋桶の多くは下段北地区に集中しており、20基を超える。北端のSR415に近い範囲のԁ形の土坑は非

常に浅く、桶の底板が残存していたものでもᒕ板は高さ10数ᶲしか残存していなかった。浅い桶を埋め

ていたとは考えにくく、ある時期に੝り土がなされ、その上から掘り込まれたものが削平されたものと

考える。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　直ܘが0.9～0.96Nの底板が残存し、ᒕ板が底板から12ᶲ程の高さしか残存していなかった。石組土坑

であるSE465の一部を切って作られており、その性格を受け継いだ可能性がある。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SR400とSR415のަ点付近で検出されたSK419は、直1.8ܘNのԁ形の土坑内の南側に接するように、

直1.0ܘNの桶底板が残存しており、深さは0.2N以下しか残っていなかった。桶の内部から木製杓子や஛

᝵、墨書のある木製容器蓋など（868～72）や、Րଧ金.11が出土した。

4,���ʢਤ൛�ɾ�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北地区中央部で検出されたSK501は、東西1.8N、南北1.3Nのପԁ形の土坑を掘り、底板1.2ܘN程度の

桶を埋め込んだものである。ᒕ板は外されて桶の中に入れられ、周辺部は่されていた。ᒕ板と共に木

製の鍋蓋や擂り粉木、下駄、箱（843～61）が出土した。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　同じく北地区中央部で検出されたSK503は、直ܘが2N近い土坑内に桶をਾえていたもので、最終的

に᛽を౤入して埋められており、深さは0.5Nを超える。内部埋土からは唐津焼皿82が出土している。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　同じく北地区中央部で検出されたSK450は、直1.2ܘN、深さ0.3Nのԁ形土坑で、SK503と同様に内部

に᛽を౤入して埋められている。SK450からはԎ管の7.ޱٵやඒ濃焼天目茶埦315、須恵器፻鉢片が出

土した。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SK450を切り込んで作られているSK449は、直1.3ܘN、深さ0.4Nほどのԁ形土坑の底に木製の桶底板

（直1.0ܘN）が残存していた。丹波焼ͻさ͝形壺85や木製のృ箸875が出土した。18世紀後半か。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北地区南端のSR400東ݞ上面に設けられた直1.4ܘNのԁ形土坑で、直1.2ܘNの桶底板が良޷に残存し

ていたが、側板は30ᶲऑしか残存していなかった。大きく削平されたものと思われる。内部の埋土には

᛽が多く౤入されҙ図的な埋め໭しが想定される。その中からは丹波焼甕91や土師器皿92、漆器椀、

箸、஛᝵、切匙、下駄などの木製品（881～96）が出土している。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　中央地区南東۱で検出された直1.4̼～1.3ܘ、深さ0.55̼のԁ形土坑で、東側のนにԊって石が並んで

いたが、埋桶を押さえる裏込め石と思われる。છ付磁器碗86が出土している。

౔޵
4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SK437は北地区のSR400Ԋいに掘られた直1.1ܘN、深さ0.3Nほどの平面形が不整ԁ形の土坑で、桶の
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痕跡は残存しない。内部には᛽と共にׂれた石ӓS14を౤入している。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SK621は、北地区南東部のSD622の南で検出された、東西3.5N、南北2.5N以上の۱丸長方形の平面

形をもつ土坑で、深さは0.24Nをଌる。埋土から土師器皿・炮烙（78～81）、曲物底板・漆器椀・下駄

（878～80）が出土した。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SK575は北地区東端で検出された東西3.0N以上、南北2.2N、深さ0.4Nの۱丸長方形の平面形をもつ土

坑で、東側には小型の᛽が配される。底には比較的太いߌ列が東西に並び（1895・896）、柱根が残存

していた。埋土から丹波焼擂鉢84や木製の೺手877が出土した。

4,���ʢਤ൛�ʣ

　SK601は北地区北端のSR415に接するように掘られた南北2.1N、東西1.6N、深さ0.4Nのପԁ形の平面

形をもつ土坑で、埋桶かもしれないが桶材は残存していなかった。埋土から漆器椀873が出土した。

4,���ɾ���ʢਤ൛�ɾ�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　中央地区東で検出された土坑で、SK151は直1.7ܘN、深さ0.4Nのԁ形をఄしており、埋桶の痕跡かも

しれない。

ຒ伫
　下段からは3ヶ所、埋甕が検出された。上段では南地区S91001も埋甕である。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ɾ��ʣ

　SR415の北西部のݞ斜面で丹波焼甕57が傾いた状ଶで検出された。SR415に伴って設置されたもの、

或いはSR415埋没後に設置された埋甕がSR415埋土やそのݞを構成する࠭層のೈऑ性から傾いたものと

思われる。SR415以北では遺構の密度は極端に௿くなることから、屋敷の外と思われる。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SR400東岸にԊった位置にあり、0.95×0.7Nのପԁ形の土坑に大谷焼大甕90が埋設してあった。すで

に大きく破ࡅされており、接合できた破片も周辺に広がっていた。埋設掘方も非常に浅い。

4,���ʢਤ൛�ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SK739は中央地区北端のSR400が分ذする位置で検出された。丹波焼甕88がޱ縁部を失い、底部を残

した状ଶでׂれて検出された。復元すると底20ܘᶲで50ᶲ以上の器高を有する丹波焼である。内部の中

央にはԁ筒形にࠇく落ち込Ήଯ積があり、ฑ杓などの有機質の容器が入れてあった可能性がある。内部

からは、ಔ製の田ཐ形水滴.5やᱻᚮ89が出土した。

ப݀ʢਤ൛��ɺࣸਅਤ൛��ʣ
　下段部では様々な大きさの柱穴状の小土坑を検出した。その中には柱根の木材を残すものも存在して

おり、建物やࡤ列などを構成するものと思われるが、建物等は復元できなかった。

　その中で一部に柱根を残し、比較的大型の柱穴が一列に並ぶものが中央地区で確認できた。埋没した

SR400を͙ލように5基の柱穴（S191・207・121・119）が東西に並んでいる。柱穴の大きさは直0.6ܘN

内外、深さは0.3N程度で、᛽を٧め込んでいる。柱間は1.8～2.0Nをଌる。1121から京焼系の施ᬵ陶器

埦片、S1119から丹波焼系の施ᬵ陶器鉢片が出土しており、18世紀後半以降のものと思われる。
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41���ʢਤ൛�ʣ

　S1720は中央地区のSR400東ݞで検出された比較的小型の柱穴で、青磁碗87が出土した。SR400に伴

うものかもしれない。

　下段の中央地区東半部や南地区ではѥԁ᛽層が遺構検出面直下で現れており、もともと遺構を掘削し

にくい立地であり、さらにすでに削平されて失われてしまった可能性が高い。

第３અ　上段の遺構

１ɽ北地区の遺構（図൛11・13、ࣸਅ図൛23）

　上段北地区の地形は、基本的には東に傾斜するが、ৄ細には北西部が高く南西部が௿くなっており、

北部および西部が水田造成によりଯ積土が削平されていた。その部分での遺構は耕土直下の地山にࠁま

れた部分のみ遺存し、遺物包含層は北地区の東半部および南半部で認められた。

　上段北地区南端での土層関係は、西端では耕土直下が明ԫ׊色の地山となっており、地山上部は土৕

化により変色している。そこから上段北地区中央部にかけては地山上に水田嵩上げ層（第４層）や旧耕

土（第３層）のଯ積が認められる。水田嵩上げ層は上段北地区中央部～東部にかけてްくなっており

（第２層）、このஅ面部分では溝（SD307）の埋土が下層に存在する。水田嵩上げ層の下に旧耕土（第

̓層）と第11層の遺物包含層が溝埋土上面に存在する。なお、東部の地山は᛽を多く含んでいるが、上

部が大きく削平されているためと思われる。

　上段北地区で検出したओཁな遺構は、北端で弥生時代後期末～古墳時代初頭の流路SR218、南東部で

検出した掘立柱建物跡SB01とそれに付ਵすると思われる土坑SK224、近世のԁ形井戸SE219とSE362、

近世～近代の方形石組井戸SE368がある。そのほか、中世～近世の溝・土坑・柱穴がओとして上段北地

区南半部で認められた。

１ɽ流路
43���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区北東部で検出した෯約3.5～４̼の流路で、長さ約12̼以上にわたって検出した。北東部

は上部が削平されているため底が浅くなり深さ0.3̼、෯も約２̼と狭くなっている。遺物がほとんど

出土しなくなったため途中で調査を์غした。南東側は造成による落差約1.4̼の大きな段差となって

おり、そこで削られたため途切れている。東端での流路検出面からの深さは約0.6̼である。なお、調

査した範囲での北西端と南西端での底の高௿差は約25ᶲで、2.5ˋの傾斜をもって南東方向へ流れてい

たことは明らかである。

　流路埋土は地山と色や質がࣅていたためࣝ別がࠔ難であったことから、サϒトϨϯνを設定して掘削

したところ、底で࠭᛽の埋土を確認し、土器も出土したことから流路跡とஅ定できた。なお、付近での

地山は2.5:7�4 浅ԫ（ೕԫփ）色のγϧト質極細ཻ࠭、流路埋土はೕփ色からփ色のγϧトであった。

流路底付近には࠭᛽層が薄くଯ積しており、埋土中および底付近の࠭᛽層部分で比較的大きな破片が出

土した。
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　出土位置をه࿥したものには、南東端の溝底に近い࠭᛽層直下から壺体部104、東部の溝底に近い埋

土中から甕上半部107、底部の西側下端に近い部分の埋土（ೕփ色γϧト）から壺ޱ縁部106、北西寄り

の西側溝斜面から壺102、北西部の溝底に近いೕփ色γϧトから୆付鉢110と鉢上半部111、110・111の

東側で溝埋土上層より壺または甕の体部などがある。また、ೕփ色γϧトの埋土中から壺上半部103や

105・109の壺ޱ縁部のほか、底部113・114・116が出土し、࠭᛽層から甕ޱ縁部108、壺底部115が出土

した。なお、壺底部112もೕփ色γϧト出土と思われる。

　これらの土器は113を除いて弥生時代後期末～古墳時代初頭の時期で、流路内に౤غされたものと思

われる。土器は流路の南西・北東側から౤غされたと想定されるが、南西側では当֘時期の遺構は検出

されていないことを考ྀすると、北東側の丘陵ඌ根ઌ端部分の微高地が集落跡の可能性がある。

　なお、今回報告する調査区内では、当֘時期の遺構は本流路に限られる。

２ɽ掘立柱建物跡
4B��ʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区南東部に存在する、南北５間、東西２間あるいは３間以上と判அされる૯柱建物跡で、南

側に１～1.1̼の間隔をおいてญまたはࡤが付設されている。東端柱列のさらに東側にも建物が続いて

いた可能性もあるが、柱穴を検出した面の高さから削平により40ᶲ程度掘り下げられているため確認で

きない。

　౩方向はほぼਅ北の࠲ඪ北から̣14˃̬ 方向で、柱ਊڑ཭で南北規模は9.74̼、ܻ間は1.76～2.08̼で

あるが、大半は1.92～1.97̼の範囲におさまることからほぼۉ一である。東西規模は２間の場合6.07̼

で、ྊ間は2.96～3.4̼で平3.13̼ۉである。ただし、東側のྊ間が平3.04̼ۉ、西側は平3.25̼ۉで、東

側が狭くなっている。北西部にもう１間分があるが、ྊ間は1.74̼・2.0̼と短い。この部分が南北全体

に存在していたか、あるいはこの部分のみுり出していたかどうかについては、南側が攪乱坑により破

յされているため判அできない。

　建物跡の内部にはSK323・329などの土坑やいくつかの柱穴があるが、この建物跡に伴うものかどう

かの判அはしがたい。ただし、北西側に約2.5̼཭れて存在する土坑SK224は本建物と関わりの深い遺構

であると判அしている。また、南側に存在する溝SD307は建物跡と同じ方向であるが、規模が大きす͗

る点と、上層で近世の遺物が出土していることから、建物に伴っていたとは考えにくい。同時に、北西

部の溝SD274・250は、建物跡と重複するSD345・337と方向が同じであるが、建物跡の方向とは異なっ

ていることから、地ׂの方向からみても本建物跡との関係は薄いと判அされる。

　掘立柱建物跡の検出面は東側および南側に傾斜しているが、東側は削平の段もありやや著しいが、南

側への傾斜はᷮかである。柱列のஅ面をみてみると、東西方向では柱穴底の高さが東側でやや深くなっ

ている。このことは、建物が存在していた時点で東に少し傾斜した地形であったことが推察される。た

だし、南北方向のஅ面ではその傾向はӐえない。

　柱穴掘方の規模は、平面の直32～18ܘᶲのԁ形で、柱痕は12～９ܘᶲのԁ形である。太い柱痕には

大きな掘方となっていることは当然であるが、掘方直ܘに対する柱痕直ܘの比཰は0.5～0.83であるが、

0.54～0.68が大部分を占め、平ۉは0.62で、柱の太さに対する掘方直ܘがほぼまとまっているようであ

る。しかし、検出面からの掘方の深さについては12～42ᶲで24～40ᶲが多く、まとまりは認められな

い。
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　柱穴からは平安時代後期末の12世紀末～鎌倉時代初頭の13世紀前半の須恵器・土師器の破片が出土し

ているが、特にS1335では柱痕から13～14世紀代の須恵器鉢121が出土し、須恵器埦小片が柱穴上面、

土師器細片が柱痕から出土している。これらとSK224の出土遺物が示す年代を合わせて考えれば、平安

時代末の12世紀後半～鎌倉時代初期の13世紀前半の間に掘立柱建物跡SB01が機能していたと判அする

ことができるであろう。

　図示できなかった遺物が出土した柱穴は、S1334の柱痕から須恵器埦片、S1336の柱痕から土師器・

須恵器の細片、S1285の柱痕から須恵器埦片、掘方から土師器細片、S1333の上面から須恵器埦片、掘

方から須恵器片、S1332の掘方から須恵器甕片、S1328の柱痕から須恵器埦片、S1315の柱痕から土師

器細片、掘方から土師器・須恵器の細片、S1321の柱痕・掘方から土師器・須恵器の小片、S1327の上

面から土師器細片、柱痕から須恵器小片、S1316の柱痕から須恵器埦片、掘方から土師器・須恵器の小

片、S1303の上面から土師器・須恵器小片、柱痕から須恵器細片、S1326の柱痕から土師器細片、S1324

の掘方から土師器細片がそれͧれ出土しており、建物跡の時期とᴥᴪがない時期の遺物が出土してい

る。

　ญ部分の柱穴のうち、S1300の柱痕からは土師器・須恵器の小片、ญ柱穴の可能性があるS1306の柱

痕から土師器細片が出土している。

　また、西側ுり出し部分にあたる柱穴のうち、S1349の柱痕から土師器・須恵器埦の破片、S1346の

掘方から須恵器埦片、さらに西側に存在するS1284の上面から瓦器埦片、柱痕・掘方から土師器・須恵

器片が出土しており、柱穴の時期は建物跡と同時期であると判அされる。

　なお、柱痕内には柱の根ݻめやૅ板石と思われる᛽を検出したものがある。

３ɽ土坑
4,���ʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʙ��ʣ

　掘立柱建物跡SB01の北西側に存在するSK224は、10～30ᶲ程度のѥԁ᛽を中心とした石でนを構築す

るとともに底も᛽敷きとしていたと判அされる石組土坑である。平面形は一辺1.8̼程度の۱丸方形に

近いが、やや࿪である。石組のนは東側を除いた部分が遺存していたが、西側では２段、南側では一部

分で最大４段、北側では１段のみである。遺存した石組の状ଶから南北内法1.1̼で、東側の石組は遺

存していなかったものの、内法が一辺1.1̼の方形石組が想定でき、辺の方向は掘立柱建物跡と同一方

向である。底に敷かれたѥԁ᛽は10～25ᶲの大きさで伱間がやや多く、上面のԜತも認められることか

ら、丁ೡに敷いたものではない。

　検出面から底の᛽上面までの深さは最大45ᶲで、底の᛽上部にはࠇ色（ओ観的には҉濃׊色）をఄし

やや೪質で୸化物を多く含Ή極細ཻ࠭～細ཻ࠭（第５層）、その上部には੺׊色焼土ࠞじりでփ白色を

ఄする೪土状のૈཻγϧト～極細ཻ࠭（第３層）、第３層上部には҉׊色（ओ観ではփ׊色）の極細ཻ

࠭～細ཻ࠭、最上層には׊ࠇ色（ओ観では҉փ׊色）の極細ཻ࠭～細ཻ࠭がଯ積しており、いずれの層

にも᛽と須恵器・土師器等が୸化物とともに含まれていたが、北半部に偏って検出された೪土状の第３

層では、土層内および下面に多くの土器類が୸化物とともに含まれていた。

　᛽はน体を構築していたものが่落したと推定され、土器類は土坑廃絶時およびその後に廃غされた

もの、೪土状の土も同時に廃غされたものと判அされる。また、土器類は底の᛽上からも検出された。

それらの土器のうち、׬形～ほぼ׬形に復元できたものには須恵器埦が11ݸ体、須恵器皿は３ݸ体、土
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師器皿が̓ݸ体あり、器種としては須恵器埦が最も多く、図示できたもの27点、次いで土師器皿17点で

ある。その他の器種としては４ݸ体分の土師器堝（土鍋）や須恵器鉢２ݸ体分、ほぼ׬形の瓦器埦１ݸ

体と破片２点がある。また、輸入陶磁器の青白磁と白磁の破片があり、土਴も１点出土した。SK224出

土土器は生活に直接関わる器種であることが特徴である。また、土器類はओとして北側に集中している

ことから、北から౤غされたものと判அされる。

　土坑掘方は平面۱丸方形で一辺1.9̼、底はほぼ平らで検出面からの深さは50ᶲであった。掘立柱建

物跡の検出面から想定すると大きな削平が認められないことから、この土坑についても石組の高さは50

ᶲ程度であったと推定できるであろう。

　本土坑の機能については不明な部分が多く推定しがたいが、溜井戸のような水溜施設であった可能性

がある。ただし根拠は薄く、周囲に近世以降の溜井戸が多く存在していたことが理༝である。

4,���ʢਤ൛��ɾ��ʣ

　この土坑はSK224の南約1.4̼に存在し、掘立柱建物跡のす͙西に位置している。平面形は۱丸のۣ形

に近く、南北1.7̼である。東側ݞ部は削平により消失しているが、1.5̼程度であったと推定される。

検出面からの深さは30ᶲで、埋土は最下層が10:R5�2.7にぶいԫ׊色で೪質のγϧト質極細ཻ࠭、その

西部に10:R5.6�3にぶいԫᒵ色の極細ཻ࠭、上層には7.5:R5.5�3にぶい׊色で೪質のૈཻγϧト～極細

ཻ࠭、最上層には7.5:R3.6�1׊փ色で೪質のૈཻγϧト～極細ཻ࠭がଯ積していた。埋土中から須恵器

埦の破片と土師器の細片が出土した。掘立柱建物跡やSK224と同時期の可能性がある。

4,���ʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　掘立柱建物跡内に存在する土坑で、南北0.9̼、東西1.1̼のପԁ形をఄする。底は皿形に近く、検出

面からの深さは12ᶲである。埋土はओ観では҉փ׊色で、中世初期の埋土色をఄしており、図示できな

かったが、埋土から土師器小片と須恵器埦片が多数出土している。

4,���ʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　本土坑も掘立柱建物跡内に存在し、65ܘᶲのԁ形をఄする。検出面からの深さは11ᶲで、底は皿形に

近い。埋土はओ観では҉փ׊色と҉׊色で、中世初期の色調であり、埋土から土器片が出土した。

　SK329とともに掘立柱建物跡内部に存在し、中世初期の可能性があるが、建物跡に伴うものかどうか

は判அできない。遺物は須恵器埦119が出土している。図示した以外にも土師器・瓦器・須恵器の小片

が出土している。

4,���ʢਤ൛��ʣ

　上段北地区の南部中央に存在した大規模な攪乱坑により大半が破յされ、東側ݞ部にかろうじて残っ

ていた土坑または溝である。長さ1.4̼、最大෯25ᶲで、検出面からの深さは10ᶲであった。埋土から

須恵器埦の細片が出土しているが、遺構の時期を確定することはできず、掘立柱建物跡との同時性も不

明である。

4,���ʢਤ൛��ʣ

　上段北地区の中央東端付近に位置する45ܘᶲほどのԁ形土坑で、検出面からの深さは15ᶲ、底は平ら

である。埋土は上下２層に分かれ、その色調は上層が10:R4.5�2փԫ׊色、下層が10:R4�3にぶいԫ׊

色をఄしていた。須恵器埦の小片が出土しているが、埋土の色調などから、近世のものと思われる。

4,���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区の中央東部、SD273の南側に位置する。一辺1.55̼の平面۱丸方形をఄするが、北辺は小

規模な溝により切られているものの、南北も同規模と思われる。検出面からの深さは12ᶲで、底は平ら
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でほぼ水平である。埋土は３層に分かれており、最上層の第１層は࠭層である。この࠭層は後世に掘ら

れた穴に࠭が溜まったものと判அしている。第２層のओ観による色調は҉փ׊色で、通常、平安時代後

半～中世前半の埋土はこの色調をఄしている。第３層は西部にのみଯ積していたもので、周辺の地山が

流入・ଯ積したものと思われる。

　第２層には中世初期の土器と୸化物が含まれており、須恵器፻鉢118が出土している。また、須恵器

埦片多数が出土している。また、近世છ付片も出土しているが、第１層出土である。

　なお、土坑の機能については、深さが浅く、埋土や出土遺物にも特徴的なものが認められず、不明で

あるが、中世初期の所産ととらえている。

4,���ʢਤ൛��ʣ

　SK220の東隣に位置する平面ۣ形の土坑である。南北約1.4̼、東西約1.1̼で、南北方向に᛽が４点

並んでいた。埋土はओ観ではփ׊色系で中世頃の埋土色であるが、北端部では࠭層に近い埋土で東西方

向の小規模な溝に切られている。この小規模な溝は近世以降のものと思われる。本土坑を検出できた最

高所からの深さは38ᶲで、埋土から須恵器埦片多数と近世છ付片が出土している。

4,���ʢਤ൛��ʣ

　上段北地区中央部東端に位置し、SK352の南側に存在する。平面三֯形に近いԁ形をఄし、ܘは約

90ᶲである。埋土は大きく２層に分かれ、上層の色調は2.5:4.5�1ԫփ色、下層もよくࣅた色調で、

2.5:5�1.4ԫփ色である。埋土の色調から近世のものと思われ、丹波焼甕片と須恵器埦小片が出土してい

る。また、下層には直20ܘᶲ程度のѥԁ᛽が１点含まれていた。検出面からの深さは35ᶲで、底は丸く

なっている。

4,���ʢਤ൛��ʣ

　上段北地区の中央部西寄りに位置し、南北方向の溝SD274とSD250の間に存在する。平面形状は三֯

形に近く、55ܘᶲ程度である。埋土は上下の２層に分かれ、上層の色調は10:R4.5�2փԫ׊色、下層は

2.5:6.4�4にぶいԫ色で、上層にはԫփ色のϒϩッΫを含Ή。また、検出面からの深さは12ᶲ程度であ

り、落込み֯度が؇く、底面の形状がやや࿪であることと埋土の状況から、攪乱坑の可能性がある。

　図示できなかったが、埋土から弥生時代～古墳時代の可能性がある土師器片が出土している。

4,���ʢਤ൛��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区の南東部、建物跡SB01の東側に存在した南北に長い土坑で、南北長約1.4̼、東西෯55ᶲ

の規模である。検出面からの深さは17ᶲで、底は丸い。北端には直30～15ܘᶲ程度のѥԁ᛽が４点入っ

ていた。埋土は୯一で、10:R6�1.2׊փ色の細ཻ࠭ࠞじり極細ཻ࠭で、ओ観的にはೕփ色をఄする。遺

物は出土しなかったが、埋土の色調から、近世以降の所産と思われる。

４ɽ溝
4%���ɾ4%���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区南端中央部、建物跡SB01の南西部に位置し、溝は建物跡の南西部を切っており、建物跡

は柱穴も切られている。また、溝の北側は攪乱坑により破յされているため、溝の北端位置は不明であ

る。

　溝は南東方向にのびた後、建物跡の南側でญの柱列と平行方向に曲がり、さらに東方向に続いてい

る。建物跡南側の溝はSD307と呼শしたが、上段中央地区北半部の調査時に同一の溝と判明した。これ
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は、北地区調査の際、両溝が調査区南端に存在していたうえに、上段中央地区北半部を掘削する前の段

階であったため、SD310が直֯に近く曲がることが༧想・判அできずに、調査区南端の土層அ面で確認

した溝SD307とは別のものと判அしたためである。なお、SD307の位置および方向は、調査前の水田の

南端ܣ൞ライϯと一致する。

　SD310部分の検出面での溝෯は2.1̼前後、検出面からの深さは0.7̼で、底は丸みをおびている。埋

土のうち、第１～３層はओとして西側から流入しており、ओ観的な色調はփ׊色や׊փ色である。第５

～̓層はओ観的にはփ色や҉փ色で、第̒層の࠭層は最大20ᶲのްさで溝底にଯ積していた。

　SD307部分では、第̓～11層の色調はओ観的には茶׊色や׊փ色、փ׊色、׊色で表現できるもの

で、第12層の色調はओ観的にはփ色で表現できるものである。SD307の最大෯は西端部分にあり、1.3̼

程度、検出面からの深さは0.65̼で、ԣஅ面の形状はSD310よりも̫ࣈ形に近い。

　溝底の高さはSD310部分でඪ高174.95̼程度、SD307部分でඪ高174.91̼とSD307部分がᷮかに௿く、

水は東流していたと判அでき、溝底のඪ高がほぼ同じであった点もଯ積土層の類ࣅ性とともに同一溝と

判அした理༝の一つである。

　SD310の埋土からは飛鳥～奈良時代の須恵器ᆀ細片、平安時代末頃の須恵器埦片のほか、土師器片が

出土しており、SD307の埋土からは須恵器埦や土師器の小片のほか、丹波焼・施ᬵ陶器・近世磁器の小

片やगటの破片、ᗉし瓦の破片も出土している。近世以降の遺物は上層から出土していることから、

SD307の第̓・８層は近世に掘られていた溝と重複している可能性が高い。したがって、SD310・307

は中世初期の溝と判அできると思われる。ただし、遺構の重複関係から、建物跡SB01とは同時には存

在せず、建物跡廃絶後に掘削された溝と思われる。

4%���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　溝SD310の西側にある、南西方向から東西方向に曲がる「く」ࣈ形の溝で、北部では攪乱のために東

側のݞは削平されていた。検出面での෯は75ᶲ、最大深は28ᶲで北側に偏っていることから、削平され

る前の溝෯は1.1̼程度であったと推定される。

　埋土は３層に分かれており、最上層はओ観的にはԫփ色に近く、地山ϒϩッΫが多くࠞじることか

ら、攪乱坑の埋土残存部分である可能性が高い。中層および下層はओ観的にはփ׊色で、中世初期頃の

埋土と同色である。埋土の土層観察を行った部分では柱穴と重複しており、この溝が埋まった後に掘ら

れた柱穴である。埋土の色調から中世初期の柱穴と思われる。

　本溝埋土から近世陶器片が出土しているが、最上層出土のものであろう。本溝の時期は埋土の色調か

ら中世初期あるいは古代後期の可能性がある。

4%���ʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　建物跡SB01の中央北部にある南北方向の溝である。建物跡内にのびているが、柱穴とは重複してい

ない。෯約45ᶲ、長さ約6.3̼の規模で、検出面からの深さは̓ᶲ程度である。溝底は丸みをもち、底

のඪ高では南端が北端より２ᶲ高いことから、水は南に流れる溝である。南端は途切れているものの、

現状では、北端底のඪ高と南端ݞ部のඪ高が同じであることから、溝の南ݞから水があ;れるようにな

っている。埋土はओ観的には҉փ׊色をఄし、北半部の埋土から平安時代末頃の須恵器埦・瓦器埦の破

片が出土している。溝の時期は古代後期～中世初期の可能性がある。

4%���ʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　建物跡SB01の北部で、溝SD345の東隣で並行して存在する溝である。SD345と同様、建物跡内にのび

ているが、柱穴とは重複していない。෯約50ᶲ、長さ約2.2̼の規模で、検出面からの深さは14ᶲであ
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る。底は丸みをもち、埋土はSD345と同一で、埋土には13世紀頃の土器片や୸化物を含んでいた。

4%���ɾ4%���ʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区の南端から中央地区北部にかけて、東西方向の溝が３৚存在していたが、そのうちの南側

に位置する溝がSD746とSD861で、約2.1̼と෯広い溝SD861の埋土を切って、ほぼ中央にSD746が掘ら

れていた。SD861は検出面からの深さ約40ᶲで、底は؇い̪ࣈ状をఄし、埋土の第３～̒層がSD746に

削られずに残っていた。埋土はओ観的にはփ׊色・׊փ色で、中世初頭頃の埋土の色に近い。ただし、

SD861はSD307の南部を切っていることから、SD307が埋まってから掘られた溝である。SD861は斜面

上部にあたる西側ではその෯を減じながら自然消໓し、東部ではSD307と重複している。

　SD746はSD861が埋まった後に掘られた෯85ᶲほどの溝で、埋土中にはѥ֯～ѥԁ᛽を多く含み、ओ

観的な埋土の色調がփ色やփԫ色であり、埋土から近世磁器やᗉし瓦片が出土していることから、近世

以降の溝であることは確࣮で、᛽が石組上に見える部分もあることから、水田に伴う҉ڎの可能性が高

い。

4%���ɾ4%���ʢਤ൛��ʣ

　上段北地区中央西部に存在した南北方向の細い溝で、両者の位置から一連の溝であろう。SD274の෯

は30ᶲ、長さ約3.5̼にわたって検出した。検出面からの深さは12ᶲで、底は丸ຯがある。南端は途切

れているが、溝底のඪ高は北部で175.76̼、南端付近で175.70̼であることから、水は南流していたこ

とがわかる。埋土は上層が10:R3�1.5׊ࠇ色の極細ཻ࠭ࠞじり細ཻ࠭、下層が10:R4�1.4׊փ色のγϧ

ト質極細ཻ࠭～細ཻ࠭で、ओ観によればփ׊色系の色調であることから、中世の可能性が高い。埋土か

ら近世と思われる土師器細片が出土しているが、北側に近世溝が存在していることが理༝であろう。

　SD250の北端はSK237の部分で途切れ、南端は大攪乱坑により削られており、検出できた長さは約6.5

̼である。北端での෯は約25ᶲ、南端では約45ᶲである。検出面からの深さは北部で４ᶲ、南部では８

ᶲで、溝底のඪ高は12ᶲの差をもって南部が深くなっている。埋土は上層が7.5:R4�1.4׊փ色のγϧト

質極細ཻ࠭～細ཻ࠭、下層が2.5:5.4�2҉փԫ色のγϧト質極細ཻ࠭ࠞじり細ཻ࠭で、ओ観によればփ׊

色や׊փ色系の色調であることから、中世の可能性が高い。埋土から土鍋の小片が出土している。

4%���ʢਤ൛��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区中央部に位置する、東西方向でやや規模の大きな溝で、埋没後に石組井戸のSE368が構築

されている。SD273の東端は水田構築のための造成によりஅち切られ、溝の西端では北西側に分ذする

が、西方へ続くものも含めて井戸SE219の部分で終ଉしている。残存長は約15̼で、東端付近での検出

面෯は2.05̼で深さ61ᶲ、西端付近では෯0.7̼で検出面からの深さは12ᶲである。溝底のඪ高は西端で

175.7̼、東端で174.8̼であるから、90ᶲの差をもって̒ˋの傾斜で水は東流する。溝の東端は調査区

内ではその痕跡すら検出されなかったため、どこまで流れていたのかは不明である。

　東端付近での埋土を観察すると、大きく２～３回に分かれて埋まっていったことが判அできた。埋没

過程は、最初に2.5:5.5�1.4ԫփ色や10:R4.5�1.4׊փ色の極細ཻ࠭や細ཻ࠭で埋没したのち、෯1.4̼の

溝として掘削され、2.5:5�1ԫփ色・2.5:5�4.5ԫ׊色・5:5.5�1փ色・5:4�1.5փ色の極細ཻ࠭や細ཻ࠭

および࠭᛽層のଯ積により埋まった後、෯0.65̼の溝として機能していたようである。その溝の埋土は

2.5:4�1.2ԫփ色や2.5:4.5�1ԫփ色の極細ཻ࠭や細ཻ࠭で、最後には10:R4�1.4׊փ色と2.5:5�1.4ԫփ色

の細ཻ࠭で׬全に埋まっていた。埋土から一本引きの丹波焼擂鉢（181・182）、陶器埦183、土師器堝

184が出土している。そのほか、ߗ質土師器の小片や15～16世紀の擂鉢片が出土している。

　本溝が中世末～近世の所産とすると、その北西側に存在する井戸SE219も近世と考えられることか
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ら、同時に存在していたとすれば、井戸からの水を流すための溝としての機能も有していたと推定でき

よう。

4%���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区南東۱付近に位置する南北方向に直線的にのびる溝であるが、北端は水田構築のための

段差により、南側は井戸SE362や溝SD307・746・861により削られ、確認できた長さは5.5̼である。な

お、この溝は南側のS9873につながる方向にのびており、同一溝の可能性もある。

　検出面からの深さは15ᶲ、溝෯は75ᶲ前後で溝෯はほぼۉ一である。北端と南端での溝底のඪ高での

差は11ᶲ北側が௿いことから、水は北流していたと判அできる。溝埋土は２層に分かれ、上層は҉փ׊

色系で古代～中世初期の埋土色に近い。下層はओ観的にはԫփ色系で、地山が土৕化したような色を

示していた。埋土から須恵器高ᆀ117が出土しており、ほかに奈良時代の須恵器ᆀ̗の破片や、丹波焼

の鉢片、近世磁器片が出土している。さきにみた位置のみならず、出土遺物の内容からも、中央地区の

S9873と一連の可能性がある。ただし、溝の時期を確定することは難しい。

4%���ʢਤ൛��ʣ

　SD363の北西側に位置し、ހ状をఄする溝で、検出面での෯40ᶲ、深さ11ᶲで長さ約３̼を検出し

た。溝底は丸く、南側はঃ々に底が高くなり消໓している。北東端での溝底のඪ高は南端よりもやや௿

く、水は北流していたものと判அされる。

　埋土は上下２層に分かれ、上層は10:R6�2փԫ׊色の細ཻ࠭ࠞじり極細ཻ࠭、下層は10:R4�2փԫ׊

色の極細ཻ࠭ࠞじり細ཻ࠭で、ओ観的にはփ色が多くࠞじった׊色で、中世以降の埋土の色調をఄして

いた。南部の埋土中から土師器細片が出土しているのみで、この溝の時期を判அできるものではない。

５ɽ井戸
4&���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区の西端に近い中央北部に存在したやや規模の大きな井戸である。平面ԁ形に近い井戸で、

検出面での直ܘは3.7～3.9̼、深さは約１̼で、浅い擂鉢状をఄし、底はପԁ形で長ܘ約２̼、短ܘ約

1.5̼の平坦な面となっていた。南東部分にのみ石積がみられ、60×40ᶲ程度のやや大きなପԁ形のѥ

ԁ᛽を少しずつずらしながら井戸斜面にԊって傾斜をもって積み上げられ、伱間には直20～10ܘᶲ程度

の᛽を٧めていた。石積の෯は2.2̼程度、高さは約１̼である。石積の下端では木ߌが５本程度遺存

しており、す΂て積み上げた石の下端部分に接するような位置であることから、石積のずれ落ち防止の

ためのߌと判அできる。なお、調査中も底に近い部分では湧水が認められた。

　井戸廃絶後はओとして南西方向の山側から土࠭が流入し、埋土は大きく̓層に分けられた。それらは

大きく二つの୯位に分けることができ、ओ観的な色調でのೕփ色系の第１・２層と、ԫ׊色・ԫփ色系

の第５～̓層に分ׂでき、後者はラϛナが認められることから、水と一ॹに地山まじりの土がଯ積した

もので、人ҝ的に埋められた可能性もある。埋土からᷱඳの丹波焼擂鉢片が出土しており、近世に機能

していた可能性が高い。

　なお、石組のある部分は溝SD273が途切れる位置と合致していることから、本井戸とこの溝とは密接

な関係があると思われる。

4&���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SD273の中央部に重複して存在した方形石組井戸で、SD273の埋没後に掘削・構築されていた。石組
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の北辺は大半が่落あるいは᛽がൈきऔられ、他の辺でも２～３段の石積が遺存していた程度であっ

た。石組はਨ直に積み上げられ、内法の規模は東西約２̼、南北約1.1̼の長方形で、石積の高さは、

もとの高さはӐいಘないものの、最も良޷な西นの部分で45ᶲであった。石組に使用された᛽は長さ30

～60ᶲ、෯30～50ᶲ程度のѥԁ᛽で、間伱には５～10ᶲのѥԁ～ѥ֯᛽を٧めていた。掘方も平面長方

形で、検出面での規模は東西約2.9̼、南北約2.0̼、底は平らに近く、東西約2.6̼、南北約1.35̼の規

模で、南側は検出面の高さが௿かったが、北側検出面からの深さは約70ᶲである。

　埋土は下層に第５～̓層のփ色࠭層、その上部にԫփ色のૈཻγϧトが10ᶲ前後のްさで存在し、そ

の上層の第３層は;たたびփԫ色の࠭層がଯ積しており、第３層が最終段階での井戸底であったと判அ

されよう。第３層から上には多量のѥ֯～ѥԁ᛽が石組内部に存在していたことから、人ҝ的に᛽で井

戸を埋めたと判அできる。埋土から一本引きの丹波焼擂鉢ޱ縁部187が出土しており、そのほか、東播

系須恵器甕・丹波焼甕の破片や近代の磁器碗小片も出土していることから、近世～近代に構築されたも

のと思われる。

4&���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区南東۱、SD363の南端で重複して溝より後に掘削された井戸で、ԁ形土坑の中に桶を埋め

たものである。׬掘はできなかったが、北半を調査した結Ռ、掘方はܘ約１̼で、桶側面の板は෗ٺし

てほとんど残っていなかったが、底板はほぼ׬存しており、ܘ約80ᶲである。検出面から桶底までの深

さは約40ᶲである。底板が存在することなどから、溜井戸であったと考えられる。

　桶内の埋土は３層に分かれ、桶底付近にはѥ֯～ѥԁ᛽、その上部で丹波焼Ր入れ鉢186が出土し、

ほかに奈良時代の須恵器広ޱ壺185が出土している。近世～近代の井戸と思われる。

4&���ʢਤ൛��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　上段北地区南東۱で中央地区北部北東端との重複部分に存在した1.1̼ܘ程度の平面ԁ形に近い井戸

で、ૉ掘りと思われる。遺物は出土しなかった。溝SD307・746・861と重複しているが、前後関係は不

明である。

4&���ʢਤ൛��ʣ

　井戸SE902の東側に存在し、SE902同様溝SD307・746・861と重複しているが、前後関係は不明であ

る。1.3̼ܘ程度のԁ形井戸で、掘方内にԁ形にとりまくような᛽が認められたため石組であった可能

性もある。検出面からの深さは20ᶲ程度であるが、元の深さは不明である。遺物は出土しなかった。

̒ɽ柱穴（図൛11・15）

　掘立柱建物跡SB01の内部に存在した柱穴のうち、S1354の柱痕からは須恵器埦片、S1319の柱痕から

土師器小片、S1317の柱痕から須恵器小片、S1302の柱痕から土師器細片、北西側にあるS1282の柱痕か

ら須恵器埦片、S1283の上面から須恵器埦片、柱痕から土師器・須恵器細片がそれͧれ出土している。

　SB01周辺のうち、建物跡の南西側にあるS1313の柱痕上部から瓦器埦の底部120が出土しており、図

示した以外にも柱痕・掘方から土師器片が出土している（ࣸਅ図൛32）。その北側にあるS1372の柱痕

からも土師器小片が出土している。また、建物跡の東方にあるS1359の柱痕からは須恵器埦片が出土

し、建物跡北側のS1343の柱痕・掘方から土師器・須恵器小片、さらに北側にあるS1339の柱痕から須

恵器埦片が出土している。SK224の西側にあるS1289の柱痕からは土師器細片、S1287の柱痕からは土

師器・須恵器の細片がそれͧれ出土し、北側のS1292の上面から須恵器埦片、柱痕から須恵器片が出土
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している。

　これら建物跡の周辺に存在している柱穴は、出土遺物を見る限り中世初頭の時期である可能性が高

い。

また、さらに北側のSD273北ݞに存在したS1370からも中世初頭の須恵器埦片が出土している。

　上段北地区西部では、SD274・250の西側に存在した柱穴群のうち、南端に存在したS1279の柱痕から

は須恵器埦の小片、北側のS1248の柱痕からは土師器細片、S1247の柱痕から土師器・須恵器の細片、

S1233の柱痕からは須恵器鉢の破片、S1235の柱痕からは土師器甕細片、S1232の柱痕から須恵器小片が

それͧれ出土し、これらの柱穴も建物跡の時期と同じである可能性がある。

　ただし、SE219の南側にあるS1269では、上面からߗ質堝破片が出土しており、近世の可能性がある。

2ɽ中央地区北半部の遺構（図൛12・23、ࣸਅ図൛33）

　上段中央地区北半部では、奈良時代と思われる土坑や溝などが北東部に存在していたが、அ片的であ

り、この時代の遺跡の性格は不明である。中世と思われる遺構には、土坑や柱穴がࢄ在するが、建物跡

の可能性がある柱列がある部分は削平されており、確認できなかった。ほかにも時期不明の土坑・溝・

柱穴を検出したが、近世の遺物は出土しなかったことから、大半が中世のものとみている。

１ɽ土坑等
4,���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　北東部に存在した東西4.2̼程度で検出面からの深さ10ᶲの浅い土坑で、埋土から奈良時代の土師器

甕198と内面に҉文が残る土師器ᆀ̖199が出土している。図示した以外にも土師器ᆀ片多数や須恵器ᆀ

。縁部片および陶器片が出土しているޱ

49���ʢਤ൛��ʣ

　北東۱に存在した溝状遺構で、検出面からの深さ11ᶲ程度をଌる。埋土から奈良時代頃の須恵器ᆀ

̗の底部200が出土し、図示した以外に須恵器ᆀ片や土師器の小片が出土しており、位置や出土土器か

ら、北地区のSD363と一連の溝の可能性がある。

4,���ʢਤ൛��ɾ��ʣ

　東西3.3̼、南北෯80ᶲ程度、深さ８ᶲ程度で、奈良時代頃の可能性がある土師器片が出土した。

4,���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　南北1.8̼、東西80ᶲ、深さ19ᶲの墓に近い規模の土坑で、平安時代末頃の須恵器や土師器片が出土し

た。

4,���ʢਤ൛��ʣ

　1.2×1.0̼のۣ形土坑で、深さは９ᶲ、時期不明の土師器小片が出土している。

4,���ʢਤ൛��ʣ

　南北2.7̼、東西２̼以上、深さ13ᶲの方形に近い土坑で、時期不明の土師器小片が出土している。
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２ɽ溝
4%���ʢਤ൛��ʣ

　南北2.8̼、෯40ᶲ、深さ４ᶲで、古墳時代の可能性がある土師器片が出土している。

4%���ʢਤ൛��ʣ

　長さ3.6̼、最大෯50ᶲ、深さ11ᶲの不定形な溝で、奈良時代頃の可能性がある土師器片が出土して

いる。

4%���ʢਤ൛��ʣ

　෯30ᶲ程度、Ԇ長約９̼、深さ５～16ᶲで東側が深い。土師器細片が出土したが、時期は不明であ

る。

３ɽ柱穴（図൛12）

　本地区内の柱穴のうち、遺物が出土した柱穴をड़΂る。

　S1904では柱痕から縄文土器と思われるような破片、S1824では柱痕および掘方から奈良時代と思

われる土師器片、S1828では上面から中世初頭と思われる土師器片、S1830では柱痕から奈良時代ま

たは平安時代末と思われる土師器片、S1832では柱痕および掘方から中世初頭と思われる土師器片、

S1843では柱痕から中世初頭と思われる須恵器埦片、S1857では柱痕から中世初頭と思われる土師器

片、S1867では掘方から中世初頭と思われる須恵器埦片、S1871では埋土から中世初頭と思われる須恵

器埦片、S1766では柱痕から土師器片、S1767では柱痕・掘方から土師器片、S1776では柱痕から須恵器

片、S1805では掘方から土師器片、S1806では柱痕・掘方から土師器片、S1810では掘方から土師器片、

S1839では柱痕から土師器片、S1869では柱痕から土師器片がそれͧれ出土した。

3ɽ中央地区南半部の遺構
4,��ɾ��ɾ��ɾ��ʙ��ɾ��ɾ��ɾ��ɾ��ɾ��ɾ��ɾ��ʙ��ɾ��ʙ��ʢਤ൛��ɾ��ʙ��ɺࣸਅਤ൛��ʙ��ʣ

　上段中央地区南半部では多くの土坑が検出され、ほぼ中央部の山側に集中している。この部分は西背

後の丘陵から小さな谷が流れ出る位置に当たり、掘り込まれた土層は細࠭質でॊらかい。この࠭層から

１の縄文土器が出土している。

　土坑は浅いもの以外はほとんどが切り合っておらず、接するように掘られている。東西方向或いは南

北方向に長࣠を有する۱丸長方形の平面形をもったものが多く、۱丸方形、ପԁ形、小型ԁ形のものが

一部含まれている。長辺が0.7～1.3N程度の大きさを持ち、深さは0.2～0.3N程度のものが多い。

　埋土中に᛽を含んだもの（SK01・68・78）があるが、土坑底やน面に並΂て石室状に構成されたも

のはない。一長辺に偏して配したもの（SK13・76）があるが、ほとんどが่れており、᛽を౤入して

埋めている。

　੺׊色の焼土で෴われたもの（SK02）や、埋土中に୸を含んだもの（SK77・78・28・33）が存在す

る。このうちSK77・78では୸はまばらに含まれているが、୸が比較的多く含まれるSK28・33は小型ԁ

形のものである。埋土中にベʔスϒϩッΫや耕土を含Ήものも少なくないが、ଯ積はϨϯζ状をఄして

いる。น面はਅっ直͙立ち上がるものよりは؇やかに立ち上がるものが多い。

　出土遺物はほとんどないが、SK01からは鉄ఝ.19、SK10からは軒平瓦212や19世紀に入る੉戸磁器片
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が出土している。SK11からは土人形209、SK12からは明青花の碗もしくは皿210と色絵の陶器埦211、

SK14からは瓦質土器213、SK78からは18世紀末以降の丹波焼擂鉢（214・215）が出土している。ま

た、SK68からはಔླ.8が出土している。

　少し南側にڑ཭を置いてSK68･69やSK38・39が検出された。

　SK68は2.25×2.0Nの不整۱丸方形をఄした土坑で、0.3Nの深さをもつ。埋土下層では、短辺の中央付

近に᛽が集中する。SK69は1.9×1.5Nのପԁ形の平面系をもち、深さは0.2Nの土坑である。

　SK38は1.4×2.0N以上の۱丸長方形の土坑で、0.5Nの深さをもつ。SK39は2.2×2.1N、深さ0.23Nの۱

丸方形の土坑である。SK38 ・39の周辺はۭؓ地状となる。

　これらの中央地区に集中する土坑群は近世後半以降のものであり、墓址の可能性は௿いものと考える

が、その性格は不明である。出土遺物には16・17世紀代のものも見られるが、多くは18世紀後半以降の

ものである。

　中央地区南半の東よりでは大型の土坑が検出された。

4,��ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　下段部への段により東端が失われるが、南北3.8Nの方形の平面形を有し、深さが0.5Nをଌるもので、

多くの᛽とともにછ付磁器等（216～218）、近世瓦片やఝ（.15・16）が出土した。

4,��ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　方形の土坑が2基伴形に配されたような平面形ଶをもつSK65は南北7.7N、東西5.3N、深さは0.9Nの規

模をもつ。埋土には෗植層が確認できる。鉄製অઌ片.20や木製板材876、三田青磁皿222が出土して

いる。近世以降のものである。

4,��ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　集石土坑SK64はSK65に一部切られており、直15ܘᶲほどの᛽をॆరしている。これは近接したSK43

に類ࣅしているが両者のઌ後関係は不明である。皿状に0.3Nの深さをもち、東西の大きさは5.8Nをଌ

る。平面形は不整なପԁ形である。明青花碗220やίϯχϟΫ印判手છ付磁器碗221が出土している。

4,��ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　集石土坑SK43は、南側を૸るSD174と平行に૸る東西方向に長い土坑である。東西長10N、෯1.3N、

深さ0.25Nの溝状をఄしており、埋土中には直ܘが30ᶲまでのԁ᛽がॆరされている。᛽は西半部がや

や大きい傾向があるが、東半部でも一部大きなものが含まれる。土師器炮烙・丹波焼擂鉢、છ付磁器皿

など（223～227）が出土している。

4,��ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SK58はSK43上から切り込んでいる。東西方向に長࣠をおく東西1.0N、南北0.55N、深さ0.1Nऑの土

坑で、埋土には୸ཻや焼土մが多く含まれ、中層に୸の薄層が挟まれていた。

4%���ɾ��ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　集石土坑SK43の長࣠方向に平行して、ほぼ東西に૸る溝を検出した。この位置も西の山から続く谷

地形となっている。溝の東端は下段へ向かう落ちで失われている。SD174は෯0.8～1.2N、深さは0.3N程

度で、北岸には石列が並΂られており、現状では2段程度の石垣となる。これは溝の護岸であろう。こ

の石列を除去すると、東半部の下層からSD59が検出された。位置関係からSD174はSD59を踏襲して設

けられたものと考えられる。SD174からは׬形の白磁小碗228が出土した。下層のSD59からは明青花碗

229が出土した。この溝をもって中央地区と南地区との境քとしている。
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４ɽ南地区及び南西地区の遺構
　南地区の内、上段の南半部は旧の大歳神社境内となっており、そこに包ׅされる南西地区は大歳神社

境内の調査に含めて報告する。

େࡀਆࣾڥ಺֎ͷௐࠪ
　上段南地区の内、北半は有野川に向かって形成されたઔ状地にあたり、有野川に流れ込Ή谷（もしく

は旧河道）と中भの᛽層の頭が出現している。調査前の現況はいち͝畑（Ϗχʔϧϋ΢ス）跡地であ

る。ここからは谷部を埋め立てた跡S91007や方形石組水溜遺構S91040・1041、ി跡、埋桶遺構、埋甕

遺構、不整形土坑群、また調査区北西۱からはϐット群などが見つかった。

͘΅஍ຒΊཱҨߏʢ49����ʣʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ɾ��ʣ
　2014年度・2015年度の調査区を͙ލ形で、東西෯13.5̼・全長13.5̼以上、深さ約70ᶲの大きさで池

状のくぼ地を検出した。2014年度に調査した南半部では、くぼ地の形は2段に落ちた不整な半ԁ形をఄ

しているが、2015年度調査の北半部では不整な長方形をఄしている。

　元々は有野川に流れ込Ή谷（旧河道）であった所がঃ々に埋まり、17世紀に入る頃には池状のԜみと

なって残っていたと考えられる。しかし、S91007南ݞでは人頭大の河原石が一部に敷かれおり、加え

てくぼ地から東側へ෯約２̼の溝（SD1003）が流れ出ている。また、北ݞは区画溝と思われるSD174

に並行して直線的になっており、くぼ地には人ҝ的なվ変が加えられている。

　くぼ地は多量の土࠭で埋められており、土࠭の中から丹波焼擂鉢237～240や唐津焼皿244・245・

247、明青花皿片248など16世紀後半から17世紀初頭の土器（233～240・243～245・247～249）が出土し

ている。このことから、くぼ地は֓Ͷ17世紀前半代には埋め立てられたと推ଌできるが、最上層にあ

たるS91007石敷き部分や北半部上層からは17世紀後半に下る丹波焼擂鉢241・242・甕246が出土してい

る。くぼみは17世紀代を通じて解消されていったものと考えられる。

ෆ੔ܗ౔޵
4,��ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　S91007の上面や周辺からは、後ड़する埋桶・埋甕遺構群とともに۱丸長方形土坑SK71が検出されて

いる。長辺約3.1̼・短辺1.8̼・深さ0.16̼をଌる、浅い皿状の土坑である。土坑底付近には୸・փを多

量に含み、土師器小皿232・׮永通ሞ.2や鉄ఝ.17が出土している。性格は不明である。

4,���ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　SK932は上段南地区の北端で検出された土坑で、上段から下段にかけての斜面に位置する。長ܘ

2.85N、短1.65ܘNの࿪なପԁ形をఄしており、丹波焼甕231、鉄ఝ.18が出土した

ຒᙈɾຒԳҨ܈ߏ
　S91007・SD1003の東端を切り込んでS91001・1004、その南隣よりS91006を検出した。南北方向に

一列に並んでおり、S91001は丹波焼甕を、S91004・1006は桶を埋め置いていた。これらはി作に伴う

水溜の可能性が高いが、S91001・1006は人頭大の石が多数落ち込み、S91001では刃物（包丁）を伴う

ことから、この２基については上部の石組が落ち込んだ土૴墓の可能性も残る。
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　SK75・72はS91007の東ݞを掘り込んで南北に並んで営まれている。このためS91007の北東۱の本

来の形状は不明である。SK72は底板材を土坑底に置き石積を८らせた水溜遺構、SK75は埋桶遺構であ

る。

49����ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　長࣠約1.7̼・෯約1.3̼・深さ約70ᶲのཛ形の土坑に、ෲ60ܘᶲの丹波焼甕をਾえている。甕の上半

は内部に่れ落ち、ߋに人頭大の石が多数内部に落ち込んでいる。

　遺物は、上部から鉄製品（包丁）.21、内部から18世紀代の肥前系છ付磁器碗が出土した。SD1003

と切り合い新しい。

49����ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　長࣠約1.8̼・෯約1.4̼・深さ約55ᶲの小判形の土坑に、90ܘᶲ前後の桶をਾえている。SD1003と切

り合い新しい。

49����ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　長࣠約1.3̼・෯約1.１̼・深さ約68ᶲの小判形の土坑掘方に、80ܘᶲ前後の桶S91006をਾえてい

る。人頭大の石が多数内部に落ち込んでいる。

4,��ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　S91007の東端部で一旦浅くなった位置で検出された。1̼ܘ前後の掘方に桶をਾえている。残存深度

は浅い。桶の底板が良޷に残存していた。

4,��ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　S91007の東端部で一旦浅くなった位置で検出された。埋桶SK75と並ぶように検出されたが、前後関

係は不明である。長࣠約1.3̼・෯約1.1̼・深さ約50ᶲの土坑に30～20ܘᶲのѥԁ᛽を3～4段積んでい

る。土坑底には桶の底板を敷いており、溜井として利用したものであろう。ᗉし瓦230が出土している。

ɹߏੴ૊Ҩܗํ
49����ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　S91041の南東に位置する水溜と考えられる石組土坑である。長࣠約3.05̼・短࣠2.20̼の不整な۱丸

方形の掘方に内法長辺1.90̼・短辺1.05̼、深さ約40ᶲの方形石組を造っている。30ܘᶲ～50ᶲの石を

ԣ積みしており、２～３段の石積みを残している。

　土坑内の上半は石材によって埋められており、下半には෗植質೪土がଯ積する。೪土内よりೈ質施ᬵ

陶器（灯Ր具ʵͻΐうそく）259が出土した。近世後半、19世紀代に機能していた水溜遺構と考えられ

る。

49����ʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ

　S91040の北西に位置する水溜と考えられる方形石組土坑である。内法南北長6.8̼・東西長6.1̼以

上、深さ約50ᶲの規模で検出した。西นは調査区外にある。石組の各นはओに30ܘᶲ～40ᶲの石材を２

～３段に積んで構築している。土坑内は山土によって人ҝ的に埋められており、直上に現耕土が被෴す

る。間に自然ଯ積土は認められなかった。埋土内より古代の須恵器片が出土している。

　遺構の時期は不明であるが、埋積状況と19世紀代以降に積まれた大歳神社の北石垣と向きを同じくす

ることをצҊすると、近代に下る可能性がある。

౔4޵,����ʢਤ൛��ɺࣸਅਤ൛��ʣ
　S91040とS91055の間に位置する全長5⁯・෯1.8̼前後のත୻形の土坑である。東半に集石をもつ。
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土坑内から土師器小皿262・肥前系છ付磁器碗263が出土しており、18世紀代の遺構と考えられる。

ി੻ʢਤ൛��ɺࣸਅਤ൛��ʣ
　北半部東端にて検出した。調査区น際に変色部を検出しており、これらのփ׊色土は、耕作土৕の様

૬をఄしている。層ংから推して近世のിと考えられ、近接する埋甕・埋桶遺構群とηットになるもの

ととらえられる。

ෆ੔ܗ౔܈޵ʢ49����ʙ49����ʣʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ
　ി跡の下層からପԁ形あるいは۱丸方形状の土坑が検出されている。これらは上半部をി耕作によっ

て֧፩され、่されているためৄ細は明らかではない。S91013からは土師器小皿・丹波焼鉢・須恵器

底部・古੉戸四ࣖ壺片が出土しており鎌倉時代に遡る遺構と捉えられる。規模は֓Ͷ全長１̼前後、෯

80ᶲ前後、深さ10ᶲ前後である。

ϐοτ܈ʢਤ൛��ɺࣸਅਤ൛��ʣ　�
　上段南地区北西端においてϐット10基を検出した。1基は土層அ面にかかり、S91007の埋土を切って

いることから17世紀以降の時期である。性格は不明である。

大歳神社境内の調査（図൛31、ࣸਅ図൛49～54）
　上段南地区及び南西地区の内、南半部は山੄の微高地上にあたり、前ड़したように旧大歳神社ࢀ道の

一部とഈ఼前面の広場、ഈ఼・本఼が対৅地である。調査前、広場にはۭؓ地と戦後に建てられた木造

の社務所݉倉庫が存在していた。2014年度にࢀ道とഈ఼前の境内、2015年度にഈ఼と本఼及びその背後

部分の調査を行った。

　ഈ఼前の境内からは、近世の大歳神社境内地を限る北側の石垣S91055と、近世の社఼敷地（本఼・

ഈ఼など神社建物が建つ境内内の敷地）とࢀ道・鳥居部分との間を限る大きな段落ちを検出した。ま

た、ഈ఼前の敷地上からは、旧社఼基ૅの一部S'1053や෩౗木跡S91036・1037、ϐット群などを検出

した。

　これに対し、ഈ఼・本఼及び背後部分の遺構は少なく、土坑SK2001～2004・12001～2003及びඌ根斜

面をカットした境内の造成跡を検出した。SK2001・2003・2004では河原石を内部に配した状況が観察

できたが、SK2002から出土した瓦が示すように、全て近世に属する遺構である。

　検出した境内の規模は、東西約23.5̼・南北21.5̼以上をଌり、ߋにࢀ道部分がऔりついている。境

内はՐࡂにあっており、後ड़するS'1053やՐ事片付けに伴う土坑からは୸や被೤した֕子、鉄ఝなど

が出土している。また、境内の東側には鳥居と有野川側からのࢀ道が৳びているが、औりつき部分以外

は調査対৅とはならなかった。境内とࢀ道の間には約1.4̼の高௿差があり、現況では石段がऔりつい

ていた。この落差を埋め立てた੝土の底からは、磁器碗295が出土している。北側の石垣（S91055）前

面の੝土と共に、ນ末以降に造成を行い、境内を֦ுしていったと考えられる。

ʢ4'����ʣʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ɾ��ʣૅج෺ݐ
　社఼敷地上よりࣈ'ٯ状に並΂られた石列とその間伱を埋める石敷きを検出した。

　石列は南北長9̼以上、東西長2.5̼以上の規模を持つ。長さ30～40ᶲ、෯20～30ᶲ、ްみ15ᶲ程度の

石材を一列に並΂ている。
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　S'1053は、その形状から建物の基ૅであったと推ଌされる。特に北半部は石敷きを伴っており、重

量物に଱えられる土蔵などの性格をもった建物の存在が考えられる。この基ૅはՐࡂにあっており、出

土した磁器碗と地元の方にهԱがないところをから推して、戦前もしくは戦後直͙に焼失した可能性が

高い。ʰ有馬ࢽ܊ʱには大歳神社に土蔵が存在したࡌهがあり、対Ԡする可能性がある。

෩౗໦੻ʢ49����ɾ����ʣʢਤ൛��ɾ��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣ
　建物基ૅの西側に南北長約4.5̼・東西長約2.5̼・෯約１̼をଌる、ʰくʱのࣈ状の土坑を検出し

た。土坑はༀݚ状に落ちۼみ、大きく２ヶ所のۼみとなっている。S91036部分は約１̼、S91037は約

80ᶲの深さを持つ。

　土坑内からは、平安時代中期の須恵器壺底部、土師器ᆀ片が出土している。

　土坑の形状、地山ϒϩッΫを含んだ埋土の状況から、S91036・1037は෩౗木の跡と考えられ、थ木

の根が平安時代中期の遺物を巻き込んだものと考えられる。

಺ͷ๺ลΛ۠ը͢Δੴ֞ʢ49����ʣʢਤ൛��ɾ��ɺࣸਅਤ൛��ʣڥ
　東西Ԇ長約10.5̼に࿱って石垣を検出した。石垣は30ܘᶲ前後の石をԣ積みしていた。基底部の１段

から２段を残して่落しているが、部分的に４段残存しており、ߋに社఼敷地上と石垣下との間に60̼

の落差があることから、当初は少なくとも4段の石積みを持った石垣と判அできる。S91040と並行する

ことから近世後半に築かれた可能性が高い。この石垣は境内の֦ுによって埋没し、約４̼北側に近代

以降の新たな石垣が造られている。

఼ࣾෑ஍ͷ౦ลΛ۠ը͢Δஈམͪʢਤ൛��ɺࣸਅਤ൛��ʣ
　建物基ૅ（S'1053）の前面（東側）において、社఼とࢀ道・鳥居との間を限る大きな段落ちを検出

した。南北方向のԆ長約15̼、その比高差は約1.4̼をଌる。

　社఼の敷地は東側へுり出す微高地上に立地しており、ࢀ道・鳥居のある境内は谷地形（旧河道）に

あたる。旧地形の高௿差を利用して、石垣S91055と共に方形の社఼敷地を造り出していたと考えられ

る。

　段落ちの底からは19世紀代の遺物が出土しており、近世後期に敷地が整備された可能性が高い。ま

た、19世紀から現代にࢸるまで、境内の֦ுに伴い数次の੝り土が行われ、段差が解消されていったこ

とが判明した。

ϐοτ܈ʢਤ൛��ʣ
　上段南地区南東端と南西端に、30～５ܘᶲのϐットを検出した。建物跡として復元はできない。

ͷ଄੒ޙ಺എڥ
　本఼背後にඌ根斜面をカットした段落ちを検出した。ඪ高178.5̼から177.1Nにかけて約20˃のٸ傾

斜にカットし、境内の平坦面を造りだしている。カット部分のうち、西側に向けてತ部となっている場

所は本఼がுり出していた部分と考えられる。また、੄部には溝を८らせていた可能性がある。
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第̐章　Ҩ　෺
第１અ　土　器

１ɽ下段出土土器
　出土した遺物は、土器・木製品・石製品・金属製品に分けてࡌܝしている。土器は上段と下段で遺構

の性格・時期が異なることから、下段・上段のॱにࡌهし、下段では屋敷地ׂを示すと思われる溝か

ら、井戸、土坑、埋桶、埋甕と出土した遺構の種別ຖにड़΂ている。大歳神社旧境内にあたる南西地区

出土の遺物は南地区のものに含めて報告する。

流路・溝
ᶃ　SR400（図൛37・38、ࣸਅ図൛55～60）
　下段を南北に؏いて૸るSR400からは多くの遺物が出土したが、部分的には近世に入っても溝として

使用され、また近世以降の土坑や水溜遺構によって切り込まれていた。このため新しい時期の遺物も含

まれている。土師器・ࠇ色土器・瓦器・須恵器・陶器・磁器が出土した。

౔ثࢣ
　2～5は皿である。2・3は、平底に外反するޱ縁部を持つ。4・5は手ͮくͶで作られ、ϢϏΦサΤを残

した底部から内࿷ؾຯに立ち上がるޱ縁部が続く。

　6はあまりݞのுらない体部から؇やかに۶曲して開くޱ縁部をもつ堝である。体部外面にはԣ方向

に平行なλλΩを残し、内面は同心ԁ状の当て具痕を残してԣ方向のϋέによって࢓上げる。ޱ縁端部

と外面はナσによって࢓上げている。

　7も堝ޱ縁部である。ԣ方向の平行λλΩ目を外面に残し、ナσによって࢓上げている。

ث৭౔ࠇ
　8はࠇ色土器底部で埦と思われる。ࢳ切り痕をもつ௿い平高୆から開く体部にࢸる。内面はࠇく、҉

文状のϔラϛΨΩが一部見える。

ثנ
　9は௿いྠ高୆をషり付けた埦の底部と思われ、内面には҉文が施されている。

ਢثܙ
　10はޱ縁端部をܽくがᆀB蓋である。埋土下層から出土した。ๅच形のἷ平なつまみから水平に開

き、؇やかに下る。外面は回సϔラέζリ、内面は回సナσの後、一方向の࢓上げナσを施す。

　11はᆀAである。底部は回సϔラ切り後、ナσを施す。

　12・13はᆀBとするが、ް手である。回సϔラ切りの底部にྠ高୆をషり付け、ڧくナσる。内面に

は࢓上げナσが見られる。ᆀA・B・同蓋は北地区から出土している。

　14～30は埦である。回సࢳ切りの底部に丸く収めたޱ縁部を有するもので、底部内面には一方向の࢓

上げナσを施すものが多く、多方向のナσのものも見られる。ޱ縁端部には重Ͷ焼きの痕跡を残す。内

࿷ؾຯに立ち上がるものと、直線的に開くものがあり、後者には器高の௿いものも見られる。14・15の

ように平高୆状に突出し、内面中央がۼΉものも見られる。

　29の外面下部には「 」状のه߸の墨書がඳかれており、内面にも使用によりຎ໓した痕跡が見られ
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る。30の底部外面にも「ト」状の墨書が見られる。

　日下部遺跡の西、八多川流域では小名田༼跡が調査されており、埦・皿を中心とした須恵器を焼成し

ており、SR400出土須恵器埦に類ࣅしている。同༼跡は12世紀後半～13世紀前半にૢ業されたとする。

　31は小皿である。やや瓦質様に焼成されている。ࢳ切り底部から内࿷ؾຯに短く立ち上がる。

　32～35は鉢である。32は内࿷した体部から外反するޱ縁部をもつもので、片ޱが付く。内面には自然

ᬵが付着する。神出古༼跡群৿内編年の鉢̙にあたり、11世紀の古段階に૬当する。

　33・34は東播系須恵器፻鉢で、ޱ縁部を上方に肥ްさせ、端面が外側に傾斜するもので、33の内面は

ຎ໓しており、よく使用されている。14世紀後半～15世紀前半にかけてのものである。34は底部۶曲部

外面に高୆がണがれた痕跡が残る。ޱ縁端部は四֯く、上に少しఠみ上げられる。12世紀後半～13世紀

後半にかけてのもので、小名田༼跡と時期が重なる。

　35はܽଛするが、高୆を有する片ޱ፻鉢であるが、៛密でߗ質な胎土・焼成は丹波焼に近い。直線的

に広がる体部から上端部を少しఠみ出した片ઑりのޱ縁部に続く。内面は不定方向の࢓上げナσを残す

が、よく使用されている。

　36・37は短く۶曲して広がる甕ޱ縁部である。ޱ縁端部は外側に面をもち、上面をۼませている。37

のݞ部外面には平行λλΩ目が残る。

ಃث
　38・39は、ベトナム製或いは中国南方産のものと思われる。38はແᬵ陶器壺である。底部をܽくが、

細く直立ؾຯに開く体部には᫛᫡目を残し、体部上半から؇やかなݞ部には3৚の௜線を८らせる。直

立するޱ縁部は一旦内࿷ؾຯに内側に曲げた後、外側に折りฦすことで丸く肥ްさせる。折りฦし部分

にも௜線を८らせる。胎土はしっとりと層状をなし、外面は備前焼෩に焼成されるが、内面は須恵質の

焼క陶器長಑壺になる。大ࡕ府堺߼؀都市遺跡屋敷地の塼列建物（茶室遺構）では、切溜花生として用

いられ、近隣では三田城跡で16世紀後葉～17世紀初頭頃のベトナム製陶器として報告されているものに

類ࣅする。

　39は小判形の平面形をもつ器高の௿い൫で、短く立ち上がって内傾するޱ縁部へ続く。ޱ縁部の四۱

を内側にۼませて۱入֯皿෩とする。ະ調整の底面は上げ底ؾຯとなり、周囲を面औり状にૈく削って

立ち上がりとする。短辺の側面にԁ形ු文を水平方向にషり付ける。੺׊色の土部様のᬵༀをֻけた

後、白ట様のᬵༀをֻけているため、底面の同心ԁ状の溝に白く溜まる。近世以降の丹波焼の可能性も

あるが、類例を見ないためベトナム製陶器とする。茶の湯における建水として用いられたものか。

　40～42は丹波焼擂鉢である。直線的に開く体部の内面にฟ一本引きの擂目を引く。40・41のޱ縁部は

丸く作り、外面を１৚浅くۼませ、内面にも小段やۼみを作る。42のޱ縁部はԣ方向にϔラを当ててઑ

らせؾຯに収める。端部にഗが付着している。16世紀後半～17世紀中頃にかけてのものである。

　43はSR400西ݞの攪乱から出土している。陶器皿で、底部をܽく。内面に段を有して開き、ޱ縁部は

さらに水平に開く。端部は丸く収め、上面がۼΉ溝縁ޱ縁となる。փ白色ᬵをֻけるが、外面下半は࿐

胎で、回సέζリを施す。唐津焼溝縁皿である。

　44は陶器皿で、௿い高୆から開き、やや内࿷した後小さく۶曲して直線的に開くޱ縁部へと続く。白

փ色のᬵༀをֻけ、内面外周に鉄ᬵで文様をඳく。外面下半は࿐胎で、底面も含めて回సϔラέζリが

見られる。高୆裏は使用のためかよくຎ໓している。絵唐津折縁皿である。

　45は௿い高୆から外反ؾຯに開く皿で、全体にփ白色のᬵༀがֻかる。ޱ縁部は16弁のྠ花に作る。

ೈ質系のさっくりした胎土であることからඒ濃焼かと思われる。
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　46は௿い高୆から内࿷して開く皿で、փ白色のᬵༀをֻけており、高୆裏中央のみ࿐胎でέζリがみ

られる。さっくりした胎土で、ᬵༀの؏入が目立つ。ࢤ野焼（御深井手）と思われる。

ث࣓
　47・48は白磁碗で、ۄ縁のޱ縁部を有する。

　49は最下層出土の青磁碗底部で、直立した高୆を持ち、器นはްい。高୆内側と底部内面は࿐胎であ

る。外面にはわずかに蓮弁文の一部が見られる。

　50は青花碗である。細く直立した高୆を有し、高୆৞付のみᬵༀを削りऔって࿐胎とする。外面には

૲花文、内面にはӔ巻状にԁހを４重Ͷ、周囲を૲花文で囲Ή文様をඳく。景ಙ௟民༼か。淡河・萩原

城遺跡から類例が出土している。

　SR400からは他に、301～309の土師器、瓦質土器、須恵器、青磁、白磁、陶器が出土している。

ᶄ　SR415（図൛38、ࣸਅ図൛60・61）
　SR415は下段北地区の北端を東西にԣ切る流路で、この流路以北では遺構・遺物が激減することか

ら、この屋敷ׂの北限となる遺構である。山からછみ出す湧水に近世になって掘削されたと思われる。

౔ثࢣ
　51・52は手ͮくͶで作られた皿である。6.7ܘޱDNの小型の51はޱ縁端部にഗが付着しており、灯明

皿として用いられている。復元8.9ܘޱDNの52はޱ縁部外面にϢϏΦサΤを残しており、内面はナσに

よって࢓上げる。

　53は炮烙である。広く薄い底部から直֯に立ち上がり、ޱ縁部へ続く。全面ナσ・Ϥίナσによって

。上げており、外面にはഗが付着する。18世紀後半のものか࢓

ಃث
　54・55は丹波焼擂鉢である。54は底部をܽくが、直線的に広がる体部に四֯く収めたޱ縁部が続く。

内面のޱ縁部直下に段を८らせ、9本୯位のᷱඳき擂目を引き、下半はຎ໓している。外面は࿐胎のま

まであるが、内面には੺土部を施す。17世紀前半に属する。55は底部外縁に高୆をషり付け、直線的に

広がる体部から۶曲して上方にԆびるޱ縁部に続き、ޱ縁部外面は２৚のԜ線状のۼみを८らせ、端部

上面もۼませる。内面には6本୯位のᷱඳき擂目を引き、底面には同心ԁ状に入れる。底面付近はよく

磨り減っている。外面には੺土部をృ布している。底部外面の一部には࠭が付着しており、高୆裏は平

。に磨り減っている。18世紀後半頃のものか׈

　56は唐津焼埦で、௿い削り出し高୆から内࿷してޱ縁部にࢸる。ޱ縁端部は丸く収める。ԫ色系のᬵ

ༀをֻけており、下半部は࿐胎となる。17世紀代。

　57は丹波焼甕である。SR415の北岸斜面から傾いた状ଶで出土したため、ここにࡌܝしたが、୯独の

埋甕（SK940）と捉える方が良い。ݞのுった器高の௿い器形で、体部上半とޱ縁端部にԜ線状の৚線

を८らせ、ݞの２ϱ所には５花の不༡؀ු文をషり付ける。外面には土部をֻけている。体部内面に墨

書でԁをඳいている。17世紀中葉～後葉。

　ࣸਅのみࡌܝした310・311の陶器も出土している。

ᶅ　SD114（図൛38、ࣸਅ図൛61）
　SD114は南地区で検出された東西方向の溝である。58は須恵器埦で、内࿷して立ち上がる体部から丸

くϤίナσで収めるޱ縁部へと続く。SR400出土の須恵器とほぼ同時期のものである。

ᶆ　SD94（図൛38、ࣸਅ図൛61）
　SD94は南地区でSR400埋没後に西ݞに重複するように設けられた南北方向の溝で、一部に石組を伴
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う。59は施ᬵ陶器皿で、੉戸ඒ濃焼である。௿い高୆から外反して広がるޱ縁部へと続く。׊色の天目

ᬵをਁけֻけし、外面下半は࿐胎である。内面には目跡が残る。

井戸・石組土坑・土坑
ᶇ　SE416（図൛39、ࣸਅ図൛62）
　SE416はઌड़のSR415の西端に設けられた方形の石組溜井である。土師器・陶器・磁器が出土した。

౔ثࢣ　

　土師器皿が出土している。60は7.1ܘޱDN、器高1.6DNを復元する手ͮくͶの小皿である。61はܘޱ

10.2DN、器高1.9DNを復元する手ͮくͶの皿で、底部を含めて３段にわたってϢϏΦサΤとナσを施

す。ޱ縁端部にはഗが付着する。

ಃث　

　丹波焼擂鉢が出土している。62はϢϏΦサΤを残して直線的に外に広がる体部から、外に面を持ちஅ

面三֯形状に広げるޱ縁部へと続く。内面には7本୯位のᷱඳきの擂目が施される。外面下半は二次焼

成を受けたようにࠇくなる。

　63・64は施ᬵ陶器埦である。削り出し高୆から丸く内࿷する体部へと続く。63はࠇ色の天目䉼をֻけ

る。64は白ಁ明のᬵༀをਁけֻけしている。64の高୆中央にはପԁ形の印が押される。京焼系か。

ث࣓
　65はછ付磁器皿である。௿い高୆から丸く広がる体部を持つ。全面に施ᬵし、高୆৞付は࿐胎で、࠭

が付着する。体部内面には２৚のݍ線内に線ඳきの文様を連Ͷ、見込みには૲花文を施す。

　66はછ付磁器碗である。直立する高୆から内࿷して立ち上がる体部へと続く。全面にᬵをֻけ、高୆

৞付は࿐胎で、࠭が付着し、内面見込みはऄノ目ᬵണ͗とし、࠭が付着する。外面の高୆ԣに２৚、底

部に1৚のݍ線を८らせ、体部にはઇྠ૲花文をඳく。波ࠤ見༼のくらわんか手である。

　ࣸਅをࡌܝした312・313のછ付磁器も出土している。

ᶈ　SK465（図൛39、ࣸਅ図൛62）
　SK465は北地区で検出された小型の方形石組土坑で、施ᬵ陶器が出土した。

　67は絵唐津皿である。௿い高୆から直線的に開き、一旦わずかに۶曲してさらに広がるޱ縁部へと続

く。外面下半部をέζリで成形し、内面から外面上半部に྘փ色のᬵༀを施ᬵする。ޱ縁部内面に斜め

์ࣹ状に2本の線を5組ඳき、見込みにも2本の平行線を偏った位置にඳく。内面には焼成時のփ被りが

見られる。17世紀前半に属する׬形の折縁皿である。

　68は௿く太い高୆を削り出し、内࿷した体部へと続く天目埦である。内外に浅ԫ色のᬵༀをਁけֻけ

し、底部外面は࿐胎である。17世紀前半の唐津焼である。

　314の陶器൫も出土している。16世紀後半頃の備前焼或いは丹波焼と思われる。

ᶉ　SK608（図൛39、ࣸਅ図൛63）
　北地区で検出された石組を有する大型の方形土坑で、多くの土器や木製品が出土しているが、ԁ形の

土坑などが切り合っているため、遺物の一ׅ性に๡しい。69～74の土師器・陶器が出土した。

　౔ثࢣ
　69はややߗ質に焼成された堝で、なでݞの体部から外反して直立するޱ縁部に続き、端部は丸く肥ް

させる。ݞ部外面にはԣ方向に平行するλλΩ目が残り、内面にも当て具状のԁ形の痕跡が残る。15世

紀中頃に属するものである。
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　70は炮烙である。内࿷する体部外面には斜め方向のλλΩ目が残り、下半はϔラέζリを施して薄く

作る。内面にはϢϏΦサΤが残る。ഗが付着する。17世紀中葉～後半頃のものであろう。

　71は33.5ܘޱDNを復元する大型のӋ佂である。直線的に立ち上がるޱ縁部は端部を内側にఠみ出して

いる。外面にはԜ線状の段を८らせ、斜め上に࿷曲する௳をషり付けている。内面には非常に細かいϋ

έϝ状の布ナσで࢓上げている。内面にഗが付着する。15世紀代のものか。

　ಃث
　72は丹波焼擂鉢で、小さな片ޱを有する。平底からϢϏΦサΤを残して直線的に広がる体部に続き、

縁部は内面に段を有する。5本୯位のૈいᷱによる擂目を施し、見込みには4回ᷱを重Ͷる。内面は使ޱ

用により著しく磨り減っており、底部外面も平׈になっている。土部をֻけている。17世紀前半～後葉

のもの。

　73は49.8ܘޱDNを復元する大型の丹波焼൫で、板ナσを施した底部から大きく開いた体部へと続き、

如ҙ状に۶曲してޱ縁部は丸く収める。ޱ縁部上面に௜線状のۼみを८らせる。土部をֻけている。

　74は唐津焼皿である。削り出した௿い高୆から大きく開く体部へと続き、少し下方に曲げて端部を作

る。փᬵをֻけるが、底部外面は࿐胎で、高୆৞付に࠭が付着する。内面見込みにも重Ͷ焼きの痕跡が

残る。17世紀前半の溝縁皿。

ᶊ　SK510（図൛39、ࣸਅ図൛63）
　SK510は北地区SK608の北西に付ਵする土坑で、両土坑からは同じ作りの漆器大皿が出土した。

　75は瓦器埦底部で、௿い高୆が付く。内面には҉文が見られ、外面高୆内に墨書が書かれる。

ᶋ　SK404（図൛39、ࣸਅ図൛63）
　北地区のSR400埋没後に掘られた不整形の土坑で、土師器皿76が出土した。76は手ͮくͶの小皿でや

や上げ底の底部から斜めに広がる体部をもつ。ࣸਅをࡌܝした316の土師器も出土している。

ᶌ　SK578（図൛39、ࣸਅ図൛64）
　同じく北地区のSR400埋没後に掘削された土坑から瓦器埦77が出土している。77は௿いἷ平な高୆を

持ち、内࿷ؾຯに立ち上がる体部へと続く。

ᶍ　SK621（図൛39、ࣸਅ図൛63・64）
　北地区南東部で検出されたପԁ形の比較的大きな土坑で、土師器皿・炮烙が出土した。78・79は手ͮ

くͶの小皿で、ナσによって࢓上げる。

　80・81は炮烙で、皿状に࿷曲する底部からやや内࿷ؾຯに立ち上がる体部に続く。80ではޱ縁部直下

にڧくナσを施し、端部は外側に少し肥ްさせて丸く収めている。81では内側に肥ްさせる。底部は不

定方向にέζリのように板ナσを施している。

　この他に318・319の軒瓦が出土している。

ᶎ　SK503（図൛39、ࣸਅ図൛65）
　北地区中央で検出された᛽を౤入した大型のԁ形土坑で、施ᬵ陶器皿82が出土した。削り出した௿く

四֯い高୆から大きく開き、一旦۶曲してߋに広がる体部へと続く。փᬵをֻけ、底部外面は࿐胎であ

る。内面見込みには࠭目が残る。高୆底面にも3ヶ所࠭目積みの跡が残る。17世紀前半の唐津焼折縁皿

である。

ᶏ　SK908（図൛40、ࣸਅ図൛65）
　中央地区の上段੄で検出された不整形の浅い土坑で、SR400の一部の可能性がある。瓦質土器のӋ佂

83が出土した。83は小型のӋ佂ޱ縁部で、内࿷ؾຯに直立するޱ縁部の外面にޱ縁端部直下からஅ面三
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֯形の௳をషり付け、ナσによって࢓上げる。体部外面はԣ方向のϔラέζリ、ޱ縁部内面にはԣ方向

のϋέϝを施す。௳の下部にഗが付着する。

ᶐ　SK575（図൛40、ࣸਅ図൛65）
　北地区東端で検出された長方形の土坑で、陶器擂鉢84が出土した。84は丹波焼擂鉢で片ޱを持ち、ϔ

ラඳきの擂目を引いている。平底から内࿷して開く体部、அ面三֯形のޱ縁部へ続く。ࣸਅをࡌܝした

321・322の備前焼甕破片も出土している。備前焼の出土は今回の調査ではكである。

ᶐ　SK449（図൛40、ࣸਅ図൛65）
　SK449は北地区中央で検出された埋桶である。施ᬵ陶器85が出土した。85は丹波焼ͻさ͝形壺で、外

面に׊色のᬵༀをֻけ、ࠇ色のᬵༀで文様をඳいている。17世紀後半～18世紀前半のものとされる。

ᶑ　SE189（図൛40、ࣸਅ図൛65）
　SE189は南地区東端で検出されたԁ形の土坑で、86の磁器が出土した。86はછ付磁器碗で、高୆から

丸く開いた後、わずかに開いて直線的に立ち上がる体部をもつ。高୆৞付は࿐胎で、࠭が付着する。外

面にはݍ線上部に山水図がඳかれ、ޱ縁部直下にもݍ線、高୆には2৚のݍ線を८らせる。高୆内には

「太明」を書く。

柱穴
ᶒ　S1720（図൛40、ࣸਅ図൛65）
　中央地区SR400東ݞで検出された小型の柱穴で、青磁碗87が出土した。87は青磁碗底部で、削り出さ

れた高୆から丸く広がる。ްい底部の外面は࿐胎で、見込みには૲花文がூられる。

埋甕
ᶓ　SK739（図൛40、ࣸਅ図൛65）
　中央地区北端部のSR400分ذ部に設置された埋甕で、88の陶器が用いられていた。内部から89の磁器

が出土した。88は丹波焼で、ޱ縁部をܽくが、現存高51.1DN、最大57.6ܘDNの大甕である。ϔラ切り

後ナσで࢓上げた底部から指頭ѹ痕を残して೪土ඥを積み上げており、継͗目には೪土を追加して成形

している。内外を回సナσで࢓上げた後、੺土部をృっており、内面にはϋέを用いてృった痕跡を残

す。

　89は磁器ᱻᚮ（びんだらい）である。小判形の底部のみ残存しており、内外࿐胎であるが、体部外面

にはᬵༀが見られる。内面の周縁をૈく引ૡいて、体部との接合に備えている。底部外面には細かい布

目が残る。一端には側面から底面にൈけるἥ޸が見られる。墨書が書かれるが、判ಡできない。

ᶔ　SK435（図൛41、ࣸਅ図൛66）
　北地区中央で検出された埋甕である。90は比較的薄い底部からϢϏΦサΤを残して立ち上がり、ݞ部

に最大ܘをもつ。۶曲した後、内࿷して上方に立つޱ縁部は外面にԜ線状の段を連Ͷ、四֯く収める。

18世紀後半頃の大谷焼と思われる。内面には一部λλΩ様の痕跡を残してナσで࢓上げ、外面は回సナ

σで࢓上げる。ཻ࠭の多い胎土でߗ質に焼成される。器高62.8ᶲ、48.2ܘޱᶲを復元する。

埋桶
ᶕ　SK736（図൛41、ࣸਅ図൛66）
　北地区と中央地区にかけて、SR400埋没後に設けられた埋桶内部から陶器大甕91や土師器皿92が出土
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した。91は丹波焼大甕で、底部をܽく。直線的に広がる体部から、内࿷してݞ部を作り、ޱ縁部を水

平に֦ுする。ݞ部には連続してԜ線状の৚線を८らせ、不༡؀状のఠみをషり付ける。ޱ縁上面に

もԜ線状のۼみを८らせる。内外にはϋέを用いて੺土部をృ布している。92は手ͮくͶの皿で、ܘޱ

10.8DN、器高1.9DNを復元する。ϢϏΦサΤを残して底部と体部の２段に作り、ޱ縁端部はナσによっ

て࢓上げる。ޱ縁端部外面の一部にഗίήがのこり、ޱ縁端部を除く内面全体が薄くࠇくなっている。

遺物包含層（図൛42、ࣸਅ図൛66・67）
　93～101は下段遺物包含層出土の土器である。

　93は北地区遺構検出中に出土した須恵器ᆀである。ࢳ切り底部から内࿷ؾຯに広がる体部は埦状をఄ

している。

　94～98は施ᬵ陶器である。94は唐津焼丸形皿で、ޟਠ底をఄする削り出し高୆は࿐胎で、内࿷して広

がる体部にはփᬵをֻけている。内面には焼成時に土器片が付着した痕跡が์ࣹ状に見られる。16世紀

代か。

　95は高୆部を失うが、ޱ縁部直下がׅれる天目茶埦の形ଶを有する。器表面のᬵༀがະ焼成の状ଶ

で、ະ製品或いは生焼けのものかもしれない。

　96は唐津焼溝縁皿である。削り出した三日݄高୆は࿐胎で、体部は大きく広がり、外反するޱ縁部は

上方にఠみ上げている。内面見込みには段が付き、࠭目跡が残る。白色ಁ明なᬵༀをֻける。17世紀前

半頃か。

　97はͻさ͝形壺で、外面に׊色のᬵをֻけている。内面は࿐胎のままである。18世紀後半の丹波焼

か。

　98は小判形の器形をもつᱻᚮで、ԫ׊色のᬵを施し、底部側面のみ࿐胎である。

　99は丹波焼൫或いは鉢で、షり付け高୆から内࿷して広がる体部、丸く内側に肥ްさせるޱ縁部へと

続く。高୆内側を除いた内外面に੺土部をృ布し、自然ᬵのփ被りが見られる。

　100は唐津焼皿である。削り出した௿いޟਠ底から大きく開き、一旦۶曲してߋに広がるޱ縁部へと

続く。փᬵをֻけ、底部外面は࿐胎である。内面見込みには胎土目が残る。16世紀末～17世紀初頭のも

のと思われる。

　101は北地区の攪乱内やSK608・503、南地区SD94から破片が出土した甕である。౗ཛ形の体部は外

面にϢϏΦサΤを残しており、ݞ部の外面にはॎ方向の平行λλΩ、同内面にはԁ形の当て具痕が残る

が、全面をϤίナσで࢓上げている。۶曲して広がるޱ縁部は丸く収める。全体に੺土部を施してお

り、外面上半部にはփ被りが観察できる。復元58.6ܘޱᶲ、残存高75.8ᶲの大甕で、内面下半部に白׊

色の付着物が見られる。明治期の砥部焼との教示をಘた。調査区内の整地の時期を示すものであろう。

　ࣸਅのみࡌܝした375は北地区の上段੄で࠾集された༼น或いは࿍น片である。スサ状のԜみやཻ࠭

を含んでいる。10.3×10.5×0.8ᶲの大きさで、一面のみが残存しており、一側面に残存面に直行する溝

状のԜみが૸る。この溝状をఄする痕跡が᯿のӋޱのૠ入޸であるなら、上段北地区のSK224から出土

したӋޱ小片や中央地区の1339から出土したスラッグの小破片等とともに鍛冶遺構が存在していた可能

性が高い。
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２ɽ上段出土土器
（１）北地区
　本地区では、弥生時代末～古墳時代初頭、飛鳥～奈良時代、平安時代末～鎌倉時代、室町時代、江戸

時代の土器・陶器・磁器が出土している。以下、それらを遺構別にड़΂る。

ᶃ　SR218（図൛43、ࣸਅ図൛68）
　壺・甕・高ᆀ・鉢・底部を図示した。　

ᆵ
　102～104は広ޱまたは直ޱの壺である。102は接合の結Ռ、13.6ܘޱᶲ、器高28.9ᶲに復元できた。体

部最大ܘはほぼ中央にあり、22.7ᶲをଌる。底部は少し突出した平底で4.3ܘᶲである。体部外面にはӈ

上がりのλλΩ目が残り、下半にはϔラϛΨΩを施している。底面には木葉痕が残る。

　103は少し外反するޱ縁部で、端部は丸く収める。12.2ܘᶲ。体部上半部分の破片で、残存最大ܘは

20.0ᶲである。器表がຎ໓しているため、調整は不明である。

　104は体部の破片であるが、丸みがڧくἷ平に近い形状から壺と判அした。体部最大ܘは23.4ᶲで、

体部には水平方向のλλΩ目が下から上に施されている。底部はઑ底ؾຯの丸底で、ϔラέζリを施

す。体部内面は板ナσ調整で、103とは形ଶ的にࣅるが、胎土色調が異なり、同一ݸ体ではない。

　105は短いޱ縁部の壺破片で、11.8ܘޱᶲである。端部は丸く収める。

　106はいわゆるνϣίϨʔト色をఄし、胎土に֯ર石を多く含Ή複合ޱ縁の壺で、ܘޱは26.4ᶲをଌ

る。ޱ縁端部には面をもち、１ܘᶲ程度の஛管ԁ形ු文をややૄらに配しており、その間隔は1.8ᶲで

ある。۶曲部外面のྏ線部分にはやや斜め方向のࠁ目を密に施している。ᰍ部は15.4ܘᶲで直立してお

り、外面はλςϋέ調整である。残存高は9.9ᶲをଌる。ذࢌまたは生ۨ西麓の胎土である。

ᙈ
　107・108はともに甕で、体部から「く」ࣈ形に۶曲して少し外反するޱ縁部をもつ。107は復元ܘޱ

12.6ᶲで、丸みがڧい体部にはӈ上がりのλλΩ目を残す。108は復元13.5ܘޱᶲで、107と同様端部は

丸く収める。

ᆀߴ
　109は高ᆀと思われるޱ縁部片である。有ྏのもので、端部は丸く収め、復元22.5ܘޱᶲをଌる。複

合ޱ縁の壺ޱ縁部の可能性も残す。

　110は埦形ᆀ部の高ᆀまたは୆付鉢である。ᆀ部は復元10.7ܘޱᶲ、深さ4.6ᶲで、端部はややઑりؾ

ຯに丸く収め、内面はϛΨΩに近い調整である。٭部はಁ޸が認められず、全体的に外反ؾຯではな

く、やや࿪である。٭端ܘは15.6ᶲで、丸く収めている。ᆀ部との境付近にはλςϋέを残している。

ു
　111はやや大型の鉢で、復元ܘޱは27.5ᶲである。体部から外反してޱ縁部となるが、۶曲度は小さ

い。内外面はຎ໓のため調整不明である。

ఈ෦
　112～116は壺・甕あるいは鉢の底部である。112は外面のϔラϛΨΩと体部へ開く֯度から壺と思わ

れる。ほとんど突出しない平底で、復元底5.1ܘᶲである。内面はϔラέζリに近い。113は底5.5ܘᶲ

で、底面中央がややۼんでいる。調整は不明であるが、形ଶ的に古い時期の可能性がある。114は復元

底4.6ܘᶲで外面にはӈ上がりのλλΩ目を残している。甕と思われる。115は復元底3.2ܘᶲの小さな平
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底からԣ外上方に開く体部であることから、壺と思われる。116の復元底ܘは5.2ᶲで、内面には板ナσ

が認められる。小片である。

　SR218出土土器は、113を除き、体部や底部および調整の特徴から弥生時代後期末～古墳時代初頭に

位置付けられる。113は弥生時代中期の可能性が高い。

ᶄ　SD363（図൛43、ࣸਅ図൛69）
　図示したのは117の須恵器高ᆀ１点である。

ᆀߴ
　北部で出土したᆀ部片で、復元ܘޱは10.2ᶲ、残存高は3.6ᶲである。短٭のものと思われ、飛鳥時代

と判அしている。この溝からは飛鳥～奈良時代のᆀ̗片も出土しているが、ほかに丹波焼鉢や近世磁器

の破片も出土しており、溝の時期を飛鳥～奈良時代とஅ定するにはແ理があろう。

ᶅ　SK220（図൛43、ࣸਅ図൛69）
　図示した118の須恵器鉢以外に埦の破片多数と近世છ付が出土している。

ു
　東播系須恵器の鉢である。ޱ縁端部はઑりؾຯでਨ直に近い面を残すが、下方に少し֦ுしている。

復元30.0ܘޱᶲ、残存高6.2ᶲで、使用痕は明瞭ではない。端部にᬵが残る。13世紀代と思われる。

ᶆ　SK323（図൛43、ࣸਅ図൛69）
　図示した119の須恵器埦のみ出土している。

㡜
　復元16.1ܘޱᶲ、器高5.5ᶲをଌる。ޱ縁端部は少し๲らみ、丸く収める。回సࢳ切りの底部は突出し

ない。13世紀のものと思われる。

ᶇ　S1313（図൛43、ࣸਅ図൛69）
　図示した120の瓦器埦の他には、柱痕・掘方から土師器の小片・細片が出土したのみである。

㡜ثנ
　底部の破片である。高୆のஅ面は୆形をఄするが、体部外面のϔラϛΨΩは不明である。内面にはԣ

あるいはδグβグのような҉文を施している。底ܘは4.8ᶲで、12～13世紀のものと思われる。

ᶈ　S1335（掘立柱建物跡）（図൛43、ࣸਅ図൛69）
　121の須恵器鉢以外には柱穴上面から須恵器埦小片、柱痕からは土師器細片が出土している。

ു
　東播系の鉢である。ޱ縁部の形ଶがやや異なるのは、࿪のためである。復元35.8ܘޱᶲ、残存高11.5

ᶲで、内面下半には使用によるຎ໓が認められる。ޱ縁端部にᬵが残る。13～14世紀代と思われる。

　図示できなかった須恵器埦小片も同時期のものであろう。

ᶉ　SK224（図൛44・45、ࣸਅ図൛69～73）
　本遺構からは須恵器埦をはじめ、須恵器鉢、土師器・須恵器の皿、堝、瓦器埦、青白磁など非常に多

くの土器が出土した。遺構の性格は不明であるが、生活にかかわる土器であることから、掘立柱建物に

関連して廃غされたものと判அできよう。

㡜
　122～148の27点を図示した。ܘޱは16.6ᶲ～15.1ᶲで128が最も大きく、133が最も小さいが、16.0ᶲ前

後が最も多い。器高は5.05ᶲ～4.15ᶲで、125・128がもっとも高く、146が最も௿く、4.7ᶲ前後が最も多

くなっている。ܘ高指数は31.4～25.3で140が最も大きく146が最小である。いずれも回సࢳ切りの底部
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から内࿷しながら外上方にのびて丸い端部のޱ縁部となるもので、ϩΫϩ目を残すものも多い。

　122～127は底部がएׯ突出するもので、ܘ高指数も比較的大きくなっており、深みのある体部の観が

ある。ܘ高指数が31程度のものがやや多い。128～139はやや深みのあるもので、ܘ高指数が29～30程度

のものであるが、底部は突出していない。体部と底部の境は丸みのある128～136とྏをもつ137～139が

あるが、ܘ高指数等では分けられない。140～146は体部が浅い観があるもので、ܘ高指数が27～28代の

ものが多く、これらのうち最も大きいのは140で31.4、最も小さい146は25.3である。底部の形ଶもさま

͟まである。

　これらの埦は形ଶ的には12世紀末頃～13世紀初頭頃のものとみられ、20～30年の時期෯をもっている

ようである。この時期に埦を焼いた༼のうち、本遺跡に最も近いのは小名田༼跡で、本遺跡から直線ڑ

཭で約1.4ᶳとࢸ近ڑ཭にある。また、小名田༼跡から出土した埦の形ଶと本遺構出土のものとは細部

の形ଶにおいても類ࣅしており、小名田༼からڅڙされた可能性がある。

ു
　149・150のうち、150のޱ縁端部は上方に引きのばすのみで肥ްさせていないことから、神出古༼跡

群の鉢̗１あるいは̗３にあたり、149はޱ縁端部を֦ுさせるものの、その度合いは少なく、神出古

༼跡群の鉢̗２類にあたる。150は৿田氏編年の第Ⅱ期第１段階に૬当し、12世紀中葉～後半の時期が

༩えられている。149は第Ⅱ期第２段階にあたり、12世紀末葉～13世紀初頭に位置付けられており、埦

との年代的ᴥᴪはほとんどない。なお、小名田༼跡では同形ଶの鉢は認められない。

　149は復元27.6ܘޱᶲ、器高10.7ᶲで体部内面はࠨ斜め上方向のナσで࢓上げられ、内面下半はよく使

用され、表面がຎ໓ؾຯになっている。150は復元32.6ܘޱᶲをଌる。149・150ともにޱ縁端面には重

Ͷ焼きの痕跡が残っている。

খࡼ
　151～167は土師器、168～170は須恵器である。土師器小皿のܘޱは最も小さい157の7.45ᶲから167の

8.7ᶲまであるが、151～153・157・158のように7.45ᶲ～7.8ᶲのものと、154～156・159～167のような

8.1ᶲ～8.7ᶲのものの二種があるようである。器高は151の1.9ᶲが最も高く、166の1.2ᶲが最も௿い。形

ଶ的には151～156のようにޱ縁部が底部から۶折͗みに外上方に立ち上がるものと、157～167のように

あまりݦ著でないものの二種があるようにみえる。

　す΂て手ͮくͶで、152・164では底部外面に掌の痕跡が残り、152・158・159のように平面形がପԁ

形をఄするものがある。165の胎土は֯ર石を多く含んでփ׊色をఄし、他のものとは異なっている。

　須恵器小皿はす΂てϩΫϩによる成形で、底部は回సࢳ切りである。ܘޱは7.65ᶲ～8.35ᶲとばらつ

きがあるが、器高は1.35ᶲ～1.45ᶲとほぼ揃っている。168は底部がやや突出するが、復元ܘޱは8.0ᶲで

169・170の中間の஋であり、形ଶとܘޱとは関係なさそうである。169の底部外端は丸みをもち、170で

はྏをもっている。須恵器小皿は埦の底部と同じ形ଶで、小名田༼跡でも出土していることから、同時

期と判அできよう。なお、170は焼成がѱく、瓦質となっている。

ᆗ
　171～174の４点は土師器の堝である。播磨・丹波・北摂地域でみられるもので、内面に同心ԁ文の

当て具を当てながら体部外面を平行λλΩで成形するものである。171は25.6ܘޱᶲ、残存高14.9ᶲであ

る。ޱ縁端部を۶曲させながら少し外側に֦ுしており、体部上半も丸みをもつことから、埦などより

も時期的にやや新しい可能性がある。13世紀後半～14世紀であろうか。復元26.8ܘޱᶲの173も171にࣅ

た形ଶであり、端部の֦ு程度と体部の丸みにएׯの差があるものの、171とほぼ同時期と思われる。



45

172は復元25.2ܘޱᶲのޱ縁端部をほとんど֦ுせず、端面がԜ面となっており、体部上半は直線的に

下外方にのびていることから、時期的にやや古く、13世紀前半代の可能性が高い。174のޱ縁部も堝と

したが、古墳時代後期前半の甕の可能性も残している。復元ܘޱは20.6ᶲで、ޱ縁端面は内傾する面と

なっている。

ثנ
　175～177は瓦器埦である。175は図上ほぼ׬形品で、復元13.9ܘޱᶲ、器高約5.3ᶲをଌり、高୆ܘは

推定6.0ᶲとやや大きい。体部は深みがあり、内面に҉文をԣ方向に密に施し、見込み部分は斜格子状

に施しているようである。外面には認められないことから、13世紀以降に編年されるものである。ޱ縁

部外面にはڧめのϤίナσを施し、端部は丸く収め、内面には１৚の௜線を引いている。外面は型ͮく

りのため、ϢϏΦサΤ痕が密である。176・177はともに瓦器埦の底部で、ྠ高୆ܘは4.75ᶲ前後、その

ԣஅ面は୆形に近い。176の底部内面には平行、177では斜格子状に҉文を施している。ともに密ではな

いことから、13世紀以降の製作時期が༩えられよう。

੨ന࣓ɾന࣓
　178は青白磁小壺の小片、179は白磁碗ᶙ類またはᶚ類の底部小片である。178は復元底3.95ܘᶲで、

体部下半外面に᭩蓮弁文が３段以上ூࠁされている。底部付近外面は࿐胎となっている。179の外面は

࿐胎で内面はいわゆるᬵトϏとなっており、須恵器埦等と同時期と思われる。

౔਴
　180は土師質の管状土਴で、長さ3.75ᶲ、中央部の最大ܘは1.02ᶲ、中央のܘ޸は0.25ᶲで、重量は3.1

̶である。本遺構から出土した土਴はこの１点のみである。

ᶊ　SD273（図൛45、ࣸਅ図൛74）
　本溝からは図示した丹波焼擂鉢・陶器埦・堝のほか、ߗ質土師器小片が出土している。特に丹波焼擂

鉢の破片数が多い。

　181は丹波焼擂鉢である。ϔラによる一本引きの擂目を施し、ޱ縁端部は肥ްさせずに内側に折り曲

げたように上方にのばしたもので、復元ܘޱは39.3ᶲをଌる。15～16世紀に編年されるものであろう。

182は復元底13.2ܘᶲの擂鉢底部で、ϔラによる擂目をやや密に施しており、内面は使用によりかなり

平׈になっている。181と同時期と思われる。183はᬵを内外面に施した陶器埦で、ޱ縁部をܽ失する。

底部は削り出し高୆で࿐胎となっている。復元底ܘは4.4ᶲ、残存高は4.9ᶲで、残存部上端でのܘは10.1

ᶲである。近世中頃以降のものと思われる。184は土師器の堝で、残存高は7.15ᶲ、復元ܘޱは20.7ᶲを

ଌる。௳部分は退化して炮烙に近い形ଶとなっている。外面はかなりຎ໓しているが、体部には格子λ

λΩを施しているようである。内面はϤίナσ調整で、16世紀後半～17世紀前半のものと思われる。

ᶋ　SE362（図൛45、ࣸਅ図൛74）
　本遺構からは図示した２点が出土している。

　185は須恵器広ޱ壺ݞ部の破片で、最大ܘは16.0ᶲをଌる。奈良時代頃のものと思われるが、ৄ細不

明である。重複する溝SD363から飛鳥～奈良時代の遺物が出土していることから、この溝に含まれてい

た土器がࠞ入したものと思われる。

　186は丹波焼の鉢で、Ր入れと呼ばれているものである。׬形品で、9.8ܘޱᶲ、器高5.5ᶲ、底8.0ܘᶲ

である。ޱ縁部上端面には小さく丸いইが多数認められる。18世紀前半͝ろに編年できると思われる。

ᶌ　SE368（図൛45、ࣸਅ図൛74）
　187は丹波焼擂鉢のޱ縁部小片である。擂目はϔラによる一本引きで、ޱ縁端部の形ଶが181に近いこ
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とからほぼ同時期と考えてよいであろう。本遺構からは図示したもの以外に東播系須恵器甕や丹波焼甕

の破片や近世末～近代の磁器碗の破片が出土している。

ᶍ　その他の遺構
　図示していないが、その他の遺構から出土している土器について簡୯にड़΂る。

　掘立柱建物跡を構成する柱穴のうち、S1285掘方・S1315柱痕・S1324の掘方・S1326の柱痕・S1327

の上面から土師器細片が出土し、S1285柱痕・S1303柱痕・S1316柱痕・S1327柱痕・S1328柱痕・

S1332掘方・S1333の上面と掘方・S1334柱痕から須恵器小片が出土しており、埦については12世紀末

～13世紀前半のものと思われる。また、S1284の柱痕と掘方・S1303上面・S1315掘方・S1316掘方・

S1321の柱痕と掘方・S1336の柱痕から土師器・須恵器の細片が出土しており須恵器については掘立柱

建物跡と同時期であろう。なお、S1284の上面からは瓦器埦小片が出土している。

　掘立柱建物跡に関連する可能性がある柱穴では、S1300柱痕・S1306柱痕・S1346掘方・S1349柱痕か

らは須恵器埦や土師器の細片が出土している。また、掘立柱建物跡内部に存在する柱穴・土坑のうち、

S1282柱痕・S1283の上面と柱痕・S1302柱痕・S1317柱痕・S1319柱痕からは須恵器埦や土師器の細片

が出土し、SK329の埋土からは土師器小片と須恵器埦片が多数出土しており、掘立柱建物跡と同時期で

ある。

　溝のうち、SD310からは飛鳥～奈良時代と思われる須恵器ᆀと土師器のほか、中世初頭の須恵器埦片

が出土し、SD337とSD345からも中世初頭の須恵器埦や瓦器埦・土師器の小片が出土している。SD250

からは中世後半の土堝の小片、SD309から陶器片、SD274から土師器細片が出土し、ともに近世のもの

である。

　土坑では、SK237から弥生～古墳時代の可能性がある土師器、SK280・352・371からは中世初頭の須

恵器埦片、SK353からは丹波焼甕・須恵器埦小片、SE219では近世の丹波焼擂鉢、SK342からは須恵器

埦片多数と近世છ付が出土している。

　その他柱穴のうち、中世初頭の須恵器細片等が出土したのは、S1232柱痕・S1233柱痕・S1279柱痕・

S1292上面・S1339柱痕・S1343掘方・S1354柱痕・S1359柱痕・S1370埋土があり、S1269の上面からは

近世土師器の細片が出土した。なお、時期不明の土師器や須恵器の細片が出土した柱穴には、S1235・

247・248・287・289・372があり、いずれも柱痕からの出土である。

ᶎ　遺物包含層（図൛46、ࣸਅ図൛73・74）
　188～197の10点を図示した。土師器Ӌ佂188は小片で、復元27.3ܘޱᶲをଌる。௳上部からޱ縁部に

かけて段を有する。15世紀代のものであろう。189・190は播磨地域で特徴的にみられる土師器堝（௳

佂）である。ޱ縁部下に௳状の段を有し、体部は平行λλΩで成形している。189は復元20.6ܘޱᶲ

で、ߗ質土師器に属する。190は小片のためܘޱは不明である。ともに14世紀後半～15世紀代のもので

あろう。

　191・192は須恵器埦で、192は回సࢳ切りの高୆部分が２ᶱ程度突出する。191の底面には太さ̒ᶱの

縄のようなѹ痕が１৚認められる。南西部の大規模な攪乱穴から出土したものである。192は復元ܘޱ

15.0ᶲ、器高4.2ᶲ、ܘ高指数は28で底部が突出して古いλイϓのように見えるが、体部形状は埦形をఄ

さないことから、12世紀末～13世紀前葉に時期が༩えられよう。小名田༼跡出土資料に同様のものが認

められる。191も同時期と思われる。193の須恵器小皿は7.5ܘޱᶲ、器高1.25ᶲで、SK224出土須恵器小

皿に比΂て小ぶりであるが、器นがややްい観がある。回సࢳ切りの平高୆底部からޱ縁部への境は丸

みをもっている。SK224出土須恵器小皿と同時期と思われる。
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　194は明青花の磁器碗片で、復元ܘޱは12.6ᶲをଌる。ૈࡶなつくりでޖ須の発色は不良、全体に؏

入が認められる。文様は、外面ޱ縁直下の෯広ݍ線に連続文様を加えているが、下部の花文様とつなが

る可能性もある。内面ޱ縁部直下にもݍ線をඳき、底部付近には数本の直線文が認められる。㦆भ༼産

の可能性がある。195は細蓮弁文の青磁碗で、器นがްく、内面に目跡が認められる。194・195の輸入

磁器の時期は16世紀代であろう。196の碗と思われる青磁は4.7ܘᶲの高୆が௿く、高୆内は࿐胎で指ઌ

のようなѹ痕が̒ヶ所認められる。ཾ泉༼系のもので、14～15世紀と思われる。

　197は丹波焼擂鉢小片で、ޱ縁端部は上方に引きのばされ、内面の擂目はϔラඳきで、15～16世紀代

であろう。内面は使用によりຎ໓している。

　

（２）中央地区
　本地区では、奈良時代、平安時代末～鎌倉時代、室町時代、江戸時代の土器・陶器・磁器・瓦が出土

し、縄文時代の可能性がある土器も出土している。以下、それらを遺構別にड़΂る。

ᶃ　SK834（図൛46、ࣸਅ図൛75）
　甕・ᆀ・鉢を図示した。図示していないが、ほかにᆀを含Ή土師器片多数と須恵器ᆀޱ縁部片、陶器

片が出土している。

ᙈ
　198は長಑の土師器甕である。復元28.2ܘޱᶲでޱ縁端部は器表がṞ཭している。体部外面はλςϋ

έ、内面はॎ方向のϔラέζリ調整である。体部最大ܘは上位にあり、23.2ᶲをଌる。外面には部分的

にഗが遺存している。ޱ縁部の形ଶから奈良時代、平城宮ᶙ頃のものと思われる。

ᆀ
　199は土師器ᆀ̖で、復元15.7ܘޱᶲ、底部の大半をܽ失するが、残存器高は2.9ᶲである。ޱ縁部は

۶曲して外上方に開き、ޱ縁端部を内側に折りฦしてۄ縁状に࢓上げている。ޱ縁部内面と底部内面に

は҉文がਏうじて遺存している。奈良時代、平城宮ᶙ頃のものであろう。

ᶄ　S9873（図൛46、ࣸਅ図൛75）
　溝状の遺構で、北地区SD363とつながっていた可能性が高い。200の須恵器ᆀ̗が出土している。復

元高୆ܘは11.2ᶲで、外側に踏んுるようにషり付けている。底部外面にはϔラ切り痕が残る。内外面

には自然ᬵのփ被りがあり、奈良時代、平城宮ᶙ頃の可能性がある。

　なお、図示していないが、ほかに奈良時代の須恵器ᆀや土師器小片が出土している。

ᶅ　その他の遺構
　図示していないが、その他の遺構から出土している土器について簡୯にड़΂る。

　SD818からは古墳時代の可能性がある土師器小片、SK862・SD877やS1824の柱痕・掘方からは奈良

時代の可能性がある土師器小片が出土している。中世初頭の須恵器や土師器の小片は、SK819やS1828

上面・S1830の柱痕・S1832の柱痕と掘方・S1857の柱痕・S1867の掘方・S1871から出土している。ま

た、近世以降の土器・陶器・磁器の小片は、SD307・746からやや多い量が出土している。

　なお、S1904の柱痕からは縄文土器と思われる小片が出土している。

ᶆ　上段中央地区北半部遺物包含層（図൛46、ࣸਅ図൛73・75・76）
　201～206の須恵器・磁器・陶器・瓦の̒点を図示した。

　須恵器ᆀ蓋201は中央にๅचつまみが付く可能性が高い。復元14.8ܘޱᶲでஅ面はηϐΞ色をఄす

る。飛鳥～奈良時代の飛鳥ᶛ期、平城宮Ⅰ期と思われる。
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　202の青磁٭付鉢は復元21.7ܘޱᶲ、残存高7.4ᶲで、ޱ縁端部は外反して内側に折り曲げられている

ことから、蓋付きの可能性がある。施ᬵされた٭は３方向に付いていたとみられ、２方向が遺存してい

る。底面はऄノ目でԜ形の௿い高୆となって、৞付部分はᬵがかきऔられ、׊色をఄし、࠭がएׯ付着

している。内面のூࠁ文様は花弁のようであるが、正確なところは不明である。18世紀頃の肥前系であ

ろう。

　東播系須恵器鉢203の復元ܘޱは27.7ᶲで、ޱ縁端部を肥ްさせている。12世紀末～13世紀初頭と思

われる。

　204の陶器擂鉢はޱ縁端部を肥ްさせ、上方に少し引きのばしたもので、端面にはٖԜ線状のものが

認められる。内面の擂目は５本一୯位のᷱ引きのもので、底部にも施しているが、使用によるຎ໓でほ

とんど消えかかっている。復元35.4ܘޱᶲ、器高13.4ᶲで内外面には׊色の土部がృられている。丹波

焼のѱい焼成のものとみられ、17世紀代の可能性がある。

　205・206はᗉし軒平瓦で、文様部分の区画はやや狭く、どちらも同じ唐૲文様と思われるが、205は

焼成がೈऑで文様の残りがѱく、206は文様の遺存部分が少ない。唐૲文ઌ端が丸く巻いており、17世

紀代と思われるが、18世紀の可能性も残す。付近に存在した堂Ӊの屋根に上がっていたものであろう。

中央地区の٬土層から出土している。

　上段中央地区の中央付近には小型の土坑が多く分布していた。

ᶇ　SK01（図൛47、ࣸਅ図൛77）
　集石土坑であるSK01からは施ᬵ陶器甕207・208が出土した。207はੇ಑な体部上端の外面に೪土を突

帯状にషり付けて蓋受け状のޱ縁部を作る。内外面に׊色の鉄䉼を施し、突帯端部は࿐胎で、その下か

らฑ杓ֻけでࠇ色のᬵༀをਨらしている。上げ底ؾຯの底部にも䉼がֻかるが࠭が付着している。丹波

焼。208は大きく外反するޱ縁部で、ᰍ部内面は板ナσを施している。外面には型押しで格子状の文様

を並΂る。ᰍ部内面以外には੺土部をృ布している。丹波焼。

　ࣸਅをࡌܝした330・331の陶器壺や軒平瓦も出土している。

ᶈ　SK11（図൛47、ࣸਅ図൛77）
　209は土人形である。型押しにより作られ、ધに৐る人物（恵比ण像）を表している。

ᶉ　SK12（図൛47、ࣸਅ図൛77）
　210・211はSK12から出土した。210は明青花碗或いは皿底部で、高୆৞付以外は施ᬵしている。内外

にݍ線と૲花文をඳく。211は施ᬵ陶器鉢で、太く四֯い高୆を削り出し、内࿷して立ち上がる体部か

ら外反するޱ縁部へと続く。底部外面以外を白టֻけの後、内面にޖ須と鉄䉼による文様や文ࣈをඳい

ている。

　SK12からは332・333の瓦質土器片や塼も出土している。

ᶊ　SK10（図൛47、ࣸਅ図൛77）
　212はSK10出土のᗉし瓦である。軒平部が残存しており平瓦はࢅ瓦である。ࢅの一۱を切り落とす。

軒平部にはۉ等唐૲文が配される。Ԝ面・ತ面・側面とも周囲部は外周にԊった方向にナσ調整する

が、Ԝ面・ತ面ではԣ方向のナσを施している。但しԜ面では斜め方向のナσも見られ、ತ面には不調

整の部分も見られる。

ᶋ　SK14（図൛47、ࣸਅ図൛77）
　213はSK14出土の瓦質のՐࣷ߳࿍で、大きく外方に踏んுった高୆から内࿷して立ち上がる体部へと
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続く。ޱ縁部の一部が大きく水平に開き、ޱ縁部全体が波状をఄしていたものと推定される。高୆内面

やޱ縁部外面にはέζリの痕跡が残り、外面はナσで࢓上げ、内面は板ナσで࢓上げている。体部内面

の上端にഗが付着する。近世の線߳立てと思われる。

ᶌ　SK78（図൛48、ࣸਅ図൛78）
　214は施ᬵ陶器擂鉢で、20.1ܘޱᶲ、器高6.1ᶲの小型のものである。௿い高୆部分は࿐胎で内側に目

跡が付き、ޱ縁部は上面を作り、片ޱが付く。内面には10本�1ᶲのᷱඳき擂目を入れ、見込み部にはӔ

状に擂目を入れている。׊色のᬵༀをֻけており、内面にも目跡が残る。18世紀末以降の丹波焼。

　215も擂鉢で、片ޱを持つ。上げ底の底部からまっす͙開き、２段のԜ線を८らせ、ޱ縁端部は両側

に֦ுして上面を作り、2৚の௜線を入れる。内面には細かいᷱඳきの擂目を密に入れている。ޱ縁端

部から内面には੺土部を薄くృ布している。底部外面には࠭が付着し、ྠ状の破片が༥着している。内

面には6ヶ所の目跡が残る。

ᶍ　SK70（図൛48、ࣸਅ図൛78）
　216～218はSK70から出土した。216はછ付磁器ಙ利である。高୆かららっきΐう形の器形を経て、端

反りのޱ縁部は端部を少し肥ްさせている。内面体部以下と高୆端部は࿐胎で、底部から体部外面には

。線で区切られた૲花文を施しているݍ

　217はછ付磁器碗である。細い高୆から内࿷する器形で、高୆外面にݍ線、高୆内と外面に退化した

ઇྠ૲花文をඳいたくらわんか茶碗である。

　218は陶胎છ付方形小鉢で、型作りである。白టをֻけ、高୆৞付を削り、鉄絵・છ付の૲花文とޱ

縁端部の縁औりを施し、ಁ明䉼をֻけている。

ᶍ　132（図൛48、ࣸਅ図൛80）
　219は小柱穴状の132から出土した瓦質の甕ޱ縁部である。中世に属するものである。

ᶎ　SK64（図൛48、ࣸਅ図൛79・80）
　220・221は集石土坑SK64から出土した。220はછ付磁器碗で、明青花である。細く直立する高୆から

直線的に開く体部へと続く。高୆৞付はᬵༀを削っている。外面には高୆外面に2৚、体部に1৚のݍ線

を८らせ、内面には2৚のݍ線下部に細かい૲花文をඳいている。

　221はછ付磁器碗で、細い高୆から丸く内࿷する体部へと続く。高୆内にはݍ線と文ࣈ文をඳき、外

面には2種類のίϯχϟΫ印判花文を2段にަޓに施している。

　SK64からはࣸਅをࡌܝした334～337の青磁やછ付も出土している。

ᶏ　SK65（図൛48、ࣸਅ図൛79）
　222はSK64を切るSK65から出土した青磁皿である。型作りで、比較的太い高୆は平面形が八֯形を

ఄし、外形はྠ花状をఄしている。ޱ縁部は体部から۶曲して水平に開く。内面にはຮ状の૲花文に囲

まれた中央に書物の開かれた書見୆の後ろに๧子を被った人物像をඳいている。同様のモνʔϑをもつ

型が三田青磁の三ྠ明神༼出土品や山見氏旧蔵の同༼関連資料に存在するが、いずれも25ܘޱᶲを超

える鉢となり、いすの背もたれや周辺におかれた品々がඳかれるものである。三ྠ明神༼出土品のもの

は、外周の花文も類ࣅしており、年代的にも非常に近いものと思われる。同型には「˘木人形σ焼　ێ

古˘　文੓九年ፅ˘」のࠁ書が残り、1826年の年߸を示している。

ᶐ　SK43（図൛48、ࣸਅ図൛79・80）
　223～227は集石土坑SK43から出土した。223は上層から出土した土師器炮烙で、破片は周辺の包含層

からも出土している。平らな底部から۶曲して直立するޱ縁部へと続く。19世紀前半以降である。
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　224・225は集石内や下から出土しているແᬵ陶器擂鉢である。224はϢϏΦサΤを残してまっす͙開

く体部から方形に収めたޱ縁部に続く。内面にはϔラඳきの擂目が残るが良く使用されており磨り減っ

ている。16世紀の丹波焼。225も丹波焼擂鉢でޱ縁部は丸く収めている。16世紀後半～17世紀初頭のも

の。

　226は青磁碗底部である。外面にわずかに蓮弁文が残る。

　227はછ付磁器皿で、削り出した高୆のある底部は࿐胎で、やや内࿷しながら広がる体部へと続く。

内面見込みはऄノ目䉼ണ͗が施され࠭が付着する。薄いޖ須で文様をඳいている。SK43検出中に出土

した。

ᶒ　SD174（図൛48、ࣸਅ図൛79）
　SD174とSD59は中央地区と南地区とを限る溝である。SD59がઌに東西方向に掘削され、それに重複

するように石列をもつSD174が東西方向に設けられている。SD174からは228の磁器小碗が出土した。

白փ䉼を全面にֻけ、છ付はない。

ᶓ　SD59（図൛48、ࣸਅ図൛80）
　229はછ付磁器碗である。非常に薄い器นで、؇やかに内࿷しながら広がり、ޱ縁部にࢸる。内面の

線を८らせ、さらに下半から見込みにかけて「ʓ」状の૲花文様をॎݍ縁端部と体部下半部に2৚のޱ

̒列以上に܁りฦして並΂る。16世紀末～17世紀初頭の明青花。

（３）南地区
ᶃ　SK72（図൛48、ࣸਅ図൛79）
　230はS91007北東端に構築された周囲に石を並΂たԁ形の土坑SK72から出土した瓦である。白փ色

に焼成されており、ܽଛ部があるため、ࢅ瓦になるかはわからない。側面はϔラ切りのままで、一部に

؁い面औりが施される。Ԝ・ತ面はナσによって࢓上げているようだが、෩化が著しい。

ᶄ　SK932（図൛48、ࣸਅ図൛80）
　231はS91007東の上段から下段への斜面で検出されたSK932から出土した陶器甕ޱ縁部である。۶曲

して内傾したޱ縁部は外側にくびれを持ち、֦ுした端部はۼんだ上面を有する。外面には土部がֻか

り、一部にփ䉼状のものも見られる。丹波焼。　

ᶅ　SK71（図൛49、ࣸਅ図൛81）
　232はS91007上層の北端で検出されたSK71から出土した土師器小皿で、丸みを帯びた底部から内࿷

縁部のみϤίナޱ。縁部が立ち上がる。ϢϏΦサΤ整形を行い、内外面ともにナσ調整を行うޱຯにؾ

σ。ޱ縁部内外面半分近くにഗが付着しており、灯明皿として使用されている。17世紀前半以降と考え

られる。その他に׮永通ሞの破片が出土している。

ᶆ　S91007（図൛49、ࣸਅ図൛81～83）
　233～249は上段南地区北端のS91007から出土した。S91007は調査年度をҧえて南半と北半に分けて

調査し、不定形の池状の溜まりで湧水が著しく平面形や底の状ଶが不明瞭である。233は須恵器埦であ

る。内࿷して広がる体部から丸く収めたޱ縁部へと続く。中世に属する。

　234は陶器甕で、۶曲したޱ縁部は蓋受け状のԜみが上面に設けられる。外面は自然䉼のため荒れて

いるが、内面には੺土部をృ布している。丹波焼。

　235は須恵器甕ޱ縁部である。短く۶曲したޱ縁部は外側に四֯く面を持つ。ݞ部外面には斜め方向

の平行λλΩが残る。中世に属するものである。



51

　236は陶器甕で、内傾したݞ部には7৚の৚線を८らせ、不༡؀をషり付ける。短く۶曲したޱ縁部は

外側に面を作る。外面にはփ白色のᬵༀをృり、内面にも薄くϋέృりしている。丹波焼。

　237～242は丹波焼擂鉢で、237～239はϔラඳきの擂目を持ち、240～242はᷱඳきの擂目を引く。237

はޱ縁端部の外側に௜線を८らせている。内面にはϔラඳきの擂目を入れており、外面には੺土部をృ

布する。16世紀後葉～17世紀中頃。

　238は外面にϢϏΦサΤを残して広がり、底部外面はԣ方向のϔラέζリで成形される。ޱ縁部は四

֯く収め、内面に小段を有する。内面の小段以下にϔラඳき擂目を引き、見込みにも์ࣹ状に引かれ

る。内面と外面ޱ縁部直下まで੺土部をృ布している。239の底部も同様の成形だが使用痕がݦ著であ

る。

　240は直線的に広がる体部から四֯く収めるޱ縁部へと続く。ޱ縁部の内面には小段が付く。内面の

ᷱඳき擂目は4本一୯位で、ૄらに引かれる。ޱ縁部内面の小段から外面には੺土部がృ布される。17

世紀後葉か。

　241はޱ縁部を上方に֦ுし、外面を作ってԜ線を८らせるものである。6本一୯位のᷱඳき擂目を間

を開けて引いている。17世紀末葉か。

　242は底部外面をԣ方向にϔラέζリ後ナσによって調整し、引き上げ痕を残して開く体部から上方

に大きく֦ுさせて外面を作るޱ縁部へとࢸる。ޱ縁外面には2৚のԜ線を८らせ、上面もۼませる。

内面には8本一୯位のややૈいᷱඳき擂目を密に引き、見込みには同心ԁ状に引いた中央に一方向のᷱ

ඳき擂目を引く。内面からޱ縁部上端まで薄く੺土部をృる。17世紀後半～18世紀前半の丹波焼。

　243は施ᬵ陶器皿で、௿い高୆から؇やかに内࿷して開くޱ縁部へと続く。高୆৞付以外に྘䉼をֻ

けている。高୆内にはᬵༀがണ཭した焼୆の痕跡が残る。੉戸・ඒ濃༼。

　244は施ᬵ陶器皿或いは埦で、削り出したޟਠ底は࿐胎で、高୆の表裏に胎土目が残る。྘փ色のᬵ

ༀがֻかる唐津焼。

　245は施ᬵ陶器皿で、削り出された௿い高୆から底部外面は࿐胎で、内面に小段を付けて広がるޱ縁

部から内面には施ᬵする。一部にണがれた胎土目が残る。唐津焼折縁皿。

　246は施ᬵ陶器ແᰍ壺で、ޱ縁端部を内側に֦ுして蓋受け状としている。外面は回సを利用したカ

Ω目状に࢓上げ、内面のޱ縁直下から底部外面まで土部を薄くృり、ޱ縁部から体部上半部に҉྘色の

ᬵༀを重Ͷృりしている。丹波焼か。

　247は白磁皿である。細い高୆からԣ方向に広がる体部へと続く。内面に࠭目積み跡と思われる痕跡

が残る。

　248はછ付磁器皿である。薄造りで、細い高୆から開く体部へ続く。高୆৞付以外は施ᬵし、高୆外

面に３৚のݍ線、高୆内にݍ線とએಙ年製を่してඳく。16世紀末の明青花か。

　249はછ付磁器碗で、三֯形に削り出された高୆の端部から内側は࿐胎で、؇やかに内࿷する体部に

続く。内面には2৚のݍ線内に૲花文をඳき、外面にはݍ線上部に文様をඳいている。初期伊万里焼。

　ࣸਅをࡌܝした338～344もこの遺構から出土している。

ᶇ　S91001（図൛50、ࣸਅ図൛83）
　250は上段東端の埋甕S91001に用いられた陶器甕である。薄い底部から೪土の継͗目を残して引き上

げられた౗ཛ形の体部に続き、水平に֦ுして上面を作るޱ縁部にࢸる。ݞ部には෯の異なるԜ線状の

৚線を८らせ、̓花の不༡؀をషり付ける。底面以外はナσによって࢓上げ、土部をృ布する。内面と

外面下半はϋέの痕跡を残してృりൗが目立つ。17世紀中葉～後葉の丹波焼。251は甕内の埋土から出
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土したછ付磁器ළである。内࿷する体部を持ち、高୆と底部下半部にݍ線を८らせ、文様をඳく。内面

は࿐胎である。ࣸਅをࡌܝした345も出土している。

ᶈ　S91010（図൛50、ࣸਅ図൛83）
　252は土師器皿である。手ͮくͶの灯明皿で、ޱ縁部のほぼ全周にഗが付着する。

ᶉ　S91013（図൛50、ࣸਅ図൛84）
　253～258は上段東端のS91013から出土した。253・254は手ͮくͶの土師器皿で、器นは比較的ް

い。255は土師器堝ޱ縁部で、播丹型と呼ばれるものである。

　256は須恵質の底部で、回సࢳ切りの大型の製品である。内面には不定方向の࢓上げナσを施す。257

はແ䉼陶器壺の೺手である。帯状の೪土をԣ方向にషり付けてࣖとしている。表面に4৚の௜線をࠁ

Ή。古੉戸の可能性がある。258は陶器鉢で、ϢϏΦサΤを残して内࿷ؾຯに広がり、ޱ縁端部は上方

にఠみ上げる。内外面に੺土部をృ布しており、擂目はないが丹波焼と思われる。

ᶊ　S91040（図൛50、ࣸਅ図൛84）
　石組土坑S91040からはೈ質施ᬵ陶器の灯Ր具ͻΐうそく259が出土した。中央に؏通しない࣠޸のあ

る底部から外傾する体部へ続き、内面に掌の痕跡を残した別作りの天井部には૬対する２方が突出した

ԁ޸をἥち、灯心のࢧえに備える。内部の底部中央は突出し、内面はڧいϢϏナσを残す。全体に੺土

部をֻけ、上面の一部にಁ明䉼を施している。

ᶋ　S91041（図൛50、ࣸਅ図൛84）
　260・261は大型の方形石組土坑S91041から出土した。260は須恵器の甕ޱ縁部で、破片の出土ながら

大型のものである。短く۶曲して丸く収めたޱ縁部に続く。261はછ付磁器皿で、௿い高୆から内࿷し

て開く体部へ続く。接合できないが、ޱ縁端部は少し外側に۶曲させた破片から復元した。࠭が付着し

た高୆裏以外は施ᬵし、内面に૲花文をඳく。

　ࣸਅをࡌܝした346・347の須恵器も出土している。

ᶌ　S91039（図൛50、ࣸਅ図൛85）
　262～264はS91039から出土した。262は土師器皿で、手ͮくͶにより成形され、ナσにより࢓上げて

いる。ޱ縁部内外の広い範囲にഗが付着する。263はછ付磁器碗で、内࿷する体部を持つ。外面高୆部

には2৚のݍ線を८らせ、体部には二重໢目文を３段にඳく。264はᗉし瓦質の塼と思われ、残存する一

辺が41.0ᶲ、ްさ3.55ᶲの大型のものである。૬対する二方の側面は直֯に切られ、ԣ方向のナσで࢓

上げているが、残る一方の側面は斜めに切られている。表裏面は成形୆の痕跡か平行する筋状の跡が残

り、裏面は一部に一方向のナσが施される以外は調整していない。表面は筋状の跡に直ަしたナσや斜

め方向のナσで調整され、周辺部は周囲にԊった方向にナσを施している。348・360も出土している。

ᶍ　S91037（図൛51、ࣸਅ図൛86）
　265～267はS91037から出土した。265・266は土師器皿で、やや೑ްの器形をもつ。266は静止ࢳ切り

痕を残す。267は須恵器壺で、上半部を失う。ϔラ切り底部に踏んுった高୆をషり付ける。

ᶎ　SK1035（図൛51、ࣸਅ図൛86）
　268はSK1035集石上面から出土した。瓦質土器で、ްいੇ಑な器形を持ち、四֯いޱ縁部外面直下に

௳をషり付け、一部をۼませる。ޱ縁部外面には「×」৚の文様を連続してࠁΉ。内面はૈいᷱ様の道

具をॎ方向に引く。ࣸਅをࡌܝした359も出土している。

ᶏ　S'1053（図൛51、ࣸਅ図൛86）
　269・270は石敷遺構S'1053から出土した。269は土師器手ͮくͶ皿で、ϢϏΦサΤ・ナσが観察でき
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る。270は須恵器埦で直線的に開き、ޱ縁端部にはփが被る。

ᶐ　S91043（図൛51、ࣸਅ図൛86）
　271は土師器手ͮくͶ皿で、外面にはϢϏΦサΤの痕跡を3段にわたって残し、ナσによって࢓上げて

いる。内面はޱ縁部以下をϤίナσ、底部をナσで࢓上げている。ޱ縁端部に1ヶ所ഗの痕跡が残る。

ࣸਅをࡌܝした356の皿も出土している。

ᶑ　南西地区（図൛51、ࣸਅ図൛86・89）

　272・273は南西地区出土の土器である。この地区から出土した遺物は非常に少ないことから、ここに
縁部を失ޱ部や٭、瓦である。273は古式土師器高ᆀでࢅࠨ、する。272はSK2002出土のᗉし瓦でࡌܝ

ったᆀ部の破片である。水平に開いたᆀ部から段を持ってޱ縁部へと開くものである。

ᶒ　上段南地区遺物包含層（図൛51・52、ࣸਅ図൛87～90）
　274～278は大歳神社境内北側外包含層出土の土器である。274・275は土師器手ͮくͶ皿で、ޱ縁部の

広い範囲にഗが付着する灯明皿である。276はߗ質土師器堝で、短く立ち上がったޱ縁部の外側を肥ް

させている。播丹型である。277は施ᬵ陶器埦である。削り出された高い高୆から内࿷する体部へと続

く。内面と外面上部に׊ࠇ色のᬵༀをֻけている。੉戸ඒ濃焼の天目茶埦である。278は青磁碗ޱ縁部

で、Φリʔϒԫ色のᬵༀがֻかり、外面にはかなり便化した蓮弁文がඳかれる。内面にも文様の痕跡が

観察できる。279はᗉし瓦質の塼と思われ、残存する一辺が23.3ᶲ、ްさ4.5ᶲの大型のものである。残

存する側面は直֯に切られ、ԣ方向のナσで࢓上げており、表面側は面औりを施している。その内側に

は௜線を引いている。裏面は平行する筋状の跡が残り、一部にナσが施される以外は調整していない。

表面はナσで調整され、周辺部は周囲にԊった方向にナσを施している。

　280～295は大歳神社境内遺物包含層出土の土器である。280～288は土師器手ͮくͶ皿で、ޱ縁端部

にഗが付着しており、灯明皿として用いられたものである。ܘޱが7ᶲ以下の280・282や9ᶲを超える

281・284・287・288がある。また、ޱ縁端部をϤίナσで立ち上がらせる282・283・287・288がある。

　289は施ᬵ陶器灯明受皿で、内側に突帯を८らせ、ޱ縁部の一部にހ状の切りܽきを設けるものであ

る。突帯端部と外面ޱ縁部直下以下は࿐胎であり、փ白色のᬵༀをֻけている。290は陶胎છ付、291～

293はછ付磁器の碗である。290は底部が࿐胎のもので、外面に文様をඳく。291は二重໢目文を3段にඳ

く。292・293は高く細い高୆から斜めに広がる体部を持つ広東碗である。293の見込みには3ヶ所の༼道

具（ϋリ）の痕跡が残る。

　294は陶器甕で、౗ཛ形の体部に続き、外側に肥ް֦ுして上面を作るޱ縁部にࢸる。ݞ部には෯の

異なるԜ線状の৚線を多数८らせ、不༡؀をషり付ける。内面からޱ縁部外側まで੺土部をృ布し、ޱ

縁部上面から外面にかけてփ䉼を施している。18世紀末葉の丹波焼。295は陶器甕下半部である。薄い

底部から内࿷ؾຯに引き上げられた体部で、底部外面にはԣ方向のೣඳきを施し、上半部はԣ方向の板

ナσやϤίナσで࢓上げている。内面はϤίナσによって࢓上げられる。体部には੺土部がృ布され、

底部外面にもൗにృられている。丹波焼。

ᶓ　࠾集土器
　296は日下部遺跡本発掘調査地点から南に཭れた斜面で࠾集された須恵器の፻鉢で、やや外反ؾຯの

体部から、三֯形に大きく肥ްさせたޱ縁部にࢸる。内面はよく使用されておりຎ໣が著しい。
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　297はᶺ19地点で࠾集されたແ䉼陶器の底部である。胎土にはཻ࠭は少ないが、大きなཻが含まれて

いる。փ׊色にݎ៛に焼成される。備前焼か。
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第２અ　木製品
　調査地点は有野川ࠨ岸に非常に近く、特に各地区の下段は湧水が多く、木製品が良޷に遺存してい

た。木製品が出土した遺構には、流路や溝、井戸、土坑、埋桶・埋甕などがあるが、ほとんどが近世以

降のものである。876のみ上段SK65からの出土である。木製品に利用されたथ種は第6ষの文化財Պ学

。ηϯλʔ報告によるڀݚ

１ɽ溝・流路
ᶃ　SR400（図൛53、ࣸਅ図൛91）
　SR400は、下段を北地区から南地区まで؏いている流路で、南地区の一部では中世の掘削・埋没であ

ったが、中央以北では近世以降の溝と重複している。出土木製品はす΂て近世以降のものと思われる。

̬1～9はSR400出土のもので、82はSR400が中央地区で一部ࢬ分かれして浅くなる部分から出土してい

る。̬1・3・4は下層からの出土である。̬6は南地区出土のものである。

　̬1・2及びࣸਅのみࡌܝの̬110は、細くׂり྾いた๮状の਑葉थの一端が焼けযげているものであ

る。松明などに用いられたものであろう。̬2はΞスナϩ属を用いており、器物の廃غに伴って焼٫さ

れたものかもしれない。

　̬3は਑葉थ板目板材の下端を࿷曲させて削っており、曲物あるいは桶の底板と思われる。

　̬4はώノΩの板目材を用いた桶のᒕ板材と思われる。長側面も斜めに削っている。小型で丁ೡに作

られたものである。表裏ともࠇ化しており、1面は֟ौなどでృ૷しているようである。もう1面は内容

物の影響による変色か。

　̬5は二葉Ϛπ板目材をԁ൫状に加޻し、中央にもԁ޸をἥったものである。直11.3ܘᶲ、ԁ5.1ܘ޸

ᶲ、ްさ0.45ᶲを復元する。外周にԊった位置2ヶ所に٠花形のಔ製࠲金具を通して細いමがଧたれて

おり、මの଍は木材を؏いた後、外方向に半؀状に曲げられ、再び木材にઌ端を埋めている。০りමは
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おそらくԁ周の4方向にଧたれたものであろう。මの内側の位置には直0.4ܘᶲほどの小型のԁ޸が2ヶ

所ͮつ設けられていたようである。ԁ൫の裏面には細かい成形痕が残されており、中央のԁ޸内面も含

めてわずかにࠇずんでいることから、ഗが付着したものと考えた。形ଶから提灯の上ྠの蓋の可能性が

考えられる。

　̬6はSR400の南地区から出土したΞカΨγѥ属の丸太材をྠ切りにして、ԁ൫状に切り落としたも

のである。一部にはथൽが残されている。切அ面には平行に૸る刃物の痕跡が残されており、直線的な

ᭊ様の޻具で細かく削られたものであろう。

　̬7はスΪの板目材をԣ方向にわずかに࿷曲させた板材で、内面にॎ方向の帯状に削った痕跡が残る

桶のᒕ板材である。上縁の外側は面औりを行い、内面の底板が落ち込Ή位置にも加޻を加えている。

　̬8も桶のᒕ板材と思われるが、ຝ目材で、あまり࿷曲していない。

　̬9はπΨ属の板目材を෯6.3ᶲ以上、ްさ0.7ᶲほどの板状に加޻したもので、長辺の木ޱ端近くに̫

。形の切れ込みを入れているࣈ

ᶄ　SR415（図൛54～56、ࣸਅ図൛91～93）
　̬10～31は北地区北東端に東西方向に掘削されたSR415から出土した。

　̬10・11は広葉थԣ木औりの木胎をもった漆器椀である。̬10はέϠΩを用いており、底部をܽいて

いるが、9.8ܘޱᶲの椀を復元できた。内外面とも੺色系漆で࢓上げているが、下にはࠇ色が೷いてい

る。ޱ縁部の布着せは観察できず、また੺色系漆をృ布する際の࡮ໟの痕跡を内外に残しており、あま

り丁ೡな࢓上げではない。̬11はトνノΩを用いており、ྠ高୆から水平によくுった体部をもち、内

࿷して立ち上がりޱ縁部へ続く。10.8ܘޱᶲを復元し、残存器高4.5ᶲである。外面は高୆内側までࠇ色

の漆をృ布し、内面は੺色系の漆にృり分けられており、੺色系漆はࠇ色漆の上にృられている。体部

下半の器นは比較的ްい。ޱ縁部等の布着せは観察できなかった。

　̬12はઅの多いトνノΩのԣ木औりのṢ物で、比較的ްく、ԁ൫状をఄしていることから直30ܘᶲऑ

の丸盆状の形ଶが推定できる。周縁部を෯１ᶲ程削り残しており、裏面にも同様の痕跡が残るが、どの

程度立ち上がっていたかは不明である。立ち上がりの基部などの͝く一部にࠇ色のບ面が残されてお

り、漆器であったものと思われる。

　̬13～15は箸である。਑葉थを削ってஅ面多֯形状・ԁ形にしているが、̬13は両端をほとんど細く

成形していないが、下端は丸くなっており、使用痕と思われる。̬14はイヌγσઅを用いており、下端

部もやや細く削っている。̬15は基部をܽଛしているものの、ઌ端部の6ᶲほどの長さで細く成形して

おり、ઌ端はઑっている。

　̬16はスΪを用いた半ԁ形のຝ目板材で、2ຕの板を目ఝ2ヶ所でつないでԁ൫状を成していたもの

で、直23.4ܘᶲを復元する。一方には目ఝが残存している。偏った位置に直2.7ܘᶲのԁ޸をἥってお

り、ӷ体等を஫͙用途と推定されることから、Ḻの蓋板と思われる。器表面両面がࠇ色をఄしており、

֟ौ或いはࠇ色漆をృ布して、ӷ࿙れを防いでいる。器表面には長ԁ形をఄした切削痕が観察できる。

᝗などの޻具を用いたものか。側面や接合部のݭにも一部ృ૷ӷがはみ出ているがృ布はされていな

い。表裏面とހ状の側面には白׊色のણҡ質の物質が部分的に付着している。同様のものはԁ޸内でも

観察できる。ࠇ色をఄした表裏面には反సしてやや白っΆくసࣸされた文ࣈが観察できる。੺外線画像

をࡱ影し、その画像を反సしたところ文ࣈであることがわかった。文ࣈには「有之༝ީ൴・・ŉň五݄中

ŉなどとಡめる部分があるが、文ҙはたどれない。二重に重なっているような部分もあり、文ࣈはԁހ
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の中心に向かっている傾向がある。おそらくӷ体等の࿙れを防͙ためにృ料をృり、その後、श書や手

などのࢴ列は手ࣈの反古を全体にషり付けて蓋としてቕめ込んだものであろう。文ࢴなどに用いた和ࢴ

。結したものではなく、श書・手शいの類いと思われる׬

　̬17は曲物或いは小型の桶の底板である。Ξスナϩ属のຝ目材を用いており、直12.9ܘᶲのԁ形でް

さは0.7ᶲとややްい。ԁހをなす外周面の一部には削った痕跡を残している。裏面の外周囲にはԁހ

にԊったܩඳき線が引かれる。表面には墨書の可能性のあるややࠇずんだ部分があるが、文ࣈとしてಡ

みऔることはできない。

　̬18は長ԁ形をఄする曲物の底板で過半を失うが、長45ܘᶲを超えるものである。長側部及び上縁の

縁にԊって直0.3ܘᶲのԁ޸が9ヶ所確認できる。1ヶ所木ఝが残存している。スΪの板目板を用いてい

る。

　̬19はΞスナϩ属半ຝ目材を用いた板材で、両短辺端を一面から直֯方向に切れ込みを入れて段を作

り、別材との接合に備えており、箱状の組物の形ଶが復元できる。接合面及び両側面以外の表裏面はࠇ

色をఄしており、֟ौ或いはࠇ色漆をృ布したものと思われるが、丁ೡに重Ͷృりを施したものではな

い。全長は12.2ᶲで、内ੇは10.9ᶲをଌる。

　̬20はモϛ属の板目の薄板材を方形に成形したもので、直ަする２側辺を作り出す。֯の部分を丸め

ていることから折敷の底板と考えた。裏面はややࠇずみ、短辺にԊってわずかにۼΉ当たりが観察でき

る。

　̬21はώノΩの経木様の薄板材で、半ຝ目材を用いて15ᶲの長さに切りそろえられる。全容が不明で

あるが、̬20よりさらに薄いことから屋根の㕱葺き材などにも用いられたものであろうか。表面に浅く

細い押ѹ状の痕跡が残る。̬109も同様のものである。

　̬22は直2.7ܘᶲの太さの஛で、一端はઅのす͙下で切அし、もう一端はちΐうどその直上のઅの部

分で切り落としている。下側のઅもൈかれている。

　̬23はΞスナϩ属をॎ木औりしてԁ柱状に面औりした๮状の製品で、上端から1.3ᶲの位置に小段を

もつことからା状或いは؀状の器物へ差し込まれたฑと考えた。材質はあまりڧくはないことから޻具

類のฑではなかろう。但し、中央部に0.3ᶲのԁ޸、さらに後部に方向の異なる一辺0.3ᶲ程のやや方形

の޸が؏かれている。また、下半部は焼けযげていた。再利用時の痕跡と思われる。

　̬24は桶のᒕ板と思われる。ϚΩ属板目材を用い、ԣ方向に࿷曲しており、અも平׈に削られてい

る。側面も削られている。長さ24.6ᶲ、෯6.7ᶲ、ްさ1.0ᶲをଌる。

　̬25～27は֯材の小片である。部材を切り揃えた際の端材であろう。̬25は਑葉थ板目材を用いてい

るが、側面はす΂て折ଛしている。̬26は、6.4×7.3ᶲの਑葉थຝ目֯柱を切அした端材で、側面には

斜め方向に手佁様の޻具で削って成形した痕跡が観察できるが、表裏面には並行して૸る細かい擦痕が

残されており、ڒの痕跡と思われる。̬27は、਑葉थのϛカϯׂ材の3面をϠリΨϯナや刀子様の޻具

で成形したもので、1面はथൽは残存しないが木表のまま残る。長さ13.4ᶲの方柱状に成形するが、上

半部の一部に押ѹによってۼんだ痕跡が残ることから、ඥをかけて木਴として用いたものかもしれな

い。

　̬28は直6.3ܘᶲ程の木を切அした丸太材で、一端はܽଛする。切அは5方向から3回程度、細かい刃

こぼれのある刃物で切り込まれている。またࢬの部分も切り落とされている。二葉Ϛπ。

　̬29・30は丸太材を用いたߌのઌ端部である。地面にଧち込まれていたもので、ઌ端はやや௵れてい

る。̬29はサΫラの木と思われるࠇ色のथൽが残り、4～5方向から1～3回程度、Ӷいが0.1ᶲ程の刃こ
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ぼれのある刃物をଧち込んでઌ端をઑらせている。

　̬30も同様の材を用い、ݦ著な刃こぼれのない刃物で、ࢬを落とし、ઌ端を6方向から1～5回ଧち込

んでઑらせている。同様のサΫラの丸太材が流路の同一層中に並んで出土している。

　̬31は二葉Ϛπの73.4ᶲの残存長、直23.7ܘᶲ以上の丸太材をथਊの部分をආけてॎにṢいた半ԁ柱

から、さらに板材をṢき出す段階の木材である。上面は直線的な刃をもつ、刃෯8.5ᶲ以上の手佁様の

～を入れ、ްさ1.7ڒ具によってॎ方向に3列以上刃を当てて平らにされている。ॎ方向にさらに3回޻

1.9ᶲの板材を4ຕ切り出しているが、基部のࠨ端を切り残しているため、一ܨがりとなっている。切り

残した部分で見ると、ڒの刃のްさは0.3ᶲ程度で、斜め方向の擦痕を残している。下面はૈくささく

れ立っており、ڒでṢいたままの状ଶで、۱部に切り残しのׂれ面があることから、さらにもう1ຕつ

ながっていたものかもしれない。側面は上の1ຕ、中の2ຕ、下の1ຕに分けて手佁で削られており、下

の1ຕは面と直֯に成形している。

２ɽ水溜・井戸
ᶅ　SE416（図൛57、ࣸਅ図൛94）
　̬32～42はSE416から出土した。SE416はSR415の西端部に組まれた石組方形の溜井である。18世紀

後半頃の土器類が出土している。

　̬32～35は曲物或いは小型桶の底板である。̬32はスΪຝ目板を用いた長12.2ܘᶲ、短11.5ܘᶲのԁ

൫で、周縁３ヶ所にఝ޸が見られる曲物の底板である。

　̬33はΞスナϩ属ຝ目板材を用いており、側面の一方を削ったため、長12.6ܘᶲ、短11.5ܘᶲの࿪な

ԁ形で、ްさは0.45～0.9ᶲと偏っている。上側の周縁を面औりしている。表面の一部を帯状に削った痕

跡が残る。ఝ޸は見られない。表面が部分的にࠇずΉが墨書とは認ࣝできない。

　̬34は目のよく٧まったΞスナϩ属のຝ目材を用いた長12.3ܘᶲの小判型をఄした器形で、ްさは0.9

ᶲと分ްい。表面の一部を෯広い帯状に削った痕跡が見られ、外周にԊってܩඳき線が残る。ఝ޸は見

られない。

　̬35は曲物側板或いは側板にはめたᝣの௲り部である。外面のא௲じの外側に1本、内面に2本のॎ方

向のܩඳき線がࠁまれる。אൽ結合の1列外2段௲じである。

　̬36は直ܘ約23ᶲ、ްさ1.47ᶲの二葉Ϛπ板目材のԁ൫で、中心を通る直線上に5ヶ所のἥ޸をもつ

ものである。ἥ޸の1ヶ所には木ఝが残存している。ԁ൫の一方の周縁֯は丸くなっているが、面औり

か使用によるものかは不明である。一方の面にはἥ޸を͙ܨように帯状に変色しており、細かくӶい刃

物ইが残る。裏面は器表面が荒れており、刃物ইが残存する。ԁ൫のׂれ方向に直ަするఝ޸列はׂれ

た材をܨいで補ڧするためとも考えられるが、別の材をଧち付けて೺手とした鍋蓋と考えた。但し一部

の刃物ইが೺手が当たっていた痕跡の部分にも見られることから、再利用時のইかもしれない。SK501

出土の̬46・47と類ࣅする。

　̬37は箸である。両端部をܽくが、わずかに面をもつものの丁ೡにஅ面ԁ形にしており、太さは上下

で変化がない。

　̬38はイスノΩを用いた白木のԣᷱである。歯の一部を失うが、直線的な背部は全長残っており、長

さ8.5ᶲ、෯4.2ᶲ、ްさ0.8ᶲをଌり、基部の残る歯は79本を数える。உ物とされる直線的な背は、֯の

面औりを丁ೡに行い、அ面はほぼ丸くなる。歯ઌ端部は使用によるものかຎ໓している。
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　̬39・40は長方形の板材であり、箱形組物の部材である。̬39はΞスナϩ属板目材を用いており、長

側辺はܽଛしている。短辺木ޱ面に1ヶ所ͮつと、一方の長辺に寄った中央に表裏を؏通するఝ޸を残

しており、内2ヶ所にஅ面方形の木ఝが残っている。表裏面にはڒṢきの痕跡と思われる平行した痕跡

が残されている。長さ22.8ᶲの板材で、別部材と木ఝで接合された箱形の製品となる。側板は外側に付

き、底板は内側に入る形ଶである。

　̬40はスΪ板目材を用いており、෯4.45ᶲ、ްさ0.7ᶲ、長さ21.6ᶲ以上の板材で、短辺中央に表裏を

؏く一辺0.2ᶲの方形の޸があり、その一方の長側面にも0.35ܘᶲの޸がፘられている。器表面には細か

い斜め方向の刃物ইが残されている。底板を下面に、直ަする側板が内側に組み合わさる形ଶをもつ。

　̬41・42はߌである。̬41は、Ϋリを用いた直ܘの約１�4のϛカϯׂ材のઌ端をઑらせたものであ

る。̬42はथൽを付けたままの丸太材を用いており、ઌ端を7方向1～2回削ってઑらせている。

３ɽ埋桶・土坑
ᶆ　SK501（図൛58～60、ࣸਅ図൛94～97）
　̬43～61はSK501から出土した。SK501はSR400とSR415に囲まれた範囲で、石組護岸をもつSK608の

北に接するように検出された。本来、埋桶であったものに多くの木製品などが౤غされていた。

　̬43～45は桶のᒕ板と思われるԣ方向に࿷曲した਑葉थ板材である。̬43ではほぼ全長が残ってお

り、長さ33.6ᶲ、上෯は6.2ᶲ、下෯5.45ᶲである。下端から2～5ᶲの内面がԜみ、また外面にも対Ԡす

る位置がԜんでいる。内面のԜみは底板の位置を示し、外面のԜみは結桶をറるᝣの痕跡と思われる。

このᒕ材は上縁から3ᶲの位置の側面にఝ޸が認められ、ᒕ板૬ޓに௲じあわされていたらしい。

　̬44はスΪを用いた෯8.4ᶲ、ްさ1.1ᶲのԣ方向に࿷曲したᒕ板様の板材の一端を4方から削ってઑら

せ、矢板状に加޻したものである。結桶の؇んだᝣをకめるᑹかもしれない。̬45はあまり࿷曲してい

ないが਑葉थ板目材を用いた෯8.75ᶲの板材で、෩化の状況が他の桶材と類ࣅしている。

　̬46・47はスΪ板目材のԁ൫状の破片で、直30.7ܘᶲを復元する。ްさは1.2ᶲ。同一ݸ体の可能性が

ある。̬46の長側辺はׂれており、もう一方の側面には2ヶ所の目ఝ޸がἥたれている。表面には3ヶ所

のԁ޸が残されている。̬47の長側面には3ヶ所と1ヶ所の直0.4ܘᶲ程の目ఝ޸が見られ、木ఝも残存

している。数ຕの板を௲ってԁ൫を作っていたものである。ણҡ方向に直ަする中心を通る直線上にԁ

列޸も存在する。1面ではԁ޸が複数ἥたれ、一部には木ఝが残存している。また、؏通していない޸

部分を帯状に残して෯約2.5ᶲ程の削りを施している。೺手がऔり付けられて̬36と同様に鍋などの蓋

と思われる。両者とも一面にࠇ色の物質が付着しているが、表面が平׈ではない。௜఼付着物であるな

ら、別の製品の可能性を考ྀしなければならない。ఝ޸は桶の底板の補ڧ或いは底板にेࣈにଧち付け

た଍のようなものを想定することができよう。

　̬48はスΪを用いた組物で、箱などの部材と思われる。長さ31.25ᶲ、෯5.95ᶲ、ްさ1.55ᶲに丁ೡに

成形された板目材で、一方の短辺を෯1.0ᶲ、深さ0.5ᶲに一段削り落としている。この段はڒで溝をṢ

いた後に削っており、溝が一部残存する。木ޱ面に1ヶ所目ఝ޸が認められる。また、一方の長側面に

も目ఝ޸が3ヶ所ἥたれるが、全体に偏った位置にあり、෯0.8ᶲの長方形の޸や、側面にかけて上下に

؏通するものがある。内面の中心に2本の細いܩඳき線が࣠方向に直ަして引かれている。外面にのみ

。ではない׈色のൽບが付着するが、表面は平ࠇ

　̬49は஛筒で、4ヶ所のઅを含んだ長さ36ᶲऑの஛で、ࢬはす΂て落としている。端部の一方は2回程
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度刃をଧち込んで斜めに切り、もう一方は少し段が残るものの直ަ方向にきれいに切அされている。ઑ

った側のઅはൈけているが、他のઅは残存している。અの残る部分の器นには0.2～0.4ᶲの小ԁ޸が4ヶ

所と3ヶ所開いている。

　̬50は擂り粉木と思われる。直4.4ܘᶲのथൽを残した二葉Ϛπの丸太材の細い側は、両面から直֯

にڒで溝を入れて一段落として中心部を板状に残し、両側からԁ޸をἥって௻り手部を設けている。他

端は丸く擦り減っており、擂り粉木としての使用が認められる。擂り粉木に用いられる木材には現在で

もサϯγϣ΢やγナノΩ等があげられるが、Ϛπ属複ҡ管ଋѥ属の二葉Ϛπ（ΫϩϚπ・ΞカϚπ）は

あまり使われない。

　̬51～53は下駄である。̬51・52は、別ݸに作製した୆部と歯を組み合わせた差歯下駄で、構造下駄

に分類される。୆部裏面に設けられた二本の溝の中のほͧ޸にቕめ込まれた歯が୆部を؏通し、表から

見える࿐ӎ下駄である。୆部はຝ目材を用い、前෯が広がる長方形をఄし、裏面は四方から斜めに中央

が高くなる形ଶである。̬51はトωリί属を用いた歯を失った୆部で、ඓॹの޸は上面からはԁ޸をἥ

ち、下面からはᮓをଧち込んだだけの方޸をἥっている。後ろの歯を૷着する溝と方޸の間の一部が

焼けযげている。̬52の歯は板目材を用い、中央1ヶ所に出ほͧを作り出す。歯は使用により丸く擦り

減っている。後ろの歯の方がより擦り減って、௿くなっている。表面や目の޸内にも使用痕が見られる

が、ࠨӈの判別は付けがたい。୆部と後ろの歯がカπラ、前の歯がΫリを用いている。付けସえたもの

であろう。

　̬53は一木から୆部と歯を作り出した一木下駄で、2本の直線的な歯を有する連歯下駄になる。モϛ

属の板目材を用いている。歯の前後の根元にڒの痕跡と思われる小溝が観察できる。歯はよく擦り減っ

ており、特に後歯が௿くなっている。また、両歯ともӈ側が௿くなっており、後の歯はܽけていて、補

修のためか޸をἥっている。表面や目の޸内にも使用痕が見られるが、ࠨӈの判別は付けがたい。

　̬54～56は਑葉थ板目材を用いた板材で、ఝ޸を有し、おそらく建築部材に用いられたものであろ

う。̬54はްさ1.2ᶲの板材で、表面を斜め方向の手佁様の޻具で削っている。刃物は一部刃こぼれが

観察できる。̬55はカϠを用いたްさが1.85ᶲあるؤৎな部材である。表面には斜め方向の細かい擦痕

が残されڒを用いたものと判அした。裏面はより平׈で切削痕は観察できず年ྠքがුき出ている。お

そらくこの裏面が本来の表面で、床材などに使用されていたものであろう。短側面はڒで切った後、手

佁様の޻具で整えている。短側辺にԊって2ヶ所の޸がἥたれるが、方形を成しており、細いノϛを用

いたものかもしれない。̬31からṢき出された板材とްさが通じる。

　̬56はްさ1.0ᶲの板材で、48ᶲ以上の長さをもつものである。一۱近くにԁ޸がἥたれている。

　̬57・58は֯材である。̬57はڒによって切り落とされた端材で、表面には手佁様の޻具による削り

が残るが、裏面は調整されていない。̬58は5.1×2.6ᶲ、長さ25.95ᶲの二葉Ϛπの֯材で、両端部にఝ

が斜めにଧち込まれた痕跡が残るが、؏通は浅く、別部材にଧち付けたものではない。側面はڒの痕跡

を残しながらも、一部が非常に平׈で、᭍などを使用した可能性がある。

　̬59～61はߌである。丸太材の一端を̬59では6方向から2～6回、̬60は0.1ᶲ෯の刃こぼれが1ヶ所

ある刃物で、4方向、ߋに上部では7方向から1～4回削ってઑらせている。上端部は෩化によるものかྼ

化が著しい。̬59ではΫリを用いている。̬61は長さ63.65ᶲで、直3.9ܘᶲの丸太材を用いており、上

端部にも切り込みや表面を削った痕跡が残ることから、ほぼ全長が残るものと思われる。下端部は7方

向から1～2回程度、刃物を入れてઑらせている。ઌ端は丸くなる。中央部分が大きくׅれている。ࢬな

どは落とされているが、थൽが一部残存しており、サΫラの木かもしれない。
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ᶇ　SK608（図൛60・61、ࣸਅ図൛97・98）
　̬62～66はSK608から出土した。SK608は石組護岸をもつ大型の方形土坑である。石組の護岸は่さ

れて埋められており、北西部に突出するSK510との平面的な埋土の૬ҧは観察できなかった。同時期に

埋没した可能性が高い。出土した土器類は17世紀後葉までの時期のものが出土している。

　̬62・63は一木下駄である。̬62はスΪの୆部裏面の中央をႡり、前部・後部に広い接地面をもつ࿐

地下駄と呼ばれるものである。ඓॹのอ護のため裏面の前壺周囲を方形にႡり込Ή。ඓॹ޸の目内部に

は一部にॎ方向の刃筋が観察され、ᮓなどの޻具で両面からԁ形にፘり込まれたものである。表側には

使用による指の痕跡が残り、裏面の歯の前後が最もよく擦り減っている。̬63は二葉Ϛπを用いた材の

四۱の֯を丸めた形状で、側面にはᭊや手佁様の޻具で上下方向に削った成形痕が残る。歯はよく擦り

減っているためか௿い。歯の前後の根元には、削り出す前にṢかれたڒの溝が残されている。表面や目

の޸内にも使用痕が見られるが、ࠨӈの判別は付けがたい。

　̬64はΫリを用いた長さ35.3ᶲの๮状の形ଶで、基部は切அ後、֯を面औりしている。ঃ々にઌ細り

となるが、ઌ端から15ᶲの位置から一側面に刃を付けるように削っている。ઌ端近くの背には斜め方向

の浅い切り込みが見られる。

　̬65はトνノΩのԣ木औりṢ物の漆器大皿で、直30.4ܘᶲを復元し、器高2.8ᶲをଌる。木地᫛᫡Ṣ

きの痕跡を残した高୆はޟਠ底をఄし、直19.0ܘᶲの範囲でႡり込まれている。外面にはࠇ色漆が施さ

れ、内面には੺色系漆をృ布した上にւ࿝2ඖの文様をඳいている。追いかけるようにࠨ方向を向き、

৲ඌは皿の中心に向かって曲げている。1ඖの඘は೪りがڧく੝り上がるようなࠇ色漆、もう1ඖの඘は

଍と同様の金色をఄし、金色或いはۜ色の微細ཻをࠞͥたಁ明な漆を用いている。׊ࠇ色をఄした甲֪

は同じ微細ཻを少量ࠞͥた薄墨色のࠇ色漆を用いている。ޱ縁部の布着せは観察できない。੺色系漆の

下にはࠇ色漆が೷く。高୆接地部やޱ縁端部が使用のためかຎ໓している。SK510出土の̬67と同一ݸ

体の可能性があるが、接合できない。少なくとも対あるいはηットで作製・使用されたものであろう。

　̬66はί΢ϠϚΩをॎ木औりで用いた杓子である。ཛ形の匙部から一旦ްさを減じてฑ部に続くが、

ฑをܽく。ฑは斜め上に続くようである。側面には成形痕が残る。ܽଛ部以外はややࠇずんでいるが、

ບ面は観察できず、֟ौなどをృ布したものかもしれない。

ᶈ　SK510（図൛61、ࣸਅ図൛99）
　̬67はSK510から出土した漆器大皿である。SK510はSK608の北西に付ਵするように検出された。ޟ

ਠ底の底部を有する直29.4ܘᶲ、高さ3.3ᶲ程の大皿が復元できる。外面はࠇ色漆がృられ、内面には੺

色系漆がృられた後、ւ࿝の඘がࠇ色漆でඳかれる。底部接地面及びޱ縁端部が使用によるものか漆が

ണがれている。トνノΩを用いており̬65と同一ݸ体或いは少なくともηットで作られた可能性があ

る。

ᶉ　SK419（図൛62、ࣸਅ図൛100）
　̬68～72はSK419から出土した。SK419はSR400とSR415ަ点の֯に設けられた埋桶である。

　̬68は曲物の底板で、ްさ0.25ᶲの薄いスΪຝ目板をԁ形に成形している。表面に墨書が残り、「˘

堂正౻」とಡΉことができる。上下がܽଛしていることから各々もう一文ࣈ書かれていた可能性はあ

る。蓋として使われた可能性が高い。



61

　̬69はϒナ属を用いた杓子である。短いฑにԁ形の匙部が連続するԣ杓子である。ฑの端部はܽ失す

るが、すでに細く薄くなることからあまり続かないものと思われる。匙部のႡり込みは浅い。全体に成

形痕をݦ著に残す。全体に֟ौ或いはࠇ色漆をృ布したものと思われるが、ບ面は形成されず、成形痕

を残すものである。

　̬70はスΪの白木丸箸である。全体にほぼ同じ෯を有するが、ઌ端部及び基部近くのみ少し細くなる

ように削っている。基部端はਅっ直͙切り落とし、ઌ端部は使用のためか丸くなっている。長さ22.55

ᶲをଌる。

　̬71は஛製の᝵で、෯1.06ᶲに஛表ൽ部分を残して薄く削り、அ面はわずかに࿷曲する。ઌ端は丸く

作っている。基部側はઅの部分に当たる位置で失われているが、やや細くなるようである。

　̬72は建築部材と思われる。ްさ1.3ᶲ、෯5.9ᶲ以上の板材に長方形のఝ޸を残した二葉Ϛπຝ目の

板材である。

ᶊ　SK601（図൛62、ࣸਅ図൛100）
　̬73はSK601から出土した漆器椀底部である。よく踏んுった高୆から丸みをもって立ち上がる。Ϋ

リを用いた木胎が分ްいことからやや大型のものとなろう。高୆ܘは6.4ᶲをଌる。高୆内面も含めて

外面はࠇ色、内面は੺色系の漆で࢓上げている。੺色系漆の下にはࠇ色の下地が観察できる。

ᶋ　SK464（図൛62、ࣸਅ図൛100）
　̬74は埋桶SK464から出土した。カΩノΩ属丸太材を使用した๮状の木製品で、上端部は面औりのよ

うに周囲から細かく刃物を入れて丸く成形している。上端から1.7ᶲの位置に直0.2ܘᶲのԁ޸が؏通し

ている。

ᶌ　SK449（図൛62、ࣸਅ図൛100）
　̬75は埋桶SK449から出土した漆ృりの箸である。அ面五֯形に削られており、両端部をܽ失する

が、下端部はঃ々に細くなる。下端から上端部近くまで੺色系漆をֻけているが、下地は不明である。

上端部はࠇ色漆で࢓上げており、ృり分けている。この部分の下地もࠇ色をఄしている。λέを用いて

いる。

ᶍ　SK65（図൛62、ࣸਅ図൛100）
　̬76は上段中央地区のSK65から出土した。上段出土で།一図化できた木製品である。

　Ξスナϩ属板目板材で、長さ21.35ᶲ、෯5.15ᶲ、ްさ0.3ᶲの薄板に࢓上げている。表裏面には少し࿷

曲した刃物痕が斜め方向に細かい間隔で並んで観察でき、一方の面では異なった方向の痕跡も観察でき

る。当初ڒの痕跡と考えていたが、各痕跡が擦痕ではなく、段を有しており、手佁様の޻具で細かく成

形したものと考える。અのある部分も残る。

ᶎ　SK575（図൛63、ࣸਅ図൛101）
　̬77はSK575から出土した。SK575からは丹波焼擂鉢が出土している。Ξスナϩ属をॎ木औりした֯

材を削って೺手状に作り出している。下半部を失っているが、外側の上方は斜めに削って小段を設けた

後、直֯に切り落としている。下方は斜めに削って続いている。内側の上方は3.6ᶲの長さで平坦に࢓
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上げ、別部材との接合に備えているが、その下はわずかに内܁りをもち、֯を面औりして手の当たる部

分を作っている。接合部には直0.5ܘᶲの木ఝをଧって別部材にऔり付けたものと思われるが、この面

と内܁りの面の段差はほとんどない。

ᶏ　SK621（図൛63、ࣸਅ図൛101）
　̬78～80及びࣸਅのみࡌܝした̬111・112はSK621から出土した。SK621からは土師器皿・炮烙・軒

瓦など18世紀後半までの遺物が出土している。

　̬78は曲物或いは小型桶の底板である。スΪ板目材を用いている。直9.7ܘᶲ、ްさ0.9ᶲをଌる。

　̬79は漆器椀である。11.0ܘޱᶲを復元し、器高3.5ᶲをଌる。高୆を削り出し、ԣ方向に開いた後、

؇やかに内࿷して立ち上がる。ϛζΩ属を用いており比較的器นは薄い。全面੺色系漆で࢓上げ、下に

はࠇ色漆が観察できる。

　この他、ࣸਅをࡌܝした੺色系漆を内外面に施した漆器椀のޱ縁部8111や、外面がࠇ色、内面に੺

色系の漆を施した漆器椀8112も出土している。

　̬80は一木下駄の破片で֯を落とした方形の୆部をもつ。前壺の目がわずかに残り、歯の付け根には

痕跡と思われる細い溝が残る。歯は௿く、前壺より前方の下面もよくຎ໓している。上面中央に焼きڒ

印が押されている。二葉Ϛπを用いている。

ᶐ　SK736（図൛63・64、ࣸਅ図൛101・102）
　̬81～96はSK736から出土した。その他に஛の薄板を編んだ໢代片が出土している。埋桶である

SK736からは17世紀中葉～後葉の丹波焼甕などが出土している。

　̬81～85は਑葉थを用いた箸である。̬82を除くと全体を削ってஅ面ԁ形に近ͮけている。̬81は׬

形で長さ21.7ᶲ、最大0.6ܘᶲをଌる。両端部はਅっ直͙に切り落としているが、下端部側をやや細く削

っている。̬82も׬形で長さ21.0ᶲをଌる。下半部ではஅ面がἷ平な四֯形の各々の֯を面औりした多

֯形をఄするが、上半部では成形はૈく一部がׂり面のまま残されている。上端部෯は0.9ᶲ、下端部

෯0.4ᶲと細くなり、下端部は使用のためか丸くなる。また、下端部から8ᶲ周辺には当たりが観察でき

る。̬83・84は類ࣅした材を用いて作られており、端部はਅっ直͙に切られている。̬81はώノΩ、̬

84はΞスナϩ属を用いている。

　̬86・87は஛製の᝵である。共に中央にઅの部分を配し、外面はݎい表ൽを残し、内面は平らになる

程度に削っている。̬86は上端部がӈ下がりの斜めに切り落としているが、薄くして刃を作るものでは

ない。下端部はࠨ下がりの斜めに切るが、表ൽ側から内面が薄くなるように斜めに切って、刃を作り出

している。一部がささくれ立っており、使用によるものかもしれない。̬87は下端部をਅっ直͙切り落

とすが、上端部はӈ下がりの斜めに切り、表ൽ側が薄くなるように刃を付けている。

　̬88・89は切匙である。̬88は஛製で表ൽも一部残している。刃部は表ൽ側を残して内側から削って

刃を作っている。ฑ基部端に両面から刃物でἥったԁ޸をもつ。全長24.2ᶲ、刃部長3.5ᶲ、刃部෯2.25

ᶲをଌり、刃部ઌ端は少し擦り減っている。̬89はώノΩを用いており、̬88よりは21.2ᶲと短めだ

が、刃部෯は2.95ᶲと太めで刃部長も4.4ᶲと大きい。刃は両面から削った両刃となるが、Ӷさはない。

ฑ基部端に両面から刃物でἥったԁ޸をもつ。刃部やฑの基部側は白木の木ഽであるが、ฑの刃部側は

。化しており、֟ौなどがృ布されていて、使用により刃ઌや持ち手部がຎ໣したものかࠇ

　̬90・91は֯材である。̬90はカϠを用いており、ׂれたかけらの部分である。ްさ0.9ᶲの਑葉थ
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板目材の両面を丁ೡに加޻したもので、両面は使用によるものかࠇずんでいる。表面には細い刃物の古

い痕跡が残される。̬91は3.3×2.6ᶲの֯材で、26.5ᶲの長さで残存する。下端近くに؏通する長方形の

ఝ޸が見られ、さらに裏面にະ؏通のఝ޸がもう一つ見られる。下端部は対向する両面から切அしてお

り、中央部は折りऔっている。切அ後に再利用したものか。下端の一部がࠇずんでおり、֟ौなどが付

着したものかもしれない。̬58の֯材とも長さはほぼ一致している。

　̬92は桶の底板で5ຕの板を目ఝによってܨいでいる。木औりは中3ຕがຝ目औり、両端が板目औり

で、ްさも揃っていない。各々は目ఝによって接合されるが、各材には隣り合った材に対Ԡしないఝ޸

がある。但し中央の板には1ヶ所を除いては接合する材の対Ԡする位置す΂てにఝ޸が存在している。

破ଛに伴って補修されたもので、中央の材は新しく入れられたものであろう。5ຕともスΪを用いてい

る。現状で残存する目ఝは、板状をఄしており、஛ではない。̬93は桶ᒕ板でスΪ板目材を用いてい

る。長さ29.6ᶲ、෯5.75ᶲをଌる。側面の1ヶ所に目ఝ޸が確認できる。

　̬94～96は二葉Ϛπを用いた建築部材の板材である。̬94はްさ1.7ᶲ、長さ55.15ᶲの半ຝ目材を用

いており、一長辺と一短辺は直֯に成形されるが、一長辺は斜めに削られている。下端部近くに1ヶ

所、上端部に接して2ヶ所のఝ޸が確認できる。表面には平行する細かい刃物ইが残る。̬95は෯18.8

ᶲ、ްさ2.7ᶲの板目材に直0.5ܘᶲのఝ޸をもつものである。全長は残っておらず、表面の調整も不明

である。̬96は෯14.7ᶲ、ްさ1.25ᶲ、長さ51.2ᶲの板目材で、અの部分は斜め方向から手佁様の޻具で

丁ೡに削って平らに࢓上げており、その他のॊೈな部位の調整痕が観察できない程度に使用されたもの

と思われる。裏面には斜め方向の擦痕が残り、ڒṢきの製材痕と思われる。一方の長側辺はやや斜めに

切られているが、もう一方は直֯に切られ、面औりも行っている。一۱に近い位置に0.4×0.3ᶲのఝ޸

が開く。

ᶑ　SK888（図൛64、ࣸਅ図൛103）
　̬97はSK888を構成する埋桶である。小型の桶でスΪを用いた17ຕのᒕ板と一ຕ板の底板で結桶を作

る。ᒕ板の最も残存の良い長さは28.8ᶲをଌり、ްさは1.4ᶲ程度の板目材を用いている。内面にはॎ方

向に削った痕跡が残る。下から2～4ᶲの位置がややԜみ、当たりがあるため底板をቕめ込んだ位置と思

われる。対Ԡする外面にはやや斜め方向のあたりが観察できることから、構成していた஛材は失われて

いるが、ᝣをቕめていた位置と判அした。下から17ᶲの高さの外面にも同様の痕跡が見える。底板はथ

ਊ近くの板目材で、ްさが2.0ᶲのものである。底板上面やᒕ板内面の下部表面には付着物が残る。

ᶒ　SK739（図൛66、ࣸਅ図൛104）
　̬104はSK739の埋甕埋土から出土した஛筒で、下端はઅの部分を斜めに4回以上刃を入れて切り落と

している。切りޱの裏面にも５回以上刃物をଧち込んでいる。他端はܽଛしている。

ᶓ　その他（図൛65・66、ࣸਅ図൛103・104）
　̬98～103・105～109は下段北地区の機ց掘削や遺構検出中に出土した木製品で、所属遺構が不明な

ものであるが、他の木器と同じ時期のものであろう。̬98・99・102・103・105・108・109はSR415に

属する可能性が高いが、大きく攪乱されており、上面から切り込んだ別の遺構の可能性も排除できない

ため、所属遺構はܾ定しなかった。

　̬98・99は桶のᒕ板と思われる。下端部は෩化しているが残存しており、上端部はܽଛする。̬98の
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内面には斜め方向に૸る擦痕が見られる。̬99の内面には4ᶲほどの෯にॎ方向に削った痕跡が残る。

外面は෩化が著しい。

　̬100は਑葉थ板目材の෯7.7ᶲ、ްさ2.6ᶲの板材で、長側辺の偏った位置に１×2ᶲの方形のほͧ޸

を深さ1.2ᶲፘっており、建築部材の端材と思われる。̬101は਑葉थ半ຝ目材を用いたஅ面長方形をఄ

した֯材で、一方の長側辺にఝ2޸ヶ所が見られる。短側辺の一方は切அされているが、ほかの面や֯

はよくຎ໣している。

　̬102・103は一木下駄である。̬102は̬62と同様の୆部裏面の中央をႡり、前部・後部に広い接地

面をもつ࿐地下駄と呼ばれるものである。前壺周囲もႡり込Ήがྼ化が著しい。二葉Ϛπਊ持材を用い

ている。歯となる部分はよくຎ໓しており、特に前端部と後端部が著しい。̬103はΞスナϩ属を用い

ており、ॎ半分にׂれているが、方形の୆部を有す。前の歯、後ろの歯とも前後両側にڒで切れ目溝を

入れ、前中後ろを削り落としている。歯はよく擦り減っている。ඓॹ޸の内面はࠇずんでいるため、ཟ

છめされたඓॹが通してあった可能性がある。後ろ壺のඓॹ޸は前外方に当たりがある。

　̬105はスΪの半ຝ目材を用いた板材で、表裏面はࠇ色をఄしており、ࠇ色漆をృ布したものと思わ

れるが、丁ೡに重Ͷృりを施したものではない。̬19などと同様に調度品などの箱物の部材であろう。

　̬106は਑葉थຝ目材の෯1.4ᶲ、長さ27.7ᶲ、ްさ0.6ᶲの細板で、一端には破ଛしているが、0.1ܘᶲ

ほどのఝ޸が見られ、もう一端にはްさの中ほどで止まった؏通しない޸が見られる。表面は丁ೡに削

って࢓上げられている。

　̬107はްさ0.9ᶲの板目材にԁ޸をἥったもので、上端部には削った痕跡が見られ、下端部には切れ

込みがあり、丸くなっている。ԁ޸内も一部焼けযげによるものかࠇ化している。̬108は板目材にԁ

ではなくԜ部とな޸をἥった部材であるが、ܽଛ部が多い。両短辺が残存しているのであるなら、ԁ޸

る。Ԝ部裏面は著しくຎ໓している。̬109はスΪຝ目薄板で、上端部を斜めに切り落としていること

から、屋根の۱部に用いられた㕱葺きの経木板と思われる。ްさ0.2～0.35ᶲ、最大長16.0ᶲをଌる。

　この他に、整形されていない小さな֯材に、੺色إ料が付着するもの（8114）などが出土してい

る。

４ɽ小結
　漆器の容器類にはࠇ色系漆の盆、外ࠇ内੺色系漆の椀や色絵のඳかれた大皿、内外面が੺色系漆の椀

がある。10点確認できたが、トνノΩ・έϠΩ・ϛζΩ属・Ϋリなどの広葉थが用いられている。比較

的薄造りの内外面੺色系漆椀にはέϠΩやϛζΩ属が用いられており、ࠇ色漆系の漆器にはトνノΩや

Ϋリが用いられている。

　これに対して器表面にບ面が観察できず、ࠇ化しているものは֟ौをృ布したものと考えた。これら

には箱物部材や杓子、桶材、切匙など9点があるが、ओにώノΩ・スΪ・Ξスナϩ属・二葉Ϛπ・ί΢

ϠϚΩなどの਑葉थが用いられており、杓子の1点に広葉थのϒナ属が使われていた。

　下駄には連歯下駄と差歯下駄がある。連歯下駄にはモϛ属・スΪ・二葉Ϛπ・Ξスナϩ属が用いられ

ている。差歯下駄୆部にはトωリί属・カπラが使われており、歯には୆部と同じカπラとΫリの別材

を用いたものがあり、補修したものと考える。連歯下駄では਑葉थが用いられ、差し歯下駄では広葉थ

が用いられている。

　山名氏の۱ࠑ山城跡武家屋敷跡である宮内掘࿬遺跡からは、16世紀前半から1580年の有子山城落城時
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までの木製品が多く出土している。後半の安土౧山時代にはϗΦノΩ等が含まれるモΫϨϯ属の差歯下

駄・連歯下駄、二葉Ϛπの連歯下駄が出土している。前半期の室町時代ではモΫϨϯ属の差歯下駄・連

歯下駄、スΪの差歯下駄・連歯下駄、ώノΩの差歯下駄、ϠナΪ属・二葉Ϛπの連歯下駄が出土してお

り、थ種、特に਑葉थが減っている。

　17世紀前半～19世紀後半の明石城武家屋敷跡では、ώノΩ・スΪ・二葉Ϛπ・ωζί・モϛ・πΨ・

カπラ・トωリί属・έϠΩ・ϗΦノΩ・ヌϧσが用いられている。

【参考文献】

奈良国立文化財ڀݚ所1984.3「木器集成図࿥　近畿古代」奈良国立文化財ڀݚ所史料第27冊

兵庫県教育委員会1992.3「明石城武家屋敷跡」兵庫県文化財調査報告第109冊

第３અ　金属製品（図൛67・68、ࣸਅ図൛105・106）

１ɽಔ製品
　.1～4は銭貨である。

　.1は上段中央地区SK820上面の攪乱部から出土した一銭ಔ貨である。　

　.2は上段南地区SK71出土。破ଛし折れ曲がるが、׮永通ሞである。SK71からは.17の֯ఝも出土し

ている。

　.3は上段南地区包含層出土。׮永通ሞ　新׮永である。

　.4は上段南地区の人力掘削の際に出土した׮永通ሞ（新׮永）で、裏面上部に「文」のࣈのあるい

わゆる文銭である。1668～1683年江戸ُ戸でのர銭とされる。

　.5は下段中央地区の埋甕SK739の甕内部埋土中から出土したಔ製の水滴である。長さ4.4ᶲ、෯2.7

ᶲ、高さ1.75ᶲの巻き֋を表しており、五本のらせんが表面にࠁまれている。田ཐであろう。体部中央

の௖部に直0.7ܘᶲのԁ޸を開け、らせんのઌ௖部に直0.2ܘᶲの小ԁ޸を開けて、水஫としている。底

板・筒部・上蓋部に分かれたものを接合しており、らせんは上蓋部のみに施されている。

　.6は下段北地区の遺構面検出中に出土した。ಔ製の෯0.45ᶲ、ްさ0.08ᶲの細長い薄板で、直֯に折

り曲げた部分から一方は直線的に作られ、もう一方はらせん状にԁހをඳいて作られており、直線部と

曲線部に作り分けられる。同様の形ଶにはգऔり線߳立てがあるが、Ӕ巻き形のգऔり線߳は明治28

（1895）年以降のものである。

　.7は下段北地区のSK450の埋桶埋土から出土したಔ製のԎ管ޱٵである。薄いಔ板を筒状に丸めて

おそらく࿟付けしたものである。

　.8は上段中央地区SK68出土のಔླである。当初、青ಔ製の分ಔと考えていたが下部の溝の存在や、

中࣮としては6.1̶とややܰく、9線ಁ過ࣸਅで明瞭ではないが内部がややಁけていることから、本来内

部が中ۭのླと判அした。上部に板状の突ىが付き、0.2ᶲのԁ޸が両側に広がるように開いている。

突ىの上端部は両側から面औりを施してややઑらせؾຯになる。体部表面には溝状の文様のようなもの

が見られるが不明である。

　.9は上段南地区南端部の調査中に出土したԖ製のۄで、鉄๒の弾丸であろう。直1.4ܘᶲ以下で一方

が平たくなっている。11.7̶の重さがある。
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　.10は下段北地区SR415の埋土から出土した。ಔ製の卸金で、ฑ部をܽくが、Ӌ子板形の両面目立て

のものと思われる。縁のない下端部の෯10.0ᶲからঃ々に෯を減じてฑの方へと向かう。側辺は二重に

折りฦして表裏に縁を作っている。目の細かい表面は、目立ᮓを෯0.1ᶲ、0.2ᶲの長さでॎԣ0.3ᶲの間

隔で一方向からଧって刃を作り出している。1列に26ヶ所程度ଧち込んでいるが、前後の列では目をず

らしている。裏面ではᮓを෯0.3ᶲ、0.3ᶲの長さで斜め方向からଧち込んでおり、目૬ޓのڑ཭は列内

では0.5ᶲ以上となり、ૈくなる。1・2列目は下方からଧち込Ήが、その後は上方、下方とަޓにଧち

込んでいる。ްさ0.1ᶲのಔ板の両面から目を立てて刃を作り出しているが、؏通しているՕ所はほと

んどない。Ӌ子板形のものは江戸時代には作られていたものとされ、1712年頃にඳかれた「和׽三࠽図

絵」には「わさびおろし」としてࡌܝされている。

２ɽ鉄製品
　.11は下段北地区SK419の埋桶埋土から出土したՐଧ金で、方形の鉄板の両短辺と一長辺を薄くして

おり、その長辺の両۱から突ىを突き出して木の೺手への૷着に備えている。一部に木質が残存する。

Րを切り出す部分は直線的でややްく、ްさ0.43ᶲ、長さは8.1ᶲで۱は丸くなっている。

　.12～19は鉄ఝで、அ面が方形をఄする֯ఝである。

　.12は上段北地区のSK224埋土下半部から出土した。両端部を失う。

　.13はSK342から出土した。SK342は上段北地区中央の東端にある段落ちである。下端部を失い、頭

部も۶曲部を失っている。

　.14は北地区の機ց掘削の際に出土した。下端部を失うが、長さ3ᶲ程度の小型のものである。

　.15・16は上段中央地区SK70から出土した。.15は頭部を失うが、長さ5.2ᶲ残存しており、小型の

ものと思われる。.16は下端部を失うが、長さ11.1ᶲ残存しており、大型のものと思われる。頭部はあ

まりୟきつぶさずに曲げている。

　.17は上段南地区北端のS91007が埋まった後に掘られたSK71から出土した֯ఝで、両端部を失う

が、上端部近くが۶曲しており頭部が近いものとすれば、残存長2.4ᶲから見て小型のものと思われ

る。

　.18は下段南地区SK932出土の֯ఝで頭部を失うが、残存長8.62ᶲの大型のものである。

　.19は上段南西地区SK2001埋土出土。0.5×0.6ᶲのஅ面方形のいわゆる֯ఝで、下端部をܽくが8.2ᶲ

の長さが残存していた。上端は薄くୟき৳ばして折り曲げている。上端から約8ᶲまで࣠方向に直ަす

る木質が残存しており、木にଧち込まれていたものである。

　.20は上段中央地区のSK65の南半部から出土した板状の鉄片で、直線部にはಷい刃が付けられてお

り、அ面はו๶状となる。0.6ᶲのްさがあり、唐অ等農具の刃と思われる。

　.21は上段南地区S91001出土の包丁で、ܪ端を失うが、全長25.0ᶲ、刃部長21ᶲの刃ઌが上下から狭

まる༄葉形の刃をもついわゆる出刃包丁である。大型のものであるが比較的薄造りである。

【参考文献】

　永井ٱඒஉ　1996「日本出土銭૯ཡ」兵庫埋蔵銭調査会
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第４અ　石製品（図൛69～71、ࣸਅ図൛106～108）

ੴ᭲
　S1は上段北地区のSK224北西の遺構検出面から出土したサヌカイト製の石鏃で、元々基部はԜ基であ

った（ҙ図していた）ようだが、平基状に再加޻されている。長さ17.0NN、෯14.9NN、ްさ3.0NN、

重さ0.5̶である。形ଶ・෩化度合いをࢀ考に、縄文時代後～晩期に属するものと類推した。周辺では

数点のサヌカイトണ片が࠾集されている。

ੴޟ
　S2～4は遺跡内で࠾集されたޟ石と思われる自然᛽である。S2・3は下段北地区、S4は南地区の表面

が最大ܘ集品であるため所属時期は不明であるが近世以降のものと考える。ްさ0.45～0.65DN、直࠾

2.5DNのἷ平なԁ᛽で、փ色から҉փ色の自然᛽を用いている。

౐ੴ
　S5～12は砥石である。

　S5は下段北地区のSR400西ݞ部の上層攪乱層・下層҉青փ色೪࠭から出土した砥石である。టؠ質の

は折ଛのためか一部にޱを用いた方柱状の形状をもち、表裏面と一側面を使用している。一方の小ؠ࠭

ᮓ状の޻具によるፘりが見られ、突出部はຎ໓している。器表面は平׈で、ॎԣ斜めに擦痕が残る。

　S6は下段北地区のSR415から出土した。ϗϧϯϑΣϧスと思われる҉փ色をఄしたཻ状の部分が観察

できる石材を用いており、方柱状の一面を使用している。使用面は大きくۼんでおり、ॎԣ斜めの擦痕

が観察できる。中砥か。

　S7は下段南地区のSR400上面から出土した。両端部をܽ失した板状をఄしており、表裏面、一側面を

使用しており、残る一側面は成型痕のみで使用していない。փ色からԫ׊色の石ӳ質に近いߗ質な石材

を用いており、࢓上げ砥であろう。

　S8は下段北地区SE416の埋土下層から出土した。白色の筋の入ったきめの細かい青փ色の石材を用い

ており、このいわゆるً྘ڽփؠは篠山から三田にかけての丹波地域で産出するものとされる。一端を

失うが、方形板状の֯を落として成型しており、小ޱ面や側面には成形時の削痕が残る。表面のみ使用

しており中央部付近が大きくۼΉ。࢓上げ砥であろう。

　S9は下段北地区のSR415から出土した。両端部をܽ失し、அ面が平行四辺形をఄしており、最も狭小

な面のみ෩化した自然面で、残りの3面をよく使用している。使用された各面の両端は小段をもって੝

り上がっている。大理石のような石ӳ質に近いߗ質な石材を用いており、࢓上げ砥であろう。

　S10は北地区の上段੄で࠾集された。層状をఄした೪板ؠ系の石材を用いている。方柱状の石材を用

い、ࠨ側面はണがれ落ちているが、一端部は磨かれて平׈になっており、破ଛ後も利用し続けたもので

あろう。表面は中央が؇やかにۼみよく使用されている。裏面は1�3の位置で۶曲し、各々使用してい

る。ӈ側面も平׈に使用されている。࢓上げ砥或いは中砥であろう。

　S11は上段南地区のS91007の東ݞから出土した。S8と同様の白色の筋や点の石໲が入ったきめの細か

い青փ色の石材を用いており、層状にണがれる。このいわゆるً྘ڽփؠは遺跡近隣の丹波地域で産出

するものとされ、同系౷のものに中国の端ܢ硯も含まれるが、出土品は色が薄くややೈ質である。一端

を失うが、方形板状の֯を面औりして成型しており、小ޱ面にはԣ方向、側面にはԣ方向とやや斜め方
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向の成形時の削痕が残る。表裏面を使用しているが、裏面の過半はണ཭している。࢓上げ砥であろう。

　S12は上段南地区のSK70から出土した。׊փ色の石材を用いており、端部と一側面を失うが、方柱状

の形状をもち。４面を使用している。裏面は成形痕も認められず、ׂれた面を残す。一側面にはԣ方向

のᮓ状の޻具と思われる痕跡が残り、成形痕と思われる。ׂれた面を含めて一部にՐを受けた可能性が

ある。࢓上げ砥或いは中砥であろう。

ੴӓ
　S13～15は花ቋؠを用いた石ӓである。全て半分にׂれている。いずれも近世以降のものである。

　S13は下段北地区のSR400上層から出土した。上ӓでもの配りの޸څڙ、࣠受け޸、ԣଧち込み式の

೺手の޸及びその༧備の޸が残る。復元直34.3ܘᶲ、高さ18.9ᶲをଌる。上面には縁が付き、ۼんでい

る。下面は平らで、;くみは少ない。޸څڙは両側からἥ޸されている。下面には޸څڙに向かうހ状

の溝と、その溝や޸から์ࣹ状にࠁまれた溝が3区画分残っている。全体は6区画に分けられていたと思

われるが、ூり直しの可能性が高い。

　S14は埋桶と思われるSK437から出土した下ӓである。࣠受޸の一部が残り、෯0.6ᶲ程の細く浅いᮓ

の痕跡が斜めに૸っている。4区画分残っており、復元すると8区画のものと思われる。直28.35ܘᶲ、

高さは10.0DNをଌる。

　S15は下段南地区のSD916から出土した下ӓである。࣠受޸の一部が残り、෯0.5ᶲ程の細く浅いᮓの

痕跡が斜めに૸っている。直31.25ܘᶲ、ްさは7.1DNと比較的薄い。3区画分が残存しているが、5本、

6本、8本と溝の数が異なり、目立てをし直した可能性が高い。

ౝྠޒ
　S16～18は五ྠౝの地ྠである。いずれも石組などの石材として再利用されたものであろう。今回の

調査では五ྠౝの他の部位は出土しておらず、利用しやすい直方体の石材を利用したものであろう。

　S16は下段北地区のSR400上層の攪乱内から出土した。27.7×23.5ᶲのやや長方形で、高さは22.1ᶲを

ଌる。下面がຎ໓している。

　S17は下段北地区のSR415から出土した。一辺21.5ᶲの方形、15.3ᶲの高さで、上面に直4.5ܘᶲ、深さ

2.0ᶲの޸をἥつ。

　S18は下段北地区のSR415から出土した。29.8×28.5ᶲ、高さ22.9ᶲをଌる。上面の中央部は直15ܘᶲ

ほど෩化が認められない範囲があり、長らく水ྠが৐っていたものであろう。下面は丁ೡな整形は行っ

ておらず、五ྠౝとしては土に少し埋まるようなਾえ方をしていたものと思われる。

【参考文献】

　三ྠໜ༤1978「ものと人間の文化史25　ӓ」法੓大学出൛ہ
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第̑章　੢஍ ʢ۠೔Լ෦ܦ௩ʣͷௐࠪ
第１અ　調査にࢸる経Ң

　平成26年9݄から࣮施された日下部遺跡本発掘調査（遺跡調査൪߸ɿ2014116）の際、調査区の北西側

に隣接する斜面地でその存在が確認された遺跡である。

　遺跡は、神戸市北区八多町༄谷付近のΩスラγ山（ඪ高443̼）に端を発し、北に৳びるඌ根ઌ端部

の東向斜面地に立地している。ԁ形の積石塚状の遺構と、その上面周辺より土師器片が࠾集され、埋蔵

文化財が存在する可能性があった。

　このため平成27年2݄から3݄にかけてトϨϯνによる確認調査（ᶺ19ʵ２地点・遺跡調査൪߸ɿ

2014153）を࣮施した。トϨϯνは西側斜面上方から東側下方に向けて෯１̼、長さ12.3̼～16Nの規模

で7ヶ所設定した。

　調査の結Ռ、南側に設定したトϨϯν（̩１）で墳墓ないしは経塚の可能性をもつ積石塚状の遺構

と、さらに北側のトϨϯν（̩２・３）では2ヶ所の平坦面が確認され、297㎡の範囲に埋蔵文化財が存

在することが明らかになった。この範囲については調査前の現況をه࿥するためଌ量調査を࣮施した。

　この成Ռをもとに、開発事業者である西日本高଎道路ג式会社関西ࢧ社新名神兵庫事務所と協議した結

Ռ、本発掘調査を࣮施することになった。本発掘調査は、平成27年4݄7日から5݄1日にかけて࣮施した。

　なお、この西地区は他の地区とは཭れており、立地や性格も他の地区が集落であるのに対して丘陵上

の経塚と異なる。検出された遺構൪߸は、他の地区から独立して01൪から付༩した。

第２અ　調査の方法
　調査は人力掘削により埋土を除去した後、遺構面のਫ਼査を行い遺構を検出した。埋土はベϧトίϯベ

Ξʔにより調査区外ൖ出した。検出された遺構はඞཁにԠじてࣸਅࡱ影・遺構࣮ଌ等のه࿥作業を行

った。また遺跡の立地状況をه࿥するため調査区内の地形ଌ量をి子平板（遺構くん$VCJDɿג式会社

$6B*$製）により࣮施した。

第３અ　遺　構
　調査区はඪ高187～184̼の東向斜面地に位置する。調査区南側で経塚S901、中央付近で集石S902、

中央付近斜面下方と北端部で平坦面（ςラス１・２）を検出した。以下遺構のৄ細についてड़΂る。

１ɽS901（図൛73～76、ࣸਅ図൛110～113）

　調査区南側、ඪ高187̼～186̼間に造成された平坦面上に築かれた積石塚状の経塚である。

　平坦面は南北方向10N、東西方向４̼の範囲に及び、その中央付近に南北方向6N、東西方向4.4̼の

範囲にପԁ形に、大きさが5×5ᶲ前後から40×20ᶲ前後のѥ֯᛽が敷き٧められている。石は中央部付

近で2段前後、東側斜面部で3段前後積み上げている。中央部および南側は石の密度は高いが、北側はࢄ

乱した状況で人ҝ的に破յされた様૬をఄす。

　中央部北寄りに35×35ᶲ、ްさ10ᶲのἷ平な石が敷かれており、石の上より土師器経筒底部片、中国
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銭貨11ຕが集中して出土した。ἷ平の石は石室の底板と理解でき、経筒の埋納場所と特定できる。

　経塚の下部構造は斜面地を削平し、෯2.5̼前後の狭小な平坦地を造っている。斜面上方側には溝状

に削り出した痕跡が認められる。また平坦部の縁辺には東西方向2N前後、南北方向1.2̼の土坑が掘削

されている。遺物の出土はなかったが、10×15ᶲ～20×30ᶲ大のѥ֯᛽が検出された。土坑の機能につ

いては不明である。平坦部造成後2層程度の土を੝土し塚を築いている。

گ౵ɾ෭ೲ඼ग़౔ঢ়ܦ
　経筒蓋298は底板を෴う埋土上層中より出土し、経筒ޱ縁部・底部片299、中国銭貨（.22～32）11ຕ

が底板直上ないしはその付近より出土した。このうち.32のߖफ通ሞは底部破片の下、それ以外は底

部破片の上より出土している。景㑏元ሞ.24、元豊通ሞ.25、開元通ሞ.26、元豊通ሞ.28、元㑏通ሞ

.30、佌ೡ元ሞ.31は底部破片の直上よりవまって出土している。.23の元༞通ሞはこれらの銭貨より

少しුいた状ଶ、元㑏通ሞ.22、ߖफ通ሞ.27、Յ㑏通ሞ.29は少し西に཭れた状ଶで出土している。

また天੟元ሞ.35は、銭貨が集中して検出された付近の表土中より出土している。

　雁股鏃.33は埋納場所より30ᶲ東の石の間より、鏃਎ઌを南に向けて出土した。刀子.34は埋納場所

の南西側１̼のところで、切ઌを北に向けた状ଶで出土した。

　経筒・副納品は、盗掘を受けࢄ乱した状況で出土したと考えられ、副納品は原位置をとどめていない。

２ɽS902（図൛72・77、ࣸਅ図൛113）

　調査区の中央部斜面上方、ඪ高186～187̼の斜面地に立地する集石である。東西方向2.5̼、南北方

向2.0̼の範囲に10×15ᶲ～30×35ᶲ大の᛽が集中している。遺物は出土しなかった。

３ɽςラス１（図൛72・77、ࣸਅ図൛114）

　調査区中央、斜面下方のඪ高184～185̼にかけて広がる平坦地である。南北方向10N、東西方向5N前後

の規模である。平坦面は斜面地を2段に開削し、その後੝土で造成している。遺物は出土しなかった。

４ɽςラス２（図൛72・77、ࣸਅ図൛114）

　調査区北端、ඪ高185～186.2̼にかけて広がる平坦地である。斜面下方の東側部分の੝土は流出して

おり、全体の規模は不明確であるが、南北方向4N以上、東西方向2.5N以上の規模である。平坦面は斜

面上方側を෯2.5̼の規模で平坦に削り出した後、斜面下方部分の地山を削り出して整形している。

　平坦面上方側には溝の痕跡が確認でき、S901の下部構造と類ࣅしている。遺物は出土しなかった。

第４અ　遺　物（図൛78、ࣸਅ図൛115）

　遺物はS901より蓋付きの土師器製経筒と副納品の中国銭貨、鉄製雁股鏃・刀子が出土した他、表土

中より須恵器ഋ਎、ಔ製のᝓが出土した。

１ɽ土師器製経筒（298・299）
　298・299はS901中央部より北側のἷ平な石の上（299）および表土中（298）から出土した。経筒と

考えられる土師器製の蓋付容器である。
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　蓋298は全体的にണ཭が著しく遺存状況はѱい。器形は天井部が丸く、ޱ縁部が外傾する丸底の皿状

をఄする。ޱ縁部は復元஋で17.0ᶲ、高さ3.0ᶲである。

　筒਎299は಑部をܽき、ޱ縁部と底部の破片が遺存していた。ޱ縁部は内傾し端部を丸く収めてい

る。಑部には斜め方向のϢϏナσの痕跡が認められる。底部は丸底でϢϏΦサΤ調整の痕跡がݦ著に残

る。ޱ縁部ܘは復元஋で15.2ᶲ、底ܘは13.8ᶲである。筒਎の高さは26ᶲ前後と想定しているが明確な

根拠はない。

２ɽ須恵器
　表土中よりഋ਎300が1点出土している。ޱ縁部は短く内傾し、ઌ端はઑっている。外面体部下半から

底部にかけて回సϔラέζリ（ӈ回స）が施されている。法量は復元஋で11.9ܘޱᶲ、受部14.6ܘᶲ、

器高4.05ᶲである。

　陶༢編年の̩̠209型に併行する時期と考えられる。

３ɽ金属製品（.22～.36）
మ੡඼ʢ.úúɾ.úûʣ
　雁股鏃.33と刀子.34が出土した。いずれもS901より出土している。

　.33はS901中央部東側より出土した大型の雁股鏃である。積石の直下で鏃਎ઌ端を南西方向に向

け、ほぼ水平の状ଶで出土した。鏃਎端・ܪ端部をܽଛするが、残存長は10.05ᶲ、残存෯は5.1ᶲをଌ

る。股内側に刃をもつ片切刃造で刃部෯は1.9ᶲ、ްさは0.35ᶲをଌる。刃部は大きく反りฦっている。

　経塚から出土する太刀や刀子には折り曲げられたものがあることが知られており、同様の行ҝが行わ

れた可能性が考えられる。鏃਎部とܪ部の境は୆形関で、ܪ部のஅ面形は四֯形をఄする。

　.34はS901中央部付近より切ઌを北側に向けた状ଶで出土した。長さ20.2ᶲ、刃෯2.5ᶲ、刃のްさ

0.6ᶲの刀子である。刃ઌがわずかに反り上がり、直֯の背関を有してܪ部へ続く。刃ઌは斜めに造ら

れる。ઌ細りのܪ部の中央には直0.6ܘᶲの比較的大きな目ఝ޸がἥたれる。

ಔ੡඼ʢ.ùùʙ.úýʣ
　中国銭貨（.22～.32・.35）とᝓ.36が出土した。

　中国銭貨は.35を除きS901中央部より北側のἷ平な石の上に集中して出土した。その内༁は元㑏通

ሞ３ຕ、元豊通ሞ・ߖफ通ሞ各２ຕ、景㑏元ሞ・開元通ሞ・佌ೡ元ሞ・天੟元ሞ各１ຕである。.26の

唐銭を除きす΂て北૙銭である。

.22　元㑏通ሞ（北૙、初ர年1086　ᝰ書）縁が෯広。.23　元㑏通ሞ（北૙、1086　ᝰ書）。.24　

景㑏元ሞ（北૙、1034　ਅ書）。.25　元豊通ሞ（北૙、1078　ᝰ書）ややްい。.26　開元通ሞ

（唐、621　ਅ書）裏面にᝎずれ。.27　ߖफ通ሞ（北૙、1038　ᝰ書）裏面わずかにᝎずれ。.28　

元豊通ሞ（北૙、1078　行書）。.29　　Յ㑏通ሞ（北૙、1056　ਅ書）ややްい。.30　元㑏通ሞ

（北૙、1086　ᝰ書）。.31　佌ೡ元ሞ（北૙、1068　ਅ書）。.32　ߖफ通ሞ（北૙、1038　ਅ書）

裏面わずかにᝎずれ。.35　S901周辺表土中出土　天੟元ሞ（北૙、1023　ᝰ書）裏面にᝎずれ。

ᝓ（.36）

　.36は調査区南西側の表土中より出土したಔ製ᝓである。折れ曲がっているが長さ15.9ᶲの׬形であ

る。上端部は࣠方向に直֯に終わっており、背面は֯を面औりしている。
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　基部の෯は1.55ᶲで、上端から8ᶲの位置以下から෯を減じている。基部表面の中央に෯0.5ᶲ、深さ

0.2ᶲのஅ面形が6ࣈ形の溝を10.5ᶲの長さで૸らせており、溝の周囲は෯0.2～0.3ᶲ、高さ0.1ᶲで੝り

上がって縁औりを施している。同じ縁औりは上端部にも見られる。この縁औり部や溝の底では白׊色の

᭕が生成している。他にڕ々子模様などの૷০は見られない。基部の両側面は刃をもつように薄くなる

が、෯を減じた部分のஅ面は比較的丸い。

 

第５અ　小　結
　調査の結Ռ、積石塚状の遺構S901は雁股鏃・刀子・

中国銭貨を副納する経塚であることが判明した。その

構造は地山を開削し、斜面下方に੝土することにより

平坦面を造成している。その後さらに塚状に੝土を行

い、੝土上に石を敷き٧め、土師器製経筒片と中国銭

貨が集中して出土したἷ平な石を底板とし周囲を石で

囲い石室が構築されていたと考えられる。

　ただࢄ乱する石や副納品の状況から盗掘による破յ

を受けており、石室構造や経筒等の埋納状況は明らか

にできなかった。

　またςラス１・２についてもS901と同様の基ૅ構造

をもっており、複数の経塚の存在が想ىされる。

　積石に用いられた石材は、周辺の࿐頭観察から判அ

すると、地山中に含まれるѥ֯᛽ないしはԁ᛽が使用

されている。　

　土師器製経筒の出土した経塚は三田市下深田経塚、

ඣ路市甲山経塚、੺ึ市八૆山経塚、篠山市上板井経

塚・西山北古墳経塚・丹波市立石経塚、ே来市宮ノ谷

古墳群経塚、豊岡市馬場έઌ古墳経塚・田多地経塚な

どをはじめ、日下部遺跡近隣の神戸市北区淡河町で萩

原経塚・北別ૐ経塚がある。

　なかでも本遺跡出土の経筒は、豊岡市馬場έઌ古墳

経塚出土の経筒とޱ縁部の形ଶ、丸底の底部などが類ࣅしている点が஫目される。

　経塚の時期については、副納品の中国銭貨がࢀ考となる。北૙銭のうち初ர年代が一൪新しい元㑏通

ሞ（元㑏年間ɿ1086～1093年）以降の時期が考えられるが、唐銭である開元通ሞを除きす΂て北૙銭で

構成されている点を考ྀすると、12世紀代までに収まる可能性が高いと考えられる。

【参考文献】　৿内秀造1992ʰ兵庫の経塚ʱത物館普及資料第10集　兵庫県立歴史ത物館

　　　　　　　永井ٱඒஉ1996「日本出土銭૯ཡ」兵庫埋蔵銭調査会　　　　　　

ୈ�ਤɹௐࠪ۠पลͷ࿐಄
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第̒章　೔Լ෦Ҩ੻ʹ͓͚Δथछಉఆ
１ɽはじめに
　本報告では、遺跡より出土した木製品に対して、木材組織の特徴からथ種同定を行う。木製品の材料

となる木材は、ηϧϩʔスをࠎ格とする木部細๔の集合体であり、木材構造から֓Ͷ属Ϩベϧの同定が

可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の৿ྛ植生の

推定が可能であるが、木製品ではथ種による利用状況や流通を୳る手がかりにもなる。

２ɽࢼ料と方法
、料は、日下部遺跡より出土した提灯上ྠ、桶ᒕ板、漆器椀、箸、Ḻ蓋板、曲物底板、箱物、ԣᷱࢼ　

鍋蓋、下駄などの木製品77ܭ点である。なお、852の下駄では差歯の状ଶが異なったため、また892の

桶底板では組合せの底板であったたため、４ܭ点をࢀ考ࢼ料とした。時代は近世である。ࢼ料は第２表

にهす。

　方法は、ࢼ料からカϛιリを用いて新઱なԣஅ面（木ޱと同ٛ）、์ࣹஅ面（ຝ目と同ٛ）、接線அ

面（板目と同ٛ）の基本三அ面の切片を作製し、生物ݦ微ڸによって40～1000ഒで観察した。同定は、

木材構造の特徴および現生ඪ本との対比によって行った。

３ɽ結Ռ
　観察の結Ռ、21分類群が同定された。第２表に結Ռを示し、分類群のݦ微ࣸڸਅを示す（第４～10

図）。以下に木材構造の特徴をهす。

１）カϠ　5PSSFZB OVDJGFSB SJFC. FU ;VDD.　イνイՊ　　

　Ծ道管と์ࣹॊ細๔から構成される਑葉थ材であり、早材から晩材への移行は؇やかで、晩材部の෯

は狭く年ྠքは比較的不明瞭である。์ࣹஅ面では์ࣹॊ細๔の分野น޸がώノΩ型で１分野に１～４

存在する。Ծ道管の内นには、らせん肥ްが２本対で存在する。์ࣹ組織が୯列の同性์ࣹ組織型でݸ

ある。

　以上の特徴から、カϠに同定される。カϠは宮城県以南の本भ、四国、九भとؖ国のࡁभౡに分布す

る。常྘の高木で通常高さ25N、90ܘDNにୡする。材はۉ質៛密でߗݎ、弾性がڧく水࣪にも଱え、

อ存性が高く、ٷなどに用いられる。

２）ϚΩ属　1PEPDBSQVT　ϚΩՊ　　

　Ծ道管、थࢷ細๔および์ࣹॊ細๔から構成される਑葉थ材で、早材から晩材への移行は؇やかで、

多くのथࢷ細๔がࢄ在して見られる。์ࣹॊ細๔の分野น޸はώノΩ型で１分野に１～２ݸ存在する。

์ࣹ組織は୯列の同性์ࣹ組織型で、１～20細๔高である。

　以上の特徴からϚΩ属に同定される。ϚΩ属にはイヌϚΩ、ナΪがあり、関東以西の本भ、四国、九

भ、ԭ縄に分布し、ஆ地に分布する਑葉थである。常྘高木で、通常高さ20N、80～50ܘDNである。

材は଱ٺ性がڧく、଱水性も高い。建築、器具、桶、箱、水槽などに用いられる。

３）モϛ属　ACJFT　ϚπՊ　　

　Ծ道管と์ࣹॊ細๔から構成される਑葉थ材である。早材から晩材への移行は比較的؇やかである。

์ࣹॊ細๔の分野น޸は小型のスΪ型で１分野に１～４ݸ存在する。์ࣹॊ細๔のนがްく、数च状末
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端นが見られる。์ࣹ組織は୯列の同性์ࣹ組織型である。

　以上の特徴からモϛ属に同定される。日本に自生するモϛ属は５種であり、モϛ以外はѥפ帯種であ

るため、温帯性のモϛが考えられる。常྘高木で高さ45̼、1.5̼ܘにୡする。材はอ存性が௿くܰೈ

であるが、現在では多用される。

４）πΨ属　5TVHB　ϚπՊ　　

　Ծ道管、थࢷ細๔、์ࣹॊ細๔及び์ࣹԾ道管から構成される਑葉थ材である。早材から晩材への移

行はٸである。์ࣹॊ細๔の分野น޸は、スΪ型でややώノΩ型の傾向を示し、１分野に２～４ݸ存在

する。์ࣹԾ道管が存在し、そのนには小型の有縁น޸が存在する。わずかではあるが、थࢷ細๔が存

在する。์ࣹ組織は୯列の同性์ࣹ組織型である。

　以上の特徴から、πΨ属に同定される。πΨ属にはπΨ、ίϝπΨがあり、本भ、四国、九भに分布

する。常྘高木で通常高さ20～25N、80～50ܘDNである。材は଱ٺ、อ存性は中༱で、建築、器具、

土木、਋୸などに用いられる。

５）Ϛπ属複ҡ管ଋѥ属　1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO　ϚπՊ　　

　Ծ道管、์ࣹॊ細๔、์ࣹԾ道管及びਨ直、水平थࢷ道をऔり囲ΉΤϐηリ΢ム細๔から構成される

਑葉थ材である。早材から晩材への移行はٸなՕ所とԺやかなՕ所があり、ਨ直थࢷ道が見られる。์

ࣹஅ面では、์ࣹॊ細๔の分野น޸は૭状である。์ࣹԾ道管の内นにはڒ歯状肥ްが存在する。接線

அ面では、์ࣹ組織が୯列の同性์ࣹ組織型であるが、水平थࢷ道を含Ήものは๰਴形をఄする。

　以上の特徴から、Ϛπ属複ҡ管ଋѥ属に同定される。Ϛπ属複ҡ管ଋѥ属にはΫϩϚπとΞカϚπが

あり、どちらも北ւ道南部、本भ、四国、九भに分布する。常྘高木である。材はいずれも水࣪によく

଱え、広く用いられる。

̒）スΪ　$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO　スΪՊ　　

　Ծ道管、थࢷ細๔および์ࣹॊ細๔から構成される਑葉थ材である。早材から晩材への移行はややٸ

で、晩材部の෯が比較的広い。์ࣹॊ細๔の分野น޸は典型的なスΪ型で、１分野に２ݸ存在するもの

がほとんどである。์ࣹ組織は୯列の同性์ࣹ組織型で、１～14細๔高である。

　以上の特徴からスΪに同定される。スΪは本भ、四国、九भ、屋ٱౡに分布する。日本特産の常྘高

木で高さ40N、２ܘNにୡする。材はܰೈであるがڧਟで、広く用いられる。

̓）ί΢ϠϚΩ　SDJBEPQJUZT WFSUJDJMMBUB SJFC. FU ;VDD.　ί΢ϠϚΩՊ　　

　Ծ道管と์ࣹॊ細๔から構成される਑葉थ材である。์ࣹஅ面では、์ࣹॊ細๔の分野น޸は૭状で

ある。接線அ面では、์ࣹ組織は୯列の同性์ࣹ組織型で、１～15細๔高であるが多くは10細๔高以下

である。

　以上の特徴からί΢ϠϚΩと同定される。ί΢ϠϚΩは෱ౡ県以南の本भ、四国、九भに分布する。

日本特産の常྘高木で、通常高さ30N、80ܘDNにୡする。材は木理通直、ഽ目៛密でڧਟ、଱ٺ・଱

࣪性も高い。特に଱水࣪材として用いられる。

８）ώノΩ　$IBNBFDZQBSJT PCUVTB EOEM.　ώノΩՊ　　

　Ծ道管、थࢷ細๔および์ࣹॊ細๔から構成される਑葉थ材である。早材から晩材への移行は؇やか

で、晩材部の෯はきわめて狭い。थࢷ細๔が見られる。์ࣹॊ細๔の分野น޸は、ώノΩ型で１分野に

。存在する。์ࣹ組織は୯列の同性์ࣹ組織型で、１～15細๔高であるݸ２

　以上の特徴からώノΩに同定される。ώノΩは෱ౡ県以南の本भ、四国、九भ、屋ٱౡに分布する。

日本特産の常྘高木で、通常高さ40N、1.5ܘNにୡする。材は木理通直、ഽ目៛密でڧਟでらい、଱
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。଱࣪性も高い。良材であり、建築などに広く用いられる、ٺ

９）Ξスナϩ属　5IVKPQTJT　ώノΩՊ　　

　Ծ道管、थࢷ細๔および์ࣹॊ細๔から構成される਑葉थ材である。早材から晩材への移行は؇やか

で、晩材部の෯は狭い。थࢷ細๔が存在する。์ࣹॊ細๔の分野น޸は、スΪ型からややώノΩ型を示

し、１分野に２～４ݸ存在する。また์ࣹॊ細๔内に内容物が多い。์ࣹ組織は୯列で、थࢷ細๔が存

在する。

　以上の特徴からΞスナϩ属に同定される。Ξスナϩ属には、Ξスナϩ、ώノΩΞスナϩがあり、常྘

高木で、本भ、四国、九भに分布し、関東北部や木ીに比較的多い。日本特産の常྘高木で、通常高さ

40N、１ܘNにୡする。材は、଱ٺ、อ存性が高く、建築など広く用いられる。なお、Ξスナϩの特殊

用途には漆器木地があり、ྠౡృり（石川県）がそれである。

10）ΫϚγσ属イヌγσઅ　$BSQJOVT TFDU. $BSQJOVT　カόノΩՊ　　

　小型で丸い道管が、୯独あるいは数ࣹ์ݸ方向に複合し、全体として์ࣹ方向に配列する์ࣹ޸材で

ある。集合์ࣹ組織が見られる。道管のἥ޸は୯ἥ޸である。์ࣹ組織は、同性で１～３細๔෯のもの

と、集合์ࣹ組織からなる。

　以上の特徴からΫϚγσ属イヌγσઅに同定される。落葉の中高木で、北ւ道、本भ、四国、九भの

山野に分布する。

11）Ϋリ　$BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD.　ϒナՊ　　

　年ྠのはじめに大型の道管が、数列配列する޸؀材である。晩材部では小道管がՐ炎状に配列する。

早材から晩材にかけて、道管のܘはٸ激に減少する。道管のἥ޸は୯ἥ޸である。์ࣹ組織は平෬細๔

からなる୯列の同性์ࣹ組織型である。

　以上の特徴からΫリに同定される。Ϋリは北ւ道の西南部、本भ、四国、九भに分布する。落葉の

高木で、通常高さ20N、40ܘDN͙らいであるが、大きいものは高さ30N、２ܘNにୡする。଱ٺ性がڧ

く、水࣪によく଱え、อ存性の極めて高い材で、現在では建築、器具、土木、ધഫ、ூࠁ、਋୸、ほだ

木など広く用いられる。

12）ϒナ属　'BHVT　ϒナՊ　　

　小型でやや֯ுった道管が、୯独あるいは２～３ݸ複合して密にࢄ在する޸ࢄ材である。早材から晩

材にかけて、道管のܘは؇やかに減少する。道管のἥ޸は୯ἥ޸および階段ἥ޸である。์ࣹ組織はほ

とんど平෬細๔からなるが、ときに上下端のみ方形細๔が見られる。ほとんどが同性์ࣹ組織型で、୯

列のもの、２～数列のもの、大型の広์ࣹ組織のものがある。

　以上の特徴からϒナ属に同定される。ϒナ属には、ϒナ、イヌϒナがあり、北ւ道南部、本भ、四

国、九भに分布する。落葉の高木で、通常高さ20～25N、70～60ܘDN͙らいであるが、大きいものは

高さ35N、1.5ܘN以上にୡする。材はߗݎ、៛密で、㔸性があり、อ存性は௿い。容器などに用いられ

る。

13）ίナラ属ΞカΨγѥ属　2VFSDVT TVCHFO. $ZDMPCBMBOPQTJT　ϒナՊ　　

　中型から大型の道管が、１～数列෯で年ྠքに関係なく์ࣹ方向に配列する์ࣹ޸材である。道管は

୯独で複合しない。道管のἥ޸は୯ἥ޸で、์ࣹ組織は同性์ࣹ組織型で、୯列のものと大型の広์ࣹ

組織からなる複合์ࣹ組織である。

　以上の特徴からίナラ属ΞカΨγѥ属に同定される。ίナラ属ΞカΨγѥ属にはΞカΨγ、イνイΨ

γ、Ξラカγ、γラカγなどがあり、本भ、四国、九भに分布する。常྘高木で、高さ30N、1.5ܘN以



76

上にୡする。材はߗݎでڧਟ、弾力性がڧく଱࣪性も高い。特に農耕具に用いられる。

14）έϠΩ　;FMLPWB TFSSBUB .BLJOP　χϨՊ　　

　年ྠのはじめに大型の道管が１～２列配列する޸؀材である。ݍ޸部外の小道管は多数複合してԁ形

および接線状ないし斜線状に配列する。道管のἥ޸は୯ἥ޸で小道管の内นにはらせん肥ްが存在す

る。์ࣹ組織は異性์ࣹ組織型で上下の縁辺部の細๔のなかには大きく๲らんでいるものがある。෯は

１～̓細๔෯である。

　以上の特徴からέϠΩに同定される。έϠΩは本भ、四国、九भに分布する。落葉の高木で、通常高

さ20～25N、70～60ܘDN͙らいであるが、大きいものは高さ50N、３ܘNにୡする。材はڧਟでै曲性

に෋み、建築、家具、器具、ધ、土木などに用いられる。

15）カπラ　$FSDJEJQIZMMVN KBQPOJDVN SJFC. FU ;VDD.　カπラՊ　　

　小型で薄นの֯ுった道管が、୯独ないし２～３ݸ複合してかなり密にࢄ在する޸ࢄ材である。道管

のἥ޸は階段ἥ޸板からなる多޸ἥ޸で、階段の数は20～40本ほどである。์ࣹ組織は、異性์ࣹ組織

型で、２細๔෯である。道管内にνϩʔスが多数存在する。

　以上の特徴からカπラに同定される。カπラは北ւ道、本भ、四国、九भに分布する。落葉高木で、

通常高さ15～20N、60～50ܘDNであるが、大きいものは高さ35N、２ܘNにୡする。材はܰೈで㔸性が

あり加޻しやすく、建築材などに用いられる。

16）イスノΩ　DJTUZMJVN SBDFNPTVN SJFC. FU ;VDD.　ϚϯサΫՊ　　

　小型でやや֯ுった道管が、ほぼ୯独にࢄ在する޸ࢄ材である。࣠方向ॊ細๔が接線方向に向かって

޸板からなる多޸は階段ἥ޸い線状に並んで見られ、ほぼ一定の間隔で規ଇ的に配列する。道管のἥࠇ

ἥ޸で、階段の数は比較的少なく15前後のものが多い。์ࣹ組織は異性์ࣹ組織型で、ほとんどが１～

２細๔෯であるが、まれに３細๔෯のものも存在する。多室の直立細๔にはඛ形結থが見られる。

　以上の特徴からイスノΩに同定される。イスノΩは関東以西の本भ、四国、九भ、ԭ縄に分布する。

常྘の高木で、高さ20N、１ܘNにୡする。଱ٺ性およびอ存性の高い材で、建築、器具、ָ器、ろく

ろ細޻、ᷱ、਋୸などに用いられる。

17）トνノΩ　AFTDVMVT UVSCJOBUB BMVNF　トνノΩՊ　　

　小型でやや֯ுった道管が、୯独ないし์ࣹ方向に２～数ݸ複合して密にࢄ在する޸ࢄ材である。道

管のἥ޸は୯ἥ޸で、道管の内นにはらせん肥ްが存在する。์ࣹ組織はす΂て平෬細๔からなり同性

である。์ࣹ組織と道管とのน޸は、小型で密に分布する。์ࣹ組織は୯列の同性์ࣹ組織型で、層階

状に規ଇ正しく配列する。

　以上の特徴からトνノΩに同定される。トνノΩは北ւ道、本भ、四国、九भに分布する。落葉の

高木で、通常高さ15～20N、60～50ܘDNにୡする。材はೈらかく៛密であるが଱ٺ性、อ存性が௿い

が、容器などに用いられる。

18）ϛζΩ属　$PSOVT　ϛζΩՊ　　

　小型で丸い道管が、ほぼ୯独でࢄ在する޸ࢄ材である。早材から晩材にかけて道管のܘはゆるやかに

減少する。道管のἥ޸は階段ἥ޸板からなる多޸ἥ޸で、階段の数は20～35本͙らいである。์ࣹ組織

は、異性์ࣹ組織型で、直立細๔からなる୯列のものと、２～５細๔෯͙らいで๰਴形をఄする多列の

ものからなる。

　以上の特徴からϛζΩ属に同定される。ϛζΩ属には、ϛζΩ、ΫϚノϛζΩなどがあり、北ւ道、

本भ、四国、九भに分布する。落葉の高木または௿木である。材は建築、器具、ூࠁ、ટ作、਋୸など
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に用いられる。

19）カΩノΩ属　DJPTQZSPT　カΩノΩՊ　　

　中型の道管が、୯独および์ࣹ方向に複合して、ࢄ在する޸ࢄ材である。道管のนはްい。࣠方向ॊ

細๔は周囲状および接線状に配列する。道管のἥ޸は୯ἥ޸で、์ࣹ組織は異性์ࣹ組織型で１～２細

๔෯である。いずれの์ࣹ組織も高さがほぼ同じで、層階状に配列し、リッϓϧϚʔΫをఄする。

　以上の特徴からカΩノΩ属に同定される。カΩノΩ属は、本भ（西部）、四国、九भに分布する。落

葉の高木で、通常高さ20N、１ܘN͙らいにୡする。材は、建築、器具などに用いられる。

20）トωリί属　'SBYJOVT　モΫηイՊ　　

　年ྠのはじめに、大型でްนの丸い道管が、ほぼ୯独で１～３列配列する޸؀材である。ݍ޸部外で

は、小型でまるいްนの道管が、୯独あるいは์ࣹ方向に２～３ݸ複合してࢄ在する。早材から晩材に

かけて道管のܘはٸ激に減少する。࣠方向ॊ細๔は早材部で周囲状、晩材部ではཌྷ状から連合ཌྷ状であ

る。道管のἥ޸は୯ἥ޸である。内部にはνϩʔγスが著しい。์ࣹ組織は同性์ࣹ組織型で、１～３

細๔෯である。

　以上の特徴からトωリί属に同定される。トωリί属には北ւ道、本भ、四国、九भに分布する落葉

または常྘の高木である。材は建築、家具、ӡ動道具、器具、ટ作、਋୸など広く用いられる。

21）λέѥՊ　BBNCVTPJEFBF　イωՊ　　

　基本組織であるॊ細๔の中に並立ҡ管ଋが不規ଇに分布する。並立ҡ管ଋは木部と師部からなり、そ

の周囲にҡ管ଋḜが存在する。์ࣹஅ面及び接線அ面ではॊ細๔及びҡ管ଋ、ҡ管ଋḜがᑈ࣠方向に配

列する。

　以上の特徴からλέѥՊに同定される。λέѥՊにはϚμέ属、ϝμέ属、ササ属などがある。

４ɽ所見
　同定の結Ռ、日下部遺跡の木製品は、77点中57点が਑葉थであり、過半を占める。多いものからスΪ

23点、Ϛπ属複ҡ管ଋѥ属13点、Ξスナϩ属11点、Ϋリ５点、トνノΩ５点、ώノΩ４点、カϠ２点、

モϛ属２点、έϠΩ２点、カπラ２点、ϛζΩ属２点、ϚΩ属１点、πΨ属１点、ί΢ϠϚΩ１点、Ϋ

Ϛγσ属イヌγσઅ１点、ϒナ属１点、ίナラ属ΞカΨγѥ属１点、イスノΩ１点、カΩノΩ属１点、

トωリί属１点、λέѥՊ１点であった。

　スΪが最も多く、桶ᒕ板、Ḻ蓋板、曲物底板、桶底板、箱物、鍋蓋、下駄、箸に利用されている。ス

Ϊは加޻޻作が容易な上、大きな材がとれる良材で建築材はもとより板材や小さな器具類にࢸるまで෯

広く用いられるथ木である。次いでϚπ属複ҡ管ଋѥ属が多く、提灯上ྠ、鍋蓋、下駄、擂り粉木、֯

材、板材、丸太材に利用されている。重ߗで水࣪に良く଱え෗りにくいथ木である。Ξスナϩ属は、曲

物底板、箱物、ฑ、೺手、下駄、箸、付木、板材に利用されている。Ξスナϩ属は、ώノΩにはྼるが

木理通直、ഽ目៛密であり、଱ٱ・อ存性が高く、水࣪にはώノΩよりもよく଱えるथ木である。その

ため建築や桶などの用材としてよく用いられる。ώノΩは、桶ᒕ板、経木板、箸、切匙に利用されてい

る。木理通直で大きな材がऔれる良材であり、อ存性が高いथ木である。特に心材は଱ٱ・଱࣪性が

高く、用途は広൚で޻作が容易で表面の࢓上がりはきわめて良޷でޫ୔が出る。カϠは、๮状木製品、

板材に利用されている。଱ٱ・อ存性が高く水࣪に଱える材であり、加޻が容易でׂ྾し易く、表面の

でޫ୔が出るथ木である。モϛ属は、経木板、下駄に利用されている。モϛ属は温帯性޷上がりが良࢓

のモϛと考えられ、଱ٱ・อ存性は௿いが、ܰೈなため加޻が容易なथ木である。ϚΩ属は、桶ᒕ板に
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第̎表　日下部遺跡ʹ͓͚Δथ種ಉఆ݁Ռ
番号 製品໊ ݁Ռ（ֶ໊ʗ࿨໊） 地区 位ஔ 遺構 土層 備考

8 2 ෇໦ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 中央 SR400 ߔࢬ
8 4 Գᒕ൘ $IBNBFDZQBSJT PCUVTB EOEM. ώϊΩ 中央 北端 SR400 中下層 খܕԳ
8 5 ఏ౮上輪 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SR400 上層 ಔම
8 6 輪੾Γࡐ 2VFSDVT TVCHFO. $ZDMPCBMBOPQTJT ίφϥଐΞΧΨγѥଐ 南 SR400 埋土
8 7 Գᒕ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SR400 上層
8 9 ൘ࡐ 5TVHB πΨଐ 北 南半 SR400 上層ؙࡩଠྻ上 ੾ΓࠐΈ
810 ࿶ث࣫ ;FMLPWB TFSSBUB .BLJOP έϠΩ 北 SR415 ൞಺ ੺৭࣫ܥ
811 ࿶ث࣫ "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 北東 SR415 ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎
812 ԁܗ൨物 "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 北東 SR415 ৭࣫ຍࠇ
814 സ $BSQJOVT TFDU. $BSQJOVT ΫϚγσଐΠψγσઅ 北 北部東半 SR415 ൞੔࣌ܗ
816 ୬֖൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北端 SR415 ࣈ৭ɾసࣸจࠇ
817 物ఈ൘ۂ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北東部 SR415 ͷ北肩上 灰৭粘࣭砂 ๽ॻ
818 ௕ԁۂܗ物ఈ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北東 SR415 ԁ޸
819 ശ物 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北端 SR415 ৭ࠇ
820 ໦൘ܦ "CJFT Ϟϛଐ 北 北端 SR415 南؛ͷ上 ਓྗ ંෑ
821 ໦൘ܦ $IBNBFDZQBSJT PCUVTB EOEM. ώϊΩ 北 北東 SR415
823 ฑ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北端 SR415 ԁ޸
824 Գᒕ൘ 1PEPDBSQVT ϚΩଐ 北 SR415 ൞಺
828 ؙଠࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 北部 SR415 埋土下半
831 ੡ࡐ൘ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 北端 SR415 ԣ൨͖
832 物ఈ൘ۂ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北端 SE416 埋土東端部 ఝ޸
833 物ఈ൘ۂ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 SE416 埋土土層ਤ͋Γ
834 物ఈ൘ۂ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北部 SE416 埋土下層
836 ು֖ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 北部 SE416 埋土下層 Գఈ͔
838 ԣ۳ DJTUZMJVN SBDFNPTVN SJFC. FU ;VDD. ΠεϊΩ 北 北端 SE416 埋土東端部
839 ശ物 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北部 SE416 埋土下層 ໦ఝ
840 ശ物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北部 SE416 埋土下層
841 ߌ $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 北部 SE416 埋土下層
844 Գᒕ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK501 ໼൘ঢ়࠶Ճ޻
846 ು֖ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK501 Գఈ͔
847 ು֖ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK501 Գఈ͔
848 ശ物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK501 ఝ޸
850 ᎬΓค໦ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK501 
851 下ବ 'SBYJOVT　 τωϦίଐ 北 SK501 ࣃࠩ

852
下ବ $FSDJEJQIZMMVN KBQPOJDVN SJFC. FU ;VDD. Χπϥ 北 SK501 ࣃࠩ
下ବ ࣃ 1 $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 SK501
下ବ ࣃ 2 $FSDJEJQIZMMVN KBQPOJDVN SJFC. FU ;VDD. Χπϥ 北 SK501

853 下ବ "CJFT Ϟϛଐ 北 SK501 ࿈ࣃ
855 ൘ࡐ 5PSSFZB OVDJGFSB SJFC. FU ;VDD. ΧϠ 北 SK501 ఝ޸
858 ࡐ֯ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK501 ఝ޸
859 ߌ $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 SK501 
862 下ବ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK608 北端石組಺ ࿈ࣃ　࿐地
863 下ବ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK608 北端 下層 ࿈ࣃ
864 ฑ $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 SK608 北端 下層
865 ࡼେث࣫ "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 SK608 ւ࿝ֆܥ಺੺৭ࠇ֎
866 उࢠ SDJBEPQJUZT WFSUJDJMMBUB SJFC. FU ;VDD. ί΢ϠϚΩ 北 SK608 北端石組಺
867 ࡼେث࣫ "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 SK510 中央部西دΓ ւ࿝ֆܥ಺੺৭ࠇ֎
868 物ఈ൘ۂ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK419 埋土 ֖　๽ॻ
869 उࢠ　 'BHVT ϒφଐ 北 SK419 埋土 ৭ࠇ
870 സ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK419 埋土
872 ൘ࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK419 埋土 ఝ޸
873 ࿶ث࣫ $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 北半 SK601 ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎
874 ๮ঢ়໦੡඼ DJPTQZSPT ΧΩϊΩଐ 北 SK464 Գ಺埋土
875 ృസ #BNCVTPJEFBF λέѥՊ 北 中央 SK449 Գ಺埋土 ੺৭ܥɾࠇ৭࣫
876 ൘ࡐ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 中央 上段 SK65
877 ೺ख 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 SK575 ໦ఝ
878 物ۂ PS Գఈ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK621
879 ࿶ث࣫ $PSOVT ϛζΩଐ 北 SK621 ੺৭࣫ܥ
880 下ବ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK621 ࿈ࣃ　ম͖ҹ
881 സ $IBNBFDZQBSJT PCUVTB EOEM. ώϊΩ 中央 SK736 Գ಺埋土
884 സ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 中央 SK736 Գ಺埋土
889 ੾࡬ $IBNBFDZQBSJT PCUVTB EOEM. ώϊΩ 中央 SK736 ಺部埋土埋Գ
890 ࡐ֯ 5PSSFZB OVDJGFSB SJFC. FU ;VDD. ΧϠ 中央 SK736 Գ಺埋土

892 Գఈ൘

$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736 Գ಺埋土 組Έ߹Θͤ
$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736
$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736
$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736
$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736

893 Գᒕ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736 Գ಺埋土
894 ൘ࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 中央 SK736 ಺部埋土
895 ൘ࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 中央 SK736 Գ಺埋土 ఝ޸
896 ൘ࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 中央 SK736 Գ಺埋土 ఝ޸
897 埋Գ  249 ʙ 266 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK888 埋Գ組Έ上͛
8102 下ବ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 北東 東半攪乱 機械 ࿈ࣃ　࿐地
8103 下ବ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北東 東半攪乱 機械 ࿈ࣃ
8105 ശ物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北東 東半攪乱 機械 ৭ࠇ
8108 Ճ޻൘ࡐ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北東 東半攪乱 機械
8111 ࿶ث࣫ "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 SK621 ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎
8112 ࿶ث࣫ $PSOVT ϛζΩଐ 北 SK621 ੺৭࣫ܥ
8113 ࿶ث࣫ ;FMLPWB TFSSBUB .BLJOP έϠΩ 北 表採 ੺৭࣫ܥ

利用されている。଱ٱ・อ存性は高く水࣪にڧくやや重ߗでڧ㔸なथ木である。πΨ属は、板材に利用

されている。重ߗで଱ٱ・อ存性は中༱で切削・加޻はあまり容易でないथ木である。ί΢ϠϚΩは、

杓子に利用されている。଱࣪性に特に優れ、਑葉थの中では最も加޻が容易な材である。古代以前に多

用され、また自然のൟ৩力がऑいこともあり中世以降の報告例は少ない。Ϋリは、漆器椀、下駄の歯、

ฑ、ߌに利用されている。なお、下駄は୆と片方の歯はカπラであったが、もう片方はΫリであった。

Ϋリは重ߗでอ存性が良い材であり、柱材などの建築材として比較的よく用いられるथ木である。トν

ノΩは、漆器椀、漆器大皿、ԁ形Ṣ物などの容器に利用されている。଱ٱ・อ存性は極めて௿く、切

削・加޻が容易なॊらかい材で、Ⴁ物の容器によく用いられる。έϠΩは漆器椀に利用されている。高

木になり大きな材がऔれ、֓してڧくڧ㔸でै曲性に෋み、଱ٱ・อ存性は高く水࣪にもよく଱えるथ

木である。έϠΩは縄文時代以降現在まで伝౷的に木地に用いられる材で、Ⴁ物に普通に使われるが、

漆椀ではṢ物が多い。カπラは、同一ݸ体の下駄の୆と歯に利用されており、もう一方の差歯はΫリで

あった。ܰೈۉ質で、଱ٱ・อ存性は௿いが、切削・加޻が極めて容易なथ木である。また、明石城武

家屋敷跡から出土した下駄の歯もカπラであった。ϛζΩ属は、漆器椀に利用されている。៛密で重

さ、ݎさともに中༱で、加޻が容易なथ木であり、材は白く、磨くとつやが出るため盆や椀などの容器

や器具のฑ、杓子などに用いられる。なお、容器では椀などの丸物の木地に特に用いられる。ΫϚγσ

属イヌγσઅは、箸に利用されている。弾力性に෋み、ڧさ中༱の材である。ϒナ属は、杓子に利用さ

ている。ڧさ中༱、切削・加޻も中༱であるが、弾性とै曲性に෋Ή材である。ίナラ属ΞカΨγѥ属

は、ྠ切り材に利用されている。ߗݎな材であり、広く用いられるが、西南日本では弥生時代以降、特

に農耕具を中心に用いられる傾向にある。イスノΩは、ԣᷱに利用されている。材質は଱ٱ・อ存性に

す͙れるが、重ߗで切削・加޻がࠔ難な材であり、ᷱによく利用される。表面࢓上げが良޷であるた

め、細かい細޻や器具類にもよく利用される。カΩノΩ属は、๮状木製品に利用されている。カΩノΩ

属は֓してߗݎな材とݴえる。トωリί属は、下駄に利用されている。֓してڧਟでߗݎな材で、ै曲

性が非常に大きく、ׂ྾は容易である。λέѥՊは、ృり箸に利用されている。材はס૩がे分なされ

るとߗさとॊೈさを備えׂ྾性に෋み、また細޻が容易であるので、さま͟まなૉ材として利用される。

　本遺跡で同定されたथ種は温帯に広く分布するथ木が多い。桶ᒕ板や箱物などの板状木製品や底板、

鍋蓋などには加޻が容易で水࣪によく଱える਑葉थを用いて、椀や皿などの容器、ԣᷱなどには広葉थ

の中でも比較的加޻が容易であるがৎ෉で木目がきれいなものを用いる傾向が見られる。なお、一般に

椀などの容器はႡ物・Ṣ物であり、その用材には形を整えやすく加޻が容易でありڰいやׂれが少ない

ことから、広葉थ材の中でも比較的ߗいものがબ定されることが多い。下駄には手に入れやすく加޻が

容易で水࣪に଱える਑葉थを用いるが、一方で広葉थのカπラを用い、破ଛ部にはΫリを利用し修સし

ているものもある。同定されたथ種は遺跡周辺や近隣地域より流通によってもたらされたと推定される。

【参考文献】
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広葉थ材の細๔ɽ木材の構造ɼ文永堂出൛ɼQ.49�100ɽ（1985）ߒ原田・ߒഢࠤ

ౡ地ݠ・伊東ོ෉（1988）日本の遺跡出土木製品૯ཡɼ༤山ֳɼQ.296ɽ

山田ণ（1993）ٱ日本列ౡにおける木質遺物出土遺跡文献集成ɼ植生史ڀݚ特別第１߸ɼ植生史ڀݚ会ɼQ.242ɽ
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第̎表　日下部遺跡ʹ͓͚Δथ種ಉఆ݁Ռ
番号 製品໊ ݁Ռ（ֶ໊ʗ࿨໊） 地区 位ஔ 遺構 土層 備考

8 2 ෇໦ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 中央 SR400 ߔࢬ
8 4 Գᒕ൘ $IBNBFDZQBSJT PCUVTB EOEM. ώϊΩ 中央 北端 SR400 中下層 খܕԳ
8 5 ఏ౮上輪 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SR400 上層 ಔම
8 6 輪੾Γࡐ 2VFSDVT TVCHFO. $ZDMPCBMBOPQTJT ίφϥଐΞΧΨγѥଐ 南 SR400 埋土
8 7 Գᒕ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SR400 上層
8 9 ൘ࡐ 5TVHB πΨଐ 北 南半 SR400 上層ؙࡩଠྻ上 ੾ΓࠐΈ
810 ࿶ث࣫ ;FMLPWB TFSSBUB .BLJOP έϠΩ 北 SR415 ൞಺ ੺৭࣫ܥ
811 ࿶ث࣫ "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 北東 SR415 ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎
812 ԁܗ൨物 "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 北東 SR415 ৭࣫ຍࠇ
814 സ $BSQJOVT TFDU. $BSQJOVT ΫϚγσଐΠψγσઅ 北 北部東半 SR415 ൞੔࣌ܗ
816 ୬֖൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北端 SR415 ࣈ৭ɾసࣸจࠇ
817 物ఈ൘ۂ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北東部 SR415 ͷ北肩上 灰৭粘࣭砂 ๽ॻ
818 ௕ԁۂܗ物ఈ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北東 SR415 ԁ޸
819 ശ物 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北端 SR415 ৭ࠇ
820 ໦൘ܦ "CJFT Ϟϛଐ 北 北端 SR415 南؛ͷ上 ਓྗ ંෑ
821 ໦൘ܦ $IBNBFDZQBSJT PCUVTB EOEM. ώϊΩ 北 北東 SR415
823 ฑ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北端 SR415 ԁ޸
824 Գᒕ൘ 1PEPDBSQVT ϚΩଐ 北 SR415 ൞಺
828 ؙଠࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 北部 SR415 埋土下半
831 ੡ࡐ൘ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 北端 SR415 ԣ൨͖
832 物ఈ൘ۂ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北端 SE416 埋土東端部 ఝ޸
833 物ఈ൘ۂ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 SE416 埋土土層ਤ͋Γ
834 物ఈ൘ۂ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北部 SE416 埋土下層
836 ು֖ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 北部 SE416 埋土下層 Գఈ͔
838 ԣ۳ DJTUZMJVN SBDFNPTVN SJFC. FU ;VDD. ΠεϊΩ 北 北端 SE416 埋土東端部
839 ശ物 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北部 SE416 埋土下層 ໦ఝ
840 ശ物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北部 SE416 埋土下層
841 ߌ $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 北部 SE416 埋土下層
844 Գᒕ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK501 ໼൘ঢ়࠶Ճ޻
846 ು֖ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK501 Գఈ͔
847 ು֖ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK501 Գఈ͔
848 ശ物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK501 ఝ޸
850 ᎬΓค໦ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK501 
851 下ବ 'SBYJOVT　 τωϦίଐ 北 SK501 ࣃࠩ

852
下ବ $FSDJEJQIZMMVN KBQPOJDVN SJFC. FU ;VDD. Χπϥ 北 SK501 ࣃࠩ
下ବ ࣃ 1 $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 SK501
下ବ ࣃ 2 $FSDJEJQIZMMVN KBQPOJDVN SJFC. FU ;VDD. Χπϥ 北 SK501

853 下ବ "CJFT Ϟϛଐ 北 SK501 ࿈ࣃ
855 ൘ࡐ 5PSSFZB OVDJGFSB SJFC. FU ;VDD. ΧϠ 北 SK501 ఝ޸
858 ࡐ֯ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK501 ఝ޸
859 ߌ $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 SK501 
862 下ବ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK608 北端石組಺ ࿈ࣃ　࿐地
863 下ବ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK608 北端 下層 ࿈ࣃ
864 ฑ $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 SK608 北端 下層
865 ࡼେث࣫ "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 SK608 ւ࿝ֆܥ಺੺৭ࠇ֎
866 उࢠ SDJBEPQJUZT WFSUJDJMMBUB SJFC. FU ;VDD. ί΢ϠϚΩ 北 SK608 北端石組಺
867 ࡼେث࣫ "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 SK510 中央部西دΓ ւ࿝ֆܥ಺੺৭ࠇ֎
868 物ఈ൘ۂ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK419 埋土 ֖　๽ॻ
869 उࢠ　 'BHVT ϒφଐ 北 SK419 埋土 ৭ࠇ
870 സ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK419 埋土
872 ൘ࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK419 埋土 ఝ޸
873 ࿶ث࣫ $BTUBOFB DSFOBUB SJFC. FU ;VDD. ΫϦ 北 北半 SK601 ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎
874 ๮ঢ়໦੡඼ DJPTQZSPT ΧΩϊΩଐ 北 SK464 Գ಺埋土
875 ృസ #BNCVTPJEFBF λέѥՊ 北 中央 SK449 Գ಺埋土 ੺৭ܥɾࠇ৭࣫
876 ൘ࡐ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 中央 上段 SK65
877 ೺ख 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 SK575 ໦ఝ
878 物ۂ PS Գఈ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK621
879 ࿶ث࣫ $PSOVT ϛζΩଐ 北 SK621 ੺৭࣫ܥ
880 下ବ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 SK621 ࿈ࣃ　ম͖ҹ
881 സ $IBNBFDZQBSJT PCUVTB EOEM. ώϊΩ 中央 SK736 Գ಺埋土
884 സ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 中央 SK736 Գ಺埋土
889 ੾࡬ $IBNBFDZQBSJT PCUVTB EOEM. ώϊΩ 中央 SK736 ಺部埋土埋Գ
890 ࡐ֯ 5PSSFZB OVDJGFSB SJFC. FU ;VDD. ΧϠ 中央 SK736 Գ಺埋土

892 Գఈ൘

$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736 Գ಺埋土 組Έ߹Θͤ
$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736
$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736
$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736
$SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736

893 Գᒕ൘ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 中央 SK736 Գ಺埋土
894 ൘ࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 中央 SK736 ಺部埋土
895 ൘ࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 中央 SK736 Գ಺埋土 ఝ޸
896 ൘ࡐ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 中央 SK736 Գ಺埋土 ఝ޸
897 埋Գ  249 ʙ 266 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 SK888 埋Գ組Έ上͛
8102 下ବ 1JOVT TVCHFO. DJQMPYZMPO Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ 北 北東 東半攪乱 機械 ࿈ࣃ　࿐地
8103 下ବ 5IVKPQTJT Ξεφϩଐ 北 北東 東半攪乱 機械 ࿈ࣃ
8105 ശ物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北東 東半攪乱 機械 ৭ࠇ
8108 Ճ޻൘ࡐ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB D.DPO εΪ 北 北東 東半攪乱 機械
8111 ࿶ث࣫ "FTDVMVT UVSCJOBUB #MVNF τνϊΩ 北 SK621 ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎
8112 ࿶ث࣫ $PSOVT ϛζΩଐ 北 SK621 ੺৭࣫ܥ
8113 ࿶ث࣫ ;FMLPWB TFSSBUB .BLJOP έϠΩ 北 表採 ੺৭࣫ܥ
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第̐図　日下部遺跡の木材ᶗ
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第̒図　日下部遺跡の木材ᶙ



83

㹕���ᮺ　ࣜࢡ

ᮨ���ᒓ　㹕ࢼࣈᏊ

ᶓ᩿面 ᨺᑕ᩿面 ᥋⥺᩿面

ᨺᑕ᩿面

᥋⥺᩿面ᨺᑕ᩿面ᶓ᩿面

0.1mm 0.1mm

0.1mm 0.1mmᶓ᩿面 ᥋⥺᩿面

0.1mm 0.1mm 0.1mm

0.1mm

0.1mm

⠇　㹕���⠂ࢹࢩࢾ࢖ᒓࢹࢩ࣐ࢡ
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第̔図　日下部遺跡の木材ᶛ
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第１０図　日下部遺跡の木材Ⅶ
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第７章　まとめ
（１）遺構について
　調査区は上段と下段に大きく分かれ、中世前半の遺構は上段に集中し、下段の北地区・中央地区に近

世の屋敷に関連した遺構が集中することがわかった。

　下段ではSR400を除くと多くが近世以降に作られた遺構であることがわかった。これらの近世の遺構

では、水路や溜井など排水・用水施設を上段や下段の縁辺部に配していることが伺われ、埋桶や柱穴な

どが集中する部分が屋敷の中心を占めている。中でも北地区と中央地区南半部に偏っており、おそらく

一～二軒程度の屋敷が建っていた可能性が推定できる。

　下段で検出された遺構はほとんどが近世のものであるが、18世紀後半以降の遺構は非常に浅くしか残

存していなかった。これはさらに後世に削平されたものと思われるが、16・17世紀までの遺構がより残

存していることから、発掘調査中には明確にできなかったが、一旦部分的に整地されていた可能性が考

えられる。特に下段北地区は湧水が著しく、SR415のような大規模な排水施設を構築すると同時に生活

面を嵩上げしていたのであろう。嵩上げした上面から掘り込まれた遺構は、それ以前の同種の遺構より

は浅い位置までしか掘削されなかったためであろう。

　検出された埋甕・埋桶には近世家屋に当然配置される便槽である便甕・便桶の性格を有するものがあ

ると思われる。桶が2基東西に並んで検出されたのは北地区の東端部のSK533・534やSK574・572であ

るが、これらには切り合いがあるようで、併置されたものではないようである。またやや大型の埋桶は

SK608の近く屋敷区画の南寄りに配されている。

　埋桶・埋甕から食事具（木製椀・箸・杓子・擂り粉木など）や文房具（水滴）が出土する状況は食器

を洗うなどの炊事や墨を擦る際の水を溜めていた水桶・水甕であった可能性が高いものと考えている。

　調査区内からある程度の瓦や塼が出土している。塼は南地区上段周辺に集中しており、瓦もその周辺

に多い。下段北地区からも出土するが、下段では積極的に瓦葺建物が存在した状況ではない。少なくと

も瓦葺建物を解体して、廃材を埋めたような様子ではなかった。

　上段の南地区や南西地区では、大歳神社の旧境内が検出された。北側の区画溝や整地層内からは16世

紀に遡る遺物が検出されているが、神社関連の施設は江戸時代のものとおもわれる。

（２）遺物から見た遺跡の変遷
　今回の調査地点は、日下部遺跡の中でも最も南に位置しており、日下部遺跡の中心を占める位置では

ない。河川と丘陵及び丘陵からの谷地形に囲まれた、比較的独立性のある地形内に立地する。

　今回の調査地点からは、縄文時代晩期・弥生時代中期・弥生時代終末期～古墳時代初頭・奈良時代・

平安時代末～鎌倉時代前半・室町時代後半・江戸時代前半・江戸時代後半とそれ以降の時期の遺物が出

土したが、遺構に伴い比較的まとまって出土したのは、平安時代末～鎌倉時代前半と室町時代後半・江

戸時代前半・江戸時代後半の時代である。

　日下部遺跡の他の調査地点で検出された弥生時代後期後半～古墳時代前期の竪穴住居や方形周溝墓、

古墳時代後期～7世紀の飛鳥時代頃の竪穴住居・掘立柱建物などは見つかっていない。

　縄文時代の土器は、西側の丘陵からの谷地形内から出土した1点のみ図化できた（第2図1）。縄文時

代晩期中葉の篠原式古段階にあたる。サヌカイト製の石鏃（S1）も同時代に属するものであろう。北摂
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の六甲山北側は同時期の遺跡の希薄な地域にあたり、資料を付け加えることとなった。

　弥生時代中期に属すると思われる土器片はわずかな出土である。また、弥生時代終末期～古墳時代初

頭の土器は流路（SR218）内からまとまって出土しているが、集落や墳墓が検出されたものではない。

古墳時代後期の土器片も数点出土しているが、調査区内に遺構は存在しておらず、西側の丘陵上に何ら

かの遺跡が存在していた可能性が高い。丘陵北側には大橋山古墳群が存在するが、今回の調査地点西側

ではすでに削平を受けて大きく失われており、本来ならば様々な時代の人々が痕跡を残していたことと

思われる。

　奈良時代から平安時代前半の土器もわずかで、後の時代の遺物とともに出土しているものがほとんど

である。日下部遺跡の北東にある日下部北遺跡では同時期の遺物が大量に出土している。

　平安時代末～鎌倉時代前半の時期には、掘立柱建物が建てられ人々が生活していた。復元できた建

物は周囲を攪乱されており全容は不明ながら、５×３間以上の規模をもつ。この時期には集石土坑

（SK224）や大規模な水路（SR400）が設けられている。土師器皿・堝、瓦器埦、須恵器埦・皿･鉢･

甕、白磁碗や青白磁小壺が出土している。西側の斜面を整地して経塚を構築したのもこの時期であろ

う。

　この日下部遺跡の南端にあった集落は、一旦途絶えるようである。13世紀後半～15世紀前半にかけて

の遺構・遺物はほとんど確認できない。その後、室町時代の後半に入って生活の痕跡が再び確認でき

る。但しこの時期の明瞭な遺構は不明である。土師器の煮炊具や東播系須恵器鉢、退化した蓮弁文の青

磁碗などが一定量出土している。

　続く戦国時代から江戸時代初期には、溝（SD59）や水溜状の石組土坑（SE465）など生活の痕跡が見

られ、明の青花磁器・ベトナム製陶器・胎土目唐津・絵唐津・初期伊万里など普通の農村集落では見か

けないような陶磁器が含まれている。中には天目茶埦や建水、花生など茶の湯の道具類が含まれている。

　17世紀中頃～後半になると土師器の煮炊具が炮烙形になり、丹波焼の擂鉢・甕が増える。護岸に石列

を配した大型の土坑（SK608）などはこの時期のものと思われ、そこから出土した一部の木製品もこの

時期に属する。備前焼は貯蔵具の大甕が少量入ってはいるが、擂鉢はほとんど見られない。

　17世紀後半～18世紀前半は、丹波焼などの在地産の土器が多く、一般の集落との差異は認めにくくな

る。

　18世紀後半～19世紀後半の時期には、一部に三田青磁などの在地の優品が見られるが、くらわんか茶

碗、広東碗など通有の肥前陶磁器が見られる。遺物量は減少し、調査区北端のSR415等からも出土する

が、南端の旧大歳神社境内に近い位置から出土する傾向が高い。瓦類が出土するのも上段の南地区や中

央地区が多く、塼を用いた建物などが神社に関連してあったのかもしれない。

　木製品・石製品・金属製品のほとんどは、経塚出土のものを除くと、近世後半の時期のものと思われ

る。食事具には漆器椀・大皿、箸、切匙、杓子、鍋蓋、擂り粉木、卸金、包丁など生活に密着したもの

が揃うが、漆器大皿など一般の家では見られないものも含まれる。この漆器大皿もよく使用されてお

り、各時期の擂鉢も非常に磨り減っていることからも、ここで生活する人数が多かったことを示してい

る。

　下駄も１軒の家としては多く見られ、焼き印の押された下駄も含まれており、多くの人間が出入りし

ていたことを想像させる。提灯の部品とした木製品も一般の農家ではなく商家や庄屋など格を表す、あ

るいは格上の者を迎えるような家に備わった品であろう。その反面、歯を補修した下駄や、補修したと

思われる桶の底板、丸太から切り出す製材途中の板材なども出土している。
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　水滴は文書を認めるための道具だが、石の硯は見つかっていない。砥石は非常に多い。

　明治時代の砥部焼の破片が調査区内の広い範囲で検出されており、明治時代以降に屋敷は廃され、整

地されて農地へとなったものと考えられる。

　以上のように遺物を中心に調査地点における遺跡の変遷を通観したが、考古学的に見て集落或いは屋

敷としてある程度定着し安定するのは、A.平安時代末から鎌倉時代初頭の時期と、B.戦国時代から江戸

時代初期にかけての２時期が挙げられる。

（３）周辺の状況
　三田盆地の南縁部に六甲山北麓から手の指のように広がる細長い開析谷。これらの狭小な谷内におい

て、古墳時代後期・飛鳥時代・奈良時代にかけて続々と入植が見られ、開発が進んでいく。その中で木

簡・墨書土器・硯や銙帯等が出土する遺跡があり、その地域の中核である官衙やそれに準ずる性格をも

つものと考えられ、一部の遺跡は後代へと継続している。

　その後、早くて平安時代中頃、多くは平安時代末～鎌倉時代にかけてさらに多くの場所に開発の手が

入り、所々に並立的に屋敷が構えられるようになる。荘園開発としての性格が附される小規模な屋敷や

集落は、平安時代末～鎌倉時代初頭の時期に面的に広がり、細かく分布するようになる。周辺には平安

時代中期に超大型の掘立柱建物を有する集落も存在し、他の地域を凌駕している。

　播磨や摂津における発掘調査例では、これらの荘園開発の背景には平家一族による所領掌握や、その

後の平家没官領に入部する関東武士の存在が考えられているが、検出遺構や出土遺物からはまだ裏付け

られてはいない。

　二郎宮ノ前遺跡では、9世紀までに一旦集落が途絶えるが、12世紀末頃に再び広い範囲に掘立柱建物

が建てられるようになる。13世紀後半にはそれまで並立的だった周辺の中小規模の建物が排除されて居

館と呼ばれる屋敷が成立している。これは15世紀中頃に突如姿を消す。

　八多川を遡ると、既に10世紀の後半に９×４間の四面庇の建物や、床面積が250㎡を超える８×５間

の大型の掘立柱建物が建てられる上小名田遺跡がある。この遺跡では平安時代末～鎌倉時代にはさらに

大型の掘立柱建物も建てられている。集落は鎌倉時代の中で収斂し、次に人々の生活の痕跡が現れるの

は近世になってからである。

　日下部遺跡の今回の調査区の集落も並立的なものの一つである。建物の規模も通有であり、上小名田

遺跡で検出された同時期の掘立柱建物に遠く及ばない。この比較的規模の小さい集落は長くは続かず、

おそらく二郎宮ノ前遺跡の居館に集約されていったのであろう。二郎宮ノ前遺跡との間には谷地形があ

り、今回の調査地点とは区切られているが、その生活領域は共通する。現在では二郎宮ノ前遺跡周辺の

水田には、両遺跡を隔てるこの谷を堰き止めた溜池の水が使われており、大規模な水路（SR400）を踏

襲すると考えられる現在の水路はより東側の田畑を潤している。有野川と西側の丘陵に挟まれた可耕地

の水利を管理する位置に今回検出された掘立柱建物は存在するが、二郎宮ノ前遺跡背後の山からの湧水

も発掘調査で検出された池や堀・溝によって利用されており、比較的水利には利便性が高く、水源地に

近い集落の優位性は高くはない。

　戦国時代、周辺にも戦乱の炎が及んでいる。有馬温泉の温泉城の戦（1540年）をはじめとする有馬氏

対別所氏の攻防。織田方の荒木村重の侵入（1574年）と村重の変心による三田城周辺の攻防（1578年）

や三木城攻め（1580年）など、それ以前からも直接、間接的に戦の影響は及んだことであろう。三田城
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跡の調査では城に係わる遺構が形成され始めるのが15世紀の後葉であり、廃城となるのが1633年の九鬼

氏入封時である。

　16世紀後半～17世紀初頭に明の青花や、ベトナム製陶器などの輸入陶磁器が出土する遺跡は限られて

いる。ベトナム製陶器が出土したのは、近隣では三田城跡などの城郭内の屋敷跡からであり、貿易都市

である堺では屋敷内の茶室といった極めて限られた場所からのみ出土している。

　唐津焼皿は二郎宮ノ前遺跡からも一定量出土しており、16世紀後半までの土師器や明青花も含まれる

が、今回調査分の日下部遺跡より少なく、遺構は激減する。八多中遺跡のカイモリ地区でも15世紀まで

継続するようである。宅原遺跡では16世紀に入っても園地など特殊な遺構をもち、集落は近世まで継続

している。

（４）日下部遺跡集落の画期
A.平安時代末から鎌倉時代初頭

　この時期は、日下部遺跡内や二郎宮ノ前遺跡で広い範囲に並立的に屋敷が営まれている状況が判明し

ている。周辺の三田盆地南縁部でもよく見られる状況であり、比較的短期間で消え去るものが多い。継

続して後代へ続く遺跡は限られており、園地などを有する居館を構成するようになる。

　日下部遺跡南端のこの屋敷では、掘立柱建物や土坑などがあり、スラッグなど鍛冶に関連した微細な

痕跡が観察できた。墓址は確認されていないが、背後の丘陵上に経塚を築いていることが特徴の一つで

ある。

　経塚は集石をもって塚を築いており、土師器筒形容器を経筒（もしくは有機質製の経筒の外容器）と

して用い、刀子（短刀）や鏃を入れ、銭貨を撒く所作を行っている。土師器筒形容器を経塚に用いる例

は、近隣では三田市下深田経塚が知られ、また丹後地方や但馬地方に多く見られるものである。

　副納品の鉄製武器を有しており、経巻の護持のために副納されたものであろう。雁股鏃は多くが鏑矢

として用いられており、神事における破魔の作法に使用される。雁股鏃は豊岡市田多地経塚や京都府私

市丸山経塚、静岡県堂ヶ谷経塚などでも出土しており、経典埋納前に一部が副納されたことがわかって

いる。出土した大型の雁股鏃は刃の部分が折れ曲がっており、堂ヶ谷経塚や兵庫県江ﾉ上経塚などで出

土した折り曲げられた太刀や短刀との共通性が見られる。

　経塚で銭貨が用いられる例はやや後出するようだが、新温泉町対田清水谷経塚などでは埋納の途中や

その最終段階で銭貨を撒くような所作が観察されている。今回検出された日下部経塚でも盗掘を被って

いるものの、経塚を造営する際の様々な所作が観察でき、新知見や類例の追加を行うことができた。

B.戦国時代から江戸時代初期

　出土遺物から見ると15世紀後半頃の土器が少量出土しており、16世紀に入って溝や溜井が設けられ、

同じ性格の遺構が重複、或いは近くに作り続けられていく様子が見られた。15世紀以降の状況は二郎宮

ノ前遺跡の集落・居館が廃絶するのに引き続いており、生活の場の移動とも捉えられる。

　また、伝承では大永年間（16世紀前半）にこの地に入り、17世紀末にも近隣の寺院に仏画を寄進する

ような有力者、宮崎弾正二郎広綱一族が二郎の地にいたとされ、文献によると大庄屋芝家が19世紀に二

郎に分家を立て、三田藩の御用を務める大家となっており、二郎の地に土豪・豪農と呼ぶことのできる

家があったことが知られており、両者は時期的に重複していないようである。

　それでは日下部遺跡の南端のここに居住した者の性格はあくまでも農民であるのか、それとも、例え
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ば湯山城や三田城を拠点としていた有馬氏や、近くの松原城に城郭を構えていたとされる松原氏の被官

となった地侍的な性格をもつものなのか。

　一般に中世後半期に新たに営まれる居住に関連した集落遺跡は、城館など時代的な背景を色濃く表し

た性格を有することが多くなるが、ここでは検出された遺構や出土遺物からはそのような状況は観察で

きない。遺跡の立地や周辺の状況として、今回の調査地点の東には有野川、西にSR400の流路や丘陵を

背負う防御的な立地を持つことと、背後の丘陵上に平坦面・堀切・竪堀・切岸・土塁・石塁等を備え

た、いわゆる小規模城館とされている「小坂砦」が存在することだけが、丘陵の麓に屋敷を構えた地侍

的な存在を想定させうる根拠となり、可能性はあまり高くはない。

　では、三田城等でも見られる肥前産の陶磁器や到来物の茶道具を有してここに居住していた家はどの

ような階層に属していたのであろうか。茶道具の所有であれば、武家だけではなく寺院や商家であって

も可能である。秀吉が逗留し茶会も開かれたであろう有馬温泉や、茶の湯に通じていたとされる荒木村

重一族が一時入っていた三田城が控え、丹波・但馬・播磨と畿内の都や港町を結んでいた街道筋にあた

るこの地は大きな流通の通過点であったことは想像に難くない。周辺部にまで力を及ぼしうる有力な農

民層の土豪が茶道具を有していたとしても、不思議ではない。

　六甲山北麓の内陸部にあたる近隣には、山田荘の栗花落家や上谷上の板屋家、有名な箱木の千年家な

どがあり、16世紀頃に次々と土地を手に入れて行くような古文書を残して、中世から続いてきた土豪と

も呼ぶことのできる有力者が存在している。少なくともこの場所にも土豪的な存在がおり、今回の調査

地点にその痕跡を残したものとすることは可能であろう。

　同じように文献や伝承と発掘調査が一致するような事例が、下宅原遺跡大前Ⅱ地区で行われている。

現在、宅原遺跡に包含されているが、江戸時代末期に当地方で私札を発行するなど、財力を誇った嶋屋

五兵衛の屋敷跡と伝承される所で、17世紀～19世紀にわたる陶磁器が多量に出土している。

　今後、三田城跡・淡河萩原城跡などと日下部遺跡や宅原遺跡・箱木千年家などの発掘調査資料を検討

することで、六甲山北麓における武士階級と土豪的階層の流通の偏位などが明らかにできるのではなか

ろうか。
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第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̍）

番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ

１ ୈ 2ਤ 55 ೄจ土ث ਂു （31.3） （8.9） - 1�12 - 上段 中央地区 SR81 攪乱མͪࠐ
Έ಺表採

２ 37 55 土ثࢣ খࡼ （11.2） （1.75） （8.0） 1�8 1�8
Ҏ下 下段 中央地区 SR400  ߔࢬ

ηΫγϣϯ
３ 37 55 土ثࢣ ࡼ （11.6） 2.3 （7.6） 1�4 1�4 下段 南地区 SR400 中層
４ 37 55 土ثࢣ ࡼ 13.2 2.25 - 5�6 ଘ׬ 下段 南地区 SR400 埋土 ൞Ҏ北
５ 37 55 土ثࢣ ࡼ （14.8） 3.1 - 1�8 - 下段 中央地区 SR400  南端 上層 攪乱ؚΉ

６ 37 56 土ثࢣ ᆗ （23.1） （9.1） - 1�6 - ମ部上半
1�6 下段 北地区 SR400 埋土

７ 37 56 土ثࢣ ᆗ ෆ໌ （6.3） - Θ͔ͣ - 下段 南地区 SR400 下層 ï 青灰
砂᛽）

８ 37 55 ث৭土ࠇ 㡜 - （1.25） （7.2） - 1�4 下段 南地区 SR400 埋土 ൞Ҏ北
９ 37 55 ثנ 㡜 - （1.0） 4.5 - 2�3 暗จ͋Γ 下段 南地区 SR400 埋土 ൞Ҏ北

10 37 56 ਢثܙ ᆀ # ֖ - （2.3） - - - ఱ井部 1�2
ͭ·Έ׬ଘ 下段 北地区

Ξθ南北 SR400 下層

11 37 56 ਢثܙ ᆀ " （11.9） 2.7 （8.0） 1�8 ऑ 1�4 ऑ ମ部 1�8 ऑ 下段 北地区 SR400 埋土

12 37 56 ਢثܙ ᆀ # - （3.3） （11.8） - 2�5 下段 北地区 SR400  北部 暗灰৭粘࣭
Ҏ下 下層෼

13 37 56 ਢثܙ ᆀ # - （4.2） （11.4） 1�4 -
ମ 部 下 半
1�4　 ߴ ୆
1�4

下段 北地区
Ξθ南北 SR400 下層

14 37 56 ਢثܙ 㡜 - （3.25） 6.0 - ଘ׬ 下段 南地区 SR400 上層 ࣸਅ
15 37 56 ਢثܙ 㡜 - （3.7） 7.2 - ଘ׬ 下段 中央地区 SR400
16 37 55 ਢثܙ 㡜 （15.3） 4.7 5.5 1�3 1�6 下段 中央地区中央 SR400 下層
17 37 57 ਢثܙ 㡜 （14.7） 4.75 （5.8） 1�6 3�4 下段 南地区 SR400 下層
18 37 57 ਢثܙ 㡜 （15.4） 5.0 5.4 1�3 1�2 ڧ 下段 中央地区南半 SR400 上層
19 37 57 ਢثܙ 㡜 （15.6） （4.45） （6.2） 1�8 Θ͔ͣ 下段 南地区 SR400 上層

20 37 57 ਢثܙ 㡜 （15.5） 5.0 （6.4） Θ͔ͣ 1�4 ମ部 1�4 下段 北地区
Ξθ南北 SR400 下層

21 37 57 ਢثܙ 㡜 （14.1） （4.05） （6.1） 2�5 1�3 ਤ上෮ݩ 下段 南地区 SR400 下層

22 37 55 ਢثܙ 㡜 （16.65） 4.85 6.3 1�5 ଘ׬ 下段 南地区 SR400  北半 下半෗২土
·͡ Γ砂

23 37 57 ਢثܙ 㡜 （16.0） 5.2 （7.3） 1�3 1�3 下段 中央地区中央 SR400 下層
24 37 57 ਢثܙ 㡜 （14.5） （4.7） 6.5 1�9 1�2 下段 南地区北ଆ SR400 上層࠷
25 37 55 ਢثܙ 㡜 （16.5） （5.05） 5.6 1�3 3�4 下段 北地区 SR400  北端
26 37 57 ਢثܙ 㡜 （16.8） 4.3 （6.4） 1�5 1�3 下段 北地区南端 SR400 中ɾ下層

27 37 57 ਢثܙ 㡜 （15.0） （4.0） （4.9） 1�5 Θ͔ͣ 下段 北地区 SR400
（SE938 下層）

28 37 55 ਢثܙ 㡜 （15.7） 3.7 （6.2） 2�5 1�2 下段 中央地区 SR400  ߔࢬ
29 37 55 ਢثܙ 㡜 - （2.9） （5.2） - 1�4 ๽ॻ͋Γ 下段 中央地区 SR400

30 37 55 ਢثܙ 㡜 - （1.3） （5.7） - 2�5 ๽ ॻʮτʯ͋
Γ 下段 南地区 SR400 中央部西؛

31 37 55 ਢثܙ খࡼ （7.3） 1.45 4.9 1�2 ଘ׬ 下段 中央地区　 SR400  ηΫ
γϣϯ

32 37 58 ਢثܙ ยുޱ （32.4） （9.9） - 1�8 Ҏ下 - 下段 北地区 SR400
33 37 58 ਢثܙ ፻ു （31.0） （6.5） - 1�8 - 下段 中央地区南半　SR400 下層

34 37 58 ਢثܙ ยޱ
፻ു

（32.6�
Ћ） （10.9） - - 1�4 ยޱ部࢒ଘ ୆ߴ 下段 北地区 SR400  北部 暗灰৭粘࣭

Ҏ下 下層෼

35 37 58 ਢثܙ ፻ു ෆ໌ （5.2） - Θ͔ͣ - 下段 南地区　 SR400 上層

36 37 58 ਢثܙ ᙈ （18.7） （4.4） - 1�4 - 下段 南地区　 SR400 下層（青灰
砂᛽）

37 37 58 ਢثܙ ᙈ （21.7） （5.1） - 1�4 - 下段 南地区　 SR400 中央部西؛

38 38 58 ແᬵಃث ᆵ （9.9） （21.8） - 1�3 - 肩部 1�7
ମ部 1�4

ϕτφϜ੡௕
಑ᆵ 下段 北地区南半 SR400  西肩 近世攪乱層 上層૬౰

39 38 58 ແᬵಃث ൫ （16.0） 3.45 （17.4） 1�2 1�3 ϕτφϜ੡͔ 下段 北地区南端 SR400 中ɾ下層

40 38 60 ແᬵಃث Ꭼു （30.8） （6.85） - 1�8 Ҏ下 ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 下段 中央地区北端 SR400 中ɾ下層

41 38 60 ແᬵಃث Ꭼു ෆ໌ （8.9） - ഁย - ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 下段 北地区南端 SR400 上層࠷

42 38 60 ແᬵಃث Ꭼു （31.4） （13.0） - 1�11 ऑ - ମ部 1�11
ऑ

୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 下段 北地区 SR400 埋土

43 38 59 ثᬵಃࢪ （ԑߔ）
ࡼ （11.7） （2.6） - 1�4 - ౜௡ম 下段 北地区南半 SR400  西肩 近世攪乱層 上層૬౰

44 38 58 ثᬵಃࢪ ࡼ （12.2） （4.1） 5.1 एׯ ଘ׬ ֆ౜௡ 下段 北地区南端 SR400 上層࠷

45 38 59 ثᬵಃࢪ （輪Ֆ）
ࡼ （10.4） （2.7） （5.7） 1�7 1�4 ඒೱম͔ 下段 北地区南端 SR400 上層࠷

46 38 58 ثᬵಃࢪ ࡼ （11.1） 2.7 （6.0） 3�7 1�2 井ਂޚ　໺ࢤ 下段 北地区 SR400
47 38 59 ന࣓ ࿸ （17.6） （2.7） - 1�12 - ԑۄ 下段 南地区 SR400 上層
48 38 59 ന࣓ ࿸ （15.6） （3.2） - 1�8 - ԑۄ 下段 中央地区 SR400  ߔࢬ
49 38 59 青࣓ ࿸ - （2.85） （4.7） - 3�5 ఈ部 下段 北地区南端 SR400 上層࠷

50 38 59 છ෇࣓ث ࿸ - （2.85） 5.25 - ଘ׬ 青Ֆ
͔༽ಙ௟ຽܠ 下段 北地区 SR400 南部 近世攪乱層

中
51 38 60 土ثࢣ খࡼ 6.7 1.65 - ܗ׬ ౮໌ࡼ 下段 北地区北東　 ྲྀ࿏ SR415
52 38 60 土ثࢣ খࡼ （8.9） 1.96 5.9 Θ͔ͣ ଘ׬ 下段 北地区北部 SR415 埋土下半 ൞ΑΓ東ଆ
53 38 61 土ثࢣ ᖷᖻ （30.2） （5.05） - 1�8 - 下段 北地区北東　 SR415
54 38 61 ແᬵಃث Ꭼു （28.0） （9.9） - 1�4 - ୮೾ম　۳ૈ 下段 北地区北東　 SR415 機械ؚΉ
55 38 61 ແᬵಃث Ꭼു （36.4）（16.35）（21.3） 1�6 1�8 ୮೾ম　۳ີ 下段 北地区北東　 SR415

56 38 60 ثᬵಃࢪ 㡜 （9.8） 5.4 4.0 2�5 ଘ׬΅΄ ౜௡ম 下段 北地区北端 SR415 南؛
ͷ上 ਓྗ

57 38 60 ແᬵಃث ᙈ 34.7 35.7 20.2 ଘ׬΅΄ ଘ׬ 埋ᙈ　಺面๽
ॻ　୮೾ম 下段 北地区 SK940 SR415 北肩

58 38 61 ਢثܙ 㡜 （15.5） （4.35） - 1�6 - 下段 南地区 SD114 南端

59 38 61 ثᬵಃࢪ ࡼ （10.3） 2.1 （5.6） Θ͔ͣ 1�4 ੉戸ඒೱ　ఱ
໨ᬵ 下段 南地区 SD94 埋土
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第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̍）

番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ

１ ୈ 2ਤ 55 ೄจ土ث ਂു （31.3） （8.9） - 1�12 - 上段 中央地区 SR81 攪乱མͪࠐ
Έ಺表採

２ 37 55 土ثࢣ খࡼ （11.2） （1.75） （8.0） 1�8 1�8
Ҏ下 下段 中央地区 SR400  ߔࢬ

ηΫγϣϯ
３ 37 55 土ثࢣ ࡼ （11.6） 2.3 （7.6） 1�4 1�4 下段 南地区 SR400 中層
４ 37 55 土ثࢣ ࡼ 13.2 2.25 - 5�6 ଘ׬ 下段 南地区 SR400 埋土 ൞Ҏ北
５ 37 55 土ثࢣ ࡼ （14.8） 3.1 - 1�8 - 下段 中央地区 SR400  南端 上層 攪乱ؚΉ

６ 37 56 土ثࢣ ᆗ （23.1） （9.1） - 1�6 - ମ部上半
1�6 下段 北地区 SR400 埋土

７ 37 56 土ثࢣ ᆗ ෆ໌ （6.3） - Θ͔ͣ - 下段 南地区 SR400 下層 ï 青灰
砂᛽）

８ 37 55 ث৭土ࠇ 㡜 - （1.25） （7.2） - 1�4 下段 南地区 SR400 埋土 ൞Ҏ北
９ 37 55 ثנ 㡜 - （1.0） 4.5 - 2�3 暗จ͋Γ 下段 南地区 SR400 埋土 ൞Ҏ北

10 37 56 ਢثܙ ᆀ # ֖ - （2.3） - - - ఱ井部 1�2
ͭ·Έ׬ଘ 下段 北地区

Ξθ南北 SR400 下層

11 37 56 ਢثܙ ᆀ " （11.9） 2.7 （8.0） 1�8 ऑ 1�4 ऑ ମ部 1�8 ऑ 下段 北地区 SR400 埋土

12 37 56 ਢثܙ ᆀ # - （3.3） （11.8） - 2�5 下段 北地区 SR400  北部 暗灰৭粘࣭
Ҏ下 下層෼

13 37 56 ਢثܙ ᆀ # - （4.2） （11.4） 1�4 -
ମ 部 下 半
1�4　 ߴ ୆
1�4

下段 北地区
Ξθ南北 SR400 下層

14 37 56 ਢثܙ 㡜 - （3.25） 6.0 - ଘ׬ 下段 南地区 SR400 上層 ࣸਅ
15 37 56 ਢثܙ 㡜 - （3.7） 7.2 - ଘ׬ 下段 中央地区 SR400
16 37 55 ਢثܙ 㡜 （15.3） 4.7 5.5 1�3 1�6 下段 中央地区中央 SR400 下層
17 37 57 ਢثܙ 㡜 （14.7） 4.75 （5.8） 1�6 3�4 下段 南地区 SR400 下層
18 37 57 ਢثܙ 㡜 （15.4） 5.0 5.4 1�3 1�2 ڧ 下段 中央地区南半 SR400 上層
19 37 57 ਢثܙ 㡜 （15.6） （4.45） （6.2） 1�8 Θ͔ͣ 下段 南地区 SR400 上層

20 37 57 ਢثܙ 㡜 （15.5） 5.0 （6.4） Θ͔ͣ 1�4 ମ部 1�4 下段 北地区
Ξθ南北 SR400 下層

21 37 57 ਢثܙ 㡜 （14.1） （4.05） （6.1） 2�5 1�3 ਤ上෮ݩ 下段 南地区 SR400 下層

22 37 55 ਢثܙ 㡜 （16.65） 4.85 6.3 1�5 ଘ׬ 下段 南地区 SR400  北半 下半෗২土
·͡ Γ砂

23 37 57 ਢثܙ 㡜 （16.0） 5.2 （7.3） 1�3 1�3 下段 中央地区中央 SR400 下層
24 37 57 ਢثܙ 㡜 （14.5） （4.7） 6.5 1�9 1�2 下段 南地区北ଆ SR400 上層࠷
25 37 55 ਢثܙ 㡜 （16.5） （5.05） 5.6 1�3 3�4 下段 北地区 SR400  北端
26 37 57 ਢثܙ 㡜 （16.8） 4.3 （6.4） 1�5 1�3 下段 北地区南端 SR400 中ɾ下層

27 37 57 ਢثܙ 㡜 （15.0） （4.0） （4.9） 1�5 Θ͔ͣ 下段 北地区 SR400
（SE938 下層）

28 37 55 ਢثܙ 㡜 （15.7） 3.7 （6.2） 2�5 1�2 下段 中央地区 SR400  ߔࢬ
29 37 55 ਢثܙ 㡜 - （2.9） （5.2） - 1�4 ๽ॻ͋Γ 下段 中央地区 SR400

30 37 55 ਢثܙ 㡜 - （1.3） （5.7） - 2�5 ๽ ॻʮτʯ͋
Γ 下段 南地区 SR400 中央部西؛

31 37 55 ਢثܙ খࡼ （7.3） 1.45 4.9 1�2 ଘ׬ 下段 中央地区　 SR400  ηΫ
γϣϯ

32 37 58 ਢثܙ ยുޱ （32.4） （9.9） - 1�8 Ҏ下 - 下段 北地区 SR400
33 37 58 ਢثܙ ፻ു （31.0） （6.5） - 1�8 - 下段 中央地区南半　SR400 下層

34 37 58 ਢثܙ ยޱ
፻ു

（32.6�
Ћ） （10.9） - - 1�4 ยޱ部࢒ଘ ୆ߴ 下段 北地区 SR400  北部 暗灰৭粘࣭

Ҏ下 下層෼

35 37 58 ਢثܙ ፻ു ෆ໌ （5.2） - Θ͔ͣ - 下段 南地区　 SR400 上層

36 37 58 ਢثܙ ᙈ （18.7） （4.4） - 1�4 - 下段 南地区　 SR400 下層（青灰
砂᛽）

37 37 58 ਢثܙ ᙈ （21.7） （5.1） - 1�4 - 下段 南地区　 SR400 中央部西؛

38 38 58 ແᬵಃث ᆵ （9.9） （21.8） - 1�3 - 肩部 1�7
ମ部 1�4

ϕτφϜ੡௕
಑ᆵ 下段 北地区南半 SR400  西肩 近世攪乱層 上層૬౰

39 38 58 ແᬵಃث ൫ （16.0） 3.45 （17.4） 1�2 1�3 ϕτφϜ੡͔ 下段 北地区南端 SR400 中ɾ下層

40 38 60 ແᬵಃث Ꭼു （30.8） （6.85） - 1�8 Ҏ下 ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 下段 中央地区北端 SR400 中ɾ下層

41 38 60 ແᬵಃث Ꭼു ෆ໌ （8.9） - ഁย - ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 下段 北地区南端 SR400 上層࠷

42 38 60 ແᬵಃث Ꭼു （31.4） （13.0） - 1�11 ऑ - ମ部 1�11
ऑ

୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 下段 北地区 SR400 埋土

43 38 59 ثᬵಃࢪ （ԑߔ）
ࡼ （11.7） （2.6） - 1�4 - ౜௡ম 下段 北地区南半 SR400  西肩 近世攪乱層 上層૬౰

44 38 58 ثᬵಃࢪ ࡼ （12.2） （4.1） 5.1 एׯ ଘ׬ ֆ౜௡ 下段 北地区南端 SR400 上層࠷

45 38 59 ثᬵಃࢪ （輪Ֆ）
ࡼ （10.4） （2.7） （5.7） 1�7 1�4 ඒೱম͔ 下段 北地区南端 SR400 上層࠷

46 38 58 ثᬵಃࢪ ࡼ （11.1） 2.7 （6.0） 3�7 1�2 井ਂޚ　໺ࢤ 下段 北地区 SR400
47 38 59 ന࣓ ࿸ （17.6） （2.7） - 1�12 - ԑۄ 下段 南地区 SR400 上層
48 38 59 ന࣓ ࿸ （15.6） （3.2） - 1�8 - ԑۄ 下段 中央地区 SR400  ߔࢬ
49 38 59 青࣓ ࿸ - （2.85） （4.7） - 3�5 ఈ部 下段 北地区南端 SR400 上層࠷

50 38 59 છ෇࣓ث ࿸ - （2.85） 5.25 - ଘ׬ 青Ֆ
͔༽ಙ௟ຽܠ 下段 北地区 SR400 南部 近世攪乱層

中
51 38 60 土ثࢣ খࡼ 6.7 1.65 - ܗ׬ ౮໌ࡼ 下段 北地区北東　 ྲྀ࿏ SR415
52 38 60 土ثࢣ খࡼ （8.9） 1.96 5.9 Θ͔ͣ ଘ׬ 下段 北地区北部 SR415 埋土下半 ൞ΑΓ東ଆ
53 38 61 土ثࢣ ᖷᖻ （30.2） （5.05） - 1�8 - 下段 北地区北東　 SR415
54 38 61 ແᬵಃث Ꭼു （28.0） （9.9） - 1�4 - ୮೾ম　۳ૈ 下段 北地区北東　 SR415 機械ؚΉ
55 38 61 ແᬵಃث Ꭼു （36.4）（16.35）（21.3） 1�6 1�8 ୮೾ম　۳ີ 下段 北地区北東　 SR415

56 38 60 ثᬵಃࢪ 㡜 （9.8） 5.4 4.0 2�5 ଘ׬΅΄ ౜௡ম 下段 北地区北端 SR415 南؛
ͷ上 ਓྗ

57 38 60 ແᬵಃث ᙈ 34.7 35.7 20.2 ଘ׬΅΄ ଘ׬ 埋ᙈ　಺面๽
ॻ　୮೾ম 下段 北地区 SK940 SR415 北肩

58 38 61 ਢثܙ 㡜 （15.5） （4.35） - 1�6 - 下段 南地区 SD114 南端

59 38 61 ثᬵಃࢪ ࡼ （10.3） 2.1 （5.6） Θ͔ͣ 1�4 ੉戸ඒೱ　ఱ
໨ᬵ 下段 南地区 SD94 埋土

番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ
60 39 62 土ثࢣ খࡼ （7.1） （1.6） - 1�2 1�2 下段 北地区北部 SE416 埋土 ൞ͷ西ଆ

61 39 62 土ثࢣ ࡼ 10.2 1.9 6.4 1�2 1�2 ౮໌ࡼ 下段 北地区 SE416 埋土下層
石組井戸

62 39 62 ແᬵಃث Ꭼു （32.6）（12.85） - 1�4 ऑ - ୮೾ম　۳ૈ 下段 北地区北端 SE416 埋土 東端෇近
63 39 62 ثᬵಃࢪ ؙ࿸ 8.8 6.5 4.6 1�4 ܽଛ ଘ׬ ఱ໨䉼 下段 北地区北端 SE416 埋土 東端෇近
64 39 62 ثᬵಃࢪ 㡜 （11.7） （7.4） （5.5） 1�7 2�5 ͔ܥমژ 下段 北地区北部 SE416 埋土

65 39 62 છ෇࣓ث ࡼ 13.34 2.92 6.14 1�2 ڧ ଘ׬ ମ部 1�2 ڧ 下段 北地区 SE416 埋土下層
石組井戸

66 39 62 છ෇࣓ث ࿸ 10.15 4.95 4.3 1�6 ܽଛ ଘ׬ ೾࢈ݟࠤ 下段 北地区北端 SE416 埋土 東端෇近

67 39 62 ثᬵಃࢪ ࡼ 11.4 3.1 4.5 ଘ׬΅΄ ଘ׬΅΄ ౜௡ম 下段 北地区 SK465 石組಺ܗํ
埋土

68 39 62 ثᬵಃࢪ 㡜 （9.5） 5.45 4.5 1�3 ଘ׬ ౜௡ম 下段 北地区 SK465 石組಺ܗํ
埋土

69 39 63 土ثࢣ ᆗ （16.2） （4.95） - 1�5 - ೻ຏ͔ܕ 下段 北地区南部 SK608 集石部෼

70 39 63 土ثࢣ ᖷᖻ （25.8） （5.2） - 1�12 - λλΩ 下段 北地区 SK608 北端
集石 下層

71 39 63 土ثࢣ Ӌז （33.5） （6.55） ௳径
（42.3） 1�8 ௳ 1�6 下段 北地区 SK608 西肩 石ྻ

72 39 63 ແᬵಃث ยޱ
Ꭼു （32.8）（17.75）（15.0） 1�4 1�2 ୮೾ম　۳ૈ 下段 北地区 SK608 北端 石組಺

73 39 63 ແᬵಃث ൫ （49.8） （6.2） （36.0） 1�18 1�4 ऑ ୮೾ম 下段 北地区南部 SK608 集石部෼

74 39 63 ثᬵಃࢪ ࡼ （11.8） 2.7 4.0 1�2 ଘ׬ ౜௡ম 下段 北地区 SK608 北端
集石 下層

75 39 63 ثנ 㡜 - （0.9） （4.6） - 1�4 ๽ॻ͋Γ 下段 北地区 SK510 Ұ段下͛
76 39 63 土ثࢣ খࡼ 8.3 1.65 4.05 4�5 ଘ׬΅΄ 下段 北地区 SK404 埋土
77 39 64 ثנ 㡜 （11.3） （3.8） - 1�4 - 下段 北地区 SK578 SR400 肩上
78 39 63 土ثࢣ খࡼ 6.9 1.4 - ܗ׬΅΄ 下段 北地区 SK621
79 39 63 土ثࢣ খࡼ （8.2） （2.15） - 1�2 - 下段 北地区 SK621
80 39 64 土ثࢣ ᖷᖻ （27.8） （6.5） - 1�2 ऑ - 下段 北地区 SK621
81 39 64 土ثࢣ ᖷᖻ （26.0） （7.0） - 1�2 下段 北地区 SK621

82 39 65 ثᬵಃࢪ ࡼ （12.1） 3.3 5.0 1�2 ڧ ଘ׬΅΄ 砂໨੻　౜௡
ম 下段 北地区 SK503

83 40 65 ث土࣭נ Ӌז （17.3） （4.75） ௳径
（22.3） 1�9 - ௳ 1�5 下段 中央地区 SK908

84 40 65 ແᬵಃث ยޱ
Ꭼു （28.6） 15.0 （12.2） 1�8 Θ͔ͣ ୮ ೾ ম　1 ຊ

Ҿ͖ 下段 北地区 SK575
（南東）

85 40 65 ثᬵಃࢪ ͻ͞͝
ᆵܗ - （7.1） - - - ମ部ͷΈ

1�3 ୮೾ম 下段 北地区中央 SK449 Գ಺埋土

86 40 65 છ෇࣓ث ࿸ （8.6） 6.5 4.1 Θ͔ͣ ଘ׬ ମ部 1�2 下段 南地区 SE189

87 40 65 青࣓ ࿸ - （3.2） 5.2 - ଘ׬΅΄ ΅΄　୆ߴ
ଘ׬ 下段 中央地区 S1720 掘ํ

88 40 65 ແᬵಃث ᙈ - （51.1）（20.1） - ଘ׬
ମ部上半
2�3
下半׬ଘ

埋ᙈ　୮೾ম
ෲ径（57.6）DN 下段 中央地区 SK739

89 40 65 ث࣓ ᱻᚮ - （0.65） ௕ 10.5　
୹ 5.5 - ଘ׬΅΄ ఈ部Ҏ֎͸

શܽ
ପԁܗ　๽ॻ
͋Γ 下段 中央地区 SK739 ᙈ಺埋土

90 41 66 ແᬵಃث ᙈ （48.2） 62.8 22.3 1�3 एܽׯଛ 埋ᙈ　近世େ
୩ম 下段 北地区 SK435

91 41 66 ثᬵಃࢪ ᙈ （36.4） （35.3） - 1�5 - 埋ᙈ　୮೾ম 下段 中央地区 SK736 ಺部埋土 埋Գ
92 41 66 土ثࢣ ࡼ （10.8） （1.9） - 1�4 - ౮໌ࡼ 下段 中央地区 SK736 ಺部埋土 埋Գ
93 42 67 ਢثܙ ᆀ （13.3） 4.5 6.3 1�2 4�5 下段 北地区北部 遺構ݕग़中

94 42 67 ثᬵಃࢪ ࡼ （10.6） （3.15） （5.6） 1�4 1�2 ౜௡ম　碁ਠ
ఈ　଻土໨ 下段 北地区 機械

95 42 67 ثᬵಃࢪ ఱ໨
஡㡜 （11.2） （6.25） - 1�2 एׯ ະ੡඼͔

੉戸ඒೱܥ 下段 北地区南端　 ਓྗ

96 42 67 ثᬵಃࢪ （ԑߔ）
ࡼ - （3.95） （5.5） - 3�4 ౜௡ম 下段 北地区北半 機械

97 42 66 ثᬵಃࢪ ͻ͞͝
ᆵܗ 3.5 （9.2） - 1�2 - ୮೾ম͔ 下段 北地区 東北部遺物

集中地点

98 42 67 ثᬵಃࢪ ᱻᚮ - 3.4 - Θ͔ͣ 1�4 下段 北地区 東北部遺物
集中地点

99 42 66 ແᬵಃث ൫ PS ു （33.6） （6.5） （23.4） 1�6 1�8 ୮೾ম 下段 北地区 東北部遺物
集中地点

100 42 67 ثᬵಃࢪ ࡼ （15.16） 4.4 （3.8） 1�12 3�4 ౜௡ম　碁ਠ
ఈ　଻土໨੻ 下段 北地区南端 ਓྗ

101 42 66 ແᬵಃث ᙈ （58.6） （75.8） ෲ径
（72.6） ଘ׬΅΄ શܽ

ମ部上半΄
ଘ　下׬΅
半ए࢒ׯଘ

砥部ম（近୅）下段 北地区 東半攪乱 機械ɾSD94

102 43 68 ໻ੜ土ث ᆵ 13.6 28.85 4.25 2�3 ଘ׬ 上段 北地区 SR218 南肩 Ґஔਤ͋Γ
103 43 68 ໻ੜ土ث ᆵ 12.2 （10.5） - ଘ׬΅΄ - 肩部 1�4 上段 北地区 SR218 中央部西؛

104 43 68 ໻ੜ土ث ᆵ - （15.9） ෲ径
（23.4） - 1�2 上段 北地区東端　 SR218 東端 下砂᛽層࠷

௚下 Ґஔਤ͋Γ

105 43 68 ໻ੜ土ث ᆵ （11.8） （3.8） - 1�4 - 上段 北地区北部 SR218 灰৭砂࣭ 中層下部
106 43 68 ໻ੜ土ث ᆵ 26.4 （9.9） - 1�2 ڧ - ᰍ部׬ଘ 上段 北地区北部 SR218 ಺ Ґஔਤ͋Γ
107 43 68 ໻ੜ土ث ᙈ （12.6） （7.75） - 1�3 ऑ - 上段 北地区北部 SR218 ಺ Ґஔਤ͋Γ
108 43 68 ໻ੜ土ث ᙈ （13.5） （3.55） - 1�8 上段 北地区東端　 SR218 東半 砂᛽層
109 43 68 ໻ੜ土ث ᆀߴ （22.5） （3.95） - 1�9 - 上段 北地区北部 SR218 灰৭砂࣭ 中層下部

110 43 68 ໻ੜ土ث ᆀߴ PS
୆෇ു （10.7） 8.75 （15.6） 1�2 1�4 上段 北地区北部 SR218 ಺ Ґஔਤ͋Γ

111 43 68 ໻ੜ土ث ു （27.5） （7.65） - 1�7 - 上段 北地区北部 SR218 ಺ Ґஔਤ͋Γ
112 43 68 ໻ੜ土ث ఈ部 - （5.2） （5.1） - 2�3 ᆵ 上段 北地区 SR218

113 43 68 ໻ੜ土ث ఈ部 - （2.95） 5.5 - ଘ׬΅΄ 上段 北地区北部 ೕ灰৭γϧ
τ

東西αϒτ
Ϩ

114 43 68 ໻ੜ土ث ఈ部 - （2.15） （4.6） - 1�3 ᙈ 上段 北地区 SR218
115 43 68 ໻ੜ土ث ఈ部 - （2.3） （3.15） - 3�4 ᆵ 上段 北地区 SR218 ఈͷ砂᛽層 東半部ͷΈ

第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̎）
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番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ
116 43 68 ໻ੜ土ث ఈ部 - （1.85） （5.2） - 1�3 上段 北地区北部 SR218 灰৭砂࣭ 中層下部

117 43 69 ਢثܙ ᆀɾߴ
୆෇ു （10.2） （3.6） - 1�2 - 上段 北地区 SD363（北）

118 43 69 ਢثܙ ፻ു （29.0） （6.2） - 1�10 - 上段 北地区 SK220 灰׊৭埋土
119 43 69 ਢثܙ 㡜 （15.6） 5.45 （6.7） 1�5 एׯ ମ部 1�5 上段 北地区 SK323
120 43 69 ثנ 㡜 - （1.1） 4.8 - एܽׯଛ 暗จ͋Γ 上段 北地区南端 S1313 பࠟ上部
121 43 69 ਢثܙ ยുޱ （35.8）（11.45） - 1�6 - 上段 北地区 S1335 பࠟ
122 44 69 ਢثܙ 㡜 （15.7） 4.9 （6.9） 1�4 1�2 ମ部 1�4 ऑ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ

123 44 69 ਢثܙ 㡜 16.5 4.7 6.1 2�3 ଘ׬ ମ部΄΅׬
ଘ 上段 北地区 SK224 北半部

124 44 70 ਢثܙ 㡜 （15.5） （4.45） （5.1） 1�7 1�4 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
125 44 69 ਢثܙ 㡜 16.2 5.05 5.7 3�4 ଘ׬ 上段 北地区 SK224 北半部
126 44 69 ਢثܙ 㡜 15.8 4.95 5.8 Ұ部ܽଛ ଘ׬ 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
127 44 69 ਢثܙ 㡜 16.3 4.9 5.6 4�5 ଘ׬ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
128 44 69 ਢثܙ 㡜 16.6 5.05 （7.2） 4�5 1�2 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
129 44 69 ਢثܙ 㡜 15.84 4.9 6.3 1�2 ڧ ଘ׬ ମ部 1�2 ڧ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
130 44 70 ਢثܙ 㡜 15.5 4.7 6.3 1�2 ڧ 1�2 ڧ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
131 44 70 ਢثܙ 㡜 （15.9） 4.8 （4.9） 2�5 1�4 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
132 44 70 ਢثܙ 㡜 16.0 4.75 5.5 ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
133 44 70 ਢثܙ 㡜 15.1 4.7 6.15 ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
134 44 70 ਢثܙ 㡜 （16.3） （4.6） （6.3） 1�4 एׯ 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
135 44 70 ਢثܙ 㡜 15.9 4.7 6.3 1�2 ଘ׬ ମ部 1�2 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
136 44 70 ਢثܙ 㡜 （15.8） （4.7） （5.8） 1�2 ऑ एׯ 上段 北地区 SK224 北半部
137 44 70 ਢثܙ 㡜 （16.3） 4.75 （6.6） Θ͔ͣ 1�2 ऑ ମ部 1�4 ऑ 上段 北地区 SK224 北半部
138 44 70 ਢثܙ 㡜 （16.5） （4.75） （5.8） 2�5 2�3 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
139 44 70 ਢثܙ 㡜 16.65 4.7 5.9 3�4 ଘ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 埋土下層
140 44 70 ਢثܙ 㡜 15.3 4.7 6.85 ܗ׬ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
141 44 70 ਢثܙ 㡜 （15.6） 4.5 （5.5） 1�4 ڧ 1�2 ڧ ମ部 1�4 ڧ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
142 44 70 ਢثܙ 㡜 （16.1） （4.55） （6.4） 1�7 2�3 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
143 44 70 ਢثܙ 㡜 16.15 4.4 5.9 4�5 ଘ׬ 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
144 44 70 ਢثܙ 㡜 16.1 4.5 6.05 1�2 ڧ 3�4 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
145 44 71 ਢثܙ 㡜 （15.7） （4.25） （6.0） 1�10 1�2 上段 北地区 SK224
146 44 71 ਢثܙ 㡜 （15.4） （4.15） （5.8） 1�6 1�4 上段 北地区 SK224 北半部
147 44 71 ਢثܙ 㡜 （16.0） （4.2） - 1�6 - 上段 北地区 SK224 埋土下層
148 44 71 ਢثܙ 㡜 （15.8） （4.0） - 1�3 - ମ部 1�3 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
149 44 71 ਢثܙ ፻ു （27.6） 10.7 （8.5） 1�4 ऑ Θ͔ͣ ମ部 1�4 ऑ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
150 44 71 ਢثܙ ു （32.6） （4.4） - 1�8 Ҏ下 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
151 45 71 土ثࢣ খࡼ （7.7） 1.9 （6.6） 1�6 3�4 上段 北地区 SK224 北半部
152 45 71 土ثࢣ খࡼ （7.8） 1.45 - 1�5 ଘ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
153 45 72 土ثࢣ খࡼ 7.6 1.7 - 1�4 1�4 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ

154 45 71 土ثࢣ খࡼ 8.1 1.6 6.7 Θ͔ͣʹ
ܽ ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 北半部

155 45 71 土ثࢣ খࡼ （8.2） 1.6 6.8 3�4 11�12 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
156 45 71 土ثࢣ খࡼ （8.2） 1.35 （7.1） 1�8 ڧ 1�2 上段 北地区 SK224 北半部
157 45 71 土ثࢣ খࡼ 7.45 1.4 - ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 ఈ近͘ Ґஔਤ͋Γ
158 45 71 土ثࢣ খࡼ 7.6 1.7 - ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 北半部
159 45 71 土ثࢣ খࡼ 8.25 1.75 - ܗ׬ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
160 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.2） （1.35） - 2�5 2�5 上段 北地区 SK224 埋土下層
161 45 71 土ثࢣ খࡼ 8.2 （1.4） 7.1 2�3 2�3 上段 北地区 SK224 北半部
162 45 71 土ثࢣ খࡼ （8.2） 1.3 （6.8） 1�3 1�3 上段 北地区 SK224 北半部
163 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.4） 1.25 - 1�4 1�3 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
164 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.4） 1.3 - Θ͔ͣ ଘ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
165 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.4） （1.4） - 1�8 1�8 Ҏ下 上段 北地区 SK224 埋土下層
166 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.4） （1.2） - 1�5 1�8 Ҏ下 上段 北地区 SK224 埋土下層
167 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.7） （1.4） - 1�2 1�2 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
168 45 71 ਢثܙ খࡼ （8.0） 1.15 5.6 1�4 7�8 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
169 45 71 ਢثܙ খࡼ 7.65 1.45 4.9 ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
170 45 71 ਢثܙ খࡼ 8.35 1.4 （5.65） 2�3 ଘ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ

171 45 73 土ثࢣ ᆗ 25.6 （14.9） - 6�7 - ମ部上半
3�4 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ

172 45 71 土ثࢣ ᆗ （25.2） （10.5） - Θ͔ͣ - 肩部 1�4 上段 北地区 SK224 北半部
173 45 72 土ثࢣ ᆗ （26.8） （11.4） - 1�2 एׯ 肩部 1�4 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
174 45 71 土ثࢣ ᆗ PS ᙈ （20.6） （4.8） - 1�4 - 上段 北地区 SK224
175 45 73 ثנ 㡜 （13.9） （5.1） - 3�5 - 暗จ͋Γ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
176 45 73 ثנ 㡜 - （1.6） （4.8） - 1�3 ୆ߴ 1�2 暗จ͋Γ 上段 北地区 SK224
177 45 73 ثנ 㡜 - （1.7） （4.7） - 1�4 暗จ͋Γ 上段 北地区 SK224

178 45 73 青ന࣓ খᆵ - （2.3） （3.95） - 1�3 ମ部下半
1�8 上段 北地区 SK224 北半部

179 45 73 ന࣓ ࿸ - （2.1） （5.65） - 1�3 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
180 45 73 土੡඼ 土਴ ௕ 3.75 ෯ 1.01 ܗ׬΅΄ 径޸ 0.25DN 上段 北地区 SK224 北半部

181 45 74 ແᬵಃث Ꭼു （39.3） 13.75 （22.4） Θ͔ͣ Θ͔ͣ ෆ઀߹ഁย
（ԑޱ）

୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 北地区 SD273（西）

182 45 74 ແᬵಃث Ꭼു - （5.9） （13.2） - 1�8 ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 北地区 SD273（西）

183 45 73 ثᬵಃࢪ 㡜 - （4.9） （4.4） - 3�4 上段 北地区 SD273（東）
184 45 74 土ثࢣ ᆗ （20.7） （7.15） - 1�4 - 上段 北地区 SD273  Ξθ

185 45 74 ਢثܙ ᆵޱ޿ - （4.8） - - - ᰍ ʙ 肩 部
1�6 上段 北地区 SE362

186 45 73 ແᬵಃث ՐೖΕ 9.8 5.5 8.0 ܗ׬ ୮೾ম 上段 北地区 SE362

187 45 74 ແᬵಃث Ꭼു ෆ໌ （5.4） - Θ͔ͣ - ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 北地区 SE368 下半部（砂

層౳）
ηΫγϣϯ
಺

第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̏）
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番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ
116 43 68 ໻ੜ土ث ఈ部 - （1.85） （5.2） - 1�3 上段 北地区北部 SR218 灰৭砂࣭ 中層下部

117 43 69 ਢثܙ ᆀɾߴ
୆෇ു （10.2） （3.6） - 1�2 - 上段 北地区 SD363（北）

118 43 69 ਢثܙ ፻ു （29.0） （6.2） - 1�10 - 上段 北地区 SK220 灰׊৭埋土
119 43 69 ਢثܙ 㡜 （15.6） 5.45 （6.7） 1�5 एׯ ମ部 1�5 上段 北地区 SK323
120 43 69 ثנ 㡜 - （1.1） 4.8 - एܽׯଛ 暗จ͋Γ 上段 北地区南端 S1313 பࠟ上部
121 43 69 ਢثܙ ยുޱ （35.8）（11.45） - 1�6 - 上段 北地区 S1335 பࠟ
122 44 69 ਢثܙ 㡜 （15.7） 4.9 （6.9） 1�4 1�2 ମ部 1�4 ऑ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ

123 44 69 ਢثܙ 㡜 16.5 4.7 6.1 2�3 ଘ׬ ମ部΄΅׬
ଘ 上段 北地区 SK224 北半部

124 44 70 ਢثܙ 㡜 （15.5） （4.45） （5.1） 1�7 1�4 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
125 44 69 ਢثܙ 㡜 16.2 5.05 5.7 3�4 ଘ׬ 上段 北地区 SK224 北半部
126 44 69 ਢثܙ 㡜 15.8 4.95 5.8 Ұ部ܽଛ ଘ׬ 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
127 44 69 ਢثܙ 㡜 16.3 4.9 5.6 4�5 ଘ׬ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
128 44 69 ਢثܙ 㡜 16.6 5.05 （7.2） 4�5 1�2 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
129 44 69 ਢثܙ 㡜 15.84 4.9 6.3 1�2 ڧ ଘ׬ ମ部 1�2 ڧ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
130 44 70 ਢثܙ 㡜 15.5 4.7 6.3 1�2 ڧ 1�2 ڧ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
131 44 70 ਢثܙ 㡜 （15.9） 4.8 （4.9） 2�5 1�4 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
132 44 70 ਢثܙ 㡜 16.0 4.75 5.5 ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
133 44 70 ਢثܙ 㡜 15.1 4.7 6.15 ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
134 44 70 ਢثܙ 㡜 （16.3） （4.6） （6.3） 1�4 एׯ 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
135 44 70 ਢثܙ 㡜 15.9 4.7 6.3 1�2 ଘ׬ ମ部 1�2 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
136 44 70 ਢثܙ 㡜 （15.8） （4.7） （5.8） 1�2 ऑ एׯ 上段 北地区 SK224 北半部
137 44 70 ਢثܙ 㡜 （16.3） 4.75 （6.6） Θ͔ͣ 1�2 ऑ ମ部 1�4 ऑ 上段 北地区 SK224 北半部
138 44 70 ਢثܙ 㡜 （16.5） （4.75） （5.8） 2�5 2�3 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
139 44 70 ਢثܙ 㡜 16.65 4.7 5.9 3�4 ଘ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 埋土下層
140 44 70 ਢثܙ 㡜 15.3 4.7 6.85 ܗ׬ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
141 44 70 ਢثܙ 㡜 （15.6） 4.5 （5.5） 1�4 ڧ 1�2 ڧ ମ部 1�4 ڧ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
142 44 70 ਢثܙ 㡜 （16.1） （4.55） （6.4） 1�7 2�3 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
143 44 70 ਢثܙ 㡜 16.15 4.4 5.9 4�5 ଘ׬ 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
144 44 70 ਢثܙ 㡜 16.1 4.5 6.05 1�2 ڧ 3�4 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
145 44 71 ਢثܙ 㡜 （15.7） （4.25） （6.0） 1�10 1�2 上段 北地区 SK224
146 44 71 ਢثܙ 㡜 （15.4） （4.15） （5.8） 1�6 1�4 上段 北地区 SK224 北半部
147 44 71 ਢثܙ 㡜 （16.0） （4.2） - 1�6 - 上段 北地区 SK224 埋土下層
148 44 71 ਢثܙ 㡜 （15.8） （4.0） - 1�3 - ମ部 1�3 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
149 44 71 ਢثܙ ፻ു （27.6） 10.7 （8.5） 1�4 ऑ Θ͔ͣ ମ部 1�4 ऑ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
150 44 71 ਢثܙ ു （32.6） （4.4） - 1�8 Ҏ下 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
151 45 71 土ثࢣ খࡼ （7.7） 1.9 （6.6） 1�6 3�4 上段 北地区 SK224 北半部
152 45 71 土ثࢣ খࡼ （7.8） 1.45 - 1�5 ଘ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
153 45 72 土ثࢣ খࡼ 7.6 1.7 - 1�4 1�4 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ

154 45 71 土ثࢣ খࡼ 8.1 1.6 6.7 Θ͔ͣʹ
ܽ ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 北半部

155 45 71 土ثࢣ খࡼ （8.2） 1.6 6.8 3�4 11�12 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
156 45 71 土ثࢣ খࡼ （8.2） 1.35 （7.1） 1�8 ڧ 1�2 上段 北地区 SK224 北半部
157 45 71 土ثࢣ খࡼ 7.45 1.4 - ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 ఈ近͘ Ґஔਤ͋Γ
158 45 71 土ثࢣ খࡼ 7.6 1.7 - ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 北半部
159 45 71 土ثࢣ খࡼ 8.25 1.75 - ܗ׬ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
160 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.2） （1.35） - 2�5 2�5 上段 北地区 SK224 埋土下層
161 45 71 土ثࢣ খࡼ 8.2 （1.4） 7.1 2�3 2�3 上段 北地区 SK224 北半部
162 45 71 土ثࢣ খࡼ （8.2） 1.3 （6.8） 1�3 1�3 上段 北地区 SK224 北半部
163 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.4） 1.25 - 1�4 1�3 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
164 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.4） 1.3 - Θ͔ͣ ଘ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
165 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.4） （1.4） - 1�8 1�8 Ҏ下 上段 北地区 SK224 埋土下層
166 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.4） （1.2） - 1�5 1�8 Ҏ下 上段 北地区 SK224 埋土下層
167 45 72 土ثࢣ খࡼ （8.7） （1.4） - 1�2 1�2 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
168 45 71 ਢثܙ খࡼ （8.0） 1.15 5.6 1�4 7�8 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
169 45 71 ਢثܙ খࡼ 7.65 1.45 4.9 ܗ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 灰׊৭埋土 南半部
170 45 71 ਢثܙ খࡼ 8.35 1.4 （5.65） 2�3 ଘ׬΅΄ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ

171 45 73 土ثࢣ ᆗ 25.6 （14.9） - 6�7 - ମ部上半
3�4 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ

172 45 71 土ثࢣ ᆗ （25.2） （10.5） - Θ͔ͣ - 肩部 1�4 上段 北地区 SK224 北半部
173 45 72 土ثࢣ ᆗ （26.8） （11.4） - 1�2 एׯ 肩部 1�4 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
174 45 71 土ثࢣ ᆗ PS ᙈ （20.6） （4.8） - 1�4 - 上段 北地区 SK224
175 45 73 ثנ 㡜 （13.9） （5.1） - 3�5 - 暗จ͋Γ 上段 北地区 SK224 Ґஔਤ͋Γ
176 45 73 ثנ 㡜 - （1.6） （4.8） - 1�3 ୆ߴ 1�2 暗จ͋Γ 上段 北地区 SK224
177 45 73 ثנ 㡜 - （1.7） （4.7） - 1�4 暗จ͋Γ 上段 北地区 SK224

178 45 73 青ന࣓ খᆵ - （2.3） （3.95） - 1�3 ମ部下半
1�8 上段 北地区 SK224 北半部

179 45 73 ന࣓ ࿸ - （2.1） （5.65） - 1�3 上段 北地区 SK224 埋土下半 ఈ·Ͱ
180 45 73 土੡඼ 土਴ ௕ 3.75 ෯ 1.01 ܗ׬΅΄ 径޸ 0.25DN 上段 北地区 SK224 北半部

181 45 74 ແᬵಃث Ꭼു （39.3） 13.75 （22.4） Θ͔ͣ Θ͔ͣ ෆ઀߹ഁย
（ԑޱ）

୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 北地区 SD273（西）

182 45 74 ແᬵಃث Ꭼു - （5.9） （13.2） - 1�8 ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 北地区 SD273（西）

183 45 73 ثᬵಃࢪ 㡜 - （4.9） （4.4） - 3�4 上段 北地区 SD273（東）
184 45 74 土ثࢣ ᆗ （20.7） （7.15） - 1�4 - 上段 北地区 SD273  Ξθ

185 45 74 ਢثܙ ᆵޱ޿ - （4.8） - - - ᰍ ʙ 肩 部
1�6 上段 北地区 SE362

186 45 73 ແᬵಃث ՐೖΕ 9.8 5.5 8.0 ܗ׬ ୮೾ম 上段 北地区 SE362

187 45 74 ແᬵಃث Ꭼു ෆ໌ （5.4） - Θ͔ͣ - ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 北地区 SE368 下半部（砂

層౳）
ηΫγϣϯ
಺

第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̏）

番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ

188 46 74 土ثࢣ Ӌז （27.3） （6.8） ௳径
（29.2） एׯ 1�18 上段 北地区西半 ਓྗ

189 46 74 土ثࢣ ᆗ （20.6） （6.5） ෲ径
（23.0） 1�9 - 上段 北地区　南半 機械

190 46 74 土ثࢣ ᆗ ෆ໌ （5.25） - Θ͔ͣ - 上段 北地区　北半 ਓྗ２ճ໨

191 46 74 ਢثܙ 㡜 - （3.55） 6.25 - ଘ׬΅΄ ఈ部ʹೄ໨༷
ࠟ੻ 上段 北地区南西部 େ攪乱 埋土（下層）

192 46 74 ਢثܙ 㡜 （15.0） （4.2） （5.1） 1�4 1�4 上段 北地区　中央
東半 中段ߞچ土 ਓྗ

193 46 73 ਢثܙ খࡼ 7.5 1.25 4.9 1�2 ऑ 2�3 上段 北地区南半 機械

194 46 74 છ෇࣓ث ࿸ （12.6） （5.45） - 1�9 - ໌青Ֆ　㦆भ
͔࢈༽ 上段 北地区南半 機械

195 46 74 青࣓ ࿸ - （3.55） （5.7） - 1�2 ऑ 上段 北地区　 上層แؚ層
196 46 74 青࣓ ࿸ - （1.8） 4.7 - ଘ׬΅΄ ཾઘ༼ܥ 上段 北地区南半 機械

197 46 74 ແᬵಃث Ꭼു ෆ໌ （9.85） - एׯ - ഁย ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 北地区 遺構ݕग़中

198 46 75 土ثࢣ ௕಑ᙈ （28.2） （20.3） - 1�8 - ମ部 1�4 上段 中央地区 SK834 Ұ段下͛
199 46 75 土ثࢣ ᆀ " （15.7） （2.9） - 1�18 - 暗จ͋Γ 上段 中央地区 SK834 Ұ段下͛
200 46 75 ਢثܙ ᆀ # - （2.3） （11.2） - 1�9 上段 中央地区　 SX873 暗׊৭

201 46 75 ਢثܙ ᆀ֖ （14.8） （2.1） - 1�5 - 上段 中央地区
北半中央 ৭土遺構ʁࠇ 機械

202 46 73 青࣓ （෇٭）
ു （21.7） （7.4） （10.0） 1�6 1�2 ऑ ංલܥ 上段 中央地区

西北部 ਓྗ

203 46 75 ਢثܙ ยുޱ （27.7） （4.65） - 1�7 - 上段 中央地区北端 แؚ層 遺構ݕग़࣌
ؚΉ

204 46 75 ثᬵಃࢪ Ꭼു （35.4） 13.4 （15.3） 1�8 1�3 ୮೾ম　۳ૈ 上段 中央地区東端 機械

205 46 76 נ נฏݢ ࢒ 8.2　
அ 7.9 26.5 1.7

࢒౰෯נ
ฏנ部 1�4
ऑ

਺஋͸௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 中央地区 攪乱޵ 埋土

206 46 76 נ נฏݢ ࢒ 15.9　
அ 11.2 26.0 1.6 ౰נ 3�4

ฏנ部 1�3
਺஋͸௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 中央地区 攪乱಺

207 47 77 ثᬵಃࢪ ᙈ （11.6） 16.1 9.3 1�4 ଘ׬ ୮೾ম 上段 中央地区 SK01 集石土޵
208 47 77 ثᬵಃࢪ ᙈ （26.9） （5.15） - 1�4�1�4 - 上段 中央地区 SK01 集石土޵

209 47 77 土੡඼ 土ਓܗ ௕（3.8） 1.75 ෯（2.2） ෆ໌
ൺण͔ܙ
਺஋͸௕ ɾ͞
ɾް͞ߴث

上段 中央地区 SK11

210 47 77 છ෇࣓ث ࿸ PS ࡼ - （1.95） （5.6） - 1�4 ໌青Ֆ 上段 中央地区 SK12
211 47 77 ৭ֆಃث ࿸ （17.6） 8.5 7.7 1�4 ୆ߴ 7�8 上段 中央地区 SK12

212 47 77 נ נࢅݢ 26.4 26.3 1.9
౰נ 2�3
ฏ � נࢅ
1�3

਺ ஋͸ ௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 中央地区 SK10

213 47 77 ث土࣭נ Րࣷ
߳࿍ - （9.7） 

（13.7）（21.4） - 1�4 ઢཱ߳ 上段 中央地区 SK14-E 下層ࠇ灰砂

214 48 78 ثᬵಃࢪ ยޱ
Ꭼു 20.1 6.1 10.3 1�2 1�2 ୮೾ম　۳ີ 上段 中央地区 SK78

215 48 78 ثᬵಃࢪ ยޱ
Ꭼു 27.3 13.4 15.0 1�2 ଘ׬ ୮೾ম　۳ີ 上段 中央地区 SK78

216 48 78 છ෇࣓ث ಙར 5.9 （21.1） 7.8 1�3 ڧ 1�4 ମ部 1�3
୆ߴ 2�3

ෲ径（11.7）
DN 上段 中央地区 SK70

217 48 78 છ෇࣓ث খ࿸ （9.3） 5.1 4.0 1�5 ଘ׬ ମ部 1�5 ڧ
୆ߴ 3�4 上段 中央地区 SK70

218 48 78 ಃ଻છ෇ খു 8.1 2.4 4.7 3�4 3�4 ਺஋͸෯ɾث
ߴ 上段 中央地区 SK70

219 48 80 ʁ࣭נ ᙈ （27.5） （3.75） - 1�8 Ҏ下 - 上段 中央地区 132
220 48 80 છ෇࣓ث ࿸ - （2.3） （6.2） - 1�7 ໌青Ֆ　ּܗ 上段 中央地区 SK64 石ͷ下

221 48 79 છ෇࣓ث ࿸ 9.9 5.45 4.55 3�4 ଘ׬΅΄ ίϯχϟΫҹ
൑ख 上段 中央地区南半 SK64

222 48 79 青࣓ ࡼ （8.8） 2.3 4.3 1�3 ଘ׬΅΄ 青࣓ాࡾ 上段 中央地区 SK65-S
223 48 79 土ثࢣ ᖷᖻ （28.4） （4.95） - 1�3 1�8 Ҏ下 上段 中央地区南半 SK43 पล ਓྗ

224 48 80 ແᬵಃث Ꭼു （30.4）（11.55）（10.7） 1�9 1�4 ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 中央地区 SK43 石ͷ下

225 48 80 ແᬵಃث Ꭼു ෆ໌ （7.9） - ഁย ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 中央地区南半 SK43.8 集石ߔஅͪ

ׂΓ
226 48 80 青࣓ ࿸ - （3.35） （5.3） - 1�3 上段 中央地区 SK43
227 48 79 છ෇࣓ث ࡼ （11.9） 3.7 3.9 1�4 ଘ׬΅΄ 上段 中央地区南半 SK43 पล ਓྗ

228 48 79 ന࣓ খ࿸ 6.4 3.05 2.7 ܗ׬΅΄ ೾࢈ݟࠤ 上段 中央地区南東 SD174 石 ྻ
下 ࣸਅ͋Γ

229 48 80 છ෇࣓ث ࿸ （13.0） （4.05） - 1�9 - ໌青Ֆ 上段 中央地区 SD59

230 48 79 נ ฏנ 28.55 25.3 2.05 7�8 ਺஋͸௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 南地区南半 SK72

231 48 80 ແᬵಃث ᙈ （26.4） （6.0） - 1�5 ڧ - 肩部 1�5 ୮೾ম 上段 南地区 SK932

232 49 81 土ثࢣ ࡼ 9.1 2.0 6.1 9�10 ଘ׬ ౮໌ࡼ 上段 南地区 ޵土ܗํ
SK71

SX56 ͱ
੾Γ͋͏

233 49 81 ਢثܙ 㡜 （15.4） （5.15） - 1�18 - 上段 南地区 அׂͪΓηΫ
γϣϯআ࣌ڈ ओʹ砂᛽中

234 49 81 ແᬵಃث ᙈ （13.4） （4.95） - 1�4 - ୮೾ম 上段 南地区 SX1007 西半 ৭砂᛽׊

235 49 81 ਢثܙ ᙈ （15.7） （4.8） - 1�5 - 上段 南地区 SX1007 東半
肩部 砂᛽中

236 49 81 ແᬵಃث ᙈ ෆ໌ （8.2） - Θ͔ͣ - ୮೾ম 上段 南地区 SX1007-E ᛽層

237 49 82 ແᬵಃث Ꭼു （28.8） （6.9） - 1�4 - ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 南地区 SX1007 東半

部ߔ ओʹ᛽಺

238 49 82 ແᬵಃث Ꭼു （32.7） （14.5）（13.8） 1�7�1�6 1�3 ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 南地区 SX1007

239 49 82 ແᬵಃث Ꭼു - （6.5） （13.2） - 1�8 Ҏ下 ୮೾ম　１ຊ
Ҿ͖ 上段 南地区 SX1007 東半 ԫ׊৭砂᛽ ਓҝత埋土

240 49 82 ແᬵಃث Ꭼു （47.9） （10.9） - 1�12 - ୮೾ম　۳ૈ 上段 南地区 SX1007 東半
部ߔ ओʹ᛽಺

第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̐）
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番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ
241 49 82 ແᬵಃث Ꭼു ෆ໌ （4.3） - 1�8 Ҏ下 - ୮೾ম　۳ૈ 上段 南地区 SX1007 東端᛽ཷΓ
242 49 81 ثᬵಃࢪ Ꭼു 27.7 11.35 13.65 2�5 2�3 ୮೾ম　۳ີ 上段 南地区 SX1007 東肩 ࣸ

243 49 83 ثᬵಃࢪ ࡼ （10.3） （2.7） （6.0） 1�7 1�3 ੉戸ඒೱ 上段 南地区 SX1007 東半
部ߔ ओʹ᛽಺

244 49 83 ثᬵಃࢪ ࡼ PS 㡜 - （1.9） （3.9） - 1�3 ౜௡ম 上段 南地区 SX1007 東半 ԫ׊৭砂᛽ ਓҝత埋土
245 49 83 ثᬵಃࢪ ࡼ （13.0） 3.3 （5.0） 1�9 Ҏ下 1�4 ౜௡ম 上段 南地区 SX1007 中央 砂᛽中
246 49 81 ثᬵಃࢪ ແᰍᆵ （10.4） 13.55 （12.0） 1�4 1�3 ୮೾ম͔ 上段 南地区 SX1007 東肩
247 49 83 ന࣓ ࡼ - （2.1） - - 3�4 砂໨੻ 上段 南地区南半 SX1007-8 ஡׊砂᛽
248 49 83 છ෇࣓ث ࡼ - （1.25） （6.0） - 2�3 ୆Θ͔ͣߴ ໌青Ֆ͔ 上段 南地区 SX1007 東端᛽ཷΓ

249 49 83 છ෇࣓ث ࿸ - （3.4） 5.8 - ଘ׬ ॳظҏສཬম 上段 南地区 SX1007 東半
部ߔ ओʹ᛽಺

250 50 83 ثᬵಃࢪ ᙈ （51.8） 67.6 20.4 1�2 ଘ׬ 埋ᙈ　୮೾ম 上段 南地区 SX1001
251 50 83 છ෇࣓ث ළ - （4.9） 5.0 - ଘ׬ 上段 南地区 SX1001
252 50 83 土ثࢣ ࡼ 8.5 1.7 - ܗ׬΅΄ ౮໌ࡼ 上段 南地区 SX1010 Γ·ཷנ
253 50 84 土ثࢣ ࡼ （9.8） （2.35） - 1�3 - 上段 南地区 SX1013 Ξθ
254 50 84 土ثࢣ ࡼ （9.8） （2.05） - 1�7 - 上段 南地区 SX1013
255 50 84 土ثࢣ ᆗ ෆ໌ （2.3） - 1�12 - 上段 南地区 SX1013 Ξθ

256 50 84 ਢثܙ ᆵ
（ఈ部） - （2.35）（12.1） - 1�4 ऑ 上段 南地区 SX1013 Ξθ

257 50 84 ແᬵಃث ᆵ
（೺ख） ෆ໌ （4.4） - - - ೺खͷΈ ੉戸ম͔ 上段 南地区 SX1013 Ξθ

258 50 84 ແᬵಃث ยޱ
፻ു （30.4） （9.35） - 1�10 - ୮೾ম͔ 上段 南地区 SX1013

259 50 84 ثᬵಃࢪ ͻΐ͏
ͦ͘ 1.85 4.4 3.0 - ଘ׬΅΄

ఱ井部ͱମ
部΄΅࢒ଘ
肩部 3�5

肩径 6.55DN 上段 南地区 SX1040 土޵ఈ近͘ ୙஡৭土

260 50 84 ਢثܙ ᙈ （31.2） （5.5） - 1�9 - 肩部 1�9 上段 南地区 SX1041

261 50 84 છ෇࣓ث ࡼ （12.6） （3.5） - 1�11 1�2 ମ部 2�5
୆ߴ 3�4 上段 南地区 SX1041

262 50 85 土ثࢣ ࡼ （8.7） 1.5 - 1�3 1�3 ౮໌ࡼ 上段 南地区北東半 SK1039 Խ໦΋ग़ܔ
土

263 50 85 છ෇࣓ث ࿸ 10.0 5.4 3.7 1�2 ଘ׬ ංલ 上段 南地区北東半 SK1039 Խ໦΋ग़ܔ
土

264 50 85 ྨנ 㡤 41.0 （38.5） 
அ（31.7）

அ 3.35 
େ࠷
3.55

3�5 ఔ౓ ਺ ஋͸ ௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 南地区北東半 SK1039 Խ໦΋ग़ܔ

土

265 51 86 土ثࢣ ࡼ （9.6） （1.3） - 1�12 - 上段 南地区 SX1037 શ掘

266 51 86 土ثࢣ ࡼ - （1.05） 5.0 - 1�4 ਺ ஋͸ ௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 南地区 SX1037 શ掘

267 51 86 ਢثܙ ᆵ - （4.7） 7.8 - 3�4 上段 南地区 SX1037 શ掘

268 51 86 ث土࣭נ Ӌ͔ז （29.4） （11.8） - 1�7 - 上段 南地区 SK1035 集石上面·
Ͱ

269 51 86 土ثࢣ ࡼ （7.2） （1.5） - 1�3 - 上段 南地区 S'1053 ୙஡灰৭土 石ෑ下ɾ石
下

270 51 86 ਢثܙ 㡜 （12.0） （3.2） - - 1�10 上段 南地区 S'1053 แؚ層
（近世）

271 51 86 土ثࢣ ࡼ （7.9） （1.8） （5.4） 5�6 5�6 ౮໌ࡼ 上段 南地区 SX1043

272 51 86 ྨנ נࢅࠨ （18.6） （15.7） （1.7） - - ଆࠨ 1�4 ਺ ஋͸ ௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 南西地区 SK2002

273 51 88 土ثࢣ ᆀߴ - （3.3） - - - ᆀ部ഁยͷΈ 上段 南西地区 遺構面 精査
274 51 87 土ثࢣ ࡼ 8.3 1.8 - 1�2 ڧ - ౮໌ࡼ 上段 南地区 遺構面·Ͱ
275 51 88 土ثࢣ ࡼ （10.8） （1.5） - 1�6 - ౮໌ࡼ 上段 南地区南半 灰׊砂᛽
276 51 88 土ثࢣ ᆗ （19.9） （3.15） - 1�18 - ࣭ߗ 上段 南地区北西半 遺構面·Ͱ

277 51 88 ثᬵಃࢪ ఱ໨
஡㡜 - （4.0） （4.2） - 1�4 ੉戸ඒೱܥ 上段 南地区北半 চ土下ʙ砂

᛽ 砂᛽ ओ

278 51 88 青࣓ ࿸ （13.9） （3.55） - 1�10 - 上段 南地区北半 চ土下ʙ砂
᛽ 砂᛽ ओ

279 51 87 ྨנ 㡤 （23.3） （19.8） 4.5 ʁ ਺ ஋͸ ௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 南地区北

半北東端 遺構面·Ͱ

280 51 88 土ثࢣ ࡼ 6.3 1.9 - 3�4 - ౮໌ࡼ 上段 南地区 北石֞ ඃ෴
土中

୙灰׊ʙ׊
灰஡土

281 51 87 土ثࢣ ࡼ （9.9） （1.6） （6.6） 1�8 1�2 ౮໌ࡼ 上段 南地区 北半段མ部

282 51 87 土ثࢣ ࡼ （6.7） （1.4） - 1�5 - ౮໌ࡼ 上段 南地区北
東半ʙ中央

୙灰׊৭土 
ओ

283 51 87 土ثࢣ ࡼ （8.0） 1.8 - Θ͔ͣ 4�5 ౮໌ࡼ 上段 南地区 東ଆߔ ୙灰׊৭砂
284 51 87 土ثࢣ ࡼ （9.0） 1.7 - 1�8 1�8 ౮໌ࡼ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ
285 51 88 土ثࢣ ࡼ 8.7 1.6 7.7 5�6 ଘ׬΅΄ ౮໌ࡼ 上段 南地区南東端 ୩部 ୙ԫ灰砂ओ
286 51 88 土ثࢣ ࡼ 8.8 1.9 6.5 1�3 ଘ׬΅΄ ౮໌ࡼ 上段 南地区 北半段མ部
287 51 87 土ثࢣ ࡼ （9.3） 1.6 （9.0） 1�4 1�4 ౮໌ࡼ 上段 南地区南東端 ୩部 ୙ԫ灰砂ओ
288 51 87 土ثࢣ ࡼ （9.0） 1.5 （7.1） 1�3 एׯ ౮໌ࡼ 上段 南地区南東端 ୩部 ୙ԫ灰砂ओ

289 51 88 ثᬵಃࢪ ౮໌
डࡼ 10.7 2.3 4.0 3�4 ଘ׬΅΄ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

290 51 89 ಃ଻છ෇ ࿸ （9.2） （5.2） （7.8） 1�12 Θ͔ͣ ମ部 1�5 上段 南地区 北半段མ部
291 51 89 છ෇࣓ث ࿸ （9.9） 5.05 4.0 Θ͔ͣ ଘ׬ 上段 南地区 東ଆߔ ୙灰׊৭砂
292 51 89 છ෇࣓ث ࿸ - （5.65） （6.0） - 1�2 ऑ 東࿸޿ 上段 南地区 東ଆߔ ୙灰׊৭砂

293 51 89 ന࣓ ࿸ （10.9） 6.5 6.44 7�16 ଘ׬
ମ部 1�2
΅΄୆ߴ
ଘ࢒

東࿸޿ 上段 南地区南東端 ୩部 ୙ԫ灰砂ओ

294 52 90 ثᬵಃࢪ ᙈ （37.6） （25.2） - 1�4 - ୮೾ম 上段 南地区東半 機械ओʹג
ͷ下

295 52 90 ແᬵಃث ᙈ - （31.5） 20.25 - ଘ׬ ମ部下半ͷ
Έ ୮೾ম 上段 南地区北半 東น（୩部） அ面ਤʹ͋

Γ
296 52 90 ਢثܙ ፻ു （23.5） （6.45） - 1�15 - 上段 区 南端ࣄ޻ 南ࣼ面 表採

297 52 90 ແᬵಃث ᙈ - （6.3） （21.0） - 1�7�1�9 උલম͔ 南地区北西
஛ྛ上 ᶺ 19 地点

第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̑）
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番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ
241 49 82 ແᬵಃث Ꭼു ෆ໌ （4.3） - 1�8 Ҏ下 - ୮೾ম　۳ૈ 上段 南地区 SX1007 東端᛽ཷΓ
242 49 81 ثᬵಃࢪ Ꭼു 27.7 11.35 13.65 2�5 2�3 ୮೾ম　۳ີ 上段 南地区 SX1007 東肩 ࣸ

243 49 83 ثᬵಃࢪ ࡼ （10.3） （2.7） （6.0） 1�7 1�3 ੉戸ඒೱ 上段 南地区 SX1007 東半
部ߔ ओʹ᛽಺

244 49 83 ثᬵಃࢪ ࡼ PS 㡜 - （1.9） （3.9） - 1�3 ౜௡ম 上段 南地区 SX1007 東半 ԫ׊৭砂᛽ ਓҝత埋土
245 49 83 ثᬵಃࢪ ࡼ （13.0） 3.3 （5.0） 1�9 Ҏ下 1�4 ౜௡ম 上段 南地区 SX1007 中央 砂᛽中
246 49 81 ثᬵಃࢪ ແᰍᆵ （10.4） 13.55 （12.0） 1�4 1�3 ୮೾ম͔ 上段 南地区 SX1007 東肩
247 49 83 ന࣓ ࡼ - （2.1） - - 3�4 砂໨੻ 上段 南地区南半 SX1007-8 ஡׊砂᛽
248 49 83 છ෇࣓ث ࡼ - （1.25） （6.0） - 2�3 ୆Θ͔ͣߴ ໌青Ֆ͔ 上段 南地区 SX1007 東端᛽ཷΓ

249 49 83 છ෇࣓ث ࿸ - （3.4） 5.8 - ଘ׬ ॳظҏສཬম 上段 南地区 SX1007 東半
部ߔ ओʹ᛽಺

250 50 83 ثᬵಃࢪ ᙈ （51.8） 67.6 20.4 1�2 ଘ׬ 埋ᙈ　୮೾ম 上段 南地区 SX1001
251 50 83 છ෇࣓ث ළ - （4.9） 5.0 - ଘ׬ 上段 南地区 SX1001
252 50 83 土ثࢣ ࡼ 8.5 1.7 - ܗ׬΅΄ ౮໌ࡼ 上段 南地区 SX1010 Γ·ཷנ
253 50 84 土ثࢣ ࡼ （9.8） （2.35） - 1�3 - 上段 南地区 SX1013 Ξθ
254 50 84 土ثࢣ ࡼ （9.8） （2.05） - 1�7 - 上段 南地区 SX1013
255 50 84 土ثࢣ ᆗ ෆ໌ （2.3） - 1�12 - 上段 南地区 SX1013 Ξθ

256 50 84 ਢثܙ ᆵ
（ఈ部） - （2.35）（12.1） - 1�4 ऑ 上段 南地区 SX1013 Ξθ

257 50 84 ແᬵಃث ᆵ
（೺ख） ෆ໌ （4.4） - - - ೺खͷΈ ੉戸ম͔ 上段 南地区 SX1013 Ξθ

258 50 84 ແᬵಃث ยޱ
፻ു （30.4） （9.35） - 1�10 - ୮೾ম͔ 上段 南地区 SX1013

259 50 84 ثᬵಃࢪ ͻΐ͏
ͦ͘ 1.85 4.4 3.0 - ଘ׬΅΄

ఱ井部ͱମ
部΄΅࢒ଘ
肩部 3�5

肩径 6.55DN 上段 南地区 SX1040 土޵ఈ近͘ ୙஡৭土

260 50 84 ਢثܙ ᙈ （31.2） （5.5） - 1�9 - 肩部 1�9 上段 南地区 SX1041

261 50 84 છ෇࣓ث ࡼ （12.6） （3.5） - 1�11 1�2 ମ部 2�5
୆ߴ 3�4 上段 南地区 SX1041

262 50 85 土ثࢣ ࡼ （8.7） 1.5 - 1�3 1�3 ౮໌ࡼ 上段 南地区北東半 SK1039 Խ໦΋ग़ܔ
土

263 50 85 છ෇࣓ث ࿸ 10.0 5.4 3.7 1�2 ଘ׬ ංલ 上段 南地区北東半 SK1039 Խ໦΋ग़ܔ
土

264 50 85 ྨנ 㡤 41.0 （38.5） 
அ（31.7）

அ 3.35 
େ࠷
3.55

3�5 ఔ౓ ਺ ஋͸ ௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 南地区北東半 SK1039 Խ໦΋ग़ܔ

土

265 51 86 土ثࢣ ࡼ （9.6） （1.3） - 1�12 - 上段 南地区 SX1037 શ掘

266 51 86 土ثࢣ ࡼ - （1.05） 5.0 - 1�4 ਺ ஋͸ ௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 南地区 SX1037 શ掘

267 51 86 ਢثܙ ᆵ - （4.7） 7.8 - 3�4 上段 南地区 SX1037 શ掘

268 51 86 ث土࣭נ Ӌ͔ז （29.4） （11.8） - 1�7 - 上段 南地区 SK1035 集石上面·
Ͱ

269 51 86 土ثࢣ ࡼ （7.2） （1.5） - 1�3 - 上段 南地区 S'1053 ୙஡灰৭土 石ෑ下ɾ石
下

270 51 86 ਢثܙ 㡜 （12.0） （3.2） - - 1�10 上段 南地区 S'1053 แؚ層
（近世）

271 51 86 土ثࢣ ࡼ （7.9） （1.8） （5.4） 5�6 5�6 ౮໌ࡼ 上段 南地区 SX1043

272 51 86 ྨנ נࢅࠨ （18.6） （15.7） （1.7） - - ଆࠨ 1�4 ਺ ஋͸ ௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 南西地区 SK2002

273 51 88 土ثࢣ ᆀߴ - （3.3） - - - ᆀ部ഁยͷΈ 上段 南西地区 遺構面 精査
274 51 87 土ثࢣ ࡼ 8.3 1.8 - 1�2 ڧ - ౮໌ࡼ 上段 南地区 遺構面·Ͱ
275 51 88 土ثࢣ ࡼ （10.8） （1.5） - 1�6 - ౮໌ࡼ 上段 南地区南半 灰׊砂᛽
276 51 88 土ثࢣ ᆗ （19.9） （3.15） - 1�18 - ࣭ߗ 上段 南地区北西半 遺構面·Ͱ

277 51 88 ثᬵಃࢪ ఱ໨
஡㡜 - （4.0） （4.2） - 1�4 ੉戸ඒೱܥ 上段 南地区北半 চ土下ʙ砂

᛽ 砂᛽ ओ

278 51 88 青࣓ ࿸ （13.9） （3.55） - 1�10 - 上段 南地区北半 চ土下ʙ砂
᛽ 砂᛽ ओ

279 51 87 ྨנ 㡤 （23.3） （19.8） 4.5 ʁ ਺ ஋͸ ௕ ɾ͞
෯ɾް͞ 上段 南地区北

半北東端 遺構面·Ͱ

280 51 88 土ثࢣ ࡼ 6.3 1.9 - 3�4 - ౮໌ࡼ 上段 南地区 北石֞ ඃ෴
土中

୙灰׊ʙ׊
灰஡土

281 51 87 土ثࢣ ࡼ （9.9） （1.6） （6.6） 1�8 1�2 ౮໌ࡼ 上段 南地区 北半段མ部

282 51 87 土ثࢣ ࡼ （6.7） （1.4） - 1�5 - ౮໌ࡼ 上段 南地区北
東半ʙ中央

୙灰׊৭土 
ओ

283 51 87 土ثࢣ ࡼ （8.0） 1.8 - Θ͔ͣ 4�5 ౮໌ࡼ 上段 南地区 東ଆߔ ୙灰׊৭砂
284 51 87 土ثࢣ ࡼ （9.0） 1.7 - 1�8 1�8 ౮໌ࡼ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ
285 51 88 土ثࢣ ࡼ 8.7 1.6 7.7 5�6 ଘ׬΅΄ ౮໌ࡼ 上段 南地区南東端 ୩部 ୙ԫ灰砂ओ
286 51 88 土ثࢣ ࡼ 8.8 1.9 6.5 1�3 ଘ׬΅΄ ౮໌ࡼ 上段 南地区 北半段མ部
287 51 87 土ثࢣ ࡼ （9.3） 1.6 （9.0） 1�4 1�4 ౮໌ࡼ 上段 南地区南東端 ୩部 ୙ԫ灰砂ओ
288 51 87 土ثࢣ ࡼ （9.0） 1.5 （7.1） 1�3 एׯ ౮໌ࡼ 上段 南地区南東端 ୩部 ୙ԫ灰砂ओ

289 51 88 ثᬵಃࢪ ౮໌
डࡼ 10.7 2.3 4.0 3�4 ଘ׬΅΄ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

290 51 89 ಃ଻છ෇ ࿸ （9.2） （5.2） （7.8） 1�12 Θ͔ͣ ମ部 1�5 上段 南地区 北半段མ部
291 51 89 છ෇࣓ث ࿸ （9.9） 5.05 4.0 Θ͔ͣ ଘ׬ 上段 南地区 東ଆߔ ୙灰׊৭砂
292 51 89 છ෇࣓ث ࿸ - （5.65） （6.0） - 1�2 ऑ 東࿸޿ 上段 南地区 東ଆߔ ୙灰׊৭砂

293 51 89 ന࣓ ࿸ （10.9） 6.5 6.44 7�16 ଘ׬
ମ部 1�2
΅΄୆ߴ
ଘ࢒

東࿸޿ 上段 南地区南東端 ୩部 ୙ԫ灰砂ओ

294 52 90 ثᬵಃࢪ ᙈ （37.6） （25.2） - 1�4 - ୮೾ম 上段 南地区東半 機械ओʹג
ͷ下

295 52 90 ແᬵಃث ᙈ - （31.5） 20.25 - ଘ׬ ମ部下半ͷ
Έ ୮೾ম 上段 南地区北半 東น（୩部） அ面ਤʹ͋

Γ
296 52 90 ਢثܙ ፻ു （23.5） （6.45） - 1�15 - 上段 区 南端ࣄ޻ 南ࣼ面 表採

297 52 90 ແᬵಃث ᙈ - （6.3） （21.0） - 1�7�1�9 උલম͔ 南地区北西
஛ྛ上 ᶺ 19 地点

第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̑）

番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ

298 78 115 土ثࢣ ౵ܦ
（֖） - 3.0 （17.0） 

裾 - 1�6　裾 西地区 SX01 表土中 ೔下部ܦ௩

299 78 115 土ثࢣ ౵ܦ
（਎） （15.2）（6.0） �

（6.8） （13.8） 1�6 4�5 ԑͱఈ部ޱ
ະ઀߹ 西地区 SX01 ఈ൘上 ೔下部ܦ௩

300 78 115 ਢثܙ ᆀ਎ （11.9） （4.05） - 1�8 - （西地区）
ᶺ 19-02 地点 表土中

301 ࣸਅ
ͷΈ 55 ث土࣭נ Ӌז 部٭ 下段 南地区 SR400 埋土 ൞Ҏ北

302 ࣸਅ
ͷΈ 56 土ثࢣ ᆗ λλΩ 下段 北地区 SR400　ηΫ

γϣϯ西半 近世

303 ࣸਅ
ͷΈ 56 土ثࢣ Ӌז 下段 中央地区中央 SR400 下層

304 ࣸਅ
ͷΈ 56 土ثࢣ ᆗ 下段 下段中央地区 SR400　ηΫ

γϣϯ

305 ࣸਅ
ͷΈ 56 ਢثܙ 㡜 下段 北地区 SR400 埋土

306 ࣸਅ
ͷΈ 59 青࣓ ࿸ ఈ部 下段 北地区 SR400 北部 暗灰৭γϧ

τҎ下

307 ࣸਅ
ͷΈ 59 ന࣓ ࿸ ఈ部 下段 下段中央地区 SR400

308 ࣸਅ
ͷΈ 60 ແᬵಃث ൫͔ ୮೾মʁ 下段 北地区 SR400 埋土

309 ࣸਅ
ͷΈ 60 ثᬵಃࢪ ᆵ 肩部ࣖ෇ 下段 北地区 SR400 埋土

310 ࣸਅ
ͷΈ 61 ثᬵಃࢪ ยുޱ ಺面ͷΈࢪᬵ 下段 北地区北東　 ྲྀ࿏ SR415

311 ࣸਅ
ͷΈ 61 ແᬵಃث ಙར උલম　༼ҹ 下段 北地区北東　 ྲྀ࿏ SR415 機械ؚΉ

312 ࣸਅ
ͷΈ 62 છ෇࣓ث ࿸ ఈ部Ӕ෱ 下段 北地区北部 石組井ܗํ

戸 SE416 埋土 ൞ͷ西ଆ

313 ࣸਅ
ͷΈ 62 છ෇࣓ث ֖ 下段 北地区北部 石組井ܗํ

戸 SE416 埋土 ൞ͷ西ଆ

314 ࣸਅ
ͷΈ 62 ແᬵಃث ൫ උલমPS୮೾

ম 下段 北地区 SE465 Ұ段下͛

315 ࣸਅ
ͷΈ 62 ثᬵಃࢪ ఱ໨

஡㡜 ඒೱম 下段 北地区 SE450 Ұ段下͛

316 ࣸਅ
ͷΈ 64 土ثࢣ ࡼ ܥ౎ژ 下段 北地区 SK404 埋土

317 ࣸਅ
ͷΈ 64 ແᬵಃث ᆵ ແᰍᆵ 下段 北地区 SK501

318 ࣸਅ
ͷΈ 64 נ נؙݢ ೹จ 下段 北地区 SK621

319 ࣸਅ
ͷΈ 64 נ נฏݢ 下段 北地区 SK621

320 ࣸਅ
ͷΈ 65 ثᬵಃࢪ 㡜 ౜௡ম　砂໨ 下段 中央地区 SK675

321 ࣸਅ
ͷΈ 65 ແᬵಃث ᙈ උલম 下段 北地区東端 SK575 上層

322 ࣸਅ
ͷΈ 65 ແᬵಃث ᙈ උલম 下段 北地区東端 SK575 上層

323 ࣸਅ
ͷΈ 62 ແᬵಃث Ꭼു ୮೾ম　۳ૈ 下段 中央地区南半 SR400

（攪乱ؚΉ） 上層

324 ࣸਅ
ͷΈ 67 ثᬵಃࢪ 㡜 ౜௡ম　砂໨ 下段 北地区 機械

325 ࣸਅ
ͷΈ 67 ثᬵಃࢪ খࡼ ੉戸ඒೱ灰ᬵ 下段 北地区 表採

326 ࣸਅ
ͷΈ 66 青࣓ ࿸ ࿇หจ 下段 北地区北西端 ਓྗ

327 ࣸਅ
ͷΈ 66 青࣓ ࿸ ҹՖจ　ҹࣈ

ଧͪ 下段 北地区北西端 ਓྗ

328 ࣸਅ
ͷΈ 66 છ෇࣓ث ࡼ ໌青Ֆఈ部 下段 北地区北半 機械

329 ࣸਅ
ͷΈ 74 ແᬵಃث ยޱ

Ꭼു
୮ ೾ ম　1 ຊ
Ҿ͖ 上段 北地区北半 ਓྗ

330 ࣸਅ
ͷΈ 77 ثᬵಃࢪ ᙈ 上段 中央地区 SK01 集石土޵

331 ࣸਅ
ͷΈ 77 נ נฏݢ 上段 中央地区 SK01

332 ࣸਅ
ͷΈ 77 ث土࣭נ ᖾ࿍ 上段 中央地区 SK12

333 ࣸਅ
ͷΈ 77 ྨנ 㡤 上段 中央地区 SK12

334 ࣸਅ
ͷΈ 80 છ෇࣓ث ࡼ ऄϊ໨ᬵണ͗ 上段 中央地区 SK64 石ͷ下

335 ࣸਅ
ͷΈ 80 છ෇࣓ث ළࢠ 上段 中央地区 SK64 石ͷ下

336 ࣸਅ
ͷΈ 80 છ෇࣓ث ࿸ ऄϊ໨ᬵണ͗ 上段 中央地区南半 SK64

337 ࣸਅ
ͷΈ 80 青࣓ ළ ҏສཬম　ࣖ

෇͖ 上段 中央地区 SK64 石ͷ下

338 ࣸਅ
ͷΈ 81 ແᬵಃث ᙈ ୮೾মఈ部 上段 南地区 SX1007 中央 砂᛽中

339 ࣸਅ
ͷΈ 82 ແᬵಃث Ꭼു ୮ ೾ ম　1 ຊ

Ҿ͖ 上段 南地区 SX1007 東端᛽ཷΓ

340 ࣸਅ
ͷΈ 82 ແᬵಃث Ꭼു ୮೾ম 上段 南地区 SX1007 ୙灰஡γϧ

τ
南北அׂͪ
Γ

341 ࣸਅ
ͷΈ 82 ثᬵಃࢪ ു ଻土໨੻ 上段 南地区 SX1007

第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（６）



98

番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ

342 ࣸਅ
ͷΈ 82 ثᬵಃࢪ େࡼ 砂໨੻ 上段 南地区南端 SX1007-8 ஡׊砂᛽

343 ࣸਅ
ͷΈ 83 ثᬵಃࢪ 㡜 ౜௡ম　଻土

໨੻ 上段 南地区 SX1007 東半
部ߔ ओʹ᛽಺

344 ࣸਅ
ͷΈ 83 青࣓ ࿸ 青࣓͔ాࡾ 上段 南地区 SX1007 東端᛽ཷΓ

345 ࣸਅ
ͷΈ 84 ثᬵಃࢪ 㡜 上段 南地区 SX1001 Ұ段下͛

346 ࣸਅ
ͷΈ 84 ಃث ᆵ 肩部 上段 南地区 SX1041

347 ࣸਅ
ͷΈ 84 ਢثܙ ᆵ 肩部 上段 南地区 SX1041

348 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区北東半 SX1039 Խ໦΋ग़ܔ

土

349 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区 SX1010

350 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区 SX1010

351 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区 SX1010

352 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区 SX1010

353 ࣸਅ
ͷΈ 86 土ثࢣ ࡼ ੾Γࢳ 上段 南地区 SX1036

354 ࣸਅ
ͷΈ 86 土ثࢣ ࡼ ੾Γࢳ 上段 南地区 SX1036 શ掘

355 ࣸਅ
ͷΈ 86 છ෇࣓ث ࿸ ྘৭ᬵༀ 上段 南地区 石ྻ上୸層中

356 ࣸਅ
ͷΈ 86 土ثࢣ খࡼ ౮໌ࡼ 上段 南地区 SX1043

357 ࣸਅ
ͷΈ 86 土ثࢣ খࡼ ౮໌ࡼ 上段 南地区 SX1042 1 層

358 ࣸਅ
ͷΈ 86 ਢثܙ 㡜 上段 南地区 SX1054

359 ࣸਅ
ͷΈ 86 છ෇࣓ث ࿸ 上段 南地区 SX1035

360 ࣸਅ
ͷΈ 86 છ෇࣓ث ࿸ 上段 南地区北東半 SX1039 Խ໦΋ग़ܔ

土

361 ࣸਅ
ͷΈ 87 土ثࢣ খࡼ ख፻Ͷ　౮໌

ࡼ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

362 ࣸਅ
ͷΈ 87 土ثࢣ খࡼ ख፻Ͷ　౮໌

ࡼ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

363 ࣸਅ
ͷΈ 88 ਢثܙ 㡜 ੾Γࢳ 上段 南地区西半

中央 ਓྗ

364 ࣸਅ
ͷΈ 89 ແᬵಃث ළࢠ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

365 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ౵ܗ࿸ 18$ 半ޙ 上段 南ɾ南西地区 遺構面·Ͱ

366 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ࡼ ऄϊ໨ᬵണ͗ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

367 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث খ࿸ 上段 南地区 遺構面·Ͱ

368 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ࿸ 上段 南地区 遺構面·Ͱ

369 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ࡼ ऄϊ໨ᬵണ͗ 上段 南地区東半 機械ओʹג

ͷ下

370 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ࿸ 上段 南地区北東半 遺構面·Ͱ

371 ࣸਅ
ͷΈ 90 ྨנ 㡤 上段 南地区 北半段མ部

372 ࣸਅ
ͷΈ 90 ྨנ ಓ۩נ Ფנ 上段 南地区 遺構面·Ͱ

373 ࣸਅ
ͷΈ 90 ແᬵಃث ᙈ ୮೾ম 上段 南地区東半 ୩部ఈ

374 ࣸਅ
ͷΈ 90 ແᬵಃث ᆵ ష෇ಥଳ 上段 南地区北西

஛ྛ上 ᶺ 19 地点

375 ࣸਅ
ͷΈ 66 土੡඼ ༼น PS

࿍น Γ͋޸ 下段 北地区上段裾 表採

第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̓）

実測図の断面　白抜きは弥生土器・土師器・瓦器
　　　　　　　黒塗りは須恵器
　　　　　　　網点は陶磁器
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番号 図版 写真
図版 種ผ 器種

法量（̲̼） ଘ࢒
備考� 出土地区 出土遺構 層位 備考 �

ܘޱ 器高 ఈܘ ԑޱ ఈ ଞ

342 ࣸਅ
ͷΈ 82 ثᬵಃࢪ େࡼ 砂໨੻ 上段 南地区南端 SX1007-8 ஡׊砂᛽

343 ࣸਅ
ͷΈ 83 ثᬵಃࢪ 㡜 ౜௡ম　଻土

໨੻ 上段 南地区 SX1007 東半
部ߔ ओʹ᛽಺

344 ࣸਅ
ͷΈ 83 青࣓ ࿸ 青࣓͔ాࡾ 上段 南地区 SX1007 東端᛽ཷΓ

345 ࣸਅ
ͷΈ 84 ثᬵಃࢪ 㡜 上段 南地区 SX1001 Ұ段下͛

346 ࣸਅ
ͷΈ 84 ಃث ᆵ 肩部 上段 南地区 SX1041

347 ࣸਅ
ͷΈ 84 ਢثܙ ᆵ 肩部 上段 南地区 SX1041

348 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区北東半 SX1039 Խ໦΋ग़ܔ

土

349 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区 SX1010

350 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区 SX1010

351 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区 SX1010

352 ࣸਅ
ͷΈ 85 ྨנ 㡤 上段 南地区 SX1010

353 ࣸਅ
ͷΈ 86 土ثࢣ ࡼ ੾Γࢳ 上段 南地区 SX1036

354 ࣸਅ
ͷΈ 86 土ثࢣ ࡼ ੾Γࢳ 上段 南地区 SX1036 શ掘

355 ࣸਅ
ͷΈ 86 છ෇࣓ث ࿸ ྘৭ᬵༀ 上段 南地区 石ྻ上୸層中

356 ࣸਅ
ͷΈ 86 土ثࢣ খࡼ ౮໌ࡼ 上段 南地区 SX1043

357 ࣸਅ
ͷΈ 86 土ثࢣ খࡼ ౮໌ࡼ 上段 南地区 SX1042 1 層

358 ࣸਅ
ͷΈ 86 ਢثܙ 㡜 上段 南地区 SX1054

359 ࣸਅ
ͷΈ 86 છ෇࣓ث ࿸ 上段 南地区 SX1035

360 ࣸਅ
ͷΈ 86 છ෇࣓ث ࿸ 上段 南地区北東半 SX1039 Խ໦΋ग़ܔ

土

361 ࣸਅ
ͷΈ 87 土ثࢣ খࡼ ख፻Ͷ　౮໌

ࡼ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

362 ࣸਅ
ͷΈ 87 土ثࢣ খࡼ ख፻Ͷ　౮໌

ࡼ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

363 ࣸਅ
ͷΈ 88 ਢثܙ 㡜 ੾Γࢳ 上段 南地区西半

中央 ਓྗ

364 ࣸਅ
ͷΈ 89 ແᬵಃث ළࢠ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

365 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ౵ܗ࿸ 18$ 半ޙ 上段 南ɾ南西地区 遺構面·Ͱ

366 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ࡼ ऄϊ໨ᬵണ͗ 上段 南地区北東端 遺構面·Ͱ

367 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث খ࿸ 上段 南地区 遺構面·Ͱ

368 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ࿸ 上段 南地区 遺構面·Ͱ

369 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ࡼ ऄϊ໨ᬵണ͗ 上段 南地区東半 機械ओʹג

ͷ下

370 ࣸਅ
ͷΈ 89 છ෇࣓ث ࿸ 上段 南地区北東半 遺構面·Ͱ

371 ࣸਅ
ͷΈ 90 ྨנ 㡤 上段 南地区 北半段མ部

372 ࣸਅ
ͷΈ 90 ྨנ ಓ۩נ Ფנ 上段 南地区 遺構面·Ͱ

373 ࣸਅ
ͷΈ 90 ແᬵಃث ᙈ ୮೾ম 上段 南地区東半 ୩部ఈ

374 ࣸਅ
ͷΈ 90 ແᬵಃث ᆵ ష෇ಥଳ 上段 南地区北西

஛ྛ上 ᶺ 19 地点

375 ࣸਅ
ͷΈ 66 土੡඼ ༼น PS

࿍น Γ͋޸ 下段 北地区上段裾 表採

第̏表　日下部遺跡出土土器一覧（̓）

実測図の断面　白抜きは弥生土器・土師器・瓦器
　　　　　　　黒塗りは須恵器
　　　　　　　網点は陶磁器

第̐表　日下部遺跡出土໦製品一覧（̍）
番号 図版 写真図版 製品໊ 備考̍ 地区 位ஔ 遺構 土層 長さ（DN）幅（DN）厚さ（DN） 備考̎

81 53 91 ෇໦ 北 SR400 北端 暗灰৭ŢſŪҎ下 8.6 0.9 0.65
82 53 91 ෇໦ 中央 SR400 ߔࢬ 11.4 0.8 0.8

83 53 91 物ۂ PS Գ
ఈ൘ 中央 南半 SR400 下層 （12.7） （3.1） 0.8

84 53 91 Գᒕ൘ খܕԳ　֟ौ͔ 中央 北端 SR400 中下層 11.3 2.45 0.45
85 53 91 ఏ౮上輪 ಔම 北 SR400 上層 （9.8） 3.15 0.45
86 53 91 輪੾Γࡐ 南 SR400 埋土 8.6 8.1 1.7
87 53 91 Գᒕ൘ 北 SR400 上層 31.9 8.3 1.1
88 53 91 Գᒕ൘ 北 SR400 上層 29.95 5.0 1.1
89 53 91 ൘ࡐ ੾ΓࠐΈ 北 南半 SR400 上層ؙࡩଠྻ上 （36.2） （6.3） 0.7

810 54 $5ɾ91 ࿶ث࣫ ੺৭࣫ܥ 北 SR415 ൞಺ （9.8） （3.1） （5.8） ਺஋͸ޱ径ɺߴثɺ
ఈ径

811 54 $5ɾ91 ࿶ث࣫ ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎ 北 北東 SR415 10.8 （4.4） （5.4）
812 54 91 ԁܗ൨物 ৭࣫ຍࠇ 北 北東 SR415 （20.6） （12.1） 2.65 （30.0）ఈ径
813 54 92 സ 北 北端 SR415 22.45 0.6 0.5
814 54 92 സ 北 北部東半 SR415 ൞੔࣌ܗ （24.3） 0.7 0.7
815 54 92 സ 北 SR415 （18.4） 0.55 0.65
816 54 $5ɾ92 ୬֖൘ ࣈ৭ɾసࣸจࠇ 北 北端 SR415 23.4 （10.8） 1.05
817 54 92 物ఈ൘ۂ ๽ॻ 北 北東部 SR415 灰৭粘࣭砂 （6.75） 0.7 12.9 ఈ径

818 55 92 ௕ԁۂܗ物
ఈ൘ ԁ޸ 北 北東 SR415 （45.3） （5.2） 0.75

819 55 92 ശ物 ৭　֟ौ͔ࠇ 北 北端 SR415 （12.2） 4.1 0.9
820 55 92 ໦൘ܦ ંෑ 北 北端 SR415 ਓྗ （6.9） （3.4） 0.3
821 55 92 ໦൘ܦ 㕱෪͖ 北 北東 SR415 15.0 （3.6） 0.15
822 55 92 ஛౵ ஛ 北 SR415 埋土൞আڈ中 10.8 2.7 2.3
823 55 93 ฑ ԁ޸ 北 北端 SR415 22.8 1.6 1.9
824 56 93 Գᒕ൘ 北 SR415 ൞಺ 24.6 6.7 1.0
825 56 93 ࡐ֯ 北 北東部 SR415 機械ؚΉ （7.8） （3.2） 1.55
826 56 93 ࡐ֯ 北 北部 SR415 埋土下半 7.3 6.4 3.03
827 56 93 ࡐ֯ 北 北部 SR415 埋土下半 13.4 2.7 2.8
828 56 93 ؙଠࡐ 北 北部 SR415 埋土下半 （48.3） 8.8 6.0
829 56 93 ߌ 北 北部 SR415 埋土下半 （18.0） 4.4 4.4
830 56 93 ߌ 北 北部 SR415 埋土下半 （16.5） 4.8 4.9
831 56 $5ɾ93 ੡ࡐ൘ ԣ൨͖ 北 北端 SR415 （73.4） 23.1 7.4

832 57 94 物ۂ PS Գ
ఈ൘ ఝ޸ 北 北端 SE416 埋土東端部 12.2 11.5 0.6

833 57 94 物ۂ PS Գ
ఈ൘ 北 SE416 埋土 12.6 11.5 0.9

834 57 94 物ۂ PS Գ
ఈ൘ 北 北部 SE416 埋土下層 （6.75） 0.9 12.3 ఈ径

835 57 94 物ଆ൘ۂ ᝣ　א௲͡ 北 北部 SE416 埋土下層 （5.7） （2.0） 0.7
836 57 94 ು֖ Գఈ͔ 北 北部 SE416 埋土下層 1.5 23.0 ఈ径
837 57 94 സ 北 北部 SE416 埋土下層 （10.4） 0.55 0.55
838 57 94 ԣ۳ 北 北端 SE416 埋土東端部 8.5 4.2 0.8
839 57 94 ശ物 ໦ఝ 北 北部 SE416 埋土下層 22.8 （6.4） 0.75
840 57 94 ശ物 北 北部 SE416 埋土下層 （21.6） 4.5 0.7
841 57 94 ߌ 北 北部 SE416 埋土下層 （24.4） 2.05 1.4
842 57 94 ߌ 北 北部 SE416 埋土下層 （16.4） （3.1） 2.8
843 58 94 Գᒕ൘ ໦ఝ޸ 北 SK501 33.6 6.2 1.0
844 58 94 Գᒕ൘ ໼൘ঢ়࠶Ճ޻ 北 SK501 22.5 8.4 1.1
845 58 94 ൘ࡐ 北 SK501 （19.8） 8.75 1.4
846 58 95 ು֖ Գఈ͔ 北 SK501 （24.3） （5.25） 1.2
847 58 95 ು֖ Գఈ͔ 北 SK501 30.7 （6.5） 1.1
848 58 95 ശ物 ఝ޸ ֟ौ͔ 北 SK501 31.25 5.95 1.55
849 58 95 ஛౵ ஛ 北 SK501 35.95 2.3 2.3
850 58 95 ᎬΓค໦ 北 SK501 26.9 4.4 4.25
851 59 96 下ବ ࣃࠩ 北 SK501 21.3 9.35 2.45
852 59 96 下ବ ࣃࠩ 北 SK501 21.65 9.55 2.4 5.7 ߴث
853 59 96 下ବ ࿈ࣃ 北 SK501 21.05 8.9 3.3
854 59 97 ൘ࡐ ఝ޸ 北 SK501 （28.7） （5.7） 1.2
855 59 97 ൘ࡐ ఝ޸ 北 SK501 （32.15） （8.75） 1.85
856 59 97 ൘ࡐ ޸ 北 SK501 （48.1） （13.5） 1.0
857 60 97 ࡐ֯ 北 SK501 10.2 4.9 2.7
858 60 97 ࡐ֯ ఝ޸ 北 SK501 25.95 5.1 2.6
859 60 97 ߌ 北 SK501 （36.95） 4.1 4.15
860 60 97 ߌ 北 SK501 34.75 3.75 3.3
861 60 97 ߌ 北 SK501 63.7 3.9 3.5
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番号 図版 写真図版 製品໊ 備考̍ 地区 位ஔ 遺構 土層 長さ（DN）幅（DN）厚さ（DN） 備考̎

862 60 97 下ବ ࿈ࣃ　࿐地 北 SK608 北端石組಺ 21.95 （5.7） 3.4
863 60 97 下ବ ࿈ࣃ 北 SK608 北端 下層 22.0 9.8 2.6
864 60 97 ฑ 北 SK608 北端 下層 35.3 2.3 1.7

865 61 $5ɾ98 ࡼେث࣫ ւܥ಺੺৭ࠇ֎
࿝ֆ 北 SK608 （30.4） 2.8 （19.0） ਺஋͸ޱ径ɺߴثɺ

ఈ径
866 61 $5ɾ98 उࢠ ֟ौ͔ 北 SK608 北端石組಺ （13.4） 7.0 1.65

867 61 $5ɾ99 ࡼେث࣫ ւܥ಺੺৭ࠇ֎
࿝ֆ 北 SK510 中央部西دΓ （29.4） （3.3） （19.0） ਺஋͸ޱ径ɺߴثɺ

ఈ径
868 62 $5ɾ100 物ఈ൘ۂ ֖　๽ॻ 北 SK419 埋土 11.95 （7.55） 0.25
869 62 $5ɾ100 उࢠ　 ৭　֟ौ͔ࠇ 北 SK419 埋土 （13.7） 8.9 0.9 1.6 ߴث
870 62 100 സ 北 SK419 埋土 22.55 0.65 0.65
871 62 100 ᝵ ஛ 北 SK419 埋土 （13.3） 1.06 0.13
872 62 100 ൘ࡐ ఝ޸ 北 SK419 埋土 （17.4） 5.9 1.3
873 62 100 ࿶ث࣫ ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎ 北 北半 SK601 （3.6） 6.4 ਺஋͸ߴثɺఈ径
874 62 100 ๮ঢ়໦੡඼ 北 SK464 Գ಺埋土 （9.9） 1.6 1.6
875 62 100 ృസ ੺৭ܥɾࠇ৭࣫ 北 中央 SK449 Գ಺埋土 （15.5） 0.5 0.5
876 62 100 ൘ࡐ 中央 上段中央 SK65 上段 21.35 5.15 0.3
877 63 101 ೺ख ໦ఝ 北 SK575 10.3 2.4 2.0

878 63 101 物ۂ PS Գ
ఈ൘ 北 SK621 9.7 9.7 0.9

879 63 $5ɾ101 ࿶ث࣫ ੺৭࣫ܥ 北 SK621 （11.0） 3.5 （5.3） ਺஋͸ޱ径ɺߴثɺ
ఈ径

880 63 101 下ବ ࿈ࣃ　ম͖ҹ 北 SK621 （12.7） （4.2） 1.5
881 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 21.7 0.6 0.6
882 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 21.0 0.7 0.5
883 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 （18.7） 0.65 0.65
884 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 （11.45） 0.55 0.55
885 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 （10.6） 0.6 0.65
886 63 101 ᝵ ஛ 中央 SK736 Գ಺埋土 11.9 1.4 0.4
887 63 101 ᝵ ஛ 中央 SK736 Գ಺埋土 15.7 2.5 0.4
888 63 101 ੾࡬ ஛ 中央 SK736 ಺部埋土埋Գ 24.2 2.25 0.6
889 63 101 ੾࡬ ֟ौ͔ 中央 SK736 ಺部埋土埋Գ 21.2 2.95 0.9
890 64 102 ࡐ֯ 中央 SK736 Գ಺埋土 （12.1） （1.0） 0.9
891 64 102 ࡐ֯ ఝ޸ 中央 SK736 Գ಺埋土 （26.5） 3.3 2.6
892 64 102 Գఈ൘ 組Έ߹Θͤ 中央 SK736 Գ಺埋土 29.7 （30.6） 1.5
893 64 102 Գᒕ൘ 中央 SK736 Գ಺埋土 29.6 5.75 1.25
894 64 102 ൘ࡐ 中央 SK736 ಺部埋土 （55.15） 16.8 1.7
895 64 102 ൘ࡐ ఝ޸ 中央 SK736 Գ಺埋土 30.7 18.8 2.1 2.7 ߴث
896 64 102 ൘ࡐ ఝ޸ 中央 SK736 Գ಺埋土 51.2 14.7 1.25

897 65 103 埋Գ 埋Գ組Έ上͛ 北 SK888 36.8 （28.8） 35.2 ਺஋͸෯ɺߴثɺఈ
径

898 65 103 Գᒕ൘ 北 北東 東半攪乱 機械 （29.25） 4.05 1.25
899 65 103 Գᒕ൘ 北 北東 東半攪乱 機械 （29.8） 4.25 1.25
8100 65 103 ࡐங部ݐ 北 南半部 攪乱ؚΉ ਓྗ （21.1） 7.7 2.6
8101 65 103 ࡐங部ݐ 北 南部 遺構ݕग़࣌ （10.25） （3.8） 2.65
8102 65 104 下ବ ࿈ࣃ　࿐地 北 北東 東半攪乱 機械 21.15 9.25 3.25
8103 65 104 下ବ ࿈ࣃ 北 北東 東半攪乱 機械 （21.15） （4.8） 2.1

8104 66 104 ஛౵ ஛ 中央 SK739
ᙈ಺埋土 （13.1） 1.8 1.7

8105 66 104 ശ物 ৭　֟ौ͔ࠇ 北 北東 東半攪乱 機械 （8.95） （5.55） 0.8
8106 66 104 ઠࡉ޸൘ 部ࡐ 中央 北西端 近世མࠐ 機械 27.7 1.4 0.6
8107 66 104 Ճࡐ֯޻ 北 北西部 ਓྗ （8.4） 1.5 0.9
8108 66 104 Ճ޻൘ࡐ 北 北東 東半攪乱 機械 10.15 （4.65） 1.35
8109 66 104 ໦൘ܦ 㕱෪͖ 北 北東 東半攪乱 機械 （16.0） （3.0） 0.35

8110 ࣸਅ
ͷΈ 91 ෇໦ 北 北半 ྲྀ࿏南

SR400

8111 ࣸਅ
ͷΈ 101 ࿶ث࣫ ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎ 北 SK621

8112 ࣸਅ
ͷΈ 101 ࿶ث࣫ ੺৭࣫ܥ 北 SK621

8113 ࣸਅ
ͷΈ 101 ࿶ث࣫ ੺৭࣫ܥ 北 表採

8114 ࣸਅ
ͷΈ $5 ࡐ֯ ੺৭إܥྉ 中央 東端 แ ؚ 層 ٴ ͼ

攪乱

第̐表　日下部遺跡出土໦製品一覧（̎）
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番号 図版 写真図版 製品໊ 備考̍ 地区 位ஔ 遺構 土層 長さ（DN）幅（DN）厚さ（DN） 備考̎

862 60 97 下ବ ࿈ࣃ　࿐地 北 SK608 北端石組಺ 21.95 （5.7） 3.4
863 60 97 下ବ ࿈ࣃ 北 SK608 北端 下層 22.0 9.8 2.6
864 60 97 ฑ 北 SK608 北端 下層 35.3 2.3 1.7

865 61 $5ɾ98 ࡼେث࣫ ւܥ಺੺৭ࠇ֎
࿝ֆ 北 SK608 （30.4） 2.8 （19.0） ਺஋͸ޱ径ɺߴثɺ

ఈ径
866 61 $5ɾ98 उࢠ ֟ौ͔ 北 SK608 北端石組಺ （13.4） 7.0 1.65

867 61 $5ɾ99 ࡼେث࣫ ւܥ಺੺৭ࠇ֎
࿝ֆ 北 SK510 中央部西دΓ （29.4） （3.3） （19.0） ਺஋͸ޱ径ɺߴثɺ

ఈ径
868 62 $5ɾ100 物ఈ൘ۂ ֖　๽ॻ 北 SK419 埋土 11.95 （7.55） 0.25
869 62 $5ɾ100 उࢠ　 ৭　֟ौ͔ࠇ 北 SK419 埋土 （13.7） 8.9 0.9 1.6 ߴث
870 62 100 സ 北 SK419 埋土 22.55 0.65 0.65
871 62 100 ᝵ ஛ 北 SK419 埋土 （13.3） 1.06 0.13
872 62 100 ൘ࡐ ఝ޸ 北 SK419 埋土 （17.4） 5.9 1.3
873 62 100 ࿶ث࣫ ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎ 北 北半 SK601 （3.6） 6.4 ਺஋͸ߴثɺఈ径
874 62 100 ๮ঢ়໦੡඼ 北 SK464 Գ಺埋土 （9.9） 1.6 1.6
875 62 100 ృസ ੺৭ܥɾࠇ৭࣫ 北 中央 SK449 Գ಺埋土 （15.5） 0.5 0.5
876 62 100 ൘ࡐ 中央 上段中央 SK65 上段 21.35 5.15 0.3
877 63 101 ೺ख ໦ఝ 北 SK575 10.3 2.4 2.0

878 63 101 物ۂ PS Գ
ఈ൘ 北 SK621 9.7 9.7 0.9

879 63 $5ɾ101 ࿶ث࣫ ੺৭࣫ܥ 北 SK621 （11.0） 3.5 （5.3） ਺஋͸ޱ径ɺߴثɺ
ఈ径

880 63 101 下ବ ࿈ࣃ　ম͖ҹ 北 SK621 （12.7） （4.2） 1.5
881 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 21.7 0.6 0.6
882 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 21.0 0.7 0.5
883 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 （18.7） 0.65 0.65
884 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 （11.45） 0.55 0.55
885 63 101 സ 中央 SK736 Գ಺埋土 （10.6） 0.6 0.65
886 63 101 ᝵ ஛ 中央 SK736 Գ಺埋土 11.9 1.4 0.4
887 63 101 ᝵ ஛ 中央 SK736 Գ಺埋土 15.7 2.5 0.4
888 63 101 ੾࡬ ஛ 中央 SK736 ಺部埋土埋Գ 24.2 2.25 0.6
889 63 101 ੾࡬ ֟ौ͔ 中央 SK736 ಺部埋土埋Գ 21.2 2.95 0.9
890 64 102 ࡐ֯ 中央 SK736 Գ಺埋土 （12.1） （1.0） 0.9
891 64 102 ࡐ֯ ఝ޸ 中央 SK736 Գ಺埋土 （26.5） 3.3 2.6
892 64 102 Գఈ൘ 組Έ߹Θͤ 中央 SK736 Գ಺埋土 29.7 （30.6） 1.5
893 64 102 Գᒕ൘ 中央 SK736 Գ಺埋土 29.6 5.75 1.25
894 64 102 ൘ࡐ 中央 SK736 ಺部埋土 （55.15） 16.8 1.7
895 64 102 ൘ࡐ ఝ޸ 中央 SK736 Գ಺埋土 30.7 18.8 2.1 2.7 ߴث
896 64 102 ൘ࡐ ఝ޸ 中央 SK736 Գ಺埋土 51.2 14.7 1.25

897 65 103 埋Գ 埋Գ組Έ上͛ 北 SK888 36.8 （28.8） 35.2 ਺஋͸෯ɺߴثɺఈ
径

898 65 103 Գᒕ൘ 北 北東 東半攪乱 機械 （29.25） 4.05 1.25
899 65 103 Գᒕ൘ 北 北東 東半攪乱 機械 （29.8） 4.25 1.25
8100 65 103 ࡐங部ݐ 北 南半部 攪乱ؚΉ ਓྗ （21.1） 7.7 2.6
8101 65 103 ࡐங部ݐ 北 南部 遺構ݕग़࣌ （10.25） （3.8） 2.65
8102 65 104 下ବ ࿈ࣃ　࿐地 北 北東 東半攪乱 機械 21.15 9.25 3.25
8103 65 104 下ବ ࿈ࣃ 北 北東 東半攪乱 機械 （21.15） （4.8） 2.1

8104 66 104 ஛౵ ஛ 中央 SK739
ᙈ಺埋土 （13.1） 1.8 1.7

8105 66 104 ശ物 ৭　֟ौ͔ࠇ 北 北東 東半攪乱 機械 （8.95） （5.55） 0.8
8106 66 104 ઠࡉ޸൘ 部ࡐ 中央 北西端 近世མࠐ 機械 27.7 1.4 0.6
8107 66 104 Ճࡐ֯޻ 北 北西部 ਓྗ （8.4） 1.5 0.9
8108 66 104 Ճ޻൘ࡐ 北 北東 東半攪乱 機械 10.15 （4.65） 1.35
8109 66 104 ໦൘ܦ 㕱෪͖ 北 北東 東半攪乱 機械 （16.0） （3.0） 0.35

8110 ࣸਅ
ͷΈ 91 ෇໦ 北 北半 ྲྀ࿏南

SR400

8111 ࣸਅ
ͷΈ 101 ࿶ث࣫ ࣫ܥ಺੺৭ࠇ֎ 北 SK621

8112 ࣸਅ
ͷΈ 101 ࿶ث࣫ ੺৭࣫ܥ 北 SK621

8113 ࣸਅ
ͷΈ 101 ࿶ث࣫ ੺৭࣫ܥ 北 表採

8114 ࣸਅ
ͷΈ $5 ࡐ֯ ੺৭إܥྉ 中央 東端 แ ؚ 層 ٴ ͼ

攪乱

第̐表　日下部遺跡出土໦製品一覧（̎） 第̑表　日下部遺跡・日下部ܦ௩出土ۚଐ製品一覧

番号 図版 写真図版 種ผ 製品໊ 種ྨ 出土地区 遺構 土層 備考
長さ 幅 厚さ

（DN）（DN）（DN）

日
下
部
遺
跡

.1 67 105 ಔ੡඼ મ Ұમಔ՟ 上段 中央 SK820 上面攪乱޵ Ұમಔ՟ 2.75 3.75 0.20 

.2 67 105 ಔ੡඼ મ Ӭ௨ሞ׮ 上段 南 SK71 SX1007ͱ੾Γ͋͏
޵土ܗํ Ӭ௨ሞ׮ （2.00） （1.70） 0.10 

.3 67 105 ಔ੡඼ મ Ӭ௨ሞ׮ 上段 南 แؚ層 Ӭ௨ሞ׮ 2.30 2.30 0.15 

.4 67 105 ಔ੡඼ મ Ӭ௨ሞ׮ 上段 南 北端ਓྗ Ӭ௨ሞ׮ 2.50 2.10 0.10 

.5 67 105 ಔ੡඼ ਫణ 下段 中央 SK739 ᙈ಺埋土 ాཐܗ 4.40 2.70 1.75 

.6 67 105 ಔ੡඼ ଳঢ়ۚ۩ ઢཱ߳ͯ 下段 北 中央部遺構上面ݕ
ग़中 գऔΓઢ߳ʁ 7.35 0.4 0.05 

.7 67 105 ಔ੡඼ Ԏ؅ ޱٵ 下段 北 SK450 ޱٵ 5.90 0.90 0.90 

.8 67 105 ಔ੡඼ ླ 上段 中央 SK68 上層 6.1H 2.10 1.50 1.55 

.9 67 105 Ԗ੡඼ మ๒ۄ 上段 南 北東半ʙ中央୙灰
৭土ओ׊ 11.7H 1.35 1.40 （1.10）

.10 68 105 ಔ੡඼ Էۚ ྆面Էۚ 下段 北 SR415 埋土൞಺ ྆面࢖༻ （12.30） 10.20 0.65 

.11 68 106 మ੡඼ Րଧۚ 下段 北 SK419 埋土 8.10 3.18 0.43 

.12 68 106 మ੡඼ ఝ 上段 北 SK224 埋土下半ఈ·Ͱ （2.50） 0.55 0.60 

.13 68 106 మ੡඼ ఝ 上段 北 SK342 （南） （2.95） 0.60 1.00 

.14 68 106 మ੡඼ ఝ 上段 北 แؚ層 2.95 0.65 0.65 

.15 68 106 మ੡඼ ఝ 上段 中央 SK70 （5.20） 0.70 0.55 

.16 68 106 మ੡඼ ఝ 上段 中央 SK70 （11.10） 0.55 1.35 

.17 68 106 మ੡඼ ఝ 上段 南 SK71 SX1007ͱ੾Γ͋͏
޵土ܗํ （2.40） 0.45 0.40 

.18 68 106 మ੡඼ ఝ 下段 南 SK932 西 （8.62） 0.98 0.75 

.19 68 106 మ੡඼ ఝ 上段 南西 SK2001 埋土 （8.20） 2.05 1.32 

.20 68 106 మ੡඼ অઌ 上段 中央 SK65-S （6.80）（4.53） 0.60 

.21 68 106 మ੡඼ แஸ 上段 南 SX1001 ओʹ埋ᙈ中 （25.00） 5.00 0.45 

日
下
部
経
塚

.22 78 115 ಔ੡඼ મ 㑏௨ሞݩ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 1086　ᝰॻ 2.50 2.50 0.15 

.23 78 115 ಔ੡඼ મ 㑏௨ሞݩ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 1086　ᝰॻ 2.40 2.40 0.15 

.24 78 115 ಔ੡඼ મ ሞݩ㑏ܠ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 1034　ਅॻ 2.50 2.50 0.15 

.25 78 115 ಔ੡඼ મ ๛௨ሞݩ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 1078　ᝰॻ 2.40 2.40 0.20 

.26 78 115 ಔ੡඼ મ ։ݩ௨ሞ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 ౜ 621　ਅॻ 2.25 2.25 0.10 

.27 78 115 ಔ੡඼ મ फ௨ሞߖ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 1038　ᝰॻ 2.40 2.40 0.10 

.28 78 115 ಔ੡඼ મ ๛௨ሞݩ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 ॻߦ　1078 2.40 2.40 0.10 

.29 78 115 ಔ੡඼ મ Յ㑏௨ሞ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 1056　ਅॻ 2.50 2.50 0.15 

.30 78 115 ಔ੡඼ મ 㑏௨ሞݩ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 1086　ᝰॻ 2.50 2.50 0.10 

.31 78 115 ಔ੡඼ મ ᗁೡݩሞ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 1068　ਅॻ 2.40 2.40 0.10 

.32 78 115 ಔ੡඼ મ फ௨ሞߖ ௩ܦ 西 SX01 ఈ൘上 1038　ਅॻ 2.40 2.40 0.10 

.33 78 115 మ੡඼ మ鏃 鏃ވأ ௩ܦ 西 SX01 ੵ石಺ 10.05 5.10 0.35 

.34 78 115 మ੡඼ ౛ࢠ ௩ܦ 西 SX01 ੵ石಺ 20.20 2.50 0.60 

.35 78 115 ಔ੡඼ મ ఱ੟ݩሞ 西 ᶺ 19 ʙ 20 地点 表土中 1023　ᝰॻ 2.50 2.50 0.10 

.36 78 115 ಔ੡඼ ᝓ 西 ௐ査区南西部 表土中 15.90 1.55 0.30 



102

第６表　日下部遺跡出土石器・石製品一覧

番号 図版 写真
図版 器種 出土地区 出土遺構 層位 備考

法量

器高
（㎝）

長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

S１ 69 106 石鏃 上段 北地区　中央部 遺構面上 精査中 1.70 1.49 0.30 0.5
S２ 69 106 碁石 下段 北地区 表採 2.1 1.8 0.65 3.6
S３ 69 106 碁石 下段 北地区 表採 2.2 2.1 0.45 3.4
S４ 69 106 碁石 下段 南地区 表採 2.5 1.7 0.55 3.7

S５ 69 106 砥石 下段 北地区　南半部 SR400
西肩

上層攪乱層＋
下層暗青灰粘
砂

9.1 4.5 3.4 172.7

S６ 69 107 砥石 下段 北地区 SR415 東北部遺物
集中地点 8.02 4.4 2.68 134.5

S７ 69 106 砥石 下段 南地区 SR400 上面 機械掘削 19.4 5.1 5.85 792.0

S８ 70 107 砥石 下段 北地区 SE416 埋土下層
石組井戸 8.93 3.98 1.71 83.9

S９ 70 107 砥石 下段 北地区 SR415 東北部遺物
集中地点 10.08 5.55 2.9 186.4

S10 70 107 砥石 下段 上段裾北地区 表採 13.95 2.4 3.3 133.7

S11 70 107 砥石 上段 南地区 SX1007
東肩 12.45 5.95 1.7 234.2

S12 70 107 砥石 上段 南地区 SK70 9.2 3.15 2.75 107.5

S13 71 108 石臼 下段 北地区 SR400 上層近世攪
乱 18.9 径

（34.7） 18.9

S14 71 108 石臼 下段 北地区 SK437 10.0 径
28.35 - 9.5

S15 71 108 石臼 下段 南地区 SD916 7.9 径
31.25 - 7.1

S16 71 108 五輪塔地輪 下段 北地区 SR400 上層近世攪
乱 22.1 27.7

S17 71 108 五輪塔地輪 下段 北地区北東端 SR415 15.25 21.5
S18 71 108 五輪塔地輪 下段 北地区北東端 SR415 22.9 29.8



図　　 版





調査地点位置図

図版 1
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調査区全体図

図版 2
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図版 3

下段北地区遺構配置図
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図版 4

下段中央地区遺構配置図
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図版 5

下段南地区遺構配置図



下段 SR400 土層断面図

図版 6

0 2m

地山

１. 2.5Y4.3/1黄灰色　細砂で極細砂含む　粗砂～中砂微量に含む　やや砂質

２. 2.5Y3.8/1黄灰色　砂層軟質　細砂～中砂で粗砂微量に含む

３. 2.5Y3/1黒褐色　極細砂～細砂　やや粘質　炭化物微量に含む

４. 5Y2.7/1オリーブ黒色　砂層　細砂～極粗砂　細礫少量含む　淘汰悪い

５. 5Y4/1灰色　極細砂混じり細砂～中砂　粗砂～極粗砂微量に含む

６. 10Y4.5/1灰色　シルト質極細砂　粘質　軟質　植物遺体等有機物多く含む

７. 10GY5.9/1緑灰色　極細砂～細砂　地山崩落土

８. 10GY6.4/1緑灰色　粗粒シルト～極細砂　細砂多く含む

   地山崩落土中に第6層が入り込んだ部分　有機質層のラミナあり

a. 2.5Y6.5/2灰黄色　シルト質極細砂混じり細砂　極粗砂微量に含む

   径 5～ 10㎝大の中礫・大礫微量に含む

b. 10G6/1緑灰色　砂礫層　中砂～径3㎝大の中礫含む　淘汰悪い

c. 5G5.5/1緑灰色　砂層　細砂～中砂　軟質
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SR400 断面位置図と土層注記

図版 7
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10YR5/1.2褐灰色　極細砂～細砂で粗砂～極粗砂含む　やや砂質
10YR5.5/1.2褐灰色　極細砂まじり細砂で中砂～細礫 径2～3㎝大の中礫少量含む　
砂礫層に近く淘汰悪い
7.5Y5.4/8明褐色　砂礫層(酸化第二鉄の色)細砂～極粗砂　固く締まる
2.5Y6/2灰黄色　砂層 細砂～中砂でFe₂O₃の沈着ラミナあり
5Y3.8/1灰色　極細砂まじり細砂～粗砂　粘質砂層　中礫少量含む
2.5Y5/1.2黄灰色　細砂～中砂　軟質砂層　有機物含む
2.5Y6/2.2灰黄色　細砂～粗砂で極粗砂～径2㎝大の中礫多く含む　
砂礫層に近い　淘汰悪い
10YR6/7明黄褐色　砂礫層 中砂～細礫～径1㎝大の中礫含む　淘汰悪い
10YR3/2黒褐色　粗粒シルト～極細砂で有機物多く含む　細砂～中砂のラミナ多い
2.5Y6/4にぶい黄色　砂礫層　中砂～細礫で径6mm～3㎝大の中礫多く含む　淘汰悪い　
細砂～中砂のラミナあり
5GY5/1オリーブ灰色　シルト質極細砂で植物遺体等有機物多く含む　やや粘質
10GY5.5/1緑灰色　粗粒シルト～極細砂で粘質を主とし、マトリックスは粗砂～細礫　
全体的に粘質
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2.5Y6/2灰黄色　シルト質極細砂～細砂　7cm大の円礫含む　Fe₂O₃含む(SD114埋土)
10YR6/2灰黄褐色　粗砂混じりシルト質極細砂～細砂　細礫含む　10cm～20㎝大の大礫(亜角礫から亜円礫)含む　
土器片・Fe₂O₃・Mn含む
2.5Y5/1～5/2黄灰色　シルト質極細砂～粗砂　細礫まばらに含む　10㎝～15㎝の大礫(亜円礫)底部に含む(SD115埋土)
10YR5/2灰黄褐色　粗砂混じりシルト質極細砂～細砂　径1～3㎝の中礫(円礫)まばらに含む　土器片わずかに含む　
Fe₂O₃含む
2.5Y4～4.5/1黄灰色　シルト混じり細砂～極粗砂　8～10㎝大の大礫(角礫～亜円礫)わずかに含む　炭化物まばらに含む
7.5Y5/1灰色　シルト混じり細砂～極細砂　ラミナ　下部に3～10㎝大の中礫～大礫(亜角礫～円礫)の礫層入る
5Y5/1灰色　シルト混じり極細砂～粗砂　ラミナ　1～2㎝大の中礫(円礫)含む
5Y4/1灰色　シルト質極細砂～粗砂　ラミナ　極粗砂が薄い層状に入る、植物遺体を含む
2.5Y5/1～1.5黄灰色　シルト質極細砂～細砂　5㎝大の中礫(亜角礫)含む、Fe₂O₃・Mn含む
10YR4/2灰黄褐色　シルト質極細砂～細砂　クサレ礫わずかに含む、Fe₂O₃含む
7.5Y6/1灰色　シルト質極細砂～細砂　Fe₂O₃わずかに含む
2.5Y5/1黄灰色　粗砂混じりシルト～細砂　細礫～3㎝大の中礫まばらに含む　粘性やや高い
5Y5/1灰色　極細砂～細砂　ラミナ　10Y6/1灰色シルトブロックまばらに入る　植物遺体含む
5Y3.5/1灰色　シルト～粗砂　植物遺体含む、炭化物多く含む　粘性高い
7.5Y6.5/1灰色　粗砂混じりシルト　植物遺体含む　長さ30㎝の亜角礫含む
5Y6/1灰色　シルト～細砂　Fe₂O₃含む
10Y6.5/1灰色　粗砂～極粗砂　ラミナ 径1～2㎝大の中礫含む　最下部にシルト層薄く堆積　東側砂粒細かい　
植物遺体含む　径25㎝の巨礫(円礫)含む
2.5Y7/2灰黄色　シルト質極細砂～細砂　Fe₂O₃・Mn含む(地山) 

2.5Y6/2黄灰色　極粗砂混じりシルト質極細砂～細砂　1～5㎝大の亜角礫～円礫含む　土器・炭化物含む
2.5Y5/2暗灰黄色　極細砂～粗砂　細礫多く含む(SD114埋土)
10YR5/2灰黄褐色　シルト混じり極細砂～細砂　1～5㎝大の亜角礫わずかに含む　Fe₂O₃多く含む
10YR3/2黒褐色　粗粒砂～極細砂 細礫～7㎝大の大礫(亜円礫～円礫)多く含む　上半は第１層の影響により砂粒が細かい(SD115埋土)
10YR5/2灰黄褐色　シルト質極細砂～細砂 細礫～5㎝大の中礫、土器まばらに含む　Fe₂O₃含む　北側アゼ第４層と対応
10YR4/4褐色　シルト混じり細砂～極粗砂　細礫～10㎝大の大礫(亜角礫～円礫)含む　Fe₂O₃含む
2.5Y5/2暗灰黄色　シルト質極細砂～細砂　細礫～5㎝大の中礫まばらに含む　土器片含む　Fe₂O₃含む
2.5Y5/1黄灰色　シルト混じり細砂　ラミナ　径1～3㎝大の中礫含む　炭化物含む　Fe₂O₃上部に層状に入る
2.5Y3.5/1黒褐色　シルト混じり極細砂～細砂　ラミナ 炭化物含む
5Y5/1灰色　シルト混じり細砂～粗砂　ラミナ 炭化物含む　径1～5㎝大の中礫わずかに含む
5Y5.5/1灰色　シルト質極細砂～細砂　細礫～1㎝大の中礫多く含む　酸化第二鉄含む
2.5Y4/2暗灰黄色　シルト質極細粒砂～細砂　細礫～10㎝大の大礫まばらに含む　Fe₂O₃含む
5Y3.5/1灰色　粗砂混じりシルト質極細砂～細砂　細礫～10㎝大の大礫多く含む　炭化物わずかに含む
10YR3/1黒褐色　シルト～粗砂　炭化物含む　径1～3㎝大の中礫わずかに含む
7.5Y4.5/1灰色　シルト混じり細砂～粗砂　ラミナ　炭化物含む
5Y3/1オリーブ黒色　シルト質極細砂～粗砂　ラミナ　炭化物、植物遺体含む　北側アゼ第14層と対応
5Y5/1灰色　シルト～細砂　植物遺体・炭化物含む　粘性高い
2.5Y4/1黄灰色　粗砂混じりシルト～細砂　径1～3㎝大の中礫わずかに含む　炭化物含む
5Y5.5/1灰色　シルト混じり細砂～極粗砂　炭化物含む ラミナ
北側アゼ第18層と対応
2.5Y6/1黄灰色　粗砂～極粗砂(地山)
2.5Y6/3にぶい黄色　シルト混じり粗砂～極粗砂　1～10㎝大の中・大礫(亜角礫～円礫)多く含む(地山)
10Y6/1灰色　シルト混じり極細砂～極粗砂 粘性高い(地山)
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7.5YR3/1黒褐色　極細砂～細砂で中砂～細礫含む　径5mm～中礫～径10㎝大の大礫含む
2.5Y3.4/1黒褐色　細砂まじり中砂で粗砂～細礫含む
砂礫層2.5Y6/2灰黄色　細砂～細礫で径5㎝大の中礫少量含む　淘汰悪い
2.5Y3/6黄灰色　極細砂まじり細砂～粗砂　砂層　極粗砂～細礫少量含む　
極細砂のラミナあり
砂礫層10YR5/6黄褐色　細砂～細礫で径3㎝～10㎝大の中礫・大礫少量含む　淘汰悪い
2.5Y4.5/1黄灰色　細砂～中砂の砂層で粗砂～細礫少量含む　淘汰悪い
2.5Y4/1黄灰色　極細砂まじり細砂　中砂少量含む　やや粘質
2.5Y3/1黒褐色　粗粒シルトまじり極細砂で細砂少量含む　粘質　
底面と左端に炭化物集中
5Y4/1灰色　シルト質極細砂～細砂　地山がマーブル状にまじる
2.5Y3.7/1黄灰色　極細砂で細砂～中砂含む　粘質　地山のラミナあり
2.5Y3/1黒褐色　極細砂粘質　木質等有機質含む
5Y4.5/1灰色　細砂～中砂　砂層に近い　粗砂少量含む　
極細砂のラミナ細いものあり
7.5GY5.5/1緑灰色　シルト質極細砂～細砂で11層がブロック状にまじる
2.5GY5/1オリーブ灰色　粗粒シルト～極細砂で細砂多く含む　粘質
砂礫層10YR6/7明黄褐色　極細砂まじり細砂で径7㎝大の大礫詰まる
7.5YR3.3/1黒褐色　極細砂～細砂　腐植土系　植物遺体含む
10YR4.5/1褐灰色　極細砂で細砂～粗砂含む　粘質
地山7.5GY6/1緑灰色　細砂で中砂微量含む
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１. 10YR5.5/1褐灰色　耕土(残り)　極細砂混じり細砂　やや砂質

２. 7.5YR5.4/7明褐色　床土　極細砂～細砂　やや粘質　Fe多く含む

３. 10YR5.5/1.4褐灰色　旧耕土や水田嵩上げ土　極細砂～細砂で中砂～粗砂少量含む　

　　径1～30㎝大の中礫含む　多く含む部分とそうでない部分がある

４. 10YR5/1.8灰黄褐色　極細砂～細砂　中砂～粗砂含む　流路埋め立て層

　　粘質地山ブロック多く含む　やや粘質

５. 10YR4.5/1.8灰黄褐色　畦？　極細砂混じり細砂　粗砂～径10㎝大の中礫含む

６. 2.5Y5/1.2黄灰色　旧耕土　極細砂混じり細砂　中砂～細礫多く含む　Fe・Mn含む

７. 2.5Y5/1.5黄灰色　流路埋め土　極細砂～細砂　中砂～細礫含む　Fe多く含む

８. 2.5Y5.6/2灰黄色　流路堆積層　粗粒シルト～極細砂　粘質　上部にFe集中　

９. 10YR5.6/2灰黄褐色　流路堆積層　粗粒シルト～極細砂　細砂～中砂含む

    粘質　Fe・Mn含む

10. 2.5Y4.5/1黄灰色　流路堆積層　細砂　極細砂少量混じる　粘質砂層のよう

11. 10YR2/1黒色　極細砂混じり細砂～中砂　粗砂含む

    炭化物多く含む有機質土層　Mn含む

12. 2.5Y4/1黄灰色　細砂～中砂　粗砂～極粗砂含む　上部はFeの沈着層で淡褐色

13. 10YR5/1.4褐灰色　砂礫層　細砂～径1㎝大の中礫含む　淘汰悪い

14. 2.5Y4.4/1黄灰色　砂層　極細砂混じり細砂～中砂　やや粘質

15. 10YR4/1.7灰黄褐色　極細砂混じり細砂～中砂　粘質砂のよう　Mn含む

16. 10YR4.5/2灰黄褐色　極細砂～細砂　やや粘質　径1～10㎝大の中礫・大礫含む

17. 10YR5/2灰黄褐色　細砂～中砂　極細砂少量含む　粘質層に近い　Fe・Mn含む

18. 5Y5.5/1灰色　細砂～中砂　粗砂含む　砂質　Mn含む

19. 2.5Y3.3/1黒褐色　粗粒シルト～極細砂　細砂をラミナ状に含む　炭化物含む

20. 10YR6/8明黄褐色　砂層　中砂～粗砂　Fe多く含む

21. 10YR5/2灰黄褐色　砂礫層　粗砂～径1㎝大の中礫含む　淘汰悪い　Fe多く含む

22. 10YR3.4/1黒褐色　砂層　細砂～極粗砂　極細砂のラミナあり　炭化物含む

23. 5Y6/2灰オリーブ色　砂層　中砂混じり粗砂～極粗砂

24. 2.5Y3.4/1黒褐色　極細砂混じり細砂　極粗砂～径1㎝大の中礫含む　炭化物含む

25. 10G5/1緑灰色　礫層　径5～40㎝の亜円礫～亜角礫含む

26. 10YR4/2.6にぶい黄褐色　細砂～中砂　軟質　Mn含む

27. 10YR4/1褐灰色　極細砂混じり細砂～中砂　粗砂～細礫多く含む

28. 2.5Y4/1黄灰色　細砂～極粗砂　細礫～径5㎝大の中礫50％程度含む  砂礫層に近い

29. 2.5Y6.7/3淡黄色　極細砂～細砂　Fe多く含む　やや粘質　

30. 5Y5/2灰オリーブ色　細砂　やや軟質

31. 10YR2/1黒色　粗粒シルト混じり極細砂～細砂　やや粘質

32. 10YR5/4にぶい黄褐色　細砂混じり極細砂　粘質　Fe・Mn含む

33. 2.5Y6/1.4黄灰色　砂層　細砂混じり中砂～粗砂　Fe含む

34. 2.5Y5/2暗灰黄色　砂礫層　細砂～細礫　Fe含む

35. 10YR3/1黒褐色　砂礫層　細砂～極粗砂　炭化植物遺体非常に多く含む

36. 10YR5.5/2灰黄褐色　極細砂～細砂　中砂～粗砂含む　Fe含む

37. 10YR6.4/2灰黄褐色　砂層　細砂～粗砂　やや粘質　Fe含む

38. 2.5Y6/2灰黄色　砂礫層　中砂～径5㎝大の中礫含む　淘汰悪い  有機物遺物多く含む

39. 2.5Y6/2.1灰黄色　極細砂混じり細砂　中砂～極粗砂少量含む　Fe暈管状

40. 2.5Y4/1黄灰色　極細砂　細砂～粗砂多く含む　瓦等含む

41. 10YR6/8明黄褐色　砂層　中砂～極粗砂　Fe多く含む

42. 2.5Y5/1.4　黄灰色　極細砂混じり細砂～粗砂　粘質砂層　陶器含む

43. 5Y2.5/2灰オリーブ色　極細砂混じり細砂～粗砂　粘質砂層

44. 5Y4/1灰色　極細砂混じり細砂～粗砂　

45. 5Y6/1灰色　細砂～中砂　

46. 10YR5.4/8黄褐色　極細砂混じり細砂～中砂　粗砂含む　Fe・瓦等含む

47. 10YR5.1/1褐灰色　極細砂混じり細砂　中砂～粗砂多く含む　粘質

　　径3～10㎝大の中礫・大礫(亜角状）10％程度含む

48. 5Y3/1オリーブ黒色　細砂混じり中砂～粗砂　極細砂のラミナあり  有機植物遺体多く含む

49. 5Y5/2灰オリーブ色　粗粒シルト～極細砂　やや粘質

50. 2.5Y3.6/1黄灰色　粗粒シルト～極細砂　細砂少量含む　細砂のラミナあり

    植物遺体含む　粘質

51. 2.5Y2/1黒色　粗粒シルト　粘質　細砂のラミナあり　炭化物少量含む

52. 7.5GY5/1緑灰色　砂礫層　極細砂混じり中砂～径5㎜大の中礫

  　径3㎝大の中礫5％程度含む　淘汰悪い

53. 7.5Y2/1黒色　粗粒シルト～極細砂　細砂～極粗砂のラミナ多数あり  植物遺体含む

54. 7.5GY4.8/1緑灰色　砂礫層　中砂～細礫　淘汰悪い

55. 10BG6/1青灰色　砂礫層　中砂～径10㎝大の大礫(亜角礫)　淘汰悪い 

1. 2.5GY5.5/1オリーブ灰色　細砂混じり中砂　粗砂含む

2. 5Y3/1.5オリーブ黒色　粗粒シルト　極細砂～細砂少量含む　粘質　植物遺体多く含む

3. 2.5GY5.5/1オリーブ灰色　極細砂～細砂　中砂～細礫含む　地山の小ブロック多く含む　やや粘質

4. 7.5Y4/1灰色　粗粒シルト～細砂　中砂～細礫含む　やや砂質で粘質

5. 2.5GY4/1暗オリーブ灰色　砂礫層　粗砂～径1㎝大の中礫含む　淘汰悪い

6. 5G5/1緑灰色　極細砂混じり細砂～中砂　粗砂～細礫多く含む　粘質砂層

7. 10BG6.7/1明青灰色　地山　粗粒シルト～細砂　粘質
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１. 10YR4/1 褐灰色　シルト

２. 5Y5/1 灰色　シルト

３. 5Y4/1 灰色　シルト質極細砂～粗砂

　　Fe₂O₃わずかに含む　粘性高い

１. 2.5Y5/2 暗灰黄色　シルト質極細砂～粗砂　細礫～中礫まばらに含む

　　Fe₂O₃・Mn 含む

２. 2.5Y4/1 黄灰色　シルト混じり細砂～粗砂　径 2～ 6㎝の亜角礫～円礫まばらに含む

　　2.5Y7/3 浅黄色シルトブロックわずかに含む

３. 5Y4/1 灰色　シルト質極細砂～粗砂　Fe₂O₃わずかに含む　粘性高い

１. 2.5Y4/1 黄灰色　極細砂～粗砂　径 2～ 12 ㎝の亜角礫～円礫多く含む

１’. 2.5Y5/2 暗灰黄色　極粗砂混じりシルト質極細砂～粗砂　

     細礫多く含む　径 2～ 20 ㎝の亜角礫～円礫多く含む　粘性高い
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上段北地区遺構配置図
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上段中央地区遺構配置図
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上段北地区南側壁土層断面図
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上段北地区 SR218

図版 14

17
4.
00

17
4.
00

17
4.
50

17
5.
00

17
5.
50

17
5.
50

Y=
81
56
5 

Y=
81
57
0 

Y=
81
57
5 

 Y
=8
15
80
 

 X=-127115 

 X=-127120 
 X=-127125 

0 5m0 5m

102

110

111

106

107

104

SE368

SR218

SE342

SD273



0 5m

175.50

175.00

174.00

174.50

175.00

WE1

WE2

WE3

WE4

WE5

WE6

WE7

WE1’

a’

b’

a

b

WE2’

WE4’

WE5’

WE7’

N
S
3

N
S
4

N
S
2

N
S
1

N
S
4
’

N
S
3
’

N
S
2
’

N
S
1
’

WE3’

WE6’

SP284

SP282

SP283

SP346

SP347

SP349
SP351

SP343

SP336

SD345
SK224

SB01

SK280

SD337
SP285

SP286

SP315

SP319

SP317

SP316

SK320
SD310

SP301

SP302

SP303

SP306

SP326

SP327

SP321

SP330SK323

SK329

SK322

SP328

SP331

SP332

SP333

SP335
SP334

SP300

SD746

SP313

SP372

SD307

SD861

SP355

SP324

上段北地区掘立柱建物跡平面図
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上段北地区掘立柱建物跡断面図
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上段北地区 SK224
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１．10YR2/3 黒褐（暗灰褐）色 極細粒砂～細粒砂で中粒砂・大礫含む　土器・炭化物含む　やや砂質
２．10YR3/3 暗褐（灰褐）色 極細粒砂～細粒砂　やや粘質　土器含む
３．2.5YR4/6 赤褐色と2.5Y8/2灰白色が混じり合う　粗粒シルト～極細粒砂で粘質（粘土か？）
４．10YR5/2.4 灰黄褐色 極細粒砂～細粒砂で中粒砂～細礫多く含む　粘質砂に近い
５．10YR2/1 黒（暗濃褐）色 極細粒砂～細粒砂で中粒砂～粗粒砂を少量含む　やや粘質　炭化物多く含む
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上段北地区 SK323・329・SD337 他

図版 19
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１．10YR5/3 にぶい黄褐色 細粒砂～粗粒砂

　　砂質　直径 0.5 ～２㎝大の礫を含む

２．10YR4/1.4 褐灰色 粗粒シルト～極細粒砂

　　粘質砂層に近い　柱穴埋土

３．10YR4/1 褐灰色 中粒砂混じり粗粒シルト

　　～極細粒砂　粘質

４．10YR4.5/2 灰黄褐色　粗粒砂～中粒砂混

　　じり粗粒シルト～極細粒砂　粘質

５．地山　2.5Y5/6 黄褐色 極細粒砂～細粒砂

　　　やや粘質

１．10YR2/2 黒褐（暗灰褐）色 極細粒砂～細粒砂で中粒砂含む

　　土器片・炭化物含む　やや砂質

１．10YR3/2 黒褐（暗灰褐）色

　　極細粒砂～細粒砂で中粒砂含む

　　中世初頭の土器片含む　やや粘質

２．10YR3/3 暗褐（灰褐）色

　　極細粒砂～細粒砂　やや粘質

１．10YR3/2 黒褐（暗灰褐）色 極細粒砂～細粒砂で

　　中粒砂含む　中世初期の土器片・炭化物含む

　　やや砂質

２．地山 10YR6/6 明黄褐色 極細粒砂～細粒砂

　　粘質砂層に近い

１．10YR3/2 黒褐（暗灰褐）色 極細粒砂～細粒砂で

　　中粒砂含む　中世初期の土器片・炭化物含む

　　やや粘質175.8m                        
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上段北地区 SD363・SK220・SD310 他
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１．10YR3/2　黒褐 (灰褐 )色 　極細粒砂混じり細粒砂～中粒砂　やや砂質

　　　　　　　　　　　　　　　中世初期の遺物包含層

２．10YR6/7　明黄褐色 　      粗粒シルト混じり細粒砂～中粒砂粘質砂層に近い

３．10YR5/4　にぶい黄褐色 　  細粒砂混じり中粒砂　砂質　地山　

１．砂層 10YR7/2　にぶい黄橙色 粗粒砂～細礫

　　　　　　　　　新しい時期の砂層と思われる

２．7.5YR3/1.5　黒褐（暗灰褐）色 

　　　極細粒砂～細粒砂で中粒砂をやや多く含む

　　　中世初期の土器・炭化物含む　やや砂質

３．10YR4/2　灰黄褐色 細粒砂混じり極細粒砂で

　　　　　　　　　中粒砂を少量含む　やや粘質

４．2.5Y7/4　浅黄（乳黄灰）色 

　　　　　シルト質極細粒砂で細粒砂を少量含む

　　　　　地山　Mn 粒・Fe 含む

１．10YR3.2/2　黒褐色 　　　 極細粒砂混じり細粒砂～

　　　　　　　　　　　　　　 中粒砂で Mn 含む　粘質砂層に近い

２．10YR5/2.6　にぶい黄褐色  粗粒シルト～極細粒砂で Mn 含む　粘質

３．10YR5/2.3　灰黄褐色 　　 細粒砂で極細粒砂少量混じる　中粒砂含む　やや砂質

４．10YR5.6/3　にぶい黄橙色  極細粒砂混じり細粒砂で中粒砂を少量含む

　　　　　　　　　　　　　　 Mn 含む　やや砂質

５．2.5Y5.5/1　黄灰色 　 細粒シルト～粗粒シルト　粘質　Fe 含む

６．5Y5.5/1　　灰色 　　 細粒砂～中粒砂　砂層

７．10YR5/1.3　褐灰色 　 極細粒砂で細粒砂～中粒砂を

　　　　　　　　　　　　 微量含む　Fe・Mn 含む　粘質

８．2.5Y6/7　　明黄褐色  極細粒砂～細粒砂　やや粘質　地山

１．2.5Y6/2.6 にぶい黄色　極細粒砂で細粒砂を多く含む

　　粘質　SD746 暗渠埋土

２．2.5Y5/1.6 暗灰黄色　極細粒砂で中粒砂～細礫含む

　　粘質　Mn 含む　SD746 暗渠埋土

３．10YR5/1.3 褐灰色　細粒砂で中粒砂～粗粒砂含む

　　砂質　Mn 含む　SD861 埋土

４．10YR5/2 灰黄褐色　細粒砂で中粒砂～粗粒砂少量含む

　　砂質　Mn 含む　SD861 埋土

５．10YR4/1.7 灰黄褐色　細粒砂～中粒砂で極細粒砂と粗粒砂を微量含む

　　やや砂質　Mn 含む　SD861 埋土

６．10YR5/2.1 灰黄褐色　極細粒砂混じり細粒砂で中粒砂～粗粒砂を少量含む

　　やや粘質　Mn 含む　SD861 埋土

７．10YR4/2 灰黄褐色　極細粒砂混じり細粒砂で中粒砂～粗粒砂を微量含む

　　砂質　Mn 含む　SD307 埋土

８．第７層に 10YR5/6 黄褐色のブロックが多く混じる　極細粒砂～細粒砂で

　　中粒砂～細礫含む　やや粘質　Mn 含む　SD307 埋土

９．10YR5/3.5 にぶい黄褐色　極細粒砂～細粒砂で中粒砂～粗粒砂を含む

　　やや粘質　Mn 含む　SD307 埋土

10．10YR4/1.6 灰黄褐色　細粒砂で極細粒砂・中粒砂含む　粘質砂層に近い

　　Mn 含む　SD307 埋土

11．10YR4.5/3 にぶい黄褐色　極細粒砂～細粒砂で中粒砂含む　粘質砂層に近い

　　Mn 含む　SD307 埋土

12．10YR5/1.4 褐灰色　極細粒砂で細粒砂を多く含む　やや粘質

　　Mn 含む　SD307 埋土

13．地山　10YR4.8/6 黄褐色　極細粒砂混じり細粒砂で中粒砂含む　粘質砂層に近い

　　Mn・Fe 含む

14．地山　10YR5/4.4 にぶい黄褐色　極細粒砂混じり細粒砂～中粒砂　粘質砂層

　　Mn・Fe 含む
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１．10YR4/2 灰黄褐色　細粒砂～中粒砂で粗粒砂～細礫を多く含み中礫含む

２．2.5Y4.5/1 黄灰色　粗粒シルト　粘質で炭化物含み中粒砂を微量含む

　　３～ 25 ㎝大の中・大（亜円・亜角）礫を 50％含む　埋立層

　　　　　　　　　　　　３．2.5Y6/5.1 明黄褐色　砂層 細粒砂～極粗粒砂　淘汰悪い

４．2.5Y5/1 黄灰色　粗粒シルトで極細粒砂～中粒砂多く含み粗粒砂～極粗粒砂を少量含む　やや粘質

　　ある時点での井戸底

５．5Y6/1 灰色 砂層　細粒砂混じり中粒砂～粗粒砂で極粗粒砂～細礫を多く含む

６．5Y5.5/1 灰色 砂層　極細粒砂～細粒砂混じり中粒砂～粗粒砂で極粗粒砂～細礫を多く含む　淘汰悪い

７．5Y6.5/1 灰色 砂層　極細粒砂混じり中粒砂～細礫で５㎜大の中礫を少量含む　淘汰悪い

８．5Y3.6/1 灰色 シルト質極細粒砂～細粒砂で中粒砂～粗粒砂を多く含む　粘質

９．2.5Y6/3 にぶい黄色　砂層　中粒砂～細礫で１～３㎝大の中礫を少量含む　淘汰悪い　地山

10．5Y5.5/1.4 灰色　極細粒砂～細粒砂で中粒砂～粗粒砂を少量含む　粘質　SD273 の埋土
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１．10YR4/3 にぶい黄褐色 極細粒砂混じり細粒砂でやや粘質

２．10YR4.5/1 褐灰 (暗乳灰 )色 粗粒シルトで極細粒砂～細粒砂

　　含む .粘質

３．2.5Y5.5/1 黄灰 (乳灰 )色 シルトで細粒砂～中粒砂を微量含む

　　非常に粘質

４．2.5Y5/1.7 暗灰黄色 シルト～極細粒砂で細粒砂を多く含む

　　非常に粘質

１．2.5Y5/2 暗灰黄 (濁暗乳灰 )色と 2.5Y7/4 浅黄色が混じる　極細粒砂で中粒砂～ 25 ㎝大の大礫含む　粘質

２．5Y6/2 灰オリーブ色 粗粒シルト～極細粒砂で粗粒砂～大礫を少量含む　粘質　

３．第２層に花崗岩片や 10 ㎝大の大礫が多く混じる

４．5Y7/2.4 灰白色 粗粒シルト中に細粒砂のラミナあり　大半は前者

５．10YR5/6 黄褐色 中粒砂～細礫で３㎝大までの中礫を含む　花崗岩風化砂層で第４層のラミナあり　

６．10YR6/4 にぶい黄橙色で質は第５層と同じ

７．7.5YR5/8 明褐色 第５層と同じだが、中礫の量が 20％程度と多く、大礫や巨礫 (井戸側の礫 )も含む
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上段中央地区 SK819・834・862 土層図

図版 23

175.6m

175.6m

175.6m

0 1m

1

2

1

1
2

i’i

j’j

k’k

１．9YR3/2 黒褐色 極細粒砂～細粒砂で中粒砂～粗粒砂を少量含む　やや粘質　Mn 粒・炭化物含む

２．地山　10YR6.5/6 明黄褐色 極細粒砂混じり細粒砂で中粒砂～粗粒砂を少量含む　やや粘質

１．10YR3/1.8 黒褐色 極細粒砂で細粒砂を含み中粒砂～極粗粒砂を微量含む　下部に 2～ 4㎝大の中礫（亜角～亜円）を含む　やや粘質

２．10YR4/1.7 灰黄褐色 極細粒砂で細粒砂～粗粒砂を少量含み細礫を微量含む　粘質

１．10YR3.3/3 暗褐色 極細粒砂で細粒砂を多く含み中粒砂～粗粒砂を少量含む　やや粘質
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上段中央地区 SK01・02 他
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0 2m

１. 灰・焼土・粒混じる　径5㎝内外の

　　亜円礫含む　人為的埋土

２. 5YR4/8赤褐色～5YR5/8明赤褐色

　　焼土塊密に入る  人為的埋土　明るい赤褐色

３. 5YR5/2灰褐色　細砂～中砂

１. 2.5Y4/2暗灰黄色　極細砂（耕土？）

２. 2.5Y5/1黄灰色　極細砂

３. 2.5Y4/4オリーブ褐色　中砂

４. 10YR6/2灰黄褐色　シルト

５. 10YR3/2黒褐色　シルト混じり中砂

１. 10YR3/2黒褐色　シルト混じり中砂（耕土混じり）

２. 10YR5/2灰黄褐色　中砂

３. 10YR4/1褐灰色　中砂混じりシルト

１. 7.5YR4/3褐色　礫混じり粘土質シルト

　　炭含む　径５㎜内外の角礫含む

２. 7.5YR4/2～ 5YR4/2灰褐色　粗砂混じり粘土

　　炭含む　３層粘土ブロック入る

３. 7.5YR4/1～ 10YR4/1褐灰色　細砂混じり粘土

　　炭含む　灰色調

４. 7.5YR4/3褐色　粗砂　径３㎜内外の角礫含む

１. 7.5YR5/2灰褐色　礫混じり粗砂

    径 10㎝内外の亜角礫密に入る　瓦含む

１’. 10YR4/2灰黄褐色～7.5YR4/2灰褐色　粗砂混じり礫

    灰色調　径10㎝内外の亜角礫非常に密に入る

２. 7.5YR5/2灰褐色　細砂混じりシルト　鉄分斑に入る

１. 10YR4/2灰黄褐色　粗砂混じりシルト質極細砂

２. 10YR4/1褐灰色　粗砂混じりシルト質極細砂（シルト分多い）

１. 2.5Y4/1黄灰色　中砂混じり極細砂（耕土）

２. 2.5Y6/3にぶい黄色　中砂混じりシルト
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上段中央地区 SK13・25 他
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１. 7.5YR4/1 褐灰色　細砂

２. 2.5Y4/4 オリーブ褐色　中砂

３. 2.5Y5/6 黄褐色　シルト混じり中砂 (Fe)

１. 10YR6/2 灰黄褐色　シルト (Fe 多い）

２. 10YR4/3 にぶい黄褐色　中砂

３. 10YR3/3 暗褐色　極細砂混じり中砂

４. 2.5Y4/4 オリーブ褐色　極細砂混じり中砂 (ベース )

１. 2.5Y5/2 暗灰黄色　粗砂混じりシルト質極細砂～細砂

　　径 3～ 20 ㎝大の角・円礫含む　粘性高い

２. 2.5Y6/2 灰黄色　シルト混じり極細砂～粗砂　炭・酸化鉄含む

１. 10YR4/2 灰黄褐色　中砂混じりシルト質極細砂

２. 10YR5/3 にぶい黄褐色　シルト質細砂

１. 10YR5/2 灰黄褐色　細砂混じりシルト～粘土

　　地山土ブロック入る人為的な埋土

　　Mn 斑に混じる　Fe 集積

２. 5YR4/1 ～ 7.5YR4/1 褐灰色　細砂質極細砂　淡調

３. 5YR4/1 5/1 褐灰色

　　シルト混じり細砂質極細砂　Fe 含む
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上段中央地区 SK78・70 他
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１. 5YR4/4 にぶい赤褐色　シルト混じり中砂～粗砂

　　7.5YR4/2 灰褐色の旧耕土がブロック状に入る

２. 7.5YR5/2 灰褐色　中砂～粗砂混じりシルト

３. 7.5YR5/2 灰褐色　中砂～細砂混じりシルト

　　5YR3/1 黒褐色　シルト混じり細砂の旧耕土ブロックと 4層のブロックで構成

４. 7.5YR5/2 灰褐色　シルト混じり細砂質中砂

５. 10YR5/2 灰黄褐色　細砂質中砂混じりシルト　粘性多い

６. 5Y5/1 灰色　シルト混じり中砂質細砂　グライ化　腐植分含む

１. 7.5YR4/4 褐色　細砂混じり中砂質粗砂　径 2 ㎝前後の角礫含む

　　やや暗調　汚れる

２. 10YR4/6 褐色　中砂

１. 2.5Y5/2 暗灰黄色　シルト混じり極細砂～極粗砂　径 1.5 ～ 40 ㎝の亜角礫～円礫含む

　　炭化物わずかに含む　有機質多い　南端に瓦片多く含む　Fe₂O₃含む

２. 2.5Y6/2 灰黄色　粗砂混じりシルト質極細砂～細砂　径 1 ～ 35 ㎝の亜角礫～円礫含む

　　炭化物・瓦片・Fe₂O₃含む　

３. 10YR6/2 灰黄褐色　シルト質極細砂～細砂 (地山 )

１. 10YR4/3 にぶい黄褐色　シルト質極細砂　（炭・焼土多く含む）

２. 10YR5/2 灰黄褐色　シルト混じり細砂 (ラミナ？）

３. 10YR5/4 にぶい黄褐色　細砂

１. 10YR4/2 灰黄褐色　粗砂混じり細砂

１. 10YR5/2 灰黄褐色　シルト質極細砂～細砂

　　炭まばらに含む

２. 10YR4/2 灰黄褐色　粗砂混じりシルト質極細砂～細砂

　　炭含む
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上段中央地区 SK43

図版 27

176.6m

0 2m

0 1m

１．10YR4/3 にぶい黄褐色 中砂混じり極細砂
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１. 2.5Y4/2暗灰黄色　シルト質極細砂～細砂　細礫まばらに含む

　　炭化物・Fe₂O₃・Mn含む(SK71埋土）

２. 10YR5/2灰黄褐色　シルト質極細砂～細砂　細礫～径2㎝大の中礫まばらに含む(SD60埋土）

３. 2.5Y6/2灰黄色　シルト混じり極細砂～粗砂　径2㎝大の中礫まばらに含む

　　Fe₂O₃・Mn含む(SD60埋土）

４. 10YR6/2灰黄褐色　粗砂混じりシルト～極細砂　5Y5/1灰色シルトブロックわずかに含む

　　Fe₂O₃・Mn含む　粘性高い(SX56埋土）

５. 2.5Y6/2灰黄色　シルト質極細砂～細砂　Fe₂O₃含む（地山）

１. 10YR4/1褐灰色　極細砂～15㎝の礫多く含む

２. 10YR7/3にぶい黄橙色　極細砂～中砂（ラミナ）

３. 10YR4/4褐色　中砂混じり極細砂

４. 10YR6/6明黄褐色　シルト質極細砂（3層と攪乱される）

５. 10YR5/6黄褐色　シルト混じり細砂～中砂（ベース）

４. 10YR6/6明黄褐色　シルト質細砂

５. 5Y4/1灰色　シルト混じり中砂

６. 10YR5/6黄褐色　シルト質細砂（ベース）

１. 10YR3/3暗褐色　中砂混じりシルト質極細砂

２. 10YR4/6褐色　シルト（ベース・下層ブロック含む）

３. 5Y5/1灰色　シルト質細砂（腐植ブロック含む）
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上段南地区遺構配置図
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SX1007・SK72・71
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7.5YR4/2 灰褐色　細砂～粗砂混じりシルト　径 1～ 3mm 内外礫多く、炭・Mn 含む

7.5YR5/2 ～ 5YR5/2 灰褐色　細砂混じりシルト質極細砂

10YR5/4 にぶい黄褐色　粗砂

5YR3/2 暗赤褐色　細砂混じり　シルト質粘土　炭・灰多量に含む

2.5Y5/3 黄褐色　細砂混じり　粘土質シルト　うすく砂礫層の上にかぶる
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上段南地区・南西地区　大歳神社旧境内
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SX1007・南地区土層表記

図版 32

図版30 SX1007土層名

図版31 南地区南半南壁A-B・西壁C-D断面土層名

１．トレンチによる攪乱
２．攪乱土
３．攪乱土
４．  7.5YR3/1黒褐色　細砂混じりシルト　現耕土
５．10YR3/2～4/2黒褐色～灰黄褐色　シルト混じり極細砂質細砂　溝　埋土
６．10YR6/8明黄褐色シルト混じり中砂　床土・Fe集積層　層下半は7層と同一質
７．5YR4/2灰褐色　シルト混じり中砂　土壌化する　Mn斑あり
８．7.5YR4/4褐色　礫混じり粗砂　径10～20㎝の亜円礫を多量に含む　人為的な埋め土

’

９．7.5YR4/2灰褐色　細砂～中砂混じりシルト 粘性あり　土壌化する
10．7.5YR4/2灰褐色　中砂質細砂混じりシルト 土器片を若干含む　9層よりも粒子粗く土壌化　耕作土と考えられる

11層と基本同じ

10 7.5YR4/2灰褐色　シルト混じり細砂
11．7.5YR5/4にぶい褐色　中粒砂～粗砂　径1㎝～5㎝の亜角礫と若干の極細砂を含む
12．7.5YR3/4暗褐色　シルト混じり細砂　土壌化する　9・10層に対応する
13．7.5YR5/2灰褐色　細砂
14．7.5YR4/2灰褐色　極細砂混じり細砂～中砂　炭化物含む
15．10YR4/6褐色　極細砂混じり中砂〜粗砂　径5㎝前後の角礫含む
16．7.5YR4/4褐色　礫・細砂混じり中砂～粗砂　径3～5㎝亜角礫入る　洪水砂礫
16 7.5YR4/4褐色　粗粒砂 径2～3㎜の粗粒砂
17．10YR5/3にぶい黄褐色　シルト混じり中砂　Mn斑根多し
18．7.5Y5/1灰色～N5/灰色　シルト～細砂　腐植物含みグライ化する
19．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

10YR4/1褐灰色　シルト混じり細砂　ピット埋土

１ 攪乱土
２ 2.5YR2/1赤黒色　細砂混じり腐植土　現表土
３ 大歳神社社殿の土間コンクリート
４ 7.5YR3/3暗褐色～4/3褐色　シルト・極細砂混じり中砂～細砂　盛土
５ 7.5YR3/3暗褐色 細砂・礫　径5㎝内外亜円礫密集
６ 近現代の焼土坑埋土
７ 5YR3/1色黒褐　シルト・粗砂・礫混じり細砂　炭多く含み汚れる
８ 2.5YR1.7/1赤黒色　極細砂混じり細砂　灰・炭層及び火化面・火災による炭層　下面が火化　上半は土壌化
９ 5YR3/3暗赤褐色　極細砂・粗砂混じり細砂　瓦片多く含む
10 5YR4/2灰褐色　シルト混じり細砂　土壌化
11 7.5YR4/6褐色　細砂　径3～5㎜礫含む　盛土
12 2.5Y6/1黄灰色　礫　径5～10㎝亜円礫人為的に密集
13 2.5Y6/1黄灰色　礫　径10～15㎝亜円・亜角礫人為的に密集
13’2.5Y6/1黄灰色　礫　径20㎝内外亜円・亜角礫人為的に密集
14 5YR4/2灰褐色　細砂　近現代の大歳神社石垣・掘方
15 7.5YR4/4褐色　シルト混じり中砂　若干土壌化する　石列SX1055構築よりも先行する

16 7.5YR3/3暗褐色　シルト・極細砂混じり細砂　径3㎜内外角礫含む
17 10YR5/1褐灰色　シルト　粘性あり、旧地表
18 7.5YR4/3褐色～4/4褐色　細砂混じりシルト
18’10YR3/2黒褐色　シルト混じり細粒砂　炭・土器含み土壌化する
19 10YR5/4にぶい黄褐色　粗砂　山土による現参道に伴う敷砂か
20 7.5YR4/3褐色　粗砂～中砂　旧参道の路面　上半が土壌化

21 10YR4/3にぶい黄褐色　若干シルト混じる中砂　石材の掘方埋土　やや汚れる
22 7.5YR4/3褐色　シルト混じり中砂
23 10YR5/4にぶい黄褐色　礫混じり粗砂　径5㎝内外亜円礫多く入る　砂利敷
24 7.5YR5/4にぶい褐色～7.5YR3/3暗褐色
25 7.5YR4/3褐色～7.5YR3/3暗褐色　シルト混じり中砂
26 10YR4/6褐色　細砂混じり中砂　径3㎝内外亜円礫含む　27層の土壌化
26’10YR5/4にぶい黄褐色～4/4褐色　中砂質細砂　礫少ない　27層が若干土壌化
27 10YR4/6褐色 細砂　30・30
28 7.5YR5/4にぶい褐色～10YR5/4にぶい黄褐色　シルト混じり細砂～中砂　18層と同一か
29 10YR5/4にぶい黄褐色　シルト混じり細砂～中砂
30 10YR5/2灰黄褐色～7.5YR5/2灰褐色　シルト～細砂質中砂
30’10YR5/4にぶい黄褐色　細砂質中砂　下半に径5㎝内外の亜円礫流れ込む
31 7.5YR5/2灰褐色　粗砂混じり礫　径10㎝内外亜円礫多く含む　扇状地中州の砂礫
32 10YR5/4にぶい黄褐色　細砂混じりシルト　SX1041掘方
33 7.5YR5/4にぶい褐色～7.5YR4/4褐色 礫混じりシルト　径5㎝内外の亜円礫・粗砂を含む　樹木の根痕か
34 10YR5/4にぶい黄褐色～7.5YR5/4にぶい褐色　シルト混じり中砂　汚れる　樹木の根痕か

８’８層よりも亜円礫が密集．

．

’．

’層の上層　ベース



上段南地区南半遺構配置図　SX1001・1004 他
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7.5Y3/3暗褐色　シルト混じり中層質細砂　SX1013下層もしくは切られた遺構埋土　
a　Mn含む             
5YR4/2灰褐色　極細砂混じり細砂　SX1011埋土　a’Mn含む
7.5YR3/3暗褐色　シルト混じり細砂　土器多く含む　SX1031内土坑
7.5YR5/2～4/2灰褐色　シルト混じり中砂～粗砂　炭・土器多く含む　　　　
径1～2㎝大の亜角礫含む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7.5YR4/2灰褐色　９層と同じ　上層と混在やや暗調　
7.5YR4/2灰褐色～10YR5/2灰黄褐色　シルト混じり中砂～粗砂　SX1015埋土　
8 より粒子粗い　径３㎝内外亜角礫入る　　
北壁　15層　10YR5/2灰黄褐色～7.5YR灰褐色　シルト～極細砂混じり細砂　Mn含む
7.5YR4/2褐色　極細砂混じり細砂　ベース土内の差か　Mnを斑に含む
９層と同じ　SX1014埋土

10

11
11
12

８

８
８
９

９

.

.

.

.

.

.

.

.

.

現耕土　北壁6層　　　　
床土　北壁7層
SX1007東端　集石　径10㎝内外亜角礫密集　
7.5YR4/4褐色　シルト混り細砂　北壁13層対応
7.5Y3/3暗褐色 　中砂質細砂～中砂（SX1007内溝）
5YR4/2灰褐色　礫・シルト混じり中砂～粗砂～7.5YR4/2灰褐色　
洪水砂を耕土化　畠耕土　径1～２㎝の亜円礫
畠耕作土　９・12層を耕す　土器・炭化物多く含む　
5YR4/2灰褐色（暗調）礫・シルト混じり細砂質中砂　　　　　
7.5YR5/2灰褐色　シルト混じり細砂～中砂　SX1012埋土　
11層を人為的に埋土としている　粘性あり
2.5YR3/1暗赤灰色　シルト・礫混じり中砂質細砂　SX1013埋土　
炭化物含む　８層よりも暗調　粒子粗く有機分多し

1.10YR4/3にぶい黄褐色　シルト混じり細砂に

　2.5Y4/2暗灰黄色粗砂のレンズ状堆積が混じる

2.１よりもかなり強く粘性をもつ

3.N１.5/0 黒色　粗砂　桶痕跡

4.2.5Y6/2灰黄色　シルト混じり細砂に

10YR４/４褐色　粗砂混じり細砂

1.10YR灰黄褐色　細砂～粗砂混じりシルト

　土器細片・炭化物少量含む

1.10YR4/4褐色　粗砂～小礫　径 10 ㎝程度の礫少量含む

2.2.5YR6/4にぶい黄色～ 10YR5/3にぶい黄褐色　粘質シルト

　鉄分含む

3.2.5Y6/1 黄灰色　細砂混じり粘質シルト

　2と 3の境界に水平な有機質（木？）

4.10YR5/2灰黄褐色　細砂～粗砂

1.10YR5/2灰黄褐色　粗砂・小礫混じり細砂

1.10YR4/2にぶい黄褐色　粗砂小礫混じりシルト～細砂
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SF1053・SK1035 他

図版 34

1
7
4
.
2
m

174.2m

1
7
6
.
9
m

176.8m

176.7m

176.7m
D

D D’

D’

C

C

C’

C’

A A

B

B

A
’ A
’

B
’ B
’

１

２

３

４

５

.

.

.

.

.

7.5YR3/3 暗褐色　

細砂混じりシルト質極細砂　土器含む

10YR5/3 にぶい黄褐色

極細砂混じりシルト

10YR5/3 にぶい黄褐色～ 10YR5/4 にぶい黄褐色

極細砂混じりシルト

10YR5/4 にぶい黄褐色　中砂質細砂

10YR5/6 黄褐色～ 10YR5/4 にぶい黄褐色　中砂質細砂
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10YR6/3 にぶい黄橙色　礫・細砂混じりシルト

径 3mm 内外角礫含む

7.5YR5/2 灰褐色　中砂～細砂混じりシルト

7.5YR5/3 にぶい褐色　極細砂混じり中砂　土器含む

7.5YR5/3 にぶい褐色～ 10YR5/3 にぶい黄褐色　

シルト混じり細砂 (黄色調 )

7.5YR4/4 褐色　細砂質中砂　土器含む

7.5YR4/3 褐色　シルト混じり中砂

7.5YR5/2 ～ 7.5YR4/2 灰褐色　細砂～中砂混じりシルト

10YR5/3 にぶい黄褐色　細砂混じりシルト

.

.
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２

10YR3/2 黒褐色　細砂質中砂　

炭　地山土 (細砂 )混じり　汚れる

7.5YR3/3 暗褐色　中砂～細砂混じりシルト　

炭混じり中砂　汚れる
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下段　SK908・575 他出土土器
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上段北地区　SR218・SD363 他出土土器
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上段北地区　SD273 他出土土器
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上段南地区　SX1007 出土土器
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南地区　SX1037 他、南西地区出土土器
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南地区　包含層他出土土器
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SR400 出土木製品
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SK608・510 出土木製品
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西地区全体図
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西地区 SX01
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西地区 SX01 遺物出土状況
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西地区 SX01 銅銭出土状況
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西地区 SX01 下層
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西地区 SX02・テラス 1・2
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